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所　　在　　地

天白キャンパス
〒468 -8502 名古屋市天白区塩釜口一丁目 501番地

☎（052）832－1151（代表）
法学部
経営学部
経済学部
理工学部
農学部
情報工学部
法学研究科
経営学研究科
経済学研究科
理工学研究科
農学研究科
総合学術研究科

八事キャンパス

たかき

〒468-8503 名古屋市天白区八事山150 番地
☎ （052）832－1151（代表）
薬学部
薬学研究科

ナゴヤドーム前キャンパス
〒461-8534 名古屋市東区矢田南四丁目 102 番 9

☎（052）832－1151（代表）
都市情報学部
人間学部
外国語学部
都市情報学研究科
人間学研究科

春日井（鷹来）キャンパス
農学部附属農場
〒486-0804 春日井市鷹来町字菱ヶ池4311－ 2

☎ （0568）81－2169

日進キャンパス
日進総合グラウンド
〒470-0102 日進市藤島町長塚75

☎ （0561）73－0810

中村キャンパス
附属高等学校
〒453-0031 名古屋市中村区新富町 1－ 3－16

☎ （052）481－7436（代表）
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（地下鉄）ナゴヤドーム前矢田駅

至大曽根

南館南館

事務室 1F
社会連携ゾーン（shake） 2F

保健室 1F
学生相談室 1F
図書館 1F
マルチスタジオ 2F
クラブハウス 2F・4F
体育館 3F

DSホール（DS101） 1F

テニス兼
フットサルコート
テニス兼

フットサルコート

食堂（M PATIO）1F
ラーニングコモンズ 2F
グローバルプラザ 2F

（令和7年4月1日現在）
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௨学定݊ظのߪ入について 学センター
（教）

事ࣨ
（学෦事૭ޱ）

事ࣨ

1ô45

෩ಛผܯ報·たは෩ܯ報・࣌ࡂのରԠ 学センター
（学෦૭ޱ）

事ࣨ
（学෦事૭ޱ） 1ô24


্

ߋอূਓॅॴのม・ߋอূਓม、ߋॴのมॅݱ 学センター
（教）

事ࣨ
（学෦事૭ޱ） 1ô12

い出、আ੶・෮੶ئ学・ୀ学・෮学のٳ 学センター
（学෦૭ޱ）

事ࣨ
（学෦事૭ޱ） 1ô10

学ੜূのฆࣦ・࠶発行について 学センター
（教）

事ࣨ
（学ੜࢧԉ・Ωϟンύスॸ૭ޱ） 1ô45

ূ
໌
ॻ

学校学ੜੜెཱྀ٬ӡׂҾূ（学ׂূ） 学センター
（ূ明ॻ）

事ࣨ
（学ੜࢧԉ・Ωϟンύスॸ૭ޱ） 1ô45

成ূ明ॻ・ଔ業ݟ込ূ明ॻなͲ各種ূ明ॻ 学センター
（ূ明ॻ）

事ࣨ
（学ੜࢧԉ・Ωϟンύスॸ૭ޱ） 1ô44

त
ۀ

ཤ修登録、単位・ཤ修૬談 学センター
（学෦૭ޱ·たは教職・学芸員）

事ࣨ
（学෦事૭ޱ） 1ô19

についてߨิ・ߨٳ 学センター
（学෦૭ޱ·たは教職・学芸員）

事ࣨ
（学෦事૭ޱ） 1ô1ÿ

ܽ੮ಧについて 学センター
（学෦૭ޱ·たは教職・学芸員）

事ࣨ
（学෦事૭ޱ） 1ô1ÿ

ࢼ
ݧ

定ݧࢼظについて 学センター
（学෦૭ޱ·たは教職・学芸員）

事ࣨ
（学෦事૭ޱ） 1ô20

ݧࢼ࠶・ݧࢼの૬談・申 学センター
（学෦૭ޱ·たは教職・学芸員）

事ࣨ
（学෦事૭ޱ） 1ô20

ܦ
ࡁ

学අৼ込依頼ॻのฆࣦ 学センター
（学෦૭ޱ）

事ࣨ
（学෦事૭ޱ） 1ô12

授業ྉ等のೲظԆظの૬談・申 学センター
（学෦૭ޱ）

事ࣨ
（学෦事૭ޱ） 1ô12

学ۚの૬談、申 学センター
（ੜࢧ׆ԉ）

事ࣨ
（学ੜࢧԉ・Ωϟンύスॸ૭ޱ） 1ô4ý

ࢿ
֨ ެ員ݧࢼର࠲ߨࡦ、各種資格࠲ߨ ΩϟϦΞセンター

（ΤΫスςンγϣンάルーϓ） ΩϟϦΞセンター 1ô40

ੜ
׆

ΞルόΠト報 学センター
（ੜࢧ׆ԉ）

事ࣨ
（学ੜࢧԉ・Ωϟンύスॸ૭ޱ）

མしについて 学センター
（学ੜ׆ಈ）

事ࣨ
（学ੜࢧԉ・Ωϟンύスॸ૭ޱ）

学ੜূのམしについて 学センター
（教）

事ࣨ
（学ੜࢧԉ・Ωϟンύスॸ૭ޱ）

ਐ
࿏ ब職（ब職׆ಈ）૬談 ΩϟϦΞセンター ΩϟϦΞセンター 1ô39

૬
ஊ

学ੜ૬談ࣨ

อ健センター อ健ࣨ อ健ࣨ

1ô3ÿ

ϋϥスϝント૬談 3ô1ý

ͦ
ͷ
ଞ

Πンターンγοϓについて ΩϟϦΞセンター ΩϟϦΞセンター

事ࣨ

1ô39

ཹ学について Խਪਐセンターࡍࠃ 事ࣨ
（学෦事૭ޱ） 1ô40

※取ѻ૭ޱにはɼ出向いて手続き࣭問をしてくͩさい。
※学ੜศཡの内༰がɼมߋされる場合が͋Γ·す。มߋ内༰はɼ掲示൘ɼ学γスςϜにて࿈བྷし·す。
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Ⅰ．名城大学の概要  ʜʜʜ 1 ʵ 1

1ɽ໊大学ཱ学のਫ਼ਆ ʜ 1 ʵ 2

ç2ɽ学　Վ ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 2

ç3ɽ໊大学の 3 つのϙϦγー 
Ξセスϝント・ϙϦγー ʜ 1 ʵ 3

4ɽ学位授༩ํରԠ表ɼཤ修ܥ౷ਤɼ
φンόϦンάίーυ ʜʜ 1 ʵ 3

ç5ɽԊ　ֵ ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 4

çýɽ教育৫ ʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ ý

Ⅱ．学　籍ʜʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ þ

1ɽ学ੜূ ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ ÿ

2ɽ学੶൪号 ʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 9

3ɽ学੶্の໊ࢯ ʜʜʜʜ 1 ʵ 9

4ɽ修業年ݶとࡏ学年ݶ ʜ 1 ʵ 9

5ɽ学੶ҟಈ及びռ ʜʜ 1 ʵ 10

ýɽそのଞのئ・ಧ出 ʜʜ 1 ʵ 12

þɽ学අ等 ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 12

Ⅲ．教務事項ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 15

1ɽ学　ظ ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 1þ

2ɽ単位੍ ʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 1þ

3ɽ授　業 ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 1þ

4ɽཤ　修 ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 19

5ɽݧ　ࢼ ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 20

ýɽ෩ಛผܯ報·たは෩ܯ報・
ʜ ݧࢼの授業及び࣌ࡂ 1 ʵ 24

çþɽʮೆւトϥϑྟ࣌報ʯが
発表された場合 ʜʜʜʜ 1 ʵ 25

çÿɽަ௨ؔػがストϥΠΩを実施して
いる場合の授業及びݧࢼ ʜ 1 ʵ 25

Ⅳ．教職課程・学芸員課程ʜ 1 ʵ 2þ

1ɽ教職՝ఔ【学෦】 ʜʜʜ 1 ʵ 2ÿ

2ɽ学芸員՝ఔ【学෦】 ʜʜ 1 ʵ 30

Ⅴ．科目等履修生・研究生・
単位互換履修生 ʜʜʜʜ 1 ʵ 31

1ɽ੍の種ྨ ʜʜʜʜʜ 1 ʵ 32

ç2ɽ各種੍の֓要 ʜʜʜ 1 ʵ 32

Ⅵ．学務システム，事務の取り扱い，
各種制度，マナー ʜʜʜ 1 ʵ 33

1ɽ学γスςϜ ʜʜʜʜ 1 ʵ 34

2ɽ事内༰ ʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 35

3ɽ学ੜへの࿈བྷなͲ ʜʜ 1 ʵ 43

4ɽ各種ূ明ॻの発行等に
ついて ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 44

5ɽ学੍ۚ ʜʜʜʜʜ 1 ʵ 4ý

ýɽ定ظ健康診断の実施に
ついて ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 4ý

þɽ学ੜ教育ࡂڀݚইอݥ
・ҩྍඅิॿ ʜʜʜʜ 1 ʵ 4þ

ÿɽ学内でकるきϚφーに
ついて ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 4þ

9ɽࣗಈं௨学のશ面ࢭېに
ついて ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 4þ

10ɽࣗసं௨学（φΰϠυーϜ前
Ωϟンύス）について ʜ 1 ʵ 4þ

11ɽόΠΫࣗసंのࣗݾཧに
ついて ʜʜʜʜʜʜʜ 1 ʵ 4ÿ

12ɽوॏの౪ࢭについて ʜ 1 ʵ 4ÿ

13ɽιーγϟル・ωοトϫーΩンά
αーϏスへのߘについて ʜ 1 ʵ 4ÿ

14ɽ学内શ面ېԎについて ʜ 1 ʵ 4ÿ

15ɽ໊大学のڥอશにؔわる
取ΓΈについて ʜʜʜ 1 ʵ 4ÿ
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タϫー þ5 ʜʜʜʜʜʜʜ 4 ʵ 3

౩ೆ ʜʜʜʜʜʜٛߨ௨ڞ 4 ʵ ý

౩ ʜʜʜʜʜʜٛߨ௨ڞ 4 ʵ ÿ

౩౦ ʜʜʜʜʜʜٛߨ௨ڞ 4 ʵ 11

౩Ⅰ ʜʜʜʜʜʜݧ実ڀݚ 4 ʵ 13

౩Ⅱ ʜʜʜʜʜʜݧ実ڀݚ 4 ʵ 15

౩ᶙ ʜʜʜʜʜʜݧ実ڀݚ 4 ʵ 1þ

౩ᶚ ʜʜʜʜʜʜݧ実ڀݚ 4 ʵ 19

9 号ؗ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 4 ʵ 22

11 号ؗ ʜʜʜʜʜʜʜʜ 4 ʵ 23

12 号ؗ ʜʜʜʜʜʜʜʜ 4 ʵ 25

13 号ؗ ʜʜʜʜʜʜʜʜ 4 ʵ 2ý
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ീ事৽ 1 号ؗ ʜʜʜʜʜʜ 4 ʵ 2þ

ീ事৽ 2 号ؗ ʜʜʜʜʜʜ 4 ʵ 30

ീ事৽ 3 号ؗ ʜʜʜʜʜʜ 4 ʵ 33

ീ事 þ 号ؗ ʜʜʜʜʜʜʜ 4 ʵ 3ý

ീ事学ੜձؗༀϗール ʜ 4 ʵ 39

φΰϠυーϜ前Ωϟンύス

ؗ・౦ؗ ʜʜʜʜʜʜʜ 4 ʵ 40

ؗ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 4 ʵ 42

ೆؗ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 4 ʵ 44

य़Ҫ（ୋདྷ）Ωϟンύス

ෟଐ場ะ場֓略ਤ ʜʜʜ 4 ʵ 4ý

教育ؗڀݚ ʜʜʜʜʜʜʜ 4 ʵ 4þ

1 履修要項
Ⅰ．「農学部」について ʜʜʜ 2 ʵ 5

1ɽ教育ཧ೦ ʜʜʜʜʜʜʜ 2 ʵ 5

2ɽ教育目ඪ ʜʜʜʜʜʜʜ 2 ʵ 5

3ɽ教育ํ ʜʜʜʜʜʜʜ 2 ʵ 5

4ɽ教育ڀݚମ੍・ࣨڀݚ ʜ 2 ʵ ý

5ɽ教育՝ఔ ʜʜʜʜʜʜʜ 2 ʵ þ

Ⅱ．教務関係ʜʜʜʜʜʜʜʜ 2 ʵ 2ÿ

1ɽΦϦΤンςーγϣン ʜʜ 2 ʵ 2ÿ

2ɽཤ　修 ʜʜʜʜʜʜʜʜ 2 ʵ 2ÿ

3ɽ授　業 ʜʜʜʜʜʜʜʜ 2 ʵ 29

4ɽ成とݧࢼ ʜʜʜʜʜʜ 2 ʵ 30

5ɽਐڃ・ଔ業要݅ ʜʜʜʜ 2 ʵ 30

ýɽࣨڀݚଐ ʜʜʜʜʜʜ 2 ʵ 30

þɽଔ業ڀݚ等の࠶ཤ修
　　について ʜʜʜʜʜʜʜ 2 ʵ 31

ÿɽస学෦おΑびస学科 ʜʜ 2 ʵ 31

9ɽ入学前にଞ大学で取得した
　　単位の取ѻい ʜʜʜʜʜ 2 ʵ 31

10ɽ大学Ӄ学ڀݚ科への
　　ਐ学 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 2 ʵ 31

2 そ の 他
学生関係ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 2 ʵ 32

1ɽ指導教員੍ ʜʜʜʜʜ 2 ʵ 32

2ɽΈ͝と૬談 ʜʜʜʜʜ 2 ʵ 32

3ɽ学ੜϩοΧーି出し੍ ʜʜ 2 ʵ 32

学則および関連規程等
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1ɽ໊大学学ଇ（ൈਮ） ʜ 3 ʵ 3

2ɽ教نఔʜʜʜʜʜʜʜ 3 ʵ ý

3ɽ科目等ཤ修ੜ要項ʜʜʜ 3 ʵ ÿ

4ɽڀݚੜ要項ʜʜʜʜʜʜ 3 ʵ ÿ

5ɽ学校๏ਓ໊大学のઃஔする
学校の学අ等にؔするنଇ

（ൈਮ） ʜʜʜʜʜʜʜʜ 3 ʵ 9

ýɽ学ੜنఔ（ൈਮ） ʜʜ 3 ʵ 10

þɽそのଞ学ੜʜʜʜʜʜ 3 ʵ 12

çÿɽ学ੜռنఔʜʜʜʜʜ 3 ʵ 13

ç9ɽ෩ܯ報ɼࡂ等にう授業
及びݧࢼの取ѻ内ن ʜʜ 3 ʵ 14

10ɽަ௨ؔػのストϥΠΩ等の場合の
授業及びݧࢼの取ѻ内ن ʜ 3 ʵ 14

11ɽʮೆւトϥϑྟ࣌報ʯが
発表された場合の授業及びݧࢼの
取ѻ内ن ʜʜʜʜʜʜʜ 3 ʵ 15

12ɽࡂにରする心得 ʜʜʜ 3 ʵ 15

13ɽϋϥスϝントのࢭ等にؔする
ΨΠυϥΠン ʜʜʜʜʜ 3 ʵ 1ý
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1．学芸員課程を履修する
皆さんへ ʜʜʜʜʜʜʜ 5 ʵ 32

2．大学で学芸員資格を取得
するには ʜʜʜʜʜʜʜ 5 ʵ 32

3．学芸員資格を取得できる
学部・学科 ʜʜʜʜʜʜ 5 ʵ 32

4．学芸員資格取得に必要な
単位の取得について ʜʜ 5 ʵ 33

5．博物館実習について ʜʜ 5 ʵ 34

6．学芸員課程の登録および
諸手続 ʜʜʜʜʜʜʜʜ 5 ʵ 34

7．修了証書の授与 ʜʜʜʜ 5 ʵ 35

教員免許状取得を目指す学生の
皆さんへʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ5 ʵ ý

1．教育職員免許状について ʜ5 ʵ ÿ

2．大学で教員免許状を取得する
ためには ʜʜʜʜʜʜʜʜ5 ʵ 9

3．教職課程の登録及び履修の
諸手続きについて ʜʜʜʜ5 ʵ 12

4．介護等体験について ʜʜʜ5 ʵ 14

5．教育実習について ʜʜʜʜ5 ʵ 15

6．麻しんに関する報告書に
ついて ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ5 ʵ 1ÿ

7．単位の修得方法について ʜ5 ʵ 19

8．教育職員免許状（教員免許状）の
申請 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ5 ʵ 2ÿ

9．教員採用試験 ʜʜʜʜʜʜ5 ʵ 29

10．教員採用試験対策指導 ʜʜ5 ʵ 29
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ᶗɽ໊େֶの֓ཁ
1  名城大学立学の精神
2  学歌
3  名城大学の 3つのポリシー，アセスメント・ポリシー
4  学位授与方針対応表，履修系統図，ナンバリングコード
5  沿革
　（1）大学の沿革
　（2）大学院の沿革

6  教育組織



ø ― ù

໊େֶの֓ཁᶗ
1 名城大学立学の精神

　໊大学のૅはɼ大ਖ਼ 15 年に։ઃされた໊ݹ高等ཧ科ߨ習ॴにΓɼྺ࢙と౷を༗する૯合大学です。ত 42 年 3
月にはɼ࢈学各քのࢧԉを得てɼ学ੜɼɼ教員各位のཧղとྗڠのԼɼʮཱ学のਫ਼ਆʯとしてຊ学のઃஔのҙٛと目తを
վめて明確にしɼ学内֎にެ表し·した。
　ʮཱ学のਫ਼ਆʯのࠎ格は『Ժ健中ਖ਼』『実行ྗ』『৴頼』です。すなわちɼ『ڏݠにの͝とのຊ࣭をつかΈɼઅをわき·えɼ
๛かなแ༰ྗとฏ֮ײߧをちɼ実行ྗൈ܈でɼ୭かΒ৴頼される』そのΑうなਓ材の育成͜そɼຊ学の目指すと͜Ζです。
　ʮԺ健中ਖ਼ʯはɼ次のΑうにղऍされてい·す。

　　ʮԺʯ ฏで͋たたかくɼԺかで͋る͜と。

　　ʮ݈ʯ டংとௐと確実さをってɼࢧোなくɼྗڧく前ਐする͜と。

　　ʮதʯ 。にの͝との֩心をつかΈɼแ༰ྗ͋るཱ場に͋る͜とڏݠ

　　ʮਖ਼ʯ の͝とにɼંΓ目ɼけ͡めをつけɼॱٯをわき·えてےを௨す͜と。

学校法人名城大学の基本戦略MS-26
　ຊ学ではɼ։学 100 प年（202ý 年）を目ඪ年とするઓ略ϓϥンʮ.FJKP 4USBUFHZ�202ý（௨শɿ.4�2ý）ʯをਪਐしてい·す。

［共有したい価値観］
「生涯学びを楽しむ（Enjoy Learning for Life）」

　શての学ੜがຊ学の教育にΑってʮ学Ϳָしさʯにͮؾきɼଟ༷なίϛュχςΟの中でɼ༷ʑなਓจԽと出ձいɼਓੜをָしΈながΒੜ

֔学び続けてཉしいというئいを込めたݴ༿です。

［2026 年にめざす将来像］
　「多様な経験を通して，学生が大きく羽ばたく『学びのコミュニティ』を創り広げる」

　͜のকདྷ૾はɼྫえσΟϕートで間とܹしいٞをަわしたΓɼւ֎かΒのཹ学ੜのҙࣝの高さにڻいたΓɼனをれてڞに学Ϳ
間たちとڀݚに಄したΓする等ɼΩϟンύス内֎でɼ༷ʑなਓจԽと出ձいɼおޓいにܹしɼ大学の学びが·す·すָしくなる。その
Αうなଟ༷なݧܦのできるʮ学びのίϛュχςΟʯをৗに提ڙし続ける大学を目指し·す。

「穏健中正で実行力に富み、国家、　　　　　
　　　　 社会の信頼に値する人材を育成する」

2 学歌

あ さ ひ に  に お う 　 す ー ず ー か れ い

河 合 逸 治 作詞
信 時 　 潔 作曲

が く り の ー い ず み 　 く む と こ ろ

じ だ い を き ず く 　 は え に な う

き ぼ う に  も ゆ ー る 　 わ こ う ど  が

名 城 ー 　 名 城 ー 　 じゆうのがく　ふ　　お お 　 名 城 ー
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3 名城大学の 3 つのポリシー , アセスメント・ポリシー

4 学位授与方針対応表 , 履修系統図 , ナンバリングコード

学位授与方針
Diploma Policy

　໊大学はɼʮԺ健中ਖ਼で実行ྗにΈɼࠃՈɼࣾձの৴頼にするਓ材を育成するʯというཱ学のਫ਼
ਆにͮجきɼ次の資࣭・ྗをにつけた学ੜに学位を授༩し·す。
ᶃ෯い教ཆをにつけɼいࢹにཱって事のެਖ਼な断をする͜とができる。
ᶄઐにख़ୡしɼࣾձにおける諸問のղ決のためにそのࣝ・ྗを׆用できる。
ᶅओମతに学び続けɼ学Μͩ͜とをかち合いɼڞに成する͜とができる。

教育課程編成方針
Curriculum Policy

　໊大学はɼ各学科の教育目ඪをୡ成しɼ学位授༩ํに示す資࣭・ྗをにつけさせるためɼ次の
Αうな教育՝ఔをฤ成しɼ実施し·す。
ᶃਓจ・ࣾձ・ࣗવ科学ɼޠ学ɼ報ٕज़ɼମ育等かΒなる教ཆ教育՝ఔをମܥతにฤ成しɼ༷ʑなՁ

。できるΑうにするݱに৮れɼ事をਖ਼しくཧղし表؍
ᶄઐ教育՝ఔをମܥతにฤ成しɼٛߨ・ԋ習・実ݧ・実習等をదにΈ合わせた授業を実施する͜と

にΑΓɼઐのࣝ・ྗを確実に修得しɼ問ղ決のために׆かす͜とができるΑうにする。
ᶅॳ年次教育ԋ習・実ݧ・実習科目を中心にಈత学修の要ૉを取Γ入れる͜とにΑΓɼੜ֔にわたっ

てओମతに学びɼଞ者との૬ޓཧղҙަݟができるΑうにする。
ᶆ学修成Ռにରするݫ格な成ධՁと単位認定を行うととにɼ学修行ಈௐ査 (1"ɼ修得単位数にͮج

くݸผ指導を行う͜とにΑΓɼݸʑのୡ成とকདྷܭըにԠ͡た学修をਐめる͜とができるΑうにする。

入学者受入れ方針
Admission Policy

　໊大学はɼ高等学校等における学習を௨してɼ次のΑうな資 ・࣭ྗをにつけているਓを受入れ·す。
ᶃ大学での学修のૅجとなる高等学校における各教科のجຊ事項を修得している。
ᶄ入学を希望する学科での学修成Ռをࣾձで׆かすという目తҙࣝが͋る。
ᶅ大学ࡏ学中ͩけでなくɼଔ業後学び続けるҙཉが͋る。

01

02

03

໊大学ではɼຊ学の教育ཧ೦ࣾձతχーζを౿·えɼ育成すきਓ材૾を明確にしɼその資࣭・ྗ֫得のためにదな教育
՝ఔฤ成ɼମܥత・৫తな教育׆ಈɼ及び͜れに;さわしい学ੜを受け入れるための入学者બൈの実施を目తにɼ大学શମとし
て以Լの学位授༩ํɼ教育՝ఔฤ成ํɼ入学者受入れํをࡦ定してい·す。

アセスメント・ポリシー
　໊大学ではɼσΟϓϩϚ・ϙϦγー（学位授༩ํ）に掲͛るྗ・資࣭等についてɼ以ԼのධՁํ๏にΑって学修౸ୡ目ඪのୡ
成状گを確認しɼ教育のվળをਤΓ·す。

アセスメント・ポリシー（大学全体）
大学及び学科ϨϕルではɼσΟϓϩϚ・ϙϦγーの科目͝܈との (1" の数に加えてɼ単位取得状گɼ学修行ಈௐ査ɼଔ業࣌ௐ査及び

学ੜΞンケートにΑΓධՁする。
　科目Ϩϕルではɼγϥόスに記載して͋るํ๏で成ධՁを行う。ධՁはɼςストϨϙートなͲ科目の内༰に合わせたํ๏で実施する。
　ଔ業ڀݚについてはɼ各学෦が定めるධՁج準にͮجいてଔ業จ等の成ՌをධՁしɼ大学及び学科ϨϕルではɼそのूܭでධՁする。

　ຊ学ではɼ学科が掲͛る教育目ඪ（学位授༩ํ）をୡ成するためににつけるきࣝ・ྗ等と授業科目のରԠؔを示す学位授
༩ํରԠ表ཤ修ॱংを示すཤ修ܥ౷ਤɼ授業科目の学習ஈ֊ཤ修年次なͲを表すφンόϦンάίーυを作成しɼ໊大学のϗーϜ
ページなͲでެ表してい·すのでɼ学修のܭըに׆用してくͩさい。
63-ɿIUUQT���XXX�NFJKP�V�BD�KQ�BDBEFNJDT�EJQMPNB�IUNM
※大学શମの学位授༩ํは 1 ʵ 3ʮ໊大学の 3 つのϙϦγーʯをɼ各学科の学位授༩ํは学෦事項を参রしてくͩさい。

3 つのポリシー
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5 沿革

（1）大学の沿革
大ਖ਼ 15 年（192ý）5 月 ॴொに։ઃثޚ習ॴを中۠ߨ科高等ཧݹ໊

ত 3 年（192ÿ）4 月 習ॴがɼ໊ߨ科高等ཧݹ໊ 	科学校ʤ間ʥ高等ཧݹ 科ɼ数学科ɼཧ科ɼԽ学科ؾి 
 として認Մɼ中۠৽ӫொ 	 ౦৽ொ校ࣷ 

で։校

ত ÿ 年（1933）1 月 科学校にʤ間ʥ中等科をઃஔ高等ཧݹ໊

ত 12 年（193þ）3 月 中۠ෆೋݟொに校ࣷҠస
学科ɼԠ用Խ学科ɼ高等科の間をઃஔցػ学科ɼؾ学科ɼʤ間ʥిցػ・学科ؾ科学校に中等科ʤன間ʥి高等ཧݹ໊

ত 1þ 年（1942）4 月 中ଜ۠৽ொに校ࣷ৽ઃ

ত 21 年（194ý）10 月 ｢科学Ԃ高等ཧݹ๏ਓ໊ஂࡒ｣ をઃཱ

ত 22 年（194þ）9 月 ઐ学校をઃஔ（9ݹ໊ 月 22 ։校）

ত 23 年（194ÿ）3 月 ɼୈೋ෦Ԡ用ཧ（ங科ݐց科ɼ科ɼػ科ɼؾి）にΑΓԠ用ཧ学科をୈ一෦Ԡ用ཧ学科ߋઐ学校の学ଇมݹ໊
学科（ిؾ科ɼػց科ɼ科ɼݐங科）にมߋ
ୈ一෦数学科ɼ๏科ɼ科ɼୈೋ෦数学科ɼ๏科ɼ科をઃஔ

ত 24 年（1949）4 月 ໊大学։学　学෦ୈ一෦ɼ学෦ୈೋ෦をઃஔ

ত 25 年（1950）4 月 ๏学෦ୈ一෦（๏学科ɼ学科）ɼ๏学෦ୈೋ෦（๏学科ɼ学科）ɼཧ学෦ୈ一෦（数学科ɼి 学科）ɼઃݐ学科ɼցػ学科ɼؾ
ཧ学෦ୈೋ෦（数学科ɼిؾ学科ɼػց学科ɼݐઃ学科）ɼ学෦（学科）をઃஔ（学෦ୈ一෦ɼ学෦ୈೋ෦はഇࢭ）
ظ大学෦（ܦ科ୈ一෦ɼܦ科ୈೋ෦）をઃஔ

ত 2ý 年（1951）3 月 ৫มߋにΑΓ ｢学校๏ਓ໊大学｣ をઃཱ

　　　　　　　　　4 月 教職՝ఔ෦をઃஔ

ত 29 年（1954）2 月 ༀ学෦ༀ学科をઃஔ

　　　　　　　　　3 月 ظ大学෦にిؾ科ୈ一෦ɼػց科ୈ一෦をઃஔ

ত 30 年（1955）12 月 ༀ学෦をۨํ校ࣷかΒീ事校ࣷにҠస

ত 40 年（19ý5）4 月 ༀ学෦にༀ学科ɼཧ学෦一෦にަ௨ػց学科をઃஔ

　　 　　　　　　12 月 大学ຊ෦ɼୈ一๏学෦ɼ大学Ӄ学ڀݚ科ɼظ大学෦ܦ科ୈ一෦をۨํ校ࣷかΒఱന校ࣷにҠస

ত 42 年（19ýþ）4 月 ๏学෦一෦๏学科ɼ๏学෦ೋ෦๏学科ɼ学෦一෦学科ɼ学෦ೋ෦学科をઃஔ
（ୈ一๏学෦ɼୈೋ๏学෦はഇࢭ）

ত 43 年（19ýÿ）12 月 学෦がୋདྷ校ࣷかΒఱന校ࣷにҠస

ত 44 年（19ý9）3 月 ظ大学෦ిؾ科ɼػց科ୈ一෦・ୈೋ෦をഇࢭ

ত 4þ 年（19þ2）4 月 学෦に芸Խ学科をઃஔ

ত 4ÿ 年（19þ3）4 月 ཧ学෦一෦に学科ɼݐங学科ɼཧ学෦ೋ෦にަ௨ػց学科ɼ学科ɼݐங学科をઃஔ（ཧ学෦一෦ݐઃ学科ɼཧ
（ࢭ学科はืूఀઃݐ学෦ೋ෦

ত 51 年（19þý）3 月 学෦一෦にࡁܦ学科をઃஔɼظ大学෦ܦ科ୈೋ෦をഇࢭ

ত 52 年（19þþ）4 月 学෦ୈೋ෦が中ଜ校ࣷかΒఱന校ࣷへҠస

ত ý1 年（19ÿý）2 月 ཧ学෦一෦・ೋ෦ిؾ学科の໊শをཧ学෦一෦・ೋ෦ిࢠిؾ学科にมߋ

ฏ成 þ 年（1995）4 月 報学科をઃஔࢢ報学෦ࢢΩϟンύスを։ઃɼࣇにՄࢢࣇՄݝෞذ

ฏ成 ÿ 年（199ý）4 月 ༀ学෦ҩྍༀ学科ɼༀ学科をઃஔ（ༀ学෦ༀ学科・ༀ学科はืूఀࢭ）

ฏ成 11 年（1999）4 月 ๏学෦๏学科ɼԠ用実๏学科をઃஔ（๏学෦一෦๏学科・๏学෦ೋ෦๏学科はืूఀࢭ）
学෦ੜ資ݯ学科ɼԠ用ੜԽ学科をઃஔ（学෦学科・芸Խ学科はืूఀࢭ）
学෦一෦・ཧ学෦一෦にன։੍ߨ導入にΑるऩ༰定員૿

（学෦ೋ෦学科・ཧ学෦ೋ෦数学科ɼిࢠిؾ学科ɼػց学科ɼަ௨ػց学科ɼ学科ɼݐங学科はืूఀࢭ）
学෦一෦・ཧ学෦一෦の໊শを学෦・ཧ学෦にมߋ

ฏ成 12 年（2000）4 月 （ࢭ学科はืूఀࡁܦ学෦学科ɼ）業ࣾձ学科をઃஔ࢈学科ɼࡁܦ学෦ࡁܦӦ学科及びܦࡍࠃӦ学科ɼܦӦ学෦ܦ
ཧ学෦数学科ɼ報科学科ɼి 学科ɼަցγスςϜػ学科ɼػ学科ɼ材ྉࢠిؾ ௨科学科ɼݐઃγスςϜ学科ɼڥ学科ɼ
（ࢭ学科はืूఀց学科ɼػ学科ɼަ௨ցػ学෦ཧ）ங学科をઃஔݐ
ظ大学෦報ࡍࠃ科をઃஔ（ظ大学෦ܦ科はืूఀࢭ）

ฏ成 15 年（2003）4 月 ਓ間学෦ਓ間学科をઃஔ（ظ大学෦報ࡍࠃ科はืूఀࢭ）

　　　　　　　　　5 月 ༀ学෦ༀ学科及びༀ学科をഇࢭ

ฏ成 1ý 年（2004）4 月 ཧ学෦報学科ઃஔ（ཧ学෦報科学科はืूఀࢭ）

ฏ成 1þ 年（2005）4 月 学෦ੜڥ科学科をઃஔ

　　　　　　　　　þ 月 ظ大学෦をഇࢭ

ฏ成 1ÿ 年（200ý）4 月 ༀ学෦ༀ学科（ý 年੍）をઃஔ（ༀ学෦ҩྍༀ学科ɼༀ学科（4 年੍）はืूఀࢭ）

　　　　　　　　　5 月 学෦ೋ෦学科ɼཧ学෦一෦数学科ɼిࢠిؾ学科ɼػց学科ɼަ௨ػց学科ɼ学科ɼݐங学科ɼ学෦学科ɼ
芸Խ学科をഇࢭ

　　　　　　　　 11 月 学෦学科及びࡁܦ学科をഇࢭ

ฏ成 19 年（200þ）5 月 ๏学෦ೋ෦๏学科ɼཧ学෦ೋ෦数学科ɼిࢠిؾ学科ɼػց学科ɼަ௨ػց学科ɼ学科ɼݐங学科をഇࢭ

ฏ成 20 年（200ÿ）4 月 学෦一෦学科及びࡁܦ学科をഇࢭ

　　　　　　　　　ý 月 ๏学෦一෦๏学科をഇࢭ

ฏ成 23 年（2011）4 月 ཧ学෦ަ௨科学科をަ௨ػց学科に໊শมߋ

　　　　　　　　　5 月 ཧ学෦報科学科をഇࢭ

ฏ成 24 年（2012）5 月 ༀ学෦ҩྍༀ学科・ༀ学科（4 年੍）をഇࢭ
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ฏ成 25 年（2013）4 月 ཧ学෦Ԡ用Խ学科及びϝΧトϩχΫス学科をઃஔ
ཧ学෦ػցγスςϜ学科をػց学科にɼཧ学෦ݐઃγスςϜ学科をࣾձج൫σβΠン学科に໊শมߋ

ฏ成 2ÿ 年（201ý）4 月 ౦۠ాೆにφΰϠυーϜ前Ωϟンύスを։ઃɼ֎ޠࠃ学෦ࡍࠃӳޠ学科をઃஔ
๏学෦Ԡ用実๏学科をืूఀࢭ

ฏ成 29 年（201þ）4 月 ਓ間学෦ਓ間学科をఱനΩϟンύスかΒφΰϠυーϜ前ΩϟンύスにҠస
ࢢ報学෦ࢢ報学科をՄࣇΩϟンύスかΒφΰϠυーϜ前ΩϟンύスにҠస

ྩ 2 年（2020）4 月 ཧ学෦ڥ学科をઃஔ（ཧ学෦ڥ学科はืूఀࢭ）

ྩ 4 年（2022）4 月 報学෦報学科をઃஔ（ཧ学෦報学科はืूఀࢭ）

ྩ 5 年（2023）þ 月 ๏学෦Ԡ用実๏学科をഇࢭ

（2）大学院の沿革
ত 29 年（1954）4 月 学ڀݚ科学ઐ߈修࢜՝ఔをઃஔ

ত 41 年（19ýý）4 月 ༀ学ڀݚ科ༀ学ઐ߈修࢜՝ఔをઃஔ

ত 42 年（19ýþ）4 月 ๏学ڀݚ科๏学ઐ߈修࢜՝ఔをઃஔ

ত 44 年（19ý9）4 月 ๏学ڀݚ科๏学ઐ߈にത࢜後ظ՝ఔをઃஔ

ত 4ý 年（19þ1）4 月 ༀ学ڀݚ科ༀ学ઐ߈にത࢜後ظ՝ఔをઃஔ

ত 4ÿ 年（19þ3）4 月 学ڀݚ科学ઐ߈修࢜՝ఔをઃஔ

ত 51 年（19þý）4 月 学ڀݚ科学ઐ߈にത࢜後ظ՝ఔをઃஔ

ত 52 年（19þþ）4 月 ՝ఔをઃஔ࢜修߈ங学ઐݐɼ߈学ઐɼ߈学ઐؾ科ిڀݚ学

ত ý1 年（19ÿý）4 月 ߋに໊শม߈学ઐࢠిؾ科ిڀݚ学を߈学ઐؾ科ిڀݚ学

ฏ成 2 年（1990）4 月 ՝ఔをઃஔ࢜修߈学ઐցػ科にڀݚ学

ฏ成 4 年（1992）4 月 ՝ఔをઃஔ࢜ത߈学ઐઃݐ科にڀݚ学՝ఔɼظ後࢜にത߈学ઐցػ科ڀݚ学

ฏ成 5 年（1993）4 月 ՝ఔをઃஔ࢜修߈科に数学ઐڀݚ学՝ఔɼظ後࢜にത߈学ઐࢠిؾ科ిڀݚ学
ߋ科に໊শมڀݚ学科を大学Ӄཧڀݚ学

ฏ成 þ 年（1995）4 月 学ڀݚ科学ઐ߈にത࢜後ظ՝ఔɼཧ学ڀݚ科数学ઐ߈にത࢜後ظ՝ఔをઃஔ

ฏ成 ÿ 年（199ý）4 月 ༀ学ڀݚ科ҩྍༀ学ઐ߈修࢜՝ఔɼༀ学ઐ߈ത࢜前ظ՝ఔをઃஔ（ༀ学ઐ߈修࢜՝ఔはืूఀࢭ）

ฏ成 11 年（1999）4 月 ࢢ報学ڀݚ科ࢢ報学ઐ߈修࢜՝ఔをઃஔ

ฏ成 12 年（2000）4 月 ՝ఔをઃஔ࢜修߈学ઐࡁܦ科ڀݚ学ࡁܦ

ฏ成 13 年（2001）4 月 （ࢭ՝ఔはืूఀ࢜修߈科学ઐڀݚ学）՝ఔをઃஔ࢜修߈Ӧ学ઐܦ科ڀݚӦ学ܦ
ࢢ報学ڀݚ科ࢢ報学ઐ߈にത࢜後ظ՝ఔをઃஔ

ฏ成 14 年（2002）4 月 ૯合学ज़ڀݚ科૯合学ज़ઐ߈ത࢜前ظ՝ఔɼത࢜後ظ՝ఔをઃஔ
ཧ学ڀݚ科数学ઐ߈ɼిࢠిؾ学ઐ߈ത࢜前ظ՝ఔ及び報科学ઐ߈ɼ材ྉػ学ઐ߈ɼػցγスςϜ学ઐ߈ɼަ௨科学ઐ
ɼి߈科数学ઐڀݚ学՝ఔをઃஔ（ཧ࢜修߈ங学ઐݐɼ߈学ઐڥɼ߈学ઐઃγスςϜݐɼ߈ ɼ߈学ઐցػɼ߈学ઐࢠిؾ
学ઐ߈ɼݐங学ઐ߈修࢜՝ఔはืूఀࢭ）
՝ఔをઃஔظ後࢜ത߈学ઐࡁܦ科ڀݚ学ࡁܦ

ฏ成 15 年（2003）4 月 （ࢭ՝ఔはืूఀظ後࢜ത߈科学ઐڀݚ学）՝ఔをઃஔظ後࢜ത߈Ӧ学ઐܦ科ڀݚӦ学ܦ
ༀ学ڀݚ科ྟচༀ学ઐ߈修࢜՝ఔ及びੜ໋ༀ学ઐ߈修࢜՝ఔをઃஔ（ༀ学ڀݚ科ҩྍༀ学ઐ߈修࢜՝ఔ及びༀ学ઐ߈ത࢜前ظ՝ఔは
（ࢭఀूื

ฏ成 1ý 年（2004）4 月 ๏ڀݚ科๏ઐ߈ઐ職学位՝ఔをઃஔ
ཧ学ڀݚ科ిࢠిؾ学ઐ߈ത࢜後ظ՝ఔをཧ学ڀݚ科ిࢠిؾ・報・材ྉ学ઐ߈ത࢜後ظ՝ఔにɼཧ学ڀݚ科ݐઃ学
ઐ߈ത࢜՝ఔをཧ学ڀݚ科ࣾձڥσβΠン学ઐ߈ത࢜՝ఔに໊শมߋ

　　　　　　　　　þ 月 ༀ学ڀݚ科ҩྍༀ学ઐ߈修࢜՝ఔ及びༀ学ઐ߈ത࢜前ظ՝ఔをഇࢭ

ฏ成 1þ 年（2005）5 月 ཧ学ڀݚ科数学ઐ߈ɼిࢠిؾ学ઐ߈ɼػց学ઐ߈ɼ学ઐ߈及びݐங学ઐ߈修࢜՝ఔをഇࢭ

ฏ成 1ÿ 年（200ý）4 月 大学ŋ学校ͮくΓڀݚ科大学・学校ͮくΓઐ߈修࢜՝ఔをઃஔ

ฏ成 19 年（200þ）12 月 学ڀݚ科学ઐ߈修࢜՝ఔ及びത࢜後ظ՝ఔをഇࢭ

ฏ成 20 年（200ÿ）4 月 ཧ学ڀݚ科報科学ઐ߈修࢜՝ఔを報学ઐ߈修࢜՝ఔに໊শมߋ

ฏ成 22 年（2010）4 月 ༀ学ڀݚ科ྟচༀ学ઐ߈修࢜՝ఔ及びੜ໋ༀ学ઐ߈修࢜՝ఔをืूఀࢭ

ฏ成 23 年（2011）4 月 ਓ間学ڀݚ科ਓ間学ઐ߈修࢜՝ఔをઃஔ

　　　　　　　　　5 月 ༀ学ڀݚ科ྟচༀ学ઐ߈修࢜՝ఔ及びੜ໋ༀ学ઐ߈修࢜՝ఔをഇࢭ

ฏ成 24 年（2012）4 月 ༀ学ڀݚ科ༀ学ઐ߈ത࢜՝ఔ（4 年੍՝ఔ）をઃஔ（ༀ学ڀݚ科ༀ学ઐ߈ത࢜後ظ՝ఔはืूఀࢭ）

ฏ成 2þ 年（2015）1 月 ༀ学ڀݚ科ༀ学ઐ߈ത࢜後ظ՝ఔをഇࢭ

　　　　　　　　　4 月 ཧ学ڀݚ科ަ௨科学ઐ߈修࢜՝ఔをཧ学ڀݚ科ަ௨ػց学ઐ߈修࢜՝ఔに໊শมߋ

ฏ成 2ÿ 年（201ý）4 月 大学ŋ学校ͮくΓڀݚ科大学ŋ学校ͮくΓઐ߈修࢜՝ఔをืूఀࢭ

ฏ成 29 年（201þ）4 月 ཧ学ڀݚ科Ԡ用Խ学ઐ߈修࢜՝ఔɼϝΧトϩχΫス学ઐ߈修࢜՝ఔをઃஔ
ཧ学ڀݚ科ػցγスςϜ学ઐ߈修࢜՝ఔをཧ学ڀݚ科ػց学ઐ߈修࢜՝ఔにɼཧ学ڀݚ科ݐઃγスςϜ学ઐ߈修࢜՝ఔ
をཧ学ڀݚ科ࣾձج൫σβΠン学ઐ߈修࢜՝ఔに໊শมߋ
ਓ間学ڀݚ科ਓ間学ઐ߈修࢜՝ఔをఱനΩϟンύスかΒφΰϠυーϜ前ΩϟンύスにҠస
ࢢ報学ڀݚ科ࢢ報学ઐ߈修࢜՝ఔ及びത࢜後ظ՝ఔをՄࣇΩϟンύスかΒφΰϠυーϜ前ΩϟンύスにҠస
๏ڀݚ科๏ઐ߈ઐ職学位՝ఔをืूఀࢭ

　　　　　　　　　þ 月 大学ŋ学校ͮくΓڀݚ科大学ŋ学校ͮくΓઐ߈修࢜՝ఔをഇࢭ

ฏ成 31 年（2019）4 月 ཧ学ڀݚ科ిࢠిؾ・報・材ྉ学ઐ߈ത࢜後ظ՝ఔをཧ学ڀݚ科ిؾ・報・材ྉ・࣭学ઐ߈ത࢜後ظ՝ఔに໊শมߋ

ྩ 2 年（2020）þ 月 ๏ڀݚ科๏ઐ߈ઐ職学位՝ఔをഇࢭ

ྩ ý 年（2024）4 月 ཧ学ڀݚ科ڥ学ઐ߈修࢜՝ఔをઃஔ（ཧ学ڀݚ科ڥ学ઐ߈修࢜՝ఔはืूఀࢭ）
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6 教育組織

๏ 学 ෦ ๏ 学 科

ܦ Ӧ 学 ෦
ܦ Ӧ 学 科
ࠃ ࡍ ܦ Ӧ 学 科

ܦ ࡁ 学 ෦
ܦ ࡁ 学 科
࢈ 業 ࣾ ձ 学 科
数 学 科
 報  学 科（2022 年かΒืूఀࢭ）
ి ؾ ి ࢠ  学 科
材 ྉ ػ   学 科
Ԡ 用 Խ 学 科

ཧ  学 ෦ ػ ց  学 科
学 ෦ ަ ௨ ػ ց  学 科

ϝΧトϩχΫス学科
ࣾձج൫σβΠン学科
 ڥ    学 科
 ڥ   学 科（2020 年かΒืूఀࢭ）
ݐ ங 学 科

ੜ  資 ݯ 学 科
 学 ෦ Ԡ 用 ੜ  Խ 学 科

ੜ   ڥ 科 学 科

ༀ 学 ෦ ༀ 学 科（ ý 年 ੍ ）
ࢢ報学෦  ࢢ  報 学 科
ਓ 間 学 ෦ ਓ 間 学 科
֎ ࠃ ޠ 学 ෦ ࠃ ࡍ ӳ ޠ 学 科
 報  学 ෦  報  学 科

໊  大 学
๏ 学 ݚ ڀ 科 ๏  学 ઐ ߈

修 ࢜ ՝ ఔ
ത ࢜ 後 ظ ՝ ఔ

科ڀݚӦ学ܦ ܦ Ӧ 学 ઐ ߈
修 ࢜ ՝ ఔ
ത ࢜ 後 ظ ՝ ఔ

科ڀݚ学ࡁܦ ܦ ࡁ 学 ઐ ߈
修 ࢜ ՝ ఔ
ത ࢜ 後 ظ ՝ ఔ

数 学 ઐ ߈
ത ࢜ 前 ظ ՝ ఔ
ത ࢜ 後 ظ ՝ ఔ

 報  学 ઐ ߈ 修 ࢜ ՝ ఔ
ి ؾ ి ࢠ  学 ઐ ߈ ത ࢜ 前 ظ ՝ ఔ
材 ྉ ػ   学 ઐ ߈ 修 ࢜ ՝ ఔ
Ԡ 用 Խ 学 ઐ ߈ 修 ࢜ ՝ ఔ
ŋؾి 報 ŋ 材ྉ・࣭学ઐ߈ ത ࢜ 後 ظ ՝ ఔ

大 学 Ӄ ཧ学ڀݚ科 ػ ց  学 ઐ ߈
修 ࢜ ՝ ఔ
ത ࢜ 後 ظ ՝ ఔ

ަ ௨ ػ ց  学 ઐ ߈ 修 ࢜ ՝ ఔ
ϝΧトϩχΫス学ઐ߈ 修 ࢜ ՝ ఔ
ࣾձج൫σβΠン学ઐ߈ 修 ࢜ ՝ ఔ
 ڥ    学 ઐ ߈ 修 ࢜ ՝ ఔ
 ڥ   学 ઐ ߈ 修 ࢜ ՝ ఔ

（2024 年かΒืूఀࢭ）
ݐ ங 学 ઐ ߈ 修 ࢜ ՝ ఔ
ࣾձڥσβΠン学ઐ߈ ത ࢜ ՝ ఔ

 学 ݚ ڀ 科  学 ઐ ߈
修 ࢜ ՝ ఔ
ത ࢜ 後 ظ ՝ ఔ

ༀ 学 ݚ ڀ 科 ༀ 学 ઐ ߈ ത࢜՝ఔ（4 年੍）

ࢢ報学ڀݚ科  ࢢ  報 学 ઐ ߈
修 ࢜ ՝ ఔ
ത ࢜ 後 ظ ՝ ఔ

ਓ間学ڀݚ科 ਓ 間 学 ઐ ߈ 修 ࢜ ՝ ఔ

૯合学ज़ڀݚ科 ૯ 合 学 ज़ ઐ ߈
ത ࢜ 前 ظ ՝ ఔ
ത ࢜ 後 ظ ՝ ఔ
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ᶘɽֶɹɹ੶
1  学生証
（1）更新
（2）学生証の提示
（3）記載事項の変更
（4）学生証の返還
（5）その他

2  学籍番号
3  学籍上の氏名
4  修業年限と在学年限
5  学籍異動及び懲戒
（1）学籍異動の種類とその手続きなど
【休学・復学・退学・再入学・除籍・復籍】

（2）休学時の上級年次への進級（年次進行）について
（3）その他の学籍異動
【転学部・転学科】

（4）懲戒

6  その他の願・届出
7  学費等
（1）振込用紙の送付
（2）授業料等の納入方法
（3）授業料等の納入期限
（4）授業料等の納入期限の延期措置
（5）授業料等の納入と試験の関係
（6）学費等の額
（7）休学者の在籍料
（8）転学部・転学科
（9）復籍
（10）再入学
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ֶɹ੶ᶘ
1 学生証

　学ੜূはຊ学学ੜとしてのをূ明する大なのです。ଔ業ɼୀ学ɼআ੶にΑΓຊ学学ੜのをれる·でɼܧ続して使用し·す。ฆࣦɼ

౪ɼԚଛなͲがないΑうに取Γѻいにはࡉ心のҙをはΒうととに次の事項にཹҙしɼৗにܞଳしてくͩさい。学ੜূは *$ Χーυです。

(1)　更新
　ཪ面にʮߋ৽γールʯがష付されていないしくはݶظがえている学ੜূはແޮです。৽しいγールがަ付されたΒɼ学ੜূཪ面にష

付してくͩさい。

(2)　学生証の提示
　次の場合はɼ必ず提示しなけれなΓ·せΜ。

。を受けるときݧࢼ　（1

2）　ਤॻؗへの入ୀؗ࣌ਤॻをआΓるとき。

3）　報ॲཧ教ࣨ等ɼ学内施ઃをར用するとき。

4）　 各種ূ明ॻɼ௨学ূ明ॻɼ学ੜཱྀ٬ӡׂҾ （ূ学ׂূ）等の発行をٻめるとき。·たɼそれΒを使用してं・ધしたࡍに員か

Β提示をٻめΒれたとき。

5）　学ੜି出しのି出しを受けるとき。

ý）　ຊ大学教職員かΒ提示をٻめΒれたとき。

(3)　記載事項の変更
がੜ͡た場合はɼ許ՄなくຣফしたΓվめたΓせずɼఱനΩϟンύスは学センター【教】ɼീ事ߋなͲ記載事項にมݶظɼॅॴɼ໊ࢯ　

Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事ࣨにಧけ出てくͩさい。

(4)　学生証の返還
　次の事項のいずれかに該当する場合はɼちにฦؐしなけれなΓ·せΜ。

1）　ଔ業ɼୀ学ɼআ੶にΑΓຊ学学ੜのをれたとき。

2）　స学෦ɼస学科なͲ学੶のҟಈがੜ͡たとき。

。（学ੜূをฦؐچ）のときつかったとき。͋るいはΧーυෆྑにΑるແྉަݟ学ੜূがچ付の手続き後にɼަ࠶　（3

(5)　その他
1）　 ฆࣦした場合·たは౪に͋った場合はɼちに最دΓのܯへಧけ出るととにɼఱനΩϟンύスは学センター【教】ɼീ事Ωϟ

ンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事ࣨでަ࠶付の手続きをしてくͩさい（1ô45（2）学ੜূ࠶発行を参র）。

2）　 ཪ面のߋ৽確認γールはɼ状ଶෆྑのの௨学定ظ発行߇ཝがいっͺいになったのは取Γସえ·すのでɼఱനΩϟンύスは学セ

ンター【教】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事ࣨに申し出てくͩさい。

3）　ଞਓにି༩·たはɼৡしてはなΓ·せΜ。

発行の手続きは࠶　（4 1ô45 を参রしてくͩさい。

5
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20XX年３月３１日卒業予定

学　生　証

（おもて） （うら：更新確認シール）
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　 入 学 年 度　 学 部 等 学 科 個人番号
ྐྵのԼ 2 ܻ 00 ॴ ଐ な し 00 ࣝ ผ ෆ 要 3 ܻ

01 ๏ 学 ෦ 01 ๏ 学 科
02 ܦ Ӧ 学 ෦ 11 ܦ Ӧ 学 科 12 ࠃ ࡍ ܦ Ӧ 学 科
03 ܦ ࡁ 学 ෦ 21 ܦ ࡁ 学 科 22 ࢈ 業 ࣾ ձ 学 科
04 ཧ  学 ෦ 40 数 学 科 42 ి ؾ ి ࢠ  学 科

43 材 ྉ ػ   学 科 44 Ԡ 用 Խ 学 科
45 ػ ց  学 科 4ý ަ ௨ ػ ց  学 科
4þ ϝΧトϩχΫス学科 4ÿ ࣾ ձ ج ൫σ βΠン学 科
49  ڥ    学 科 50 ݐ ங 学 科

05  学 ෦ ý1 ੜ  資 ݯ 学 科 ý2 Ԡ 用 ੜ  Խ 学 科
ý3 ੜ   ڥ 科 学 科

0þ  ࢢ  報 学 ෦ ÿ1  ࢢ  報 学 科
0ÿ ਓ 間 学 ෦ 91 ਓ 間 学 科
09 ༀ 学 ෦ þ3 ༀ 学 科
10 ֎ ࠃ ޠ 学 ෦ 95 ࠃ ࡍ ӳ ޠ 学 科
12  報  学 ෦ 05  報  学 科

↓このページは共通じゃない。※学籍番号の（例）の学部学科名と数字が、学部ごとに違う

2 学籍番号

4 修業年限と在学年限

　入学࣌にɼ各ਓに学੶൪号（9 ケタ）が付༩され·す。͜の学੶൪号はɼ学੶ҟಈ（స学෦等）がないݶΓɼࡏ学中はとΑΓଔ業後ෆ

มのຊਓݻ༗の൪号です。ཤ修登録ɼݧࢼおΑび各種の提出ॻྨなͲはɼ͜の学੶൪号にΑってࣝผのうえॲཧされ·すのでɼਖ਼確に記Ա

してくͩさい。

　学੶൪号は次のΑうな構成になってい·す。

　学෦の修業年ݶは 4 年としɼÿ 年をえてࡏ学する͜とはでき·せΜ。たͩしɼༀ学෦の修業年ݶは ý 年としɼ12 年をえてࡏ学する͜

とはでき·せΜ。

　ฤ入学ຢはస入学を許Մされた者のࡏ学年ݶはɼ入学が許Մされた૬当年次のਖ਼نの学ੜとಉ͡とし·す。

　స学෦等を許Մされた者のࡏ学年ݶはɼస学෦等が許Մされた૬当年次にかかわΒずɼ入学の年かΒ௨ࢉして ÿ 年とし·す。

（ྫ）

学෦ Ԡ用ੜԽ学科　2025 年（ྩ þ 年）入学　ݸਓ൪号 1 ൪の学ੜ

2　　5　　0　　5 ý　　2 0 0 1

3 学籍上の氏名
　学੶্の໊ࢯはɼ入学手続࣌にຊਓがಧけ出たの（ॅຽථ記載事項ূ明ॻに記載されたށ੶্の໊ࢯɼ֎ࠃ੶の学ੜはॅຽථ記載事項

ূ明ॻཹࡏΧーυに記載されたຊ໊·たは௨শ໊の一ํ）とし·す。なおɼిࢉॲཧの্ؔɼ表示ෆՄなࣈが͋Γ·すのでɼ͝了ঝ

くͩさい。

　ຊ大学がަ付するॻྨは͜れにͮجき取Γѻい·すのでɼಧけ出後にมߋがੜ͡た場合はɼఱനΩϟンύスは学センター【教】ɼീ事Ωϟ

ンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事ࣨにಧけ出てくͩさい。

Χーཹࡏで発行し·す。学位記についてはɼଔ業年次にຊਓのಧ出をとに໊ࢯࣈで登録し·す。各種ূ明ॻはӳ໊ࢯਓཹ学ੜɿ Χφࠃ֎※　

υύスϙートなͲで確認しɼ໊ࢯࣈ・ӳ໊ࢯࣈ等で発行し·す。
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（1）学籍異動の種類とその手続きなど【休学・復学・退学・再入学・除籍・復籍】

種類 願い出の条件・手続きなどに関する所要事項 備　　　　　考

休

学

要 旨 පؾɼそのଞむを得ないཧ༝にΑΓɼ3 か月以্出੮する͜とがࠔとなΓɼ
許Մを得て一࣌తにब学の状ଶかΒれる͜とをいい·す。

1ç ٳ学中はࡏ੶ྉを必要と
し·す。

2ç ࡏ੶ྉをೲ入しない者はɼ
আ੶ର者としてાஔし·
す。

3ç ࡏ੶ྉについてはɼ後ड़の
1）『੶ྉࡏ学者のٳ』 ʵ14
ページ）を参রしてくͩさ
い。

ٳ 学 ظ 間 ᶃ ئい出のかΒɼ1 年以内としてい·す。たͩしɼಛผのཧ༝が͋る場合はɼ
にҾき続きߋ 1 年をݶとしてٳ学する͜とができ·す（࿈続は 2 年をݶ）。

ᶄٳ学ظ間はɼ௨ࢉして 4 年をえる͜とはでき·せΜ。
ᶅٳ学ظ間はɼ修業年ݶおΑびࡏ学年ݶにࢉ入し·せΜ。

手 続 き ᶃ ٳ学しΑうとする場合はɼそのཧ༝がੜ͡たときかΒ 1 か月以内にॴ定の
休学願 にཧ༝を۩ମతかつ明確に記入しɼຊਓ・อূਓ࿈ॺのうえɼॴଐす
る学෦૭ޱ·でئい出てくͩさい。なおɼපؾ・けがの場合はɼҩࢣの診断
ॻ等をఴ付してくͩさい。

ᶄ ٳ学ظ間のԆの許Մを受ける場合はɼ͋Βためて 休学願 を提出してくͩさ
い。

学෦はɼ休学願報・ޠࠃ֎・・ༀ・ਓ間・Ӧ・ཧܦ ※ を提出する前に指
導教員·たはΫϥス担との面談を՝してい·す。

手 続 き ظ ݶ 前期は 7 月 10 日，後期は 12 月 10 日までとします。
ఴ 付 ॻ ྨ 等 ҩࢣの診断ॻ　※පؾ・けがにΑるٳ学の場合のΈ

復

学

要 旨 աした者がɼܦ間をظ学ٳ学のཧ༝がなくなった者·たはٳ間内においてɼظ学ٳ
許Մを得てɼ࠶ɼब学の状ଶに෮する͜とをいい·す。

手 続 き ᶃ ෮学しΑうとする場合はɼॴ定の 復学願 にそのཧ༝を۩ମతかつ明確に記入
しɼຊਓ・อূਓ࿈ॺのうえɼॴଐする学෦૭ޱ·でئい出てくͩさい。

ᶄ පؾ・けがにΑってٳ学していた場合はɼ෮学してࢧোない旨のҩࢣの診断
ॻをఴ付してくͩさい。

学෦はɼ復学願ޠࠃ֎・Ӧ・・ༀ・ਓ間ܦ ※ を提出する前に指導教員·たはΫ
ϥス担との面談を՝してい·す。

෮ 学 の ࣌ ظ 各学ظ（前ظ·たは後ظ）の࢝めかΒとし·す。
ఴ 付 ॻ ྨ 等 ෮学してࢧোない旨のҩࢣの診断ॻ　※පؾ・けがにΑるٳ学の場合のΈ

退

学

要 旨 පؾɼそのଞむを得ないཧ༝にΑΓɼब学のܧ続がࠔとなった者·たはब学
のҙࢥがなくなった者がɼ許Մを得てब学の状ଶかΒશくれる͜とをいい·す。

1ç 学 ଇ ୈ 4ý にن 定 する
ռॲにΑるୀ学者はɼ
͜のݶΓでは͋Γ·せΜ。

2ç 学ੜূは必ずฦؐしてくͩ
さい。

手 続 き ୀ学しΑうとする場合はɼॴ定の 退学願 にそのཧ༝を۩ମతかつ明確に記
入しɼຊਓ・อূਓ࿈ॺのうえɼ学ੜূととにɼॴଐする学෦૭ޱ·でئ
い出てくͩさい。
学෦はɼ退学願報・ޠࠃ֎・・ༀ・ਓ間・Ӧ・ཧܦ ※ を提出する前に指

導教員·たはΫϥス担との面談を՝してい·す。
ୀ 学  付 。間内でɼॴଐ学෦教授ձが指定するとし·すظೲの授業ྉ等の༗ޮط
手 続 き ظ ݶ 前期は 7 月 10 日，後期は 12 月 10 日までとします。
ఴ 付 ॻ ྨ 等 ҩࢣの診断ॻ　※පؾ・けがにΑるୀ学の場合のΈ

再

入

学

要 旨 පؾɼそのଞむを得ないཧ༝にΑΓຊ大学をୀ学した者がɼ許Մを得てɼ࠶ɼ
ब学の状ଶに෮する͜とをいい·す。たͩしɼ࠶入学のཧ༝がਖ਼当と認めΒれɼ
定員に༨༟が͋る場合にݶΓ許Մされ·す。出ظئ間はୀ学したཌかΒୀ学し
たの 5 年後ののଐする年の·でとし·す。

1ç ର  者 はɼ学 ଇ ୈ 35 
にΑΓୀ学した者にݶΓ·
す。
※たͩしɼఀ学ظ間中にୀ

学した場合はɼ認めΒれ
·せΜ。

2ç ୀ学࣌にࡏ学年ݶをຬた
していた場合はɼ受け付
けでき·せΜ。

3ç ࠶入学者の入学ۚについ
てはɼ後ड़の『࠶入学』（1
ʵ 14 ページ）を参রして
くͩさい。

手 続 き ᶃ 希望する前年ɼ12 月·でにɼ手続き先に͝૬談くͩさい。
ᶄ ࠶入学しΑうとする場合はɼॴ定の 再入学願 にそのཧ༝を۩ମతかつ明確に

記入しɼຊਓ・อূਓ࿈ॺのうえɼ࠶入学を希望する学෦૭ޱ·でئい出てく
ͩさい。

ᶅ පؾ・けがにΑってୀ学した場合はɼ࠶入学してࢧোない旨のҩࢣの診断ॻ
をఴ付してくͩさい。

࠶ 入学 の ࣌ ظ ཌ年の࢝めかΒとし·す。
入 学 ۚ 等 ·でにظ入学が許Մされた者はɼ入学ۚおΑび授業ྉ等をຊ学が指定する࠶

ೲ入しなけれなΓ·せΜ。
ఴ 付 ॻ ྨ 等 けがにΑるୀ学の場合のΈ・ؾの診断ॻ　※පࢣোない旨のҩࢧ入学して࠶

5 学籍異動及び懲戒
　学੶ҟಈについてはɼ学ଇୈ þ ষおΑび教نఔୈ 5 ষにن定されておΓɼ͜ れΒのئい出の ・݅手続ํ๏なͲにؔしてはɼ次のとおΓです。
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種類 願い出の条件・手続きなどに関する所要事項 備　　　　　考

除

籍

要 旨 次の各号に該当する者をɼॴଐ学෦教授ձのٞをܦてɼ学੶かΒআく͜とをいい
·す。

1  ᶆのཧ༝でআ੶になった
者のうち入学手続了者
で年࢝めに学ੜূを受
ྖしない者のআ੶の付
はɼ4 月 30 とし·す。

2ç 学ੜূは必ずฦؐしてくͩ
さい。

ର  項 目 ᶃॴ定のࡏ学年ݶ（学෦ ÿ 年）をえた者
（※たͩしༀ学෦は 12 年）　　　　ʤ前年 3 月 31 付ʥ　 　　

ᶄٳ学ظ間をえてなお修学できない者
ʤ前年 3 月 31 付ʥ　 　　

ʤ9 月13 付ʥ　 　　
ᶅ学අ等をೲ入しない者

・前ظ授業ྉ等未ೲ者　　　　　　　　　　ʤ前年 3 月 31 付ʥ
・後ظ授業ྉ等未ೲ者　　　　　　　　　　　　　ʤ9 月 13 付ʥ
・前ظࡏ੶ྉ未ೲ者　　　　　　　　　　　ʤ前年 3 月 31 付ʥ
・後ظࡏ੶ྉ未ೲ者　　　　　　　　　　　　　　ʤ9 月 13 付ʥ

ᶆそのଞ成業のݟ込Έがないと認めΒれる者
ʤ前年 3 月 31 付ʥ　 　　

আ ੶  付 間内でɼॴଐ学෦教授ձが指定するとし·すがɼおظೲの授業ྉ等の༗ޮط
おむͶɼ্記ʤ　ʥ内の付になΓ·す。

復

籍

要 旨 আ੶ાஔになった者がɼ許Մを得てɼ学੶を෮׆しɼ࠶びब学の状ଶに෮する͜
とをいい·す。たͩしɼ෮੶のཧ༝がਖ਼当と認めΒれɼ定員に༨༟が͋る場合に
間はɼআ੶されたのཌかΒআ੶されたのظئΓ許Մされ·す。出ݶ 5 年後の
のଐする年の·でとし·す。

1ç আ੶になったཧ༝にΑって
はɼ෮੶できない͜とが͋
Γ·す。ৄしくはɼఱനΩϟ
ンύスは学センター【学
෦૭ޱ】ɼീ事Ωϟンύス・
φΰϠυーϜ前Ωϟンύス
は各事ࣨで૬談してくͩ
さい。

2ç ෮੶ྉについてはɼ後ड़の
『෮੶』（1ʵ14 ページ）を
参রしてくͩさい。

3ç আ੶࣌にࡏ学年ݶをຬた
していた場合は受け付け
でき·せΜ。

手 続 き ᶃ希望する前年ɼ12 月·でにɼ手続き先に͝૬談くͩさい。
ᶄ ෮੶しΑうとする場合はɼॴ定の 復籍願 にそのཧ༝を۩ମతかつ明確に記入

しɼຊਓ・อূਓ࿈ॺのうえɼ෮੶を希望する学෦૭ޱ·でئい出てくͩさい。
෮ ੶ の ࣌ ظ ཌ年の࢝めかΒとし·す。
෮ ੶ ྉ 等 ෮੶が許Մされた者はɼ෮੶ྉおΑび授業ྉ等をຊ学が指定するظ·でにೲ

入しなけれなΓ·せΜ。

※ 1ɽطೲの学අ等の༗ޮظ間とはɼ次のとおΓです。
・前ظ 4 月 1 かΒ 9 月 13 ·で
・後ظ 9 月 14 かΒཌ年 3 月 31 ·で

※ 2ɽٳ学ɼ෮学ɼୀ学ɼ࠶入学·たは෮੶が許Մされた者ɼ͋るいはɼআ੶ાஔ（学ੜূ未受ྖおΑびࢮআ੶の場合をআく）に付された
者にはɼその旨をอূਓѼてにจॻで௨し·す。

※ 3ɽࡁܦత事なͲにΑってɼむを得ずୀ学しなけれなΒないときはɼԉॿができる場合͋Γ·すのでɼ手続きを։࢝する前にɼ·
ずɼఱനΩϟンύスは学センター【ੜࢧ׆ԉ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事ࣨで૬談してくͩさい。

（2）休学時の上級年次への進級（年次進行）について
　ਐڃするج準にɼʮಉ一年次を௨ࢉで 1 年間（2 学ظ）ࡏ学ʯが͋Γ·す。
　たͩしɼຊ大学学ଇにはʮ学年は 4 月 1 に࢝·Γɼཌ年 3 月 31 に終わる。ʯ（ୈ 12 ）と定めΒれてい·すのでɼਐظ࣌ڃは 4 月 1 
のΈとなΓ·す。
　͜のためɼաڈのٳ学にΑΓɼ前ظ࣌でʮಉ一年次を௨ࢉで 1 年間（2 学ظ）ࡏ学ʯのج準をຬたしていてɼཌ年 4 月 1 になΒ
ないとਐڃでき·せΜので͝ཹҙくͩさい。
　ୀ学・আ੶後の࠶入学・෮੶者についてɼಉ༷の取Γѻいをいたし·す。
　なおɼࡏ学ظ間とはผにɼ学科・年次͝とに単位数等にΑるਐجڃ準がઃ定されている場合が͋Γ·すのでɼ͜の場合は྆者をຬたさない
とਐڃする͜とはでき·せΜ。

（3）その他の学籍異動【転学部・転学科】
　ຊ大学に入学後ɼকདྷのํなͲがมわった場合ɼ·たはそのଞの事にΑΓɼむなくਐ࿏をมߋしΑうとするときはɼ学ଇୈ 33 お
Αび教نఔୈ 23 にɼ次のΑうな੍が定めΒれてい·すので参ߟにしてくͩさい。
　1ð　స学෦ɿ　ॴଐする学෦・学科かΒଞの学෦・学科にసずる͜とをいい·す。

　　（ྫ） ๏ 学 ෦ ๏ 学 科 ܦ Ӧ 学 ෦ ܦ Ӧ 学 科

　2ð　స学科ɿ　ಉ一学෦においてɼ学科をసずる͜とをいい·す。

　　 （ྫ） ཧ  学 ෦ 数 学 科 ཧ  学 ෦ ి ؾ ి ࢠ  学 科

　3ð　 స学෦等ݧࢼを受ݧする必要が͋Γ·す。ৄしくはఱനΩϟンύスは学センター【学෦૭ޱ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟ
ンύスは各事ࣨで૬談してくͩさい。

（4）懲戒
ຊ大学にはɼ教育ڥڀݚをྑにอちɼ学内のடংをҡ持するために必要最খݶのき·Γとして学ଇをは͡めとする種ʑのنଇが͋Γ·す。

　ຊ学学ੜが͜れΒのنଇにҧɼ·たは学ੜとしてのຊにする行ҝを行った場合はɼผに定めると͜ΖにΑΓɼॴଐ学෦教授ձのٞを
告の܇てɼ学がռする͜とになΓ·す。ռの種ྨはɼୀ学ɼఀ学おΑびܦ 3 種ྨとなっておΓɼռୀ学はɼ次の 2 項目のいずれかに
該当する者にରして行いɼ࠶入学はでき·せΜ。
　1ð　ੑ行ෆྑでվળのݟ込Έがないと認めΒれる者
　2ð　ຊ大学のடংをཚしɼそのଞɼ学ੜとしてのຊにஶしくした者
　なおɼ࣌ݧࢼにおけるෆਖ਼行ҝ者にରしてݫॏにॲされ·す。
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※ 1ɽଞ大学受ݧ許Մئはɼ学෦にΑってはɼ指導教員·たはΫϥス担の面談ঝ認ҹを必要とすると͜Ζが͋Γ·す。ఱനΩϟンύスは学
センター【学෦૭ޱ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事ࣨの説明に従い面談を受けるΑうにしてくͩさい。

※ 2ɽ学ੜੜ׆·たは՝֎׆ಈにうئ・ಧ出にؔしてはɼఱനΩϟンύスは学センター【学ੜ׆ಈ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟ
ンύスは各事ࣨに問い合わせてくͩさい。

6 その他の願 ・ 届 出

7 学費等

　教にؔしたئ·たはಧ出にはɼおおむͶɼԼ記ののが͋Γɼཧ༝がੜ͡たときはɼ必要なॻྨなͲをఴ付してɼかにئい·たは

ಧけなͲをしてくͩさい。

　なおɼٳ学ɼ෮学ɼୀ学ɼ࠶入学ɼ෮੶なͲ学੶ҟಈにう手続きํ๏等にؔしてはɼ前ड़の『学੶ҟಈの種ྨとその手続き』（1 ʵ 10

～ 1 ʵ 11 ページ）を参রするととにɼৄしくはఱനΩϟンύスは学センター【学෦૭ޱ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύス

は各事ࣨで૬談してくͩさい。

願 ・ 届 出 の 種 類 添　付　書　類　な　ど 書類の受取・提出先

授 業 料 等 納 期 延 期 願
ೲظԆظのཧ༝をূするॻ ࡂ発行のጶؔػなͲの場合はެతࡂྨ）
ূ明ॻɼපؾ・けがの場合はҩࢣの診断ॻ）。

・ ఱനΩϟンύスは学セン
ター【学෦૭ޱ】ɼീ事Ωϟ
ンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟ
ンύスは各事ࣨ

・ 大学ΣϒαΠトしくはʮ学
ੜϙー タルʯΑΓɼμン
ϩーυՄ。

変　更　届
1．現住所・電話番号
2．保証人・学費負担者
3．本籍（国籍）
4．氏名

。੶ঞຊށの場合はߋのม໊ࢯ
ຊ੶（ࠃ੶）のมߋの場合はɼॅຽථ記載事項ূ明ॻ等。

ఱനΩϟンύスは学センター
【教】ɼീ事Ωϟンύス・φΰ
ϠυーϜ前Ωϟンύスは各事
ࣨ

　授業ྉ等はɼຖ年次ɼ前ظ・後ظの学͝ظとにೲめてくͩさい。

（1）振込用紙の送付
　৽入学ੜの後ظ学අৼ込依頼ॻはɼ7月末までに送付し·す。2 年目以降は，毎年 4月上旬に前期分・後期分を年に1回まとめて送付します。

　※ 学අৼ込依頼ॻがಧかないɼ·たはฆࣦをした場合はɼఱനΩϟンύスは学センター【学෦૭ޱ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟ

ンύスは各事ࣨ·で申し出てくͩさい。

（2）授業料等の納入方法
1）　ۚ༥ػ （ؔۜ行・৴用ۚݿ・৴用合・ڠ・Ώうちΐۜ行）かΒৼ込Μでくͩさい。

2）　ʮ学අৼ込 （ۚ݉手数ྉ）受取ॻʯはɼৼ込ۚ༥ؔػの出ೲҹをってຊ学ྖऩॻにえ·すのでɼ大にอしてくͩさい。

3）　ৼ込手数ྉは各ࣗෛ担してくͩさい（学අかΒࠩしҾかないでくͩさい）。

　※前ظと後ظは一ׅでೲ入でき·す。後ظを後にೲ入される場合はɼ学අৼ込依頼ॻを大にอしてくͩさい。

（3）授業料等の納入期限
・前期分　 5 月 10 日

・後期分　10 月 10 日

（4）授業料等の納入期限の延期措置
　学අෛ担者がෆྀの事ނ·たはࡂ等にૺうなͲの状ଶが発ੜしɼむを得ないࡁܦత事にΑΓݶظ内に授業ྉ等のೲ入ができないと

きはɼそのೲ入ݶظをԆظする͜とが認めΒれる場合が͋Γ·す。ৄしくはఱനΩϟンύスは学センター【学෦૭ޱ】ɼീ事Ωϟンύス・φ

ΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事ࣨで૬談してくͩさい。

1）　授業ྉ等のೲ入ݶظのԆظはɼݪଇとしてɼ1 か月以内とし·す。

2）　ೲ入ݶظのԆظを認めΒれた者のೲ入ݶظはɼԆظを認めΒれた·でとし·す。

　※ 授業ྉ等をݶظ·でにೲ入しなかった者でʮ授業ྉ等ೲظԆئظʯの手続きをとΒなかった場合はɼআ੶ର者としてાஔし·す。আ੶

になΓ·すとɼগなくとཌ年·で෮੶する͜とができ·せΜのでҙしてくͩさい。

（5）授業料等の納入と試験の関係
　授業ྉ等をೲ入ݶظ·でにೲ入しなかった者はɼݧࢼを受ける͜とができ·せΜ（教نఔୈ 10 ）。

　·たɼ受ݧした場合はɼݧࢼがແޮとなΓ·すのでҙしてくͩさい（学අ等にؔするنଇୈ 12 ）。
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（6）学費等の額（2025 年度入学生）
　ཹ年した場合の学අのֹはɼ該当学年の授業ྉ・実ݧ実習අ・施ઃඅ૬当ֹです。

学

年
納入期限 学 費

法 学 部
経 営 学 部
経 済 学 部

人 間 学 部 都市情報学部 外国語学部 情報工学部
理 工 学 部 農 学 部 薬 学 部

（6年制）

1

年

次

入
学
手
続
࣌

入
学
手
続
క



入 学 ۚ 200ó000 200ó000 200ó000 200ó000 200ó000 200ó000 200ó000

授 業 ྉ 359ó000 3ý5ó000 451ó000 4þ2ó500 505ó000 504ó000 þ2ýó500

実 ݧ 実 習 අ ʵ ʵ ʵ ʵ 43ó000 43ó000 105ó000

施 ઃ අ 9þó000 123ó500 123ó500 123ó500 124ó000 145ó500 1ýÿó500

খ ܭ ý5ýó000 ýÿÿó500 þþ4ó500 þ9ýó000 ÿþ2ó000 ÿ92ó500 1ó200ó000

後

ظ

10
月
10


授 業 ྉ 359ó000 3ý5ó000 451ó000 4þ2ó500 505ó000 504ó000 þ2ýó500

実 ݧ 実 習 අ ʵ ʵ ʵ ʵ 43ó000 43ó000 105ó000

施 ઃ අ 9þó000 123ó500 123ó500 123ó500 124ó000 145ó500 1ýÿó500

খ ܭ 45ýó000 4ÿÿó500 5þ4ó500 59ýó000 ýþ2ó000 ý92ó500 1ó000ó000

年 ֹ 合 ܭ 1ó112ó000 1ó1þþó000 1ó349ó000 1ó392ó000 1ó544ó000 1ó5ÿ5ó000 2ó200ó000

2
・
3
・
4
年
次

前

ظ

5
月
10


授 業 ྉ 359ó000 3ý5ó000 451ó000 4þ2ó500 505ó000 504ó000 þ2ýó500

実 ݧ 実 習 අ ʵ ʵ ʵ ʵ 43ó000 43ó000 105ó000

施 ઃ අ 9þó000 123ó500 123ó500 123ó500 124ó000 145ó500 1ýÿó500

খ ܭ 45ýó000 4ÿÿó500 5þ4ó500 59ýó000 ýþ2ó000 ý92ó500 1ó000ó000

後

ظ

10
月
10


授 業 ྉ 359ó000 3ý5ó000 451ó000 4þ2ó500 505ó000 504ó000 þ2ýó500

実 ݧ 実 習 අ ʵ ʵ ʵ ʵ 43ó000 43ó000 105ó000

施 ઃ අ 9þó000 123ó500 123ó500 123ó500 124ó000 145ó500 1ýÿó500

খ ܭ 45ýó000 4ÿÿó500 5þ4ó500 59ýó000 ýþ2ó000 ý92ó500 1ó000ó000

年 ֹ 合 ܭ 912ó000 9þþó000 1ó149ó000 1ó192ó000 1ó344ó000 1ó3ÿ5ó000 2ó000ó000

5

年

次

前

ظ

5
月
10


授 業 ྉ þ2ýó500

実 ݧ 実 習 අ 255ó000

施 ઃ අ 1ýÿó500

খ ܭ 1ó150ó000

後

ظ

10
月
10


授 業 ྉ þ2ýó500

実 ݧ 実 習 අ 255ó000

施 ઃ අ 1ýÿó500

খ ܭ 1ó150ó000

年 ֹ 合 ܭ 2ó300ó000

ý

年

次

前

ظ

5
月
10


授 業 ྉ þ2ýó500

実 ݧ 実 習 අ 105ó000

施 ઃ අ 1ýÿó500

খ ܭ 1ó000ó000

後

ظ

10
月
10


授 業 ྉ þ2ýó500

実 ݧ 実 習 අ 105ó000

施 ઃ අ 1ýÿó500

খ ܭ 1ó000ó000

年 ֹ 合 ܭ 2ó000ó000

4 年 間 合 計（ 薬 は 6 年 間 ） 3,848,000 4,108,000 4,796,000 4,968,000 5,576,000 5,740,000 12,500,000

（単位ɿԁ）

名城大学 学生便覧
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（7）休学者の在籍料
でにৼ込Μでくͩさい。たͩしɼ·ݶظ੶ྉをೲ入しなけれなΓ·せΜ。学අৼ込依頼ॻを送付し·すのでɼೲ入ࡏ学が許Մされた者はɼٳ　

入学後のٳ学（4 月 1 付入学の場合は前ظ終了࣌·で）についてはɼ学අはฦۚし·せΜのでࡏ੶ྉのೲ入は必要͋Γ·せΜ。

在　籍　料（半期） 3 0 ɼ0 0 0 ԁ

ાஔֹݮ੶ྉのࡏ※

が認めΒれる場合が͋Γ·すのでɼఱനΩϟンύスは学ֹݮ੶ྉのࡏで͋る者にରしてはɼࠔにۃ੶ྉのೲ入がࡏత事にΑΓࡁܦ　

センター【教】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事ࣨで૬談してくͩさい。

。Γ·すݶしている者にځࠔతにࡁܦとはɼ次に該当する事が発ੜしɼ『で͋ると認めΒれる者ࠔにۃత事にΑΓɼೲ入がࡁܦ』　

1）　そのଞෆྀの事ނにΑΓɼੈଳओがࢮ·たはෛইしɼྍظཆが必要で͋るとき。

2）　そのଞෆྀの事ނにΑΓɼՈ等にඃを受けɼその෮چが必要で͋るとき。

3）　 事業ॴのഁ࢈等でɼੈଳओがそのੜܭをҡ持するためのॴ得が得ΒれなくなΓɼଞにそれにわるॴ得が得Βれるݟ込Έがないとき。

4）　ຊਓ·たはੜܭをڞにする者がɼ࣬ප·たはෛইにΑΓྍظཆが必要で͋るとき。

ػはެの『明ॻূࡂጶ』ॻにఴ付するূ明ॻのうちɼئ　 が発行ࢣはҩ『ཆূ明ॻྍظ』で発行されたのɼ（するҬのॴなͲॅډؔ）

した診断ॻにݶΓ·す。

減額が認められた者の在籍料（半期） 1 0 ɼ0 0 0 ԁ

（8）転学部・転学科
1）　స学෦等ݧࢼྉはɼ学෦の入学ݕ定ྉの 2 の 1 のֹとし·す。

　　2025 年の場合

試　験　料 1þɼ5 0 0 ԁ

2）　 స学෦等が許Մされた者はɼస学෦等ྉをೲ入しなけれなΓ·せΜ。

転 学 部 等 料 2 ɼ0 0 0 ԁ

（9）復籍
෮੶ྉはɼ෮੶する年のਖ਼نの 1 年次ੜがೲ入すき入学ۚの 2 の 1 のֹとし·す。授業ྉ等は෮੶を許Մした学෦の૬当学年次の
ਖ਼نの学ੜとಉֹ͡とし·す。
　　2025 年の場合

復　籍　料 1 0 0ó0 0 0 ԁ

（10）再入学
のن入学する年のਖ਼࠶入学の入学ۚはɼ࠶ 　（1 1 年次ੜの入学ۚのֹとしɼ授業ྉ等は࠶入学を許Մした学෦の૬当学年次のਖ਼نの学

ੜとಉֹ͡とし·す。
2）　 ಛผ学ੜ（ຊ学ଔ業等ิॿ学ੜ）のରになΓ·す。入学後ɼ入学ۚのֹを学ۚとしてڅ付し·す（3ʵ12ページ学ੜنఔ参র）。
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ᶙɽڭ߲ࣄ
1  学期
2  単位制度
3  授業
（1）授業時間（時間割）
（2）シラバス（授業計画書）・オフィスアワー・
　　 年間行事予定表（名城大学カレンダー）
（3）休講
（4）補講
（5）授業出席の重要性
（6）授業の出席確認について
（7）公欠の取扱いについて
（8）欠席届

4  履修
（1）履修の方法
（2）履修登録
（3）履修科目を決める際の注意事項
（4）履修登録の手順
（5）副専攻制度

5  試験
（1）定期試験
（2）追試験
（3）再試験
（4）追試験・再試験受験申込手続
（5）受験の資格
（6）欠格制度
（7）受験上の注意事項
（8）仮受験票
（9）試験時間
（10）成績の評価
（11）成績発表
（12）学業成績
（13）GPA制度

6  暴風特別警報または暴風警報・災害時の
授業及び試験
（1）暴風特別警報または暴風警報の場合
（2）災害の場合

7  「南海トラフ地震臨時情報」が発表された
場合
（1）「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」，「南海トラフ地震

臨時情報（巨大地震警戒）」，「南海トラフ地震臨時情報（巨
大地震注意）」のいずれかが発表された場合の対応

（2）「南海トラフ地震臨時情報（調査終了）」が発表された場
合の対応

8  交通機関がストライキを実施している場
合の授業及び試験
（1）授業の場合
（2）試験の場合
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ᶙ߲ࣄڭ
1  学期

2  単位制度

3  授業

　ຊ学の授業は 1 年を 2 学ظにけて行われɼそれぞれを前ظɼ後ظとݺびɼ前ظは 4 月 1 かΒ 9 月 13 ·でɼ後ظは 9 月 14 かΒ 3 月
31 ·でです。
　授業には前・後ظ௨して行われるの（௨年։ߨ科目）と前ظ（前ظ։ߨ科目）ɼ後ظ（後ظ։ߨ科目）で݁するのが͋Γ·す。·たɼ学෦・
学科にΑってはɼظ間を定めてू中తに行われる授業（前ूظ中科目ɼ後ूظ中科目）͋Γ·す。

　大学における教育՝ఔはɼ大学ઃஔج準にとͮく単位੍を࠾用してい·す。単位とは一つの授業科目の学修に要する࣌間を表すج準です。
単位੍とはɼ各年次に当されているॴ定の科目をཤ修しɼそれΒの科目͝とにׂΓ当てΒれている単位を修得しɼ͜れを一定数ੵΈ্͛る
͜とにΑってଔ業できる੍をいい·す。
　大学の授業科目はɼٛߨ・ԋ習ɼ実ݧ・実習・実ٕ科目に大ผする͜とができ·すがɼ各授業科目の̍単位͋たΓの学修࣌間はɼ教ࣨ等で
行う授業࣌間と教ࣨ֎で行う準備学習・෮習ɼ事前・事後のࣗ学ࣗ習࣌間を合わせて �� 。間が必要になΓ·す࣌
　各授業科目の種ྨผの̍単位当たΓの授業࣌間は次のとおΓです。

  
ߨ ٛ ・ ԋ 習 科 目 15 間かΒ࣌ 30 間数࣌間·でのൣғでຊ学が定める࣌
実 ݧ ・ 実 習 ・ 実 ٕ 科 目 30 間かΒ࣌ 45 間数࣌間·でのൣғでຊ学が定める࣌

　単位੍のझ旨をཧղしɼཤ修する単位数に૬当するࣗओత学習࣌間が必要で͋る͜とをҙࣝしてɼ͝Ζの授業にྟΜでくͩさい。

（1）授業時間（時間割）
。する͜とが͋Γ·す。その場合はɼ掲示で௨し·すߋ後ม࢝間ׂは発表後ɼ͋るいは授業։࣌　　

　　➳　ຊ学の授業࣌間は次のとおΓです。
ݶ　 ࣌ 1 ݶ࣌ 2 ݶ࣌ 3 ݶ࣌ 4 ݶ࣌ 5 ݶ࣌ ý ݶ࣌ þ ݶ࣌

授 業 ࣌ 間 9�10 ～ 10�40 10�50 ～ 12�20 13�10 ～ 14�40 14�50 ～ 1ý�20 1ý�30 ～ 1ÿ�00 1ÿ�10 ～ 19�40 19�50 ～ 21�20

　　　　授業࣌間ଳは月༵かΒ༵·で 1 かΒݶ࣌ þ 間ଳは࣌ຊج。でઃ定されてい·す·ݶ࣌ 1 かΒݶ࣌ 5 ですがɼ学෦にΑΓ使ݶ࣌

用する࣌間ଳがҟなΓ·す。各学෦の࣌間ׂで確認してくͩさい。

ํݟ間ׂ表の࣌　➴　　

間ׂ表の࣌　　　 1 つのίϚの中にॻかれている内༰はɼ次のとおΓです。

　　　< ྫ > 2ç4ç1ç0 0ç1ç　　　　実ફӳޠⅠ　　　 　　　ా　ࢁ ̨ʵ 3 0 2
　　　　　　　　ˢ　　　　　　　　　ˢ　　　　　　　s 　　　　　　　s
　　　　間ׂ൪号　　　　　　科目໊࣌　　　　　　 担当者໊　　　　教ࣨ൪号

　　➵　教ࣨ൪号のํݟ

。間ׂ表্の教ࣨ൪号の表示はɼ次のとおΓです࣌　　　

　　　< ྫ >  4  ɻ 　3 0 2ççʜʜ　ڞ௨ٛߨ౩ೆ 3 0 2 教ࣨ

　　　　　  s 　　ˢ

　֊数ݐ　　　　　

ఱനΩϟンύス

　4ɿڞ௨ٛߨ౩ೆ　/ɿڞ௨ٛߨ౩　&ɿڞ௨ٛߨ౩౦　5ɿタϫー þ5　11ɿఱന 11 号ؗ　12ɿఱന 12 号ؗ

　31ɿڀݚ実ݧ౩Ⅰ　32ɿڀݚ実ݧ౩Ⅱ　33ɿڀݚ実ݧ౩ᶙ　34ɿڀݚ実ݧ౩ᶚ

φΰϠυーϜ前Ωϟンύス

　%/ɿؗ　%8ɿؗ　%4ɿೆؗ

�・教ࣨのஔについてはɼ4ݐ 校ࣷஔਤ（4 ʵ 1 ページへ）を参রしてくͩさい。

（2）シラバス（授業計画書）・オフィスアワー・年間行事予定表（名城大学カレンダー）
γϥόス（授業ܭըॻ）にはɼ各年։ߨされる授業科目についてɼ授業の֓要と目త・準備事後学習・授業の内༰・授業ܗଶ・成ධՁ

ํ๏・ςΩスト・参ߟ資ྉจݙ等が記載されてい·すのでɼཤ修ܭըの参ߟにしてくͩさい。
　ຊ学ΣϒαΠトʮNFJNPʯ（以ԼɼNFJNP）·たはɼ学γスςϜかΒγϥόス（授業ܭըॻ）のࡧݕ・Ӿཡができ·す。
　·たɼຊ学ではΦϑΟスΞϫーとしてɼઐ教員がࣨڀݚ等にࣨࡏしている࣌間をઃけるΑうにしてい·す。ΦϑΟスΞϫーは学γスςϜ
のγϥόスのʮ教員かΒࡧݕʯにてࡧݕ・Ӿཡができ·すのでɼٛߨ内༰なͲの࣭問学ੜかΒઐ教員へ૬談したい場合にར用してくͩさい。
　年間行事予定表（໊大学ΧϨンμー）についてはɼʮNFJNPʯにて確認してくͩさい。
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（3）休講
　大学·たは各授業担当者にむを得ない事が発ੜした場合にはɼ授業をߨٳする場合が͋Γ·す。ߨٳはɼ大学として決定·たは授業科

目担当者かΒのಧ出が͋Γ次ୈɼఱനΩϟンύスは学ੜϗール掲示൘（タϫー þ5・2 ֊）しくは学γスςϜΑΓϝοセージを送Γ·す。

ീ事Ωϟンύスはༀ学෦掲示൘に掲示し·す。φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは学γスςϜΑΓϝοセージを送Γ·す。

　なおɼߨٳの案内がないにかかわΒずɼ࢝業ࠁ࣌後 30 以্ܦաして授業科目担当者が入ࣨしない場合はɼఱനΩϟンύスは学セン

ター【学෦૭ޱ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事ࣨɼ教職センター【教職・学芸員】へ࿈བྷしɼその指示に従ってくͩ

さい。

　※ަ௨ؔػの事ނなͲでɼಛにྟߨٳ࣌の必要が͋ると断された場合はɼఱനΩϟンύスは学ੜϗール掲示൘（タϫー þ5・2 ֊）しく

は学γスςϜΑΓϝοセージを送Γ·す。ീ事Ωϟンύスはༀ学෦掲示൘に掲示し·す。φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは学γスςϜか

Βϝοセージを送Γ·す。

　※෩のۙが予される場合ɼ大نのҙ報が発ྩされた場合ɼおΑびަ௨ؔػのストϥΠΩが行われた場合のߨٳાஔについ

てはɼ1 － 24 ～ 1 － 25 ページを参রしてくͩさい。

（4）補講
·たは༵をؚめたۭߨิ。といい·すߨの授業を行う͜とが͋Γɼ͜れをิ࣌のਐ行が予定ΑΓれた場合にɼྟٛߨ等にΑΓߨٳ　

き࣌間を使用しɼ授業科目担当者が行う場合が͋Γ·す。いずれの場合ɼఱനΩϟンύスは学ੜϗール掲示൘（タϫー þ5・2 ֊）しくは

学γスςϜΑΓϝοセージを送Γ·す。ീ事Ωϟンύスはༀ学෦掲示൘に掲示し·す。φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは学γスςϜかΒϝο

セージを送Γ·す。

（5）授業出席の重要性
　授業はɼ学ੜと教員がਓ間తな;れ͋いを௨͡て学問を୳ٻする場で͋Γɼ学ੜੜ׆のجຊとなるのです。授業への出੮はॏ要で͋Γɼ

ࣗओతな学問への୳ڀ心なくしてɼその成Ռをظする͜とはでき·せΜ。පؾなͲにΑって 1 か月以্ܽ੮しなけれなΒない場合はɼఱ

നΩϟンύスは学センター【学෦૭ޱ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事ࣨɼ教職センター【教職・学芸員】に૬談し

てくͩさい。

　·たɼ授業科目の出੮数が授業数の 2�3 にຬたない場合はɼ定ݧࢼظの受ݧ資格をࣦう͜とが͋Γ·す。

（6）授業の出席確認について
　出੮のとΓํはɼओとして次のํ๏が͋Γ·す。

にΑる確認ݺ໊ࢯ　（1

　2）　出੮Χーυの提出

　3）　*$ 出ܽ確認γスςϜ（શΩϟンύスɿશࣨٛߨ　ઃஔ）

　教ࣨの入ޱにઃஔされたΧーυϦーμに学ੜূでタονする͜とでɼ学ੜূ内の*$νοϓをॠ࣌にΧーυϦーμがಡΈ取Γ·す。ಡΈ取っ

た࣌間にΑΓ出੮が定されるγスςϜとなってい·す。ࣗࣗの授業͝との出ܽ状گを学γスςϜかΒ確認する͜とでき·す。

　出ܽ確認のํ๏は授業それぞれにΑってҟなΓ·す。*$ 出ܽは͋く·で学ੜのօさΜࣗの出ܽのূです。*$ 出ܽを授業の出੮とΈな

すかͲうかは授業担当者の断にΑΓ·すので必ず授業࣌の教員の指示に従うΑうにしてくͩさい。

ᶃ　学ੜূの報がಡΈ取Βれると学੶൪号が表示され·す。

ᶄ 授業開始10分前から授業開始後20分まで出席の読み取りを行います。それ以֎の࣌間にΧーυをか͟してɼ出੮と定され·せΜ。

·たɼ� 以্か͟した場合は最৽の報でॲཧし·すのでҙしてくͩさい（授業։࢝後 20 以߱に࠶か͟した場合は出੮をΧ

ントし·せΜ）。

ᶅ　*$ 出ܽ確認γスςϜではɼ出ܽ状گは授業のཌに学γスςϜにөされ·す。

（7）公欠の取扱いについて【対象：公認クラブ】
　ެ認Ϋϥϒのެ式ࢼ合等への出場にいɼそのࢼ合等に参加した学ੜが授業をܽ੮した場合はɼॴ定の手続きをܦてɼ『ެܽ』となΓ·す。

　ެܽの手続きではɼ各ࣗʮެܽئʯに必要事項を記載しɼ表者がશ員を取Γ·とめてΫϥϒຖに学センターに提出をする必要が͋Γɼ

学センターの許Մを得たΫϥϒがެܽのରとなΓ·す。

　ঝ認後ɼ学センターのঝ認ҹがԡҹされたެܽئはΫϥϒにฦ٫されɼ各ࣗܽ੮した授業の授業科目担当者にެܽئを提示するととにɼ

ՄなݶΓ事前に報告をしてくͩさい。

　学ੜはɼެܽにΑる学ྗの低ԼをটかないΑうɼීஈΑΓษ学にめるのとしɼ科目にΑってはɼ՝等が提示される場合等が͋Γ·す

のでɼ必ず授業科目担当者の指示に従ってくͩさい。

（8）欠席届
等むを得ないཧ༝でܽ੮した場合はɼ大学に出て͜ΒれるΑうになってかΒɼձ礼状ɼ診断ॻ等のཧ༝をূ明できるॻྨをؾҾɼපس　

持参のうえɼఱനΩϟンύスは学センター【学෦૭ޱ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事ࣨɼ教職センター【教職・学

芸員】でܽ੮ಧの手続きをしてくͩさい。（ৄࡉの取Γѻいにؔしてはɼ各学෦の૭ޱにて確認してくͩさい。）なおɼ手続きしたとしてɼ

出ܽの断はશて授業科目担当教員に一されておΓ·す。

　手続き後ɼܽ੮した授業科目担当教員にܽ੮ಧを持って行きɼܽ੮したཧ༝を報告してくͩさい。



ø ― øĀ

4  履修
（1）履修の方法

　授業科目のཤ修にはɼ次のΑうなཤ修のܗଶが͋Γɼそれぞれのཤ修݅等が͋Γ·す。

1）ਖ਼ ن ཤ 修ʜॴଐ学෦・学科のࡏ੶年次に当されている科目をཤ修する͜とをいい·す。͜のうちΫϥス指定が͋る場合はɼその指定

Ϋϥス・ݶ࣌でのཤ修がਖ਼نཤ修となΓ·す。

ç2）Լ ڃ ཤ 修ʜԼڃ年次に当されている授業科目のうちɼ前年·でにཤ修登録をしていない授業科目をཤ修する͜とをいい·す。

ç3）࠶　ཤ　修ʜԼڃ年次に当されている授業科目のうちɼ前年·でにཤ修登録をしながΒɼ単位を修得できなかった授業科目を࠶びཤ

修する͜とをいい·す。࠶ཤ修に͋たってはɼΫϥス・ݶ࣌指定なͲの݅がつく場合が͋Γ·す。

4）ଞ学科ཤ修ʜࣗのॴଐする学科にઃஔされていない授業科目をଞ学科でཤ修する͜とをいい·す（ཤ修݅等はʮ学෦事項ʯのページ

を参রしてくͩさい）。

ç5）ଞ学෦ཤ修ʜࣗのॴଐする学෦にઃஔされていない授業科目をଞ学෦でཤ修する͜とをいい·す。

たͩしɼଞ学෦ཤ修許Մ年次を 2 年次以্おΑび年間ཤ修許Մ登録単位数を 10 単位以内とし·す（ཤ修݅等はʮ学෦事項ʯ

のページを参রしてくͩさい）。

（2）履修登録
　ཤ修登録はɼ学ੜがその年にࣗがཤ修しΑうとする科目をಧけ出る手続きで͋Γɼ学修ܭըの出発となるのです。

　学ੜはࣗݾのにおいてཤ修する科目を決定しɼॴ定のظ間内に登録の手続きを了しなけれなΓ·せΜ。したがってɼཤ修登録をし

ていない科目はɼ授業に出੮しɼ·たݧࢼを受けてɼ当該科目の単位を修得する͜とはでき·せΜ。

　ཤ修登録はɼ4 月に前ظ։ߨ科目ɼ後ظ։ߨ科目ɼू中ٛߨ科目ɼ௨年։ߨ科目を登録し·す。·たɼ9 月に後ظ։ߨ科目のมߋ登録ظ間が

͋Γ·す。登録ظ間終了後にɼ学γスςϜかΒʮཤ修登録確認௨ॻʯをμンϩーυしɼ登録݁Ռを確認する͜とができ·す。登録݁Ռ

確認についてはʮཤ修登録ΨΠυʯ及び掲示等で確認してくͩさい。

（3）履修科目を決める際の注意事項
1）科目の種ྨ
ᶃ 必 修 科 目ʜʜ その学෦・学科で必ず修得しなけれなΒない科目をいい·す。
ᶄ બ  必 修 科 目ʜʜ 指定された科目のうちかΒ一定の単位数を必修とする科目をいい·す。
ᶅ બ  科 目ʜʜ 指定された科目のうちかΒࣗ༝にબΜでཤ修できる科目をいい·す。
ᶆ ࣗ ༝ 科 目ʜʜ ॴଐする学෦の教育՝ఔ以֎として取Γѻわれている科目で単位を修得してଔ業に必要な単位に充当できな

い科目をいい·す。
そのଞɼ教育職員免許状を取得するための科目։ઃされてい·す。

ç2）ཤ修登録ࢭې事項
ᶃ ॏ ෳ 登 録ʜʜ ಉ一༵・ݶ࣌においてはɼ1 科目しか登録でき·せΜ。
ᶄ 修 得 ࡁ 科 目ʜʜ 前年·でに単位を修得した科目は登録でき·せΜ。
ᶅ 科目ʜʜߨ年次։ڃ্ 。の科目は登録でき·せΜߨ年次։ڃ্
ᶆ そ の ଞʜʜ ಉ一年内で前ظにཤ修登録し未修得で͋った科目を後ظにཤ修登録する͜とはでき·せΜ

（許Մされている科目をআく）。
ç3）ཤ修登録の੍ݶ

　学年͝とに定めΒれた単位数の੍ݶをえて登録する͜とはでき·せΜ。

　たͩしɼ前年の (1" が 3�5 以্の場合ɼ定めΒれた単位数に加えて年間 4 単位ଟく登録する͜とができ·す。

　（ཤ修単位੍ݶはʮ学෦事項ʯのページを参রしてくͩさい。）

ç4）ཤ修ௐ科目

　ཤ修者のਓ数ௐを要する科目（গਓ数で実施されるθϛφールɼ報ॲཧ科目ɼޠ学のίϛュχケーγϣン科目等）はɼཤ修希望者の中

かΒநબで受ߨ許Մ者を決定しɼཤ修登録が認めΒれ·す。ରとなる科目ɼ申込ظ間はɼຖ年のʮཤ修登録ΨΠυʯ及び掲示൘等で確認し

てくͩさい。

（4）履修登録の手順
　ʮཤ修登録ΨΠυʯを参রしてくͩさい。·たɼΦϦΤンςーγϣン等でৄしく説明し·す。
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（5）副専攻制度
　෭ઐ੍߈とはࣗのઐ以֎にɼผのを学びࢹを͛るためにɼଞ学෦ଞ学科のઐ教育科目を修得するのです。ಛ定の科

目܈かΒॴ定の要݅をຬたすとʮ෭ઐ߈ʯとして認定されɼ෭ઐ߈修了ূॻがަ付され·す。

　たͩしɼ ෭ઐ͝߈とにɼ修了に必要な単位数等ɼ݅がҟなΓ·すのでɼ 希望する場合はॴଐ学෦の૭ޱで૬談してくͩさい。

　෭ઐ߈一ཡ（ྩ þ 年 4 月 1 ࡏݱ）
෭ઐ߈ ཤ修ର者 科目։ߨ学෦

Ӧ学ܦ 学෦ੜޠࠃ֎ Ӧ学෦ܦ
数学 ཧ学෦ੜ ཧ学෦
学ࢠిؾి
材ྉػ学
Ԡ用Խ学
学ցػ
ަ௨ػց学
ϝΧトϩχΫス学
ࣾձج൫σβΠン学
学ڥ
ங学ݐ
学ޫ؍ શ学෦ੜ（আく、ࢢ報学෦ੜ） ࢢ報学෦
σータαΠΤンス・"*（"） ๏学෦ੜ、ܦӦ学෦ੜ、ࡁܦ学෦ੜ、ਓ間学෦ੜ、֎ޠࠃ学෦ੜ ࢢ報学෦
σータαΠΤンス・"*（#） ཧ学෦ੜ、学෦ੜ、ༀ学෦ੜ 報学෦

5  試験
　ཤ修した授業科目についてはݧࢼが行われ·す。ݧࢼのํ๏はɼଟくがච記ݧࢼですがɼϨϙートݧࢼɼޱड़ݧࢼɼ実ٕݧࢼɼノート・Ϩϙー
ト提出なͲにΑって行われる場合͋Γ·す。
　なおɼଞ学෦ཤ修している科目のݧࢼについてはɼ։ߨ学෦の੍ݧࢼがద用され·す。事前にɼଞ学෦の੍ݧࢼを確認するΑうにして
くͩさい。

（1）定期試験
　௨ৗ年 2 ճɼ前ظɼ後ظのٛߨの終了後に実施するݧࢼです。
　定ݧࢼظ以֎に授業࣌間内でݧࢼを実施する͜とが͋Γɼ͜れΒの݁ݧࢼՌ成ධՁにצ案される場合が͋Γ·す。

（2）追試験
　පؾɼब職ݧࢼ等むを得ないཧ༝でɼ定ݧࢼظが受ݧできなかった場合にݶΓ受ݧ許Մを得て受ݧできるݧࢼです。
　ݧࢼྉɿ1 科目につき 500 ԁ
　たͩしɼΠンϑルΤンβ等のʮ学校ײછʯにײછしɼ定ݧࢼظが受ݧできない場合にݶΓɼݧࢼྉはෆ要です。
　ݧࢼの受ݧ許Մ事༝

事༝ 必要ূ明ॻ
Ҿس ̏等以内の݂·たはҽ ձの礼状等その事実を明Βかにするの

පؾ・けが පӃ発行の診断ॻ・入Ӄূ明ॻ
（間の記載が͋る͜とظཆྍ・ྍ࣏）

ࡂ ጶূࡂ明ॻ
のෆ௨・Ԇணؔػ௨ަڞެ 該当ަ௨ؔػ発行のԆূ明ॻ等
ަ௨事ނ ௨学࣌のΈ ࣗಈं҆શӡసセンター発行の事ূނ明ॻ
ब職ݧࢼ ब職ݧࢼ受ݧがূ明できるの
ެܽ ެ認・՝֎׆ಈஂମのର֎ࢼ合 （ঝ認を受けているの）ئܽެ

学校ײછ ΠンϑルΤンβ、
৽ܕίϩφΠルスײછ等

පӃ発行の診断ॻ・入Ӄূ明ॻ
（間の記載が͋る͜とظཆྍ・ྍ࣏）

そのଞ ଞ学෦ཤ修科目のॏෳ等
ఱനΩϟンύスは学センター【学෦૭ޱ】ɼീ事
Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事ࣨɼ
教職センター【教職・学芸員】で૬談

（3）再試験
　定ݧࢼظの݁Ռがෆ合格の者に行うݧࢼです。
学ߨはɼ学෦にΑΓҟなΓ·すのでɼ各学෦事項を確認してくͩさい。ಛにଞ学෦ཤ修している場合はɼ։੍ݧࢼ実施の༗ແなͲのݧࢼ　
෦の੍ݧࢼ確認してくͩさい。
ྉɿ1ݧࢼ࠶　 科目につき 1ó000 ԁ

（4）追試験・再試験受験申込手続
　申し込Έをしていない場合は受ݧでき·せΜのでɼ必ず申し込Έظ間内に手続きをしてくͩさい。
　なおɼ学෦にΑっては受ݧ申込ॻߪ入前にɼ申込ॻ提出先で受ݧ資格を確認する必要が͋Γ·す。͝ҙくͩさい。
1）提出ॻྨ

　　・受ݧ申込ॻ
　　・必要ূ明ॻ（ݧࢼの場合のΈ）
ç2）受ݧ申込ॻの入手ํ๏
ྉが必要な場合ݧࢼ・　　
　　　学内ূ明ॻ発行ػΑΓ申込ॻをߪ入
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（છした場合のΈײછにײ学校）ྉがෆ要な場合ݧࢼ・　　
　　　౷合ϙータルαΠトにて案内を確認してくͩさい。

3）提出先
　　ఱനΩϟンύスは学センター【学෦૭ޱ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事ࣨɼ教職センター【教職・学芸員】

（5）受験の資格
1）次の各事項のいずれかに該当する者はɼ受ݧでき·せΜ。

　ᶃ・ݧࢼ࠶に必要な手続きをしなかった者
　ᶄ学අの未ೲ入者
　ᶅݧࢼ։࢝後ɼਖ਼当なཧ༝なく࣌ݧࢼ間の 20 をえてࠁした者
ç2）次の各事項のいずれかに該当する者はɼ受ݧできない͜とが͋Γ·す。
　ᶃ授業科目担当者が受ݧを認めない者
　　	B
　授業科目の出੮数がɼ授業数の 2�3 にຬたない者
　　	C
　Ϩϙート・՝なͲを提出していない者
　ᶄݧࢼಜ者の指示に従わない者
　ᶅݧࢼにおいてෆਖ਼行ҝをした者

（6）欠格制度
　ܽ格੍とはɼ授業科目の出੮数がɼ授業数の 2�3 にຬたない者Ϩϙート・՝なͲを提出していない者にରしてɼ授業科目担当者
がݧࢼ受ݧ資格を認めない͜とが͋る੍です。
　͜の場合はɼݧࢼを受けたとしてɼධՁはݧࢼ成一ཡ表にʠܽ格ʡと記載され·す。·たɼݧࢼおΑびݧࢼ࠶について受ݧでき·
せΜ。したがってɼその授業科目の単位は修得でき·せΜ。
　ܽ格となΒないΑうにɼٛߨにはҙཉతに参加しɼ՝なͲは提出するΑうにしてくͩさい。

（7）受験上の注意事項 ※Լ記の事項は学෦にΑΓҟなる場合が͋るためɼৄࡉは各学෦に問い合わせてくͩさい。

1 ）学ੜূ（·たはԾ受ݧථ）のࣸਅがݟえるΑうにɼৗ্ص࣌にஔく͜と。
2 ）・ݧࢼ࠶を受ݧする者はɼ・ݧࢼ࠶受ݧථを学ੜূ（·たはԾ受ݧථ）ととにɼ্صにஔく͜と。
3 ）受ݧする者はɼԣは一ਓ͋けɼॎは前にそΖってண੮する͜と。
4 。൪号等にΑΓ੮が指定されている場合はɼࣗの指定された場ॴにண੮する͜と্ص（
5 ）ච記用۩（Լෑ使用はෆՄ）おΑび持ち込Έが許Մされたノートɼॻ੶ྨ等以֎はɼすてかΜ等にೲめる͜と。
ý ）ච記用۩ɼノートɼॻ੶ྨ一のିआはࢭېの͜と。
þ 。をΓɼかΜ等にೲめる͜とݯଳి等のిܞ場ではɼݧࢼ（
ÿ 。おΑび持ち込Έが許Մされたへのॻき込Έはফしておく͜と্ص（
9 ）案用ࢴはɼ学෦・学科・年次（セϝスター）・Ϋϥス・学੶൪号・໊ࢯをペン·たはϘールペンで記入のうえɼすてݧࢼಜ者に提

出する͜と。
後࢝։ݧࢼ（10 30 以内はୀ場する͜とはできない。
終了前ݧࢼ（11 5 以߱はୀ場する͜とはできない。
。ಜ者の指示に従う͜とݧࢼ場内においてはɼݧࢼ（12
13）ෆਖ਼行ҝをした場合はɼそのظのશ科目（ू中ٛߨをؚむ）の単位をແޮとするなͲのॲとなΓ·す。ৄࡉは「試験における不正行
為に関する内規」を参রしてくͩさい。

14）෩ಛผܯ報·たは෩ܯ報ɼࡂおΑびަ௨ؔػのストϥΠΩなͲにうݧࢼの取Γѻいはɼ1 ʵ 24 ～ 1 ʵ 25 ページを参রしてく
ͩさい。

試験における不正行為に関する内規（抜粋）
（झ旨）

ୈ 1 　͜の内نはɼ教نఔୈ 13 ୈ 2 項にͮجきɼݧࢼにおけるෆਖ਼行ҝの取ѻいにؔして必要な事項を定めるのとする。
（ෆਖ਼行ҝ）

ୈ 2 　ෆਖ਼行ҝとはɼ次に掲͛る行ҝをいう。
（ 1 ）ଞਓの学ੜূຢはԾ受ݧථを用いて受ݧさせɼຢは受ݧする͜と。
（ 2 。する͜とݧさせɼຢは受ݧをِって受໊ࢯ（
（ 3 ）いわΏるΧンχンάペーύー等をॴ持ຢは使用する͜と。
（ 4 ）͋Βか͡めصຢは持ち込Έを許Մされた（ච記用۩ɼ学ੜূɼࣙॻ等）にॻき込Έをする͜と。
（ 5 ）持ち込Έを許Մしていないをॴ持しɼຢはݟる͜と。
（ ý ）案をަしたΓɼଞの受ݧ者の案をݟたΓɼຢはࣗの案をଞの受ݧ者にݟせたΓする͜と。
（ þ ）案の内༰をଞの受ݧ者にฉいたΓɼຢはࣗの案の内༰をଞの受ݧ者にしたΓする͜と。
（ ÿ ）持ち込Έを許Մされたをଞの受ݧ者にݟせたΓɼຢはିआする͜と。
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（ 9 。を使用する͜とثػଳి等௨৴ܞ間中に持ち込Έを許Մされていない࣌ݧࢼ（
（10）ෆਖ਼行ҝを行う者を教ࠦຢは΄うॿする͜と。
（11）そのଞෆਖ਼の事実がྺવとした行ҝを行う͜と。

（ෆਖ਼行ҝと認定される͜とが͋る行ҝ）

ୈ 3 　次に掲͛る行ҝはɼෆਖ਼行ҝと認定される͜とが͋る。

（ 1 。ଳి等をかΜ等にし·わずɼに付けていたΓ手に持っている͜とܞ間中にɼ࣌ݧࢼ（

（ 2 。を༩える͜とڹのਐ行にӨݧࢼ等のԻ（ண৴ɼΞϥーϜɼৼಈԻ等）を໐ΒすなͲɼܭ࣌ଳిܞ間中にɼ࣌ݧࢼ（

（ 3 。者のとなる行ҝをする͜とݧ場においてଞの受ݧࢼ（

（ 4 ）そのଞݧࢼのެฏੑをଛなうおそれの͋る行ҝをする͜と。

（ෆਖ਼行ҝ者の取ѻい等）

ୈ 4 　ෆਖ਼行ҝを行った者にରしてはɼそのظに受ߨしたશ科目（௨年科目及びू中ٛߨ科目をؚむ。）の単位をແޮとする。たͩしɼ

学෦等が指定する科目はআく。

ᶄ　ෆਖ਼行ҝはɼ学ੜռنఔୈ̎ୈ̐号に該当する行ҝとしてɼռ手続を։࢝するのとする。

ᶅ　ଞ学෦ཤ修等のݧࢼでෆਖ਼行ҝを行った者はɼॴଐ学෦で取Γѻう。

（8）仮受験票
Ծ受ݧථはɼݧࢼ当に学ੜূを持参しなかった者に発行され·す。
ᶃަ付のئい出
・Ծ受ݧථのަ付を必要とする者はɼຊਓがɼఱനΩϟンύスは学センター【教】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύス

は各事ࣨにئい出てくͩさい。
ᶄަ付許Մ
・ަ付許Մはɼ年内に 2 ճをݶとし·す。
・Ծ受ݧථの༗ޮظ間はɼަ付されたの当にݶΓ·す。
ᶅฦؐ
・Ծ受ݧථのަ付を受けた学ੜはɼ当の受ݧ終了後ɼかにఱനΩϟンύスは学センター【教】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟ

ンύスは各事ࣨへฦؐしてくͩさい。
・Ծ受ݧථをಉ中にฦؐしない場合はɼ当該ݧࢼ科目をແޮにする͜とが͋Γ·す。
・Ծ受ݧථをฦؐしない場合はɼ以後のަ付を行い·せΜ。
※Ծ受ݧථをෆਖ਼に使用した場合はɼෆਖ਼行ҝとΈなし·す。

（9）試験時間
。間は次のとおΓです࣌ݧࢼ

（10）成績の評価
1）授業科目の成はɼγϥόスのධՁج準・ํ๏にͮجいた૯合ධՁにΑΓࢉ出されたɼ100 ຬの数ධՁです。

2）૯合ධՁの݁Ռɼ合格と定された科目についてはɼॴ定の単位を修得した͜とになΓ·す。

3）すでに修得した科目の単位の取Γফしはでき·せΜ。したがってɼ一合格の定を受けた科目を࠶ཤ修登録する͜と࠶ݧࢼを

受ける͜とはでき·せΜ。

ç4）授業科目担当者が定ݧࢼظ受ݧを認めない場合ɼܽ格というධՁが記載され·す。

（11）成績発表
1）成発表ํ๏

学γスςϜかΒʮݧࢼ成一ཡ表ʯをμンϩーυする͜とにΑΓ݁ݧࢼՌを確認する͜とができ·す。発表については学γス

ςϜおΑび掲示でおΒせし·す。

ç2）成࣭ٙ

成についての࣭ٙ申はɼظ間を定めて行い·す。ظ間֎の࣭ٙは受け付けいたし·せΜのでɼ必ず掲示なͲにҙしてظ間中に申

【定ݧࢼظ】
間（90࣌ݧࢼ 以内）

1 ࣌ ݶ 9�10 ～ 10�40
2 ࣌ ݶ 10�50 ～ 12�20
3 ࣌ ݶ 13�10 ～ 14�40
4 ࣌ ݶ 14�50 ～ 1ý�20
5 ࣌ ݶ 1ý�30 ～ 1ÿ�00
ý ࣌ ݶ 1ÿ�10 ～ 19�40
þ ࣌ ݶ 19�50 ～ 21�20

๏学෦ɼܦӦ学෦ɼ
学෦ɼ学෦ɼཧࡁܦ
学෦ɼࢢ報学෦ɼ
ਓ間学෦ɼ֎ޠࠃ学෦ɼ
報学෦ɼ
教職・学芸員՝ఔ

【・ݧࢼ࠶】
間（ý0࣌ݧࢼ ）

1 ࣌ ݶ 9�00 ～ 10�00
2 ࣌ ݶ 10�15 ～ 11�15
3 ࣌ ݶ 11�30 ～ 12�30
4 ࣌ ݶ 13�20 ～ 14�20
5 ࣌ ݶ 14�35 ～ 15�35
ý ࣌ ݶ 15�50 ～ 1ý�50
þ ࣌ ݶ 1þ�05 ～ 1ÿ�05
ÿ ࣌ ݶ 1ÿ�20 ～ 19�20
9 ࣌ ݶ 19�35 ～ 20�35

ༀ学෦【定ݧࢼظʗ・ݧࢼ࠶】
間（ý0࣌ݧࢼ ）

1 ࣌ ݶ 9�00 ～ 10�00
2 ࣌ ݶ 10�15 ～ 11�15
3 ࣌ ݶ 11�30 ～ 12�30
4 ࣌ ݶ 13�20 ～ 14�20
5 ࣌ ݶ 14�35 ～ 15�35
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し出てくͩさい。

（12）学業成績
ï1）成ධՁج準について

2024 年以߱に入学した学ੜにద用
評　　価 基　　　準 点　　数

4 授業目ඪのਫ準をेにୡ成できɼཱࡍっている 100 ～ 90
" 授業目ඪのਫ準をेにୡ成できている ÿ9 ～ ÿ0
# 授業目ඪのਫ準を֓Ͷୡ成できている þ9 ～ þ0
$ 授業目ඪの最低ݶのਫ準をୡ成できている ý9 ～ ý0
' 授業目ඪの最低ݶのਫ準をୡ成できていない 59 ～ 0

2023 年以前に入学した学ੜにద用
評　　価 基　　　準 点　　数

"
授業目ඪのਫ準をेにୡ成でき、ཱࡍっている。 100 ～ 90
授業目ඪのਫ準をेにୡ成できている。 ÿ9 ～ ÿ0

# 授業目ඪのਫ準を֓Ͷୡ成できている。 þ9 ～ þ0
$ 授業目ඪの最低ݶのਫ準をୡ成できている。 ý9 ～ ý0
' 授業目ඪの最低ݶのਫ準をୡ成できていない。 59 ～ 0

ï2）ݧࢼ成一ཡ表の表記について

点　　　数 一覧表表記

※ 1 。Ϩϙートの未提出者͜͜にؚ·れ·すظ
※ Ϩϙート・՝なͲを提出していない者͜͜に࣌ٛߨ 2

ؚ·れ·す。

合　　格
100 ～ ý0  ૉ（100 ～ ý0 ）

認　定 ̣

ෆ 合 格
59 以Լ ૉ（59 ～ 0 ）

੮ܽݧࢼ ※ 1 ܽ　੮
出੮数ෆ足 ※ 2 ܽ　格

ï3）成ূ明ॻの記載について

成ূ明ॻにはɼ合格した授業科目のΈがධՁ（̨～̘・̣）ととに記載され·す。
2024 年以߱に入学した学ੜにద用

点　　　数 評　 価

合　　格

100 ～ 90  ̨
çÿ9 ～ ÿ0  "
 þ9 ～ þ0  #
 ý9 ～ ý0  $

認　定 /

2023 年以前に入学した学ੜにద用
点　　　数 評　 価

合　　格

100 ～ ÿ0  "
çþ9 ～ þ0  #
çý9 ～ ý0  $

認　定 /

（13）GPA制度
(1"（(SBEF 1PJOU "WFSBHF）とはɼཤ修登録科目の成ධՁج準を数Խした (1（(SBEF 1PJOU）を科目の૯単位数でׂった
のです。
Լ記の ï1）(1 "๏ɼ　ï2）(1ํࢉ 。出式にΑΓ·すࢉ
(1" が学෦で定めるج準にୡしていない場合はɼཤ修指導等を行い·す。
·たɼ(1" がஶしく低い場合はɼୀ学ק告を行う͜とが͋Γ·す。
なおɼෆ合格科目を࠶ཤ修し単位を修得した場合でɼෆ合格となったաڈの成 (1�0 として௨ࢉ (1" にࢉ入され·す。

ï1）(1 ๏ํࢉ

100 ～ 95 ʹ 4�3ɼ94 ～ 90 ʹ 4�0ɼÿ9 ～ ÿþ ʹ 3�þɼÿý ～ ÿ3 ʹ 3�3ɼÿ2 ～ ÿ0 ʹ 3�0ɼþ9 ～ þþ ʹ 2�þɼ
þý ～ þ3 ʹ 2�3ɼþ2 ～ þ0 ʹ 2�0ɼý9 ～ ýþ ʹ 1�þɼýý ～ ý3 ʹ 1�3ɼý2 ～ ý0 ʹ 1�0ɼ59 以Լ・ܽ੮・ܽ格ʹ 0

ï2）(1" 出式ࢉ

(1" ʹ
（科目の単位数ʷその科目の (1）の合ܭ

ཤ修登録科目の૯単位数 ※ 1

※ 1　認定科目ɼࣗ༝科目おΑび教職センターで։ߨされる教職՝ఔ科目・学芸員՝ఔ科目等はؚΈ·せΜ。
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6  暴風特別警報または暴風警報・災害時の授業及び試験
　ఱനΩϟンύス・ീ事ΩϟンύスおΑびφΰϠυーϜ前Ωϟンύスにおいては໊ݹࢢにɼෟଐ場においてはय़Ҫࢢ·たは໊ݹࢢに

෩ಛผܯ報·たは෩ܯ報が発ྩされた場合そのଞの࣌ࡂの場合の授業おΑびݧࢼはɼそれぞれ次のΑうに取Γѻい·す。

（1）暴風特別警報または暴風警報の場合
➳　授業の場合

7 : 00 8 : 00 9 : 00 10 : 00 11 : 00 12 : 00 13 : 00 14 : 00 15 : 00 16 : 00 17 : 00 18 : 00 19 : 00 20 : 00 21 : 00

午前7時前に解除
1時限目（9：10～）から講義を実施

午前7時以降午前 10 時前に解除
3時限目 (13：10～) から講義を実施

午前 10 時以降午後3時前に解除
6時限目 (18：10～) から講義を実施

午後3時以降に解除
全時限休講

暴風特別警報または
暴風警報発令時間帯
講義を実施する時限
休講する時限

前ޕ※ þ ߨٳ以߱に発ྩした場合はɼちに࣌

の場合ݧࢼ　➴

7 : 00 8 : 00 9 : 00 10 : 00 11 : 00 12 : 00 13 : 00 14 : 00 15 : 00 16 : 00 17 : 00 18 : 00 19 : 00 20 : 00 21 : 00

午前7時現在発令中
午後6時以前実施の試験は延期
午後3時前に解除されれば，午後6時以降実施の試験は実施

午前7時以降午後3時前に発令
直ちに中止
午後6時以前実施の残りの試験は延期
午後3時前に解除されれば，午後6時以降実施の試験は実施

午後3時現在発令中
午後6時以前実施の試験は延期
午後6時以前実施の残りの試験は延期

午後3時以降に発令
直ちに中止
残りの試験は延期

午前7時以降午後3時前に解除
午後6時以前実施の試験は延期
午後6時以降実施の試験は実施

暴風特別警報または
暴風警報発令時間帯

試験を延期する時間帯

試験を実施する時間帯

試験を実施する可能性
のある時間帯
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（2）災害の場合
োが͋ると断した場合はɼそのɼࢧにݧࢼ事ଶが発ੜしɼ授業おΑびٸۓの（ҬఀిおΑびམཕɼɼઇɼ෩ਫ）等ࡂ　

学γスςϜຊ学ΣϒαΠトにて掲載し·すのでɼ͜れに従ってくͩさい。

7  「南海トラフ地震臨時情報」が発表された場合
　各ࣗでɼࣗの໋はࣗでकる͜とをҙࣝしɼ҆શな場ॴにආしてくͩさい。

（1）「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」，「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒）」，「南海トラフ
地震臨時情報（巨大地震注意）」のいずれかが発表された場合の対応

1）授業をߨٳとしɼݧࢼを中ࢭし·す。

2）大学内にいる場合はかにؼしてくͩさい。௨学్中の場合はɼ登校を中ࢭしɼࣗにいる場合はػしてくͩさい。

3）ަ௨ؔػのෆ௨等でؼがࠔな場合はɼ大学でػしɼ大学かΒの報にͮجき行ಈしてくͩさい。

（2）「南海トラフ地震臨時情報（調査終了）」が発表された場合の対応
1）ʮೆւトϥϑྟ࣌報（ௐ査終了）ʯが発ྩされた͜とを確認してɼࡏ中及び௨学్中の場合はɼ҆શを確認してかΒ登校するΑ

うにしてくͩさい。

2）ຊ学施ઃ内にいる場合はɼ大学かΒの報にͮجき行ಈしてくͩさい。

8  交通機関がストライキを実施している場合の授業及び試験
　ަ௨ؔػのストϥΠΩとはɼ௨学ݍ内のަ௨ؔػがશ面ӡٳɼ·たは͜れにۙい状ଶで͋る͜とをいい·す。͜の場合の授業おΑびݧࢼはɼ

それぞれ次のΑうに取Γѻい·す。

（1）授業の場合
　̧̟౦ւ（౦ւಓઢ・中ԝઢ・ؔઢ）・ۙమ・໊మ・໊ݹࢢのަ௨ؔػ（ࢢόス・Լమ）のうちɼいずれかがストϥΠΩを実施して

いる場合の授業は次のΑうに取Γѻい·す。

解　除　時　刻 授業開始時限

前ޕ þ 前にղআ࣌ 1 ࣌ ݶ 目 か Β 実 施

前ޕ þ 前ޕ以後࣌ 10 前にղআ࣌ 3 ࣌ ݶ 目 か Β 実 施

前ޕ 10 後ޕ以後࣌ 2 前にղআ࣌ ý ࣌ ݶ 目 か Β 実 施

後ޕ 2 以後にղআ࣌ શ ߨ ٳ ݶ ࣌

（2）試験の場合
　̧̟౦ւ（౦ւಓઢ・中ԝઢ・ؔઢ）・ۙమ・໊మ・໊ݹࢢのަ௨ؔػ（ࢢόス・Լమ）のうちɼいずれかがストϥΠΩを実施して

いる場合のݧࢼは次のΑうに取Γѻい·す。

解 除 時 刻 試験取扱措置

前ޕ ý 前にղআ࣌ 予定ͲおΓ実施

前ޕ ý 後ޕ以後࣌ 2 前にղআ࣌ ޕ 後 ý ࣌ 以 前 実 施 の ࢼ ݧ を Ԇ ظ

後ޕ 2 以後にղআ࣌ ޕ 後 ý ࣌ 以 後 実 施 の ࢼ ݧ を Ԇ ظ
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ᶚɽڭ৬՝ఔɾֶܳһ՝ఔ
1  教職課程【学部】
（1）本学で取得できる免許状の種類
（2）大学で教員免許状を取得するためには
（3）教職課程の登録について

2  学芸員課程【学部】
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৬՝ఔɾֶܳһ՝ఔᶚڭ

1 教職課程【学部】
　教育職員免許状取得希望者はɼ教育職員免許๏に従いɼ教職センター及び各学෦で։ߨするʮ教職にؔする科目ʯ・ʮ教科にؔする科目ʯ・ʮ教
科ຢは教職にؔする科目ʯ・ʮຊݑࠃ๏ʯʮମ育ʯʮ֎ޠࠃίϛュχケーγϣンʯʮ数ཧɼσータ׆用及びਓにؔする科目ຢは報ثػ
のૢ作ʯ等をཤ修しɼॴ定の単位を修得した場合ɼ次の免許状が取得でき·す。

（1）本学で取得できる免許状の種類

学　部 学　科
校 種と免 許 教 科※

中 学 校 教 諭
一 種 免 許 状

高等学校教諭
一 種 免 許 状

๏ 学 ෦ ๏ 学 科 ࣾ ձ  ཧ ྺ ࢙
ެ ຽ

ܦ Ӧ 学 ෦
ܦ Ӧ 学 科

ʵ  業
ࠃ ࡍ ܦ Ӧ 学 科

ܦ ࡁ 学 ෦
ܦ ࡁ 学 科

ࣾ ձ
 ཧ ྺ ࢙
ެ ຽ
 業࢈ 業 ࣾ ձ 学 科

ཧ  学 ෦

数 学 科 数 学 数 学
 報

ి ؾ ి ࢠ  学 科

ཧ 科 ཧ 科
 業

材 ྉ ػ   学 科
Ԡ 用 Խ 学 科
ػ ց  学 科
ަ ௨ ػ ց  学 科
ϝ Χ ト ϩ χ Ϋ ス  学 科 ʵ  業 ڥ    学 科
ࣾ ձ ج ൫ σ β Π ン  学 科 ཧ 科 ཧ 科

 業ݐ ங 学 科

 学 ෦
ੜ  資 ݯ 学 科

ཧ 科 ཧ 科
 業Ԡ 用 ੜ  Խ 学 科

ੜ   ڥ 科 学 科

 ࢢ  報 学 ෦  ࢢ  報 学 科 ʵ ެ ຽ
 報

ਓ 間 学 ෦ ਓ 間 学 科 ࣾ ձ
ӳ ޠ

 ཧ ྺ ࢙
ެ ຽ
ӳ ޠ

֎ ࠃ ޠ 学 ෦ ࠃ ࡍ ӳ ޠ 学 科 ӳ ޠ ӳ ޠ

 報  学 ෦  報  学 科 ʵ  報
 業

※免許状のਖ਼式໊শはʮ中学校教་一種免許状（教科໊）ʯɼʮ高等学校教་一種免許状（教科໊）ʯです。
ྫɿ中学校教་一種免許状（ࣾձ）ɼ高等学校教་一種免許状（ཧྺ࢙）

（2）大学で教員免許状を取得するためには
1）教育職員免許法の定めについて
　教育職員免許状を取得するために必要なج準ɼ要݅等はɼʮ教育職員免許๏ʯɼʮ教育職員免許๏施行نଇʯ等にɼ免許状の種ྨ͝とに定め
Βれてい·す。
　希望する教員免許状を取得するためにはɼ͜れΒの๏に定めΒれているɼج準ɼ要݅ɼ修得が必要な科目及び単位数等を充足する必要
が͋Γ·す。
2）教員免許状を取得するための要件について

ᶃૅج資格及び取得が必要な単位数についてɿ教育職員免許๏ୈ 5 

ୈ 1 ཝ 免許状の種ྨ
中学校教་ 高等学校教་

ઐ修免許状 一種免許状 ઐ修免許状 一種免許状

ୈ 2 ཝ 資格ૅج 修࢜の学位 学࢜の学位 修࢜の学位 学࢜の学位

ୈ 3 ཝ 大学において修得する͜とが必要とする単位数 ÿ3 59 ÿ3 59
※ઐ修免許状にるୈ 4 ཝに定める単位数のうち一種免許状にるಉཝに定める科目の単位数をࠩしҾいた単位数について

はɼ大学Ӄの՝ఔにおいて修得するのとする。 

教職課程及び学芸員課程の詳細内容は，5 教職課程事項 ・ 学芸員課程事項 に掲載してあります。
ここでは概要の説明をします。
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ᶄ　大学で取得が必要な単位数についてɿ教育職員免許๏施行نଇୈ 4 及びୈ 5 

ୈ 1 ཝ 教科及び教職
にؔする科目 各科目にؚめる͜とが必要な事項

中学校教་（ୈ4） 高等学校教་（ୈ5）
ઐ　修
免許状

一　種
免許状

ઐ　修
免許状

一　種
免許状

ୈ 2 ཝ
教科及び教科
の指導๏にؔ

する科目

教科にؔするઐత事項
2ÿ 2ÿ 24 24

各教科の指導๏ （報௨৴ٕज़の׆用をؚむ。） ÿ ÿ 4 4

ୈ 3 ཝ
教育のૅجత
ཧղにؔする

科目

教育のཧ೦ฒびに教育にؔするྺ࢙及びࢥ

10 10 10 10

教職のҙٛ及び教員のׂ・職内༰ （νーϜ学校ӡӦへのରԠをؚむ。） 
教育にؔするࣾձత、 ੍తຢはܦӦత事項 	 学校とҬとの࿈ܞ及び学校
҆શへのରԠをؚむ。） 
༮ࣇ 、ࣇಐ及びੜెの心の発ୡ及び学習のաఔ

ಛผのࢧԉを必要とする༮ࣇ 、ࣇಐ及びੜెにରするཧղ

教育՝ఔのҙٛ及びฤ成のํ๏ （ΧϦΩュϥϜ・Ϛωジϝントをؚむ。） 

ୈ 4 ཝ

ಓಙ、 ૯合త
な学習の࣌間
等の指導๏及
びੜె指導、 
教育૬談等に
ؔする科目

ಓಙのཧ及び指導๏

10 10 ÿ ÿ

૯合తな学習の࣌間の指導๏※

ಛผ׆ಈの指導๏

教育のํ๏及びٕज़ 

報௨৴ٕज़を׆用した教育のཧ及びํ๏

ੜె指導のཧ及びํ๏

ਐ࿏指導及びΩϟϦΞ教育のཧ及びํ๏

教育૬談 （ΧンセϦンάにؔするૅجతなࣝをؚむ。） のཧ及びํ๏

ୈ 5 ཝ 教育実ફに
ؔする科目

教育実習 5 5 3 3

教職実ફԋ習 2 2 2 2

ୈ ý ཝ 大学がಠࣗに
ઃ定する科目 2ÿ 4 3ý 12

๏ྩ্の必要単位数 ÿ3 59 ÿ3 59
　※高等学校教་ઐ修免許状及び高等学校教་一種免許状にରԠする事項はɼʮ૯合తな୳ڀの࣌間の指導๏ʯです。

ᶅ　大学で取得が必要な単位数 ʮ教育職員免許๏施行نଇୈ ýý の ý に定める科目ʯ について

ᶆ　そのଞ必要な要݅ʮհޢ等のମݧʯについて
　ʮখ学校及び中学校の教་のී௨免許状授༩にる教育職員免許๏のಛྫ等にؔする๏施行نଇ（ʹಛྫ๏）ʯの定めにΑΓɼ中学校
教་免許状取得予定者はɼ๏ྩで定める施ઃにおける þ 間のհޢ等ମݧが必要とされてい·す。
。に記載されてい·す『ݧ等ମޢ4ɽհ』はɼࡉৄ　

ᶇ　ʮ高等学校教་一種免許状（業）ʯのΈをରとした取得ํ๏ʮಛྫํ๏ʯについて
　高等学校教་（業）のී௨免許状の授༩を受ける場合ɼʮ教育職員免許๏施行نଇୈ 5 備ߟୈ ýʯの定めにΑΓɼʮ教育職員免許๏ୈ
5 ʯのن定にかかわΒずɼಉ数の単位数修得をってɼ͜れにସえる͜とができ·す。
教育職員免許๏施行نଇୈ 5 備ߟୈ ý
తཧղにؔする科目等（ઐ修ૅج業のී௨免許状の授༩を受ける場合はɼ当の間ɼ各教科の指導๏にؔする科目及び教་の教育の　
免許状にる単位数についてはɼ免許๏ผ表ୈ 1 備ߟୈ þ 号のن定をద用した後の単位数）のશ෦ຢは一෦の単位はɼ当該免許状にる
教科にؔするઐత事項にؔする科目について修得する͜とができる。 

取得する免許状の種ྨ　
　科目۠

科目໊শ

中学校教་ 高等学校教་
ઐ　修
免許状

一　種
免許状

ઐ　修
免許状

一　種
免許状

教育職員免許๏施行نଇ
ୈ ýý の ý に定める科目۠

ຊݑࠃ๏ 2 2 2 2

ମ育 2 2 2 2

ίϛュχケーγϣンޠࠃ֎ 2 2 2 2

数ཧ、σータ׆用及びਓにؔする科目ຢは報ثػのૢ作 2 2 2 2
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教科及び教職にؔする
科目 各科目にؚめる͜とが必要な事項

ʮ教育職員免許๏施行نଇୈ 5 備ߟୈ ýʯ
にΑΓ取得するํ๏

授業科目 ಛྫํ๏ 1
（一ׅ申）

ಛྫํ๏ 2
（ਓ申ݸ）

教科及び教科の指導๏
にؔする科目

教科にؔするઐత事項 各学科で։ઃする科目ˑ

ʮཧ学֓ʯ
ʮ職業指導ʯ

ʮ業科教育๏ʯ
ʮ業科指導๏ʯ

ʮ教育ݪʯ
ʮ教職入ʯ

ʮ教育心ཧ学ʯ
ʮ教育՝ఔʯ

ʮ教育ํ๏・ٕज़
（報௨৴ٕ
ज़の׆用ؚむ）ʯ
ʮੜె・ਐ࿏指
導ʯをؚめて
�� 単位以্

修得する

ʮཧ学֓ʯ
ʮ職業指導ʯを

ؚめて �� 単位
以্修得する

各教科の指導๏（報௨৴ٕज़の׆用をؚむ。）
業科教育๏
業科指導๏

教育のૅجతཧղにؔ
する科目

教育のཧ೦ฒびに教育にؔするྺ࢙及びࢥ 教育ݪ
教職のҙٛ及び教員のׂ・職内༰ （νーϜ学校ӡӦへ
のରԠをؚむ。） 教職入

教育にؔするࣾձత、 ੍తຢはܦӦత事項 	 学校とҬ
との࿈ܞ及び学校҆શへのରԠをؚむ。） 教育行

༮ࣇ 、ࣇಐ及びੜెの心の発ୡ及び学習のաఔ 教育心ཧ学
ಛผのࢧԉを必要とする༮ࣇ 、ࣇಐ及びੜెにରするཧղ ಛผࢧԉ教育
教育՝ఔのҙٛ及びฤ成のํ๏ （ΧϦΩュϥϜ・Ϛωジϝ
ントをؚむ。） 教育՝ఔ

ಓಙ、 ૯合తな学習の
間等の指導๏及びੜ࣌
ె指導、 教育૬談等に

ؔする科目

૯合తな୳ڀの࣌間の指導๏ ಛผ׆ಈと૯合తな学習
の࣌間の指導๏ಛผ׆ಈの指導๏

教育のํ๏及びٕज़ 教育ํ๏・ٕज़
（報௨৴ٕज़の׆用ؚむ）報௨৴ٕज़を׆用した教育のཧ及びํ๏

ੜె指導のཧ及びํ๏
ੜె・ਐ࿏指導

ਐ࿏指導及びΩϟϦΞ教育のཧ及びํ๏
教育૬談 （ΧンセϦンάにؔするૅجతなࣝをؚむ。） 
のཧ及びํ๏ 学校教育૬談

教育実ફにؔする科目
教育実習 教育実習Ⅱ

教育実習指導
教職実ફԋ習 教職実ફԋ習

大学がಠࣗにઃ定する
科目

※ˑはɼ 各学科で։ߨされている ʮ教科にؔするઐత事項ʯ で必修科目のʮཧ学֓ʯʮ職業指導ʯを修得する必要が͋Γ·す。
※前ページᶅに示すʮ教育職員免許๏施行نଇୈ ýý の ý に定める科目ʯの必要単位数は修得する必要が͋Γ·す。
※【ಛྫํ๏ 2】にΑΓ教員免許状を取得する場合ɼ 教育ҕ員ձへの免許状授༩の申手続きは 『ݸਓ申』 が必要です。 

（3）教職課程の登録について
教職՝ఔにؔするཤ修ํ๏おΑびその登録手続き等のৄࡉはɼ教職՝ఔΦϦΤンςーγϣンにて説明し·す。

　※教職՝ఔの৽ن登録࣌にཤ修අをೲ入しなけれなΓ·せΜ。
教職履修費：55,600 円

　なおɼそのଞに教育実習・հޢ等ମݧ等のඅ用が必要になる場合が͋Γ·す。

2 学芸員課程【学部】
　学芸員とはɼതؗ（ಈ২Ԃ・ਫؗ・科学ؗ・ඒज़ؗ・資ྉؗ等をؚむ）においてɼ資ྉのऩू・ཧɼௐ査ڀݚɼల示ɼී及教育な
Ͳのઐత事項を担当するためにɼതؗにஔく͜とがٛ付けΒれているઐ職の資格です。
　ຊ学においてɼ学芸員資格を取得できる学෦・学科はɼ次のとおΓです。

学　　部 学　　科
๏ 学 ෦ ๏学科
ܦ Ӧ 学 ෦ Ӧ学科ܦࡍࠃӦ学科ɼܦ
ܦ ࡁ 学 ෦ 業ࣾձ学科࢈学科ɼࡁܦ

ཧ  学 ෦
数学科ɼిࢠిؾ学科ɼ材ྉػ学科ɼԠ用Խ学科ɼػց学科ɼ
ަ௨ػց学科ɼϝΧトϩχΫス学科ɼ
ࣾձج൫σβΠン学科ɼڥ学科ɼݐங学科

 学 ෦ ੜ資ݯ学科ɼԠ用ੜԽ学科ɼੜڥ科学科
 ࢢ  報 学 ෦ ࢢ報学科
ਓ 間 学 ෦ ਓ間学科
֎ ࠃ ޠ 学 ෦ 学科ޠӳࡍࠃ
 報  学 ෦ 報学科

　͜の学芸員資格を得るためにはɼതؗ๏にͮجきɼ学芸員՝ఔで։ߨするʮതؗにؔする科目（必修科目）ʯをཤ修しɼ必要な単位を修
得しなけれなΓ·せΜ。
　学芸員՝ఔにؔするཤ修ํ๏おΑびその登録手続き等のৄࡉはɼ学芸員՝ఔのΦϦΤンςーγϣンにて説明し·す。
　※学芸員՝ఔの৽ن登録࣌にཤ修අをೲ入しなけれなΓ·せΜ。　
学芸員履修費：30,000 円

　なおɼそのଞにതؗ実習අが必要になる場合が͋Γ·す。
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ᶛɽՊཤमੜɾڀݚੜɾ୯Ґޓཤमੜ
1  制度の種類
2  各種制度の概要
（1）科目等履修生について
（2）研究生について
（3）単位互換履修生について

※在学中は単位互換履修生以外の制度を利用することができません。
卒業後または大学院進学時の参考としてください。
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Պཤमੜɾڀݚੜɾ୯Ґޓཤमੜᶛ
1 制度の種類

ï1）科 目 等 ཤ 修 ੜʜਖ਼نの学ੜ以֎としてಛ定の授業科目についてཤ修する͜とができる੍です。
ï2）ڀ　　ݚ　　ੜʜڀݚੜとはɼ学෦ڀݚ科で指導教員のとɼಛ定のઐ事項についてڀݚに従事する੍です。

。ੜの੍でຊ学ΑΓ学位単位が༩えΒれる͜とは͋Γ·せΜڀݚ
ï3）単位ޓཤ修ੜʜ໊大学にࡏ੶しながΒѪݝ内のཱࢲ・ެ・ࠃのଞ大学で։ߨされる授業を受ける͜とができる੍です。͜の੍

はɼѪ学࠙ձにΑるӡӦにͮجいて行われɼຊ学においては 2 年ੜ以্のࡏ学者が申込Έでき·す。たͩしɼ
ཤ修にはさ·͟·な݅が͋Γɼ·たɼཤ修する͜とでຊ学での授業ਐڃ・ଔ業にӨڹが出るڪれが͋Γ·す。受
。して申し込む必要が͋Γ·す౼ݕを希望する場合はɼ৻ॏにߨ

2 各種制度の概要
（1）科目等履修生について

ʻ出ئの資格ʼ
1）学෦։ߨ科目についてはಛに資格の੍ݶは͋Γ·せΜ。

ݶ科目については修業年ߨ科։ڀݚ（2　 4 年以্の大学をଔ業した者ɼ·たはຊ学大学Ӄにおいてそれとಉ等以্の学ྗが͋ると認めΒれた
者にݶΓ·す。

　3）教育職員免許๏にͮجく教育職員免許状の取得を目తとする者·たは学芸員՝ఔそのଞࠃՈݧࢼ等の資格取得を目తとする者はɼそのた
めに必要なૅج資格を備えたɼຊ学ଔ業ੜのΈとし·す。

。資格を取得・ҡ持できるํとし·すཹࡏする場合はɼئ੶のํが出ࠃ֎（4

ʻ出্ئのҙ事項なͲʼ
1）科目等ཤ修ੜがɼ1 年間（年内）にཤ修できる単位数はɼ学෦は 30 単位以内ɼڀݚ科は 12 単位以内です。

　2）科目等ཤ修ੜのཤ修ظ間はɼ入学を許ՄされたかΒその年の·でとし·す。
　3）科目等ཤ修ੜにはɼূをަ付し·す。

4）科目等ཤ修ੜにはɼຊਓのٻめにΑΓɼཤ修ظ間終了後にʮ単位修得ূ明ॻʯ等（༗ྉ）の発行がՄです。
　5）科目等ཤ修ੜにはɼ学ׂɼ௨学ূ明ॻはద用され·せΜ。

ý）科目等ཤ修ੜはɼ出ئ後ɼ定員等のؔでɼ受ݶ੍ߨおΑび受入れができない授業科目が出る͜とが͋Γ·す。·たɼਖ਼نੜのཤ修者数
等にΑってはɼ։ߨしない場合͋Γ·すのでɼ͝了ঝくͩさい。

（2）研究生について
ʻ出ئの資格ʼ
　ઐ事項についてڀݚを希望する者でɼ次のいずれかに該当する者にݶΓ·す。
　➳ 修業年ݶ 4 年以্の大学をଔ業した者（大学Ӄڀݚੜにおいては修業年ݶ 2 年以্の大学Ӄを修了した者）。
　➴ ຊ学においてɼ修業年ݶ 4 年以্の大学をଔ業した者（大学Ӄڀݚੜにおいては修業年ݶ 2 年以্の大学Ӄを修了した者）とಉ等の学ྗ

が͋ると認めΒれた者。

ʻ出্ئのҙ事項なͲʼ
前に͋Βか͡め指導を希望する教員ئΓɼ受入れを許Մする͜とになっておΓ·すがɼ出ݶোがない場合にࢧੜについてはɼຊ学にڀݚ ➳　

のঝを得ておく必要が͋Γ·す。
なおɼ出ئ前に予備審査を行う場合が͋Γ·すのでɼఱനΩϟンύスは学センター【教】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟン
ύスは各事ࣨで確認してくͩさい。

ଇとしてݪ間はɼظڀݚੜのڀݚ ➴　 1 年です。たͩしɼ後ظ入学者についてはɼ後ظのظ間（9 月 14 ～ 3 月 31 ）のΈՄです。なおɼ
Ҿき続きڀݚの必要が͋る場合にݶΓɼߋに 1 年以内をݶとしてظڀݚ間をԆする͜とができ·す。

。ੜにはɼূをަ付し·すڀݚ ➵　
｢報告ॻڀݚ｣してɼࡍ間の終了にظڀݚੜはɼڀݚ ➶　 の提出がٛ付けΒれてい·す。
｢内༰ূ明ॻڀݚ｣ੜはɼڀݚ ➷　 等（༗ྉ）をٻめる͜とができ·す。
。ੜにはɼ学ׂɼ௨学ূ明ॻはద用され·せΜڀݚ ➸　
　➹ そのଞɼৄしくはఱനΩϟンύスは学センター【教】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事ࣨで૬談してくͩさい。

（3）単位互換履修生について
ʻ出ئの資格ʼ
　ຊ学がڠ定するѪݝ内のཱࢲ・ެ・ࠃのଞ大学のࡏ学ੜにݶΓ·す。

ʻ入学ݕ定ྉ・ཤ修ྉʼ
　単位ޓཤ修ੜの入学ݕ定ྉ・ཤ修ྉはऩし·せΜ。たͩしɼ教材අ等実අが必要となΓ·す。
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ᶜɽֶγεςϜɼ
のऔΓѻ͍ɼ֤छ੍ɼϚφʔࣄ

 1  学務システム
 2  事務内容（学生関係の主要事務）
（1）学務センター・薬学部事務室・ナゴヤドーム前キャンパス事務室
（2）保健センター・学生相談室
（3）障がい学生支援センター
（4）キャリアセンター
（5）国際化推進センター
（6）附属図書館
（7）グローバルプラザ
（8）ラーニングコモンズ

 3  学生への連絡など
（1）掲示（掲示板，学生ポータル，学務システム）
（2）メール
（3）電話，郵便物

4  各種証明書の発行等について
（1）各種証明書の交付要領
（2）学生証再発行
（3）卒業後の各種証明書発行について
（4）通学証明書（通学定期券）
（5）学校学生生徒旅客運賃割引証（学割証）
（6）学生団体旅行証明書

5  奨学金制度
（1）名城大学　学内奨学生
（2）日本学生支援機構（JASSO）給付奨学金，貸与奨学金
（3）高等教育の修学支援新制度における授業料等減免制度
（4）都道府県・市町村・民間奨学団体奨学生

6  定期健康診断の実施について
 7  学生教育研究災害傷害保険・医療費補助
（1）学生教育研究災害傷害保険
（2）医療費補助

 8  学内で守るべきマナーについて
（1）キャンパス内で守ること
（2）授業に際して教室で守ること

9  自動車通学の全面禁止について
10 自転車通学（ナゴヤドーム前キャンパス）について
11 バイクや自転車の自己管理について
12 貴重品の盗難防止について
13 ソーシャル・ネットワーキングサービスへの投稿について
14 学内全面禁煙について
15 名城大学の環境保全に関わる取り組みについて
（1）本学の環境対策
（2）名城大学環境方針
（3）取り組み目的・目標および行動
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ֶγεςϜɼࣄのऔΓѻ͍ɼ֤छ੍ɼϚφʔᶜ

(1) 学務システムとは
　໊大学ではɼ学ੜがΑΓྑいΩϟンύスϥΠϑを送るためのαϙートとしてɼ༷ʑな報をύιίンܞଳిをར用して受৴するγス

ςϜを導入してい·す。ػར用ํ๏なͲをཧղしɼ༗ޮにར用してくͩさい。

学γスςϜ（月～ɼþā00 ～ 22ā30）ではɼ次のΑうなػがར用でき·す。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

ᶃϝοセージ受৴一ཡɼϝοセージస送ઃ定ɼΩϟϏωοト一ཡ

ᶄ教掲示一ཡɼ.Z 間ׂ࣌

ᶅཤ修登録ɼ1%' μンϩーυ（ཤ修登録確認表ɼݧࢼ成一ཡ表のμンϩーυ）

ᶆ健康診断݁Ռরձ

ᶇΞンケートճɼ৽ن申ɼ申状گরձ等

ᶈ出੮確認

ᶉγϥόスࡧݕɼ教員かΒࡧݕɼΧϦΩュϥϜかΒࡧݕɼΩーϫーυࡧݕ

ᶊスケジュール登録ɼ໊大学ΧϨンμー

࠵ਓのཤ修登録ɼब職の手ҾきなͲの報ब職ΨΠμンスの։ݸ案内等ɼߨิ・ߨٳにおける࿈བྷ事項ٛߨ担当者かΒの次ճٛߨ※　

　　௨࣌ݧࢼ間ׂ表・࠲ݧࢼ੮表発表なͲの掲示൘がわΓのػが͋Γ·す。

(2) ログイン方法
。についてはɼཤ修登録ΨΠυを͝確認くͩさいࡉৄ　

1 学務システム
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　大学はɼ学ੜのօさΜが充実した学ੜੜ׆等を送る͜とができるڥをえてい·す。͜のためఱനΩϟンύスは学センターɼീ事Ωϟ

ンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事ࣨをઃけɼৗతにࢧえるͩけでなくɼΩϟϦΞセンターなͲଟくの෦ہで学ੜੜ׆をࢧえるため

に業を行ってい·す。

各窓口取り扱いに関する共通の注意事項
1ɽ༵ɼࠃຽのॕにؔする๏にΑるٳ（授業が実施されるをআく）ɼおΑび入ظࢼ間はɼ૭ޱ事取ѻいは行い·せΜ。
2ɽՆق・年年ٳ࢝業ظ間中にはɼ一੪ٳ業が͋Γ·すので掲示にҙしてくͩさい。
3ɽఱനΩϟンύスは学センターɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事ࣨおΑびそのଞの෦ہへのిにΑる問い

合わせなͲにはɼ一Ԡରし·せΜ。ٙٛがੜ͡た場合はɼࣗが出向いて確認してくͩさい。
4ɽ学ੜのΧンター内へのཱ入Γはɼ許Մされた場合をআきࢭېしてい·すのでɼ用݅はɼશてΧンター૭ޱをར用してくͩさい。

（1）学務センター・薬学部事務室・ナゴヤドーム前キャンパス事務室

開室時間（行事等にΑΓɼมߋになる場合が͋Γ·す。）

キャンパス 建物 階 部署 窓口 曜日 時間

ఱന タϫー þ5
3

学センター
各学෦・ڀݚ科 月～ۚ ÿ�50～1þ�20

教 月～ۚ ÿ�50～1þ�20
ূ明ॻ 月～ۚ ÿ�50～1ÿ�30 ※1

教職センター 教職・学芸員 月～ۚ ÿ�50～1ÿ�30 ※2

4 学センター
学ੜ׆ಈ・ੜࢧ׆ԉ 月～ۚ ÿ�50～1ÿ�30 ※2

૯合学ज़ڀݚ科 月～ۚ ÿ�50～1þ�20

ീ事 ৽ 1 号ؗ 1 ༀ学෦・ڀݚ科事ࣨ 月～ۚ ÿ�50～1þ�20

φΰϠυーϜ前 ؗ 1 事ࣨ 各学෦・ڀݚ科 月～ۚ ÿ�50～1þ�20
学ੜࢧԉ・Ωϟンύスॸ

。する場合が͋Γ·すߋにΑってมظ࣌ 1※
※2 授業ɼ定ظݧࢼظ間以֎はÿ�50～1þ�20の取ѻいになΓ·す。

2 事務内容 ( 学生関係の主要事務 )
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　ओな業内༰は次の௨Γです。ఱനΩϟンύスでは学センター（タϫー þ5・3 ֊·たは 4 ֊）ɼീ事Ωϟンύスでは事ࣨで行い·す。
なお【　】内は学センターの各૭ޱを示し·す。

《 配 置 図（天 白）》

タワー 75・4 階
【学ੜ׆ಈ】

ᶃ՝֎׆ಈɼ՝֎׆ಈஂମにؔする͜と
ᶄ՝֎׆ಈஂମのԉॿにؔする͜と
ᶅスϙーπ用۩等のି出しなͲにؔする͜と
ᶆ学ੜ૬談にؔする͜と
ᶇ学ੜのर得ɼҨࣦにؔする͜と
ᶈ学ੜの事ނɼࡂରࡦ及び࿈བྷにؔする͜と
ᶉ学ੜのേにؔする͜と
ᶊ学ੜのิ導にؔする͜と
ᶋ学ੜ教育ࡂڀݚইอݥにؔする͜と

【ੜࢧ׆ԉ】
ᶃ௨学ূ明にؔする͜と
ᶄ学ۚにؔする͜と
ᶅްੜ施ઃのར用にؔする͜と
ᶆ学ੜのΞルόΠト・ΞύートなͲのհにؔする͜と

【ԽΫϥϒڧ】
ᶃಛผڧԽ・ڧԽ・準ڧԽΫϥϒにؔする͜と

【૯】
ᶃࣨٛߨ等のཧ及び学֎諸ஂମへのି出しにؔする͜と
ᶄࣨٛߨの "7 にؔする͜とثػ

タワー 75・3 階
【各学෦】

ᶃݧࢼ・成にؔする͜と
ᶄ単位認定・ਐڃ定・ଔ業定にؔする͜と
ᶅཤ修૬談・登録にؔする͜と
ᶆ授業（ߨิ・ߨٳ）にؔする͜と
ᶇଔ業จにؔする͜と
ᶈ学੶ҟಈ（ٳ学・෮学・ୀ学・࠶入学等）にؔする͜と
ᶉ学අのԆೲ手続きにؔする͜と
ᶊ学ੜศཡにؔする͜と
ᶋγϥόスにؔする͜と
ᶌ教材ҹにؔする͜と
ᶍ教育՝ఔ（ΧϦΩュϥϜ）にؔする͜と
ᶎ࣌間ׂにؔする͜と

【各ڀݚ科】（૯合学ज़ڀݚ科のΈ 4 ֊）
ᶃ各ڀݚ科にؔする͜と

【教職・学芸員】
ᶃ教員免許状取得にかかる教職՝ఔにؔする͜と
ᶄ学芸員資格取得にかかる学芸員՝ఔにؔする͜と
ᶅ教職՝ఔ・学芸員՝ఔのཤ修・ݧࢼ・単位等にؔする͜と

【教】
ᶃ（入学・ଔ業）にؔする͜と
ᶄ学ੜূ・ূにؔする͜と
ᶅॅॴ・໊ࢯ・ຊ੶・อূਓ等にؔする͜と
ᶆԾ受ݧථ発行にؔする͜と
ᶇ科目等ཤ修ੜ・ڀݚੜにؔする͜と

【ূ明ॻ】
ᶃূ明ॻ・学ׂূにؔする͜と
ᶄ 50&*$ *1 ςストにؔする͜と

3階配置図

○A 入口 ○B 入口 入口
入口○C 入口

4階配置図
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　φΰϠυーϜ前Ωϟンύス事ࣨのओな業内༰は次の௨Γです。なおɼ【　】内は各૭ޱを示し·す。

窓口配置図

入口

カ
ウ
ン
タ
ー

学生支援・
キャンパス庶務 窓口

都市情報学部
都市情報学研究科 事務窓口

証明書
自動発行機

人間学部
人間学研究科 事務窓口

外国語学部 事務窓口

キャリアセンター
就職・進路支援窓口

社会連携センター

《 配 置 図（ナゴヤドーム前）》

【ࣾձ࿈ܞセンター】
ࣾձ࿈ܞセンターはҬのօ༷ɼ࢈業քのօ༷と大学とをつな͙૭ޱです。ܰؾに͝૬談・お問い合わせくͩさい。

【学ੜࢧԉ】
ᶃ՝֎׆ಈ・՝֎׆ಈஂମにؔする͜と
ᶄମ育施ઃにؔする͜と
ᶅ各種ূ明ॻ・学ׂূにؔする͜と
ᶆ学ੜのर得・Ҩࣦにؔする͜と
ᶇ学ੜの事ࡂ・ނରࡦ及びอݥにؔする͜と
ᶈ学内のΠンターωοト *$5 及び（ίンϐュータ教ࣨ等）ڥ

αーϏスにؔする͜と
ᶉ学ੜのേにؔする͜と
ᶊ学ۚにؔする͜と
ᶋ学ੜのΞルόΠトなͲのհにؔする͜と

【Ωϟンύスॸ】
ᶃ施ઃି出しにؔする͜と
ᶄ施ઃӡ用ཧにؔする͜と
ᶅそのଞॸ・ব֎にؔする͜と

【ΩϟϦΞセンター】
ᶃब職・ਐ࿏にؔする͜と
ᶄΠンターンγοϓにؔする͜と
ᶅΤΫスςンγϣン࠲ߨにؔする͜と
ᶆ .�$"1 にؔする͜と

西館・1 階
【各学෦】

ᶃݧࢼ・成にؔする͜と
ᶄ単位認定・ਐڃ定・ଔ業定にؔする͜と
ᶅཤ修૬談・登録にؔする͜と
ᶆ授業（ߨิ・ߨٳ）・࣌間ׂにؔする͜と
ᶇଔ業จにؔする͜と
ᶈ学੶ҟಈ（ٳ学・෮学・ୀ学・࠶入学等）にؔする͜と
ᶉ学අのԆೲ手続きにؔする͜と
ᶊ学ੜศཡにؔする͜と
ᶋγϥόスにؔする͜と
ᶌ教材ҹにؔする͜と
ᶍ教育՝ఔにؔする͜と
ᶎ࣌間ׂにؔする͜と
ᶏॅॴ・໊ࢯ・ຊ੶・อূਓ等にؔする͜と
ᶐ学ੜূ・ূにؔする͜と
ᶑ科目等ཤ修ੜ・ڀݚੜにؔする͜と

【各ڀݚ科】
ᶃ各ڀݚ科にؔする͜と
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（2）保健センター・学生相談室
1）保健センター

อ健センター（ఱനΩϟンύス）・อ健ࣨ（ീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύス）はɼօさΜが健શな学ੜੜ׆を送るためのࢧԉをし
てい·す。

開室時間（行事等にΑΓɼมߋとなる場合が͋Γ·す。）

場所 曜日 時間

ఱന ຊ෦౩
1֊

อ健センター
月～ۚ ÿ�50～21�00


ÿ�50～1þ�20

ീ事 ৽1号ؗ อ健ࣨ
月～ۚ

φΰϠυーϜ前 ౦ؗ อ健ࣨ ÿ�50～1ÿ�00

ᶃ定ظ健康診断　
毎年4月頃，全学生を対象に実施してい·す。ࣗの健康状ଶをるためにɼຖ年必ず受診しɼ診断݁Ռを確認してくͩさい。

　ҟৗが認めΒれた場合にはݕ࠶査を行いɼ校ҩにΑるదな指導・ॿݴが受けΒれ·す。
　　※定ظ健康診断は学校อ健҆શ๏でٛͮけΒれてい·す。
ᶄ健康診断ূ明ॻの発行

ଔ業年次ੜでɼ定ظ健康診断受診者はɼ4月Լ०ΑΓূ明ॻをࣗಈ発行ػでɼ発行する͜とができ·す（༗ྉ）。たͩしɼ大学での定期健
康診断を毎年受診していない場合は，証明書の発行ができない場合があります。

ᶅԠٸॲஔ
　　ମௐを่したΓɼケΨなͲしたときはɼࢣޢがରԠし·す。ؾがѱい࣌はอ健センター・อ健ࣨでٳཆでき·す。
ᶆ校ҩ
　　校ҩにΑる診・健康૬談をແྉで行ってい·す（予੍）。

場所 曜日 時間
ఱന ຊ෦౩

1֊
อ健センター 未定 週1ճ

ീ事 ৽1号ؗ อ健ࣨ Ր 14�00～1ý�00
φΰϠυーϜ前 ౦ؗ อ健ࣨ ۚ 10�00～12�00

ᶇ健康૬談・͜͜Ζの૬談
　健康্の心事についてɼ校ҩࢣޢが૬談にのΓ·す。そのଞࠔっている͜とΜでいる͜とをઐのਫ਼ਆ科ҩΧンセϥーに
૬談をする͜とができ·す。（ਫ਼ਆ科ҩの診はఱനอ健センターのΈです。࣌は問い合わせてくͩさい。予੍）

2）学生相談室
学ੜ࣌にはɼਓ間ؔɼকདྷのਐ࿏目తɼࣗのੑ格の͜となͲɼ学ੜੜ׆における༷ʑな問についてΜͩΓったΓする͜とが

͋るとࢥい·す。そΜな࣌はɼ一ਓで·ないでɼܰؾに学ੜ૬談ࣨをར用してくͩさい。
　学ੜ૬談ࣨではɼΧンセϥーが͋なたのؾ持ちを大にしɼշదな学ੜੜ׆が送れるΑうにお手いし·す。·たɼ必要で͋れ学内で
ਫ਼ਆ科ҩにΑる૬談が受けΒれ·す。
　学ੜ૬談はɼ予੍になってい·す。各Ωϟンύスอ健センター・อ健ࣨの૭ޱで予の手続きをしてくͩさい。

3）フレンドリーサロン
ϑϨンυϦーαϩンはɼϦϥοΫスしたいときɼ一ਓで੩かにա͝したいときの場ॴとして։ઃされてい·す。

　ར用を͝希望のํはɼ学ੜ૬談ࣨΧンセϥーにおਘͶくͩさい。
　なおɼࡏݱɼϑϨンυϦーαϩンが։ࣨされているのはɼυーϜ前ΩϟンύスのΈです。

（3）障がい学生支援センター
োがい学ੜࢧԉセンターではɼো者ࠩผղফ๏にͮجいたαϙートを行ってい·す。すてのਓにɼฏ等な学修ػձと学修内༰がอোされる

ためにはɼそれを͛るࣾձతোนを取Γআく͜と（合ཧతྀ）が必要になる͜とが͋Γ·す。修学্でࠔっている͜とが͋Γ·したΒɼおؾ
ܰに͝૬談くͩさい。

開室時間
場所 曜日 時間

ఱന 12号ؗ 2֊ োがい学ੜࢧԉセンター 月～ۚ
（ॕをআく） 9�00～1þ�00（11�20～12�20をআȕ）
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（4）キャリアセンター
1）就職支援グループ

ब職ࢧԉάルーϓではɼ1・2年ੜかΒকདྷのਐ࿏をߟえɼ目తҙࣝをってɼ充実した大学ੜ׆をա͝せるΑうɼਐ࿏ࢧԉを行ってい·

す。3年ੜかΒはब職ࢧԉ行事を実施しɼօさΜのब職ਐ࿏にؔする૬談・指導を行ってい·す。資ྉίーφーにはɼਐ࿏ब職ؔ࿈の各種

ॻ੶がৗઃして͋Γ·すのでɼࣗ༝にӾཡでき·す。

　·たɼΠンターωοトで各ا業等の報がऩूできるΑうにύιίンをઃஔしてい·すのでɼ׆用してくͩさい。

開室時間（諸事にΑΓɼมߋとなる場合が͋Γ·す。）

場所 曜日 時間
ఱന タϫーþ5 4֊ ΩϟϦΞセンター

月～ۚ ÿ�50～1þ�20
（૬談受付は1þ�00·で）

ീ事 ৽1号ؗ
1֊

ༀ学෦事ࣨ

φΰϠυーϜ前 ؗ ΩϟϦΞセンター
（ब職・ਐ࿏ࢧԉ૭ޱ）

①進路支援講座（1ŋ2年ੜର）

ಈには必要です。ΩϟϦΞセンターでは1ŋ2年次かΒʮΩϟϦΞΨΠμ׆でཱମతにଊえる͜とがब職ࢹいཧղをਂめɼࣾձશମをݾࣗ　

ンスʯを中心にࣗのΩϟϦΞをߟえるػձɼΩϟϦΞをΓく൚用తスΩル向্のػձなͲをଟ数提ڙしてい·す。·たɼૣظԽするब

職׆ಈに備えɼ2年次にはʮϓϨब職ΨΠμンスʯを実施しɼ最৽のब職ڥબߟトϨンυなͲをる͜とを௨͡てɼཱࣗతなΩϟϦΞબ

をαϙートしてい·す。

②インターンシップ
Πンターンγοϓとはɼࡏ学中にا業・ެతؔػ等で実ࡍのब業（事）をମݧする੍です。͜れはଔ業後のਐ࿏を決定するに͋たΓɼ

ࣗのదੑをۃݟめる༗ޮな手ஈのͻとつです。学෦・学科にΑっては年2ճ（Նق・य़ق）ɼΠンターンγοϓ科目を։ߨしɼ単位認定

行ってい·す。ৄࡉはγϥόスで確認してくͩさい。

③就職支援行事（3年ੜ・大学Ӄ修࢜（ത࢜前ظ）՝ఔ1年ੜର） 2024年実施行事ൈਮ

行　　事　　名 内　　　容
ब職ΨΠμンス ब職׆ಈの心得ਐめํについて۩ମతに説明

ब職ݧࢼର࠲ߨࡦ
ච記ݧࢼର࠲ߨࡦ
ཤྺॻの௨৴ఴ（ࣗ受ݧ）ɼཤྺॻ・ΤントϦーγートのॻきํ࠲ߨ

面ର࠲ߨࡦ 実ફతな面ରࡦ（8&#面・録ը面のϙΠントɼମݧάルーϓ面）
業քڀݚセϛφー 業քの表ا業かΒɼその業քの事内༰をる
6*+ターンΨΠμンス 6*+ターンब職のཹҙなͲについての説明ɼ報ऩूのํ๏ɼ各ݝ担当者にΑる報提ڙ
োがい学ੜΩϟϦΞΨΠμンス োがい者ޏ用のݱ状࠾用等にؔする説明。ੵ࠾ۃ用ا業をհ。
そのଞの࠲ߨ ϏジωスϚφー࠲ߨɼا業࠲ߨڀݚɼ֎ࠃਓཹ学ੜब職ΨΠμンス及びࢧԉίース　ଞ

※諸事にΑΓ行事をมߋ・中ࢭする場合が͋Γ·す。
※ຊ学ΣϒαΠトʮब職・資格ʯにおいてৄࡉをӾཡでき·す。

④エアライン就職サポート【M-CAP】$"�(4�ύΠϩοト�備࢜�૯合職（1年ੜ～4年ੜ）・大学Ӄੜର

　શ学෦・શڀݚ科ରの【.�$"1】はΤΞϥΠン業քへνϟϨンジしたいਓのためのब職αϙートです。学෦1年ੜ～大学Ӄੜ·でいつかΒ

でαϙートがうけΒれ·す。2020年3月以߱のଔ業ੜはɼ"/"ɼ+"-ɼΧタールۭߤなͲのۭߤձࣾで$"ɼ(4ɼ備࢜としてଟ数׆༂。ۭߤ

大学校へのਐ࿏決定者ഐ出しɼ2022年かΒは৽しいϓϩάϥϜʮύΠϩοトΫϥϒʯをスタート。ۭߤձࣾのࣗࣾཆ成ύΠϩοトを目指すα

ϙートしてい·す。

　·たɼ1～3年ੜରのʮ+"-ϗスϐタϦςΟ࠲ߨʯは+"-のݱ$"をࢣߨにܴえɼཧと実習を·͡えて学Ϳ͜とでɼΤΞϥΠンはちΖ

Μɼϗςルɼޫ؍ɼϒϥΠμルなͲϗスϐタϦςΟ業քを目指すํに最దな࠲ߨです。͜のଞにۭߓ職場ݟ学なͲɼ学年ରに合わせ

たଟ࠼なϓϩάϥϜをల։。ਵ࣌ϓϩάϥϜの։ߨに合わせて説明ձ・ืूを行い·す。

【.�$"1】担当（φΰϠυーϜ前Ωϟンύス）
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2）エクステンショングループ
ΤΫスςンγϣンάルーϓではɼຊ学の学ੜࢧԉの一としてɼެ員ݧࢼର࠲ߨࡦ・各種資格࠲ߨを։ઃしてい·す。

　大学Ωϟンύス内で各種࠲ߨを։ߨする͜とでɼօさΜがઐ学校へ௨学する場合の࣌間とඅ用ෛ担のܰݮをਤるとڞにɼ充実したެ

員・資格ݧࢼରࡦの学習ػձを提ڙしてい·す。

　※ຊ学ΣϒαΠトʮब職・資格ʯにおいてৄࡉをӾཡでき·す。

開室時間（諸事にΑΓɼมߋとなる場合が͋Γ·す。）

場所 曜日 時間

ఱന タϫーþ5 5֊ ΩϟϦΞセンター
（ΤΫスςンγϣン事ࣨ）

月～ۚ 9�30～1ÿ�00

 9�00～1þ�30
（が͋る༵のΈ࠲ߨ）

φΰϠυーϜ前 ؗ 1֊ ΩϟϦΞセンター
（ब職・ਐ࿏ࢧԉ૭ޱ） 月～ۚ ÿ�50～1þ�20

※ീ事Ωϟンύスについてはɼ問い合わせɼ૬談の内༰にΑってはɼఱനΩϟンύスのΤΫスςンγϣン事ࣨへの
　取次が必要な場合が͋Γ·す。

①開設講座（有料）
高な資格࠲ߨかΒब職׆ಈにཱつ࠲ߨ·でɼଟ種ଟ༷な࠲ߨを։ઃしてい·す。ࣗのকདྷਐ࿏等を౿·えて受ߨしてはいかがで

しΐうか。

開設講座分野

ެ員ରࡦ ๏ܥ資格 資格ܥܭӦ・ձܦ

報ॲཧܥ資格 資格ܥ学ޠ ٕज़ܥ資格

実ܥ資格 そのଞの資格 ब職ରࡦ

。ύンϑϨοトで確認してくͩさい『案内࠲ߨ』はɼΤΫスςンγϣンࡉ内༰のৄ࠲ߨ

②エクステンション講座関連のガイダンス
ຖ年4月্०（予定）（4月以֎に࠲ߨの։ߨに合わせਵ࣌説明ձ実施）

　૯合ΨΠμンスɼެ員ΨΠμンスおΑび各࠲ߨのΨΠμンスを行い·す。

　※ৄしい࣌ɼ場ॴはຊ学ΣϒαΠト等で案内し·す。

③受講手続方法
ຊ学ΣϒαΠトʮब職・資格ʯˠʮ.FJKPΩϟϦΞφϏʯかΒ登録しɼ申込ॻを提出してくͩさい。ৄࡉはΤΫスςンγϣン࠲ߨ『資格・

ެ員࠲ߨ案内』ύンϑϨοトで確認してくͩさい。

④公務員受験相談コーナー（無料）
ఱനɿෆ定ظでɼઐ学校担当者にΑるݸผ૬談（要事前予）を実施。ి予Մ（052ôÿ3ÿô2041）。

　※ৄしい࣌ɼ場ॴは.FJKPΩϟϦΞφϏで案内し·す。

（5）国際化推進センター

開室時間（行事等にΑΓɼมߋとなる場合が͋Γ·す。）

場所 曜日 時間
ఱന タϫーþ5 13֊ Խਪਐセンターࡍࠃ 月～ۚ ÿ�50～1þ�20

※φΰϠυーϜ前Ωϟンύスɼീ事Ωϟンύスについては各学෦事ࣨにてରԠしくはࡍࠃԽਪਐセンター
　への取次がՄな場合が͋Γ·すのでɼ૬談してくͩさい。

　大学のࡍࠃԽにରԠするためɼ֎ࠃの教育・ؔػڀݚなͲと૬ޓཧղとަྲྀをਤΓɼຊ学の教育・׆ڀݚಈの向্に資する͜とを目తとし

てઃஔされてい·す。
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1）外国の教育・研究機関との学術交流協定等
　2024年5月ࡏݱɼ100のւ֎の大学・ؔػڀݚとڠ定をక݁してい·す。

2）海外協定校等における留学研修
及びཹ学ΨΠυにて確認し&5*#4&8ྲྀަࡍࠃはɼࡉৄ。修ϓϩάϥϜ等を実施してい·すݚ・ԽਪਐセンターではɼԼ記のւ֎ཹ学ࡍࠃ　

てくͩさい。

　8&#4*5&ɿIUUQT���XXX�NFJKP�V�BD�KQ�JOUFSOBUJPOBM�

　ཹ学ΨΠυɿIUUQT���XXX�NFJKP�V�BD�KQ�TUVEFOU@TUB⒎�QEG�JOUFSOBUJPOBM@HVJEF�QEG

①交換留学
定大学へ年間·たはڠɼなͲのࠃ学しながΒΞϝϦΧɼΦーストϥϦΞɼノルΣーɼυΠπɼؖࡏ学はɼ໊大学にཹަ 1 年間

ཹ学できる੍です（※）。

　ཹަݣ学ੜをରとした学੍ۚが͋Γɼ࠾用されるとΞジΞݍ 4 ສԁɼΞジΞݍ以֎ ý ສԁの学ۚがڅࢧされ·す。

　※学෦・学科にΑΓɼΧϦΩュϥϜの合্ɼަཹ学に参加する͜とがしい場合が͋Γ·す。

②海外英語研修
　Նظ（ÿ 月～ 9 月）・य़2）ظ 月～ 3 月）のٳظՋにɼւ֎のڠ定校ຢは໊大学が認定する学校において行うɼ2 週間～ 5 週間ఔのޠ学

。修ϓϩάϥϜですݚ

　ຊϓϩάϥϜをରとした学੍ۚが͋Γɼ࠾用されると最大 20 ສԁの学ۚがڅࢧされ·す。

③海外ボランティア・インターンシップ
　ւ֎においてɼ数週間ఔɼϘϥンςΟΞΠンターンγοϓ等実ફతな׆ಈを行うϓϩάϥϜです。

※内༰は予定で͋Γɼมߋとなる場合が͋Γ·す。

3）海外留学の相談・情報提供
　ւ֎ཹ学を希望する学ੜの૬談にԠ͡たΓɼ報提ڙを行い·す。

4）外国人留学生の受入れおよび相談
ԉしࢧを׆৽等の申取次ɼΨΠμンスɼ学ۚɼཹ学ੜྈのӡӦཧなͲཹ学ੜの学ੜੜߋ資格確認ɼϏβئの出ݧࢼਓཹ学ੜ入学ࠃ֎　

·す。

5）外国人留学生の諸行事の実施
　ϑΟールυトϦοϓຊจԽݚ修等を։࠵し·す。

6）スチューデントアシスタント制度の運営
　スνューσントΞγスタント（4"）はɼ一ൠ学ੜが໊大学にࡏ੶する֎ࠃਓཹ学ੜの学業学ੜੜ׆なͲのࢧԉを行う͜とを目తとして

発足したஂମです。ຊޠ学習ࢧԉɼຊจԽମݧを࢝めとするྲྀަࡍࠃΠϕントのاը・ӡӦを௨͡てɼޓいのަ༑のྠを͛ながΒɼ

ཹ学ੜが҆心して充実した学ੜੜ׆を送れるΑうαϙートし·す。4"として׆ಈするためには登録が必要となΓ·す。ืू説明ձはय़とळの

年2ճ行い·す。ࡍࠃԽਪਐセンターの掲示൘を確認してくͩさい。

（6）附属図書館

開館時間
場所 曜日 時間

ఱന

ീ事

φΰϠυーϜ前

ຊؗ

ༀ学෦ؗ

φΰϠυーϜ前
Ωϟンύスਤॻؗ

月～ۚ・授業の͋るॕ 9�00～21�00

・授業の͋るॕ 9�00～1ÿ�00

※Նق及びౙٳق業ظ間ɼظݧࢼ間ɼ行事等にΑΓɼ։ؗ։ؗ࣌間がมߋとなる場合が͋Γ·す。
　事前にຊ学ΣϒαΠトؗ内掲示等でおΒせし·す。
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（7）グローバルプラザ

　άϩーόルϓϥβはɼʠいつでӳޠに৮れΒれるڥʡを備する͜とを目తに։ઃされ·した。ޠ学学習に׆用できる༷ʑな教材施ઃが
備されている΄かɼӳձを行ったΓɼޠ学学習にؔするΞυόΠスを受ける͜とができ·す。قઅにԠ͡たΠϕント50&*$ϓϨθン
ςーγϣンなͲ༷ʑなςーϚのϫーΫγϣοϓ։࠵されɼࣗ༝に参加する͜とができ·す。άϩーόルϓϥβのར用はແྉです。

άϩーόルϓϥβΣϒαΠトɿIUUQT���XXX�NFJKP�V�BD�KQ�HMPCBMQMB[B�

開室時間
場所 曜日 時間

ఱന ֊౩Լ1ٛߨ௨ڞ
月～ۚ・授業の͋るॕ 10�00～1ÿ�00

φΰϠυーϜ前 ؗ2֊

■グローバルプラザの機能と施設
　ιーγϟルΤϦΞ　　　　　ɿιϑΝでϦϥοΫスしながΒӳޠを使ってίϛュχケーγϣンྗを高めるΤϦΞです
　ΞυόΠジンά　　　　　　ɿΞυόΠβーがޠ学学習にؔする՝にରしてΞυόΠスαϙートを行い·す 
　ϚルνύーύスルーϜ　　　ɿάルーϓでར用できるଟ目తࣨです。ϓϩジΣΫト学習ϓϨθンςーγϣンの࿅習に最దです
　スϐーΩンάϒース　　　　ɿ発Ի࿅習Ϧスχンάの࿅習に׆用できるɼ1～2໊用のࣨݸです 

　　ΤンターςΠンϝントϒースɿάϩーόルϓϥβでି出しているөըΠンターωοトಈըをݟながΒָしく学習できるϒースです 
　ଟಡਤॻのି出し　　　　　ɿ1ਓ5·でआΓる͜とができ·す（ି出しظ間は2週間）

　　※ΦンϥΠンを׆用したӳձ等各種ϓϩάϥϜ提ڙしてい·す。

（8）ラーニングコモンズ

　ఱനΩϟンύスとφΰϠυーϜ前ΩϟンύスにはϥーχンάίϞンζが͋Γ·す。ϥーχンάίϞンζはɼࣗతな学習をࢧԉしɼࣝの
をଅすۭ間です。༑ਓとձしながΒ学習したΓɼϗϫΠトϘーυిࠇࢠ൘をࣗ༝にར用する͜とができ·す。

■天白キャンパス・ラーニングコモンズ
　ఱനΩϟンύスのϥーχンάίϞンζはɼάϩーόルϓϥβの中にઃஔされてい·すがɼຊޠでར用Մです。άϩーόルϓϥβΣ
ϒαΠトかΒΦンϥΠン予ができ·す（予にۭきが͋る場合は当ར用Մです）。 

開室時間
場所 曜日 時間

ఱന ֊౩Լ1ٛߨ௨ڞ
άϩーόルϓϥβ内 月～ۚ・授業の͋るॕ 10�00～1ÿ�00

■ナゴヤドーム前キャンパス・ラーニングコモンズ「wake」
　φΰϠυーϜ前ΩϟンύスのϥーχンάίϞンζʮXBLFʯには各スペースのར用案内ɼ報ྨثػのି出しɼ予受付等を行うαϙート
σスΫが͋Γ·す。
　ϓϨθンςーγϣンスペース報ྨثػのར用申は͜のʮXBLFʯαϙートσスΫで受け付け·す。申し込Έはར用の1ϲ月前ΑΓ
Մです。

サポートデスク在席時間
場所 曜日 時間

φΰϠυーϜ前 ؗ2֊ʮXBLFʯΧンター
月～ۚ・授業の͋るॕ 9�00～19�00

（間ظٛߨ）

月～ۚ 9�00～1þ�00
（֎間ظٛߨ）

※ʮXBLFʯはαϙートσスΫࡏ੮࣌間֎でؗの։ؗ࣌間内で͋れར用でき·す（たͩしɼ報ྨثػの
　ି出しར用はでき·せΜ）。
※αϙートσスΫࡏ੮࣌間は行事等にΑΓมߋとなる場合が͋Γ·す。その場合は掲示等でおΒせし·す。
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(1) 掲示（掲示板，学生ポータル，学務システム）
　大学かΒの࿈བྷ事項はɼ掲示൘学ੜϙータルɼ学γスςϜへのϝοセージでえΒれ·す。

　ৗに掲示事項にはҙをいɼその掲示内༰をత確にѲできるΑうに心がける͜とが大です。掲示内༰にٙ問が͋る場合はɼ担当෦

མとしたΓɼٙ問をղ決しておかなかった͜とにΑΓෆརӹをඃる͜とがないΑうݟで申し出てٙ問をղ決してくͩさい。掲示を·ہ

ҙしてくͩさい。

　また，一定期間掲示されたものは，学生に周知したものとみなしますので，掲示を見なかったという理由をもって，事後に異議などを申し立

てることはできません。

　掲示の内༰にはɼओに次のΑうなのが͋Γ·す。

1）学ੜશ員にؔする事項

　告示ɼ௨ୡɼ行事ఔɼ施ઃɼอ健ӴੜなͲにؔする事項

2）授業にؔする事項

　授業࣌間ׂɼߨٳɼิߨɼมߋɼू中ٛߨɼࣨٛߨの指示ɼ࣌ݧࢼ間ׂɼそのଞ授業等にؔする事項

3）そのଞの࿈བྷ事項

ᶃ　一ൠత࿈བྷ事項

ᶄ　学ੜのݺび出し事項

ᶅ　各種学ੜのืूおΑび௨事項

ᶆ　ब職の͋っせΜおΑびΞルόΠトのհにؔする事項

(2)メール
　入学࣌に大学かΒ付༩するϝールΞυϨス（学੶൪号 !DDNBJMH�NFJKP�V�BD�KQ）を用いて࿈བྷする場合が͋Γ·す。ཤ修登録ΨΠυに

ࣗのスϚートϑΥン等へのస送ઃ定について説明をしてい·す。ଞのϝールΞυϨスをར用する場合はɼ必ずస送ઃ定を行ってくͩさい。

(3) 電話，郵便物
　学内֎かΒの学ੜݸਓにରするࢲ用ిのݺび出しはɼٸۓ࿈བྷの場合以֎は取Γѻい·せΜのでɼその旨を͝ՈなͲにपしておい

てくͩさい。

　※学ੜݸਓのϓϥΠόγーにؔする事項（ࢯ ・໊ॅॴ・ి൪号・ੜ年月・Ո構成なͲ）についての問い合わせにはɼ一Ԡ͡·せΜ。

　՝֎׆ಈஂମにରする༣ศはɼఱന ÿ 号ؗΫϥϒϋス 4 ֊学ੜϥンジにઃஔされたॴ定の学ੜஂମઐ用ϝールϘοΫスに・อ（ീ

事Ωϟンύスɿ学ੜ·たはܯ備員ࣨɼφΰϠυーϜ前Ωϟンύスɿ事ࣨ内ϝールϘοΫスでอ）し·すがɼ学ੜݸਓ͋てのࢲత༣ศ

については取Γѻい·せΜ。

3 学生への連絡など
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(1) 各種証明書の交付要領
　ূ明ॻにはɼ用్にԠ͡て༷ʑな種ྨが͋Γ·す。各種ূ明ॻのަ付はɼ事前にઐ用ΣϒαΠトにて申する͜とでɼίンϏχΤンスス
トΞ·たは学内発行ػにてূ明ॻを発行する͜とができ·す。発行先にΑって発行Մなূ明ॻがҟなΓ·すので͝ҙくͩさい。なおɼຊ
大学以֎の指定༷式での発行おΑびԼ記以֎のূ明ॻの発行についてはɼఱനΩϟンύスは学センター【ূ明ॻ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυー
Ϝ前Ωϟンύスは各事ࣨで૬談してくͩさい。発行ํ๏についてɼ۩ମతなํ๏はɼ各種ূ明ॻページ（IUUQT���XXX�NFJKP�V�BD�KQ�

DBNQVT�BQQMJDBUJPO�DFSUJpDBUF�IUNM）に掲載してい·す。

　ূ明ॻަ付後はɼཧ༝のԿを問わずɼূ明ॻ発行ྉ手数ྉのฦؐはいたし·せΜのでҙしてくͩさい。
1) 和文 ( 日本文 )

種　　　　類 証明書料 交　付　方　法 対象コンビニエンスストア 学内発行機設置場所 発行日数

成（単位修得）ূ明ॻ 200ԁ

・ίンϏχΤンス
ストΞ

・学内発行ػ

セϒンʕΠϨϒン
ϑΝϛϦーϚート
ϩーιン ・タϫーþ5　3֊（ఱന）

౩ೆ3֊（ఱന）ٛߨ௨ڞ・
・ༀ学෦事ࣨ（ീ事）
・φΰϠυーϜ前Ωϟンύス事ࣨ
（φΰϠυーϜ前）

【ূ明ॻަ付૭ޱ】 
・学センターূ明ॻ૭ޱ（ఱന）
・ༀ学෦事ࣨ（ീ事）
・φΰϠυーϜ前Ωϟンύス事ࣨ
（φΰϠυーϜ前）

ଈ
※申後ɼ発行Մ

ظ間はþ間
となΓ·す。

ଔ業ݟ込ূ明ॻ
※ଔ業年次ੜのΈ発行Մ 100ԁ

明ॻূ（੶ࡏ）学ࡏ 100ԁ

健康診断ূ明ॻ
※ଔ業年次ੜのΈ発行Մ 500ԁ

教育職員免許状取得ݟ込ূ明ॻ
※ଔ業年次ੜのΈ発行Մ 100ԁ

学ੜཱྀ٬ӡׂҾূ
※年͝と15ຕ·で ແྉ ・学内発行ػ

資格取得ݟ込ূ明ॻ（学芸員）
※ଔ業年次ੜのΈ発行Մ 100ԁ

学内発行ػΑΓ申
ॻߪ入のうえɼ
૭ޱに申し込Μで
くͩさい。

数ূࡶ明ॻ
学ূ明ॻ（年ۚ手ࡏ間入Γظ※

続に必要な入学年月入Γの
ূ明ॻ）等

200ԁ

学ྗにؔするূ明ॻ 200ԁ 2週間

2) 英文 ( 外国文 )

種　　　　類 証明書料 交　付　方　法 対象コンビニエンスストア 学内発行機設置場所 発行日数

成（単位修得）ূ明ॻ 500ԁ

・ίンϏχΤンス
ストΞ

・学内発行ػ

セϒンʕΠϨϒン
ϑΝϛϦーϚート
ϩーιン

・タϫーþ5　3֊（ఱന）
౩ೆ3֊（ఱന）ٛߨ௨ڞ・
・ༀ学෦事ࣨ（ീ事）
・φΰϠυーϜ前Ωϟンύス事ࣨ
（φΰϠυーϜ前）

【ূ明ॻަ付૭ޱ】 
・学センターূ明ॻ૭ޱ（ఱന）
・ༀ学෦事ࣨ（ീ事）
・φΰϠυーϜ前Ωϟンύス事ࣨ
（φΰϠυーϜ前）

ଈ
※申後ɼ発行Մ

ظ間はþ間
となΓ·す。

ଔ業ݟ込ূ明ॻ
※ଔ業年次ੜのΈ発行Մ 300ԁ

明ॻূ（੶ࡏ）学ࡏ 300ԁ

明ॻূࡶ 500ԁ

学内発行ػΑΓ申
ॻߪ入のうえɼ
૭ޱに申し込Μで
くͩさい。

数～
1週間

3) 注意事項
ï1ð ূ明ॻの発行にはɼࡏ学ੜϩάΠンαΠトにて登録したϝールに送Βれるҹ予൪号が必要になΓ·す。
ï2ð ి・'"9・& ϝールでの申込はでき·せΜ。
（3）上記以外の就職に関する証明書等の発行については，キャリアセンターで相談してください。
ï4ð ίンϏχΤンスストΞでの発行にはɼผ్γスςϜ手数ྉ 150 ԁ（ྩ þ 年 4 月ࡏݱ）とϑルΧϥーҹ ý0 ԁ（ྩ þ 年 4 月

ʗ（ࡏݱ 1 ຕ必要。

4 各種証明書の発行等について
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(2) 学生証再発行
　学ੜূをฆࣦした場合·たは౪に͋った場合はɼちに最دΓのܯへಧけ出るととにɼఱനΩϟンύスは学センター【教】ɼീ
事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事ࣨで࠶発行の手続をしてくͩさい。
。はɼཧ༝のԿを問わずɼ手数ྉのฦؐはいたし·せΜのでҙしてくͩさい（入後ߪ申ॻ）発行手続き後࠶　

種　　　　類 手数料 交　付　方　法 学内発行機設置場所 発行日数

学ੜূަ࠶付ئ 2ó500ԁ

・学内発行ػ
入のうえɼ૭ߪをئ付ަ࠶※

。に申し込Μでくͩさいޱ
ཪ面γールととにަ付さ
れ·す。

・タϫーþ5　3֊（ఱന）
౩ೆ3֊（ఱന）ٛߨ௨ڞ・
・ༀ学෦事 （ࣨീ事）
・φΰϠυーϜ前Ωϟンύス事 （ࣨφΰϠυーϜ前）
【学ੜূަ付૭ޱ】
・学センターᶊ൪教૭ޱ（ఱന）
・ༀ学෦事 （ࣨീ事）
・φΰϠυーϜ前Ωϟンύス事 （ࣨφΰϠυーϜ前）

ॕ・（・ٳ ）をআ
きɼ2～4ఔ

(3) 卒業後の各種証明書発行について
　ຊ学ΣϒαΠトで確認してくͩさい。

　ຊ学ΣϒαΠトトοϓページˠ学ੜੜ׆ˠ各種申・ਤॻؗར用ˠূ明ॻ発行（ଔ業ੜ）

(4) 通学証明書 ( 通学定期券 )
　௨学定݊ظはɼॅݱॴ（学ੜূに記載したॅॴ）の最دӺかΒ大学の最دӺ·での۠間でɼ最ࡁܦతなίースで௨学する場合にݶΓߪ

入する͜とができ·す。ΞルόΠトなͲ௨学以֎の目తではߪ入でき·せΜ。

。入でき·すߪ࿏でܦ・Βず希望の۠間ݶ࿏にܦのԼమ・όスについてはɼ௨学ہ௨ަࢢݹ໊※　

●通学定期券の購入
　学ੜ （ূཪ面）のʮ௨学۠間ཝʯに߱Ӻを記入しɼʮ定ߪ݊ظ入

申込ॻʯに必要事項を記載しɼ各定݊ظ発ചॴで学ੜূを提示しߪ

入してくͩさい。なおɼ学ੜূ༗ޮݶظ内はܧ続してߪ入する͜と

ができ·す。

※実習等でʮ定ߪ݊ظ入申込ॻʯに学校表者のূ明が必要な場

合はɼఱനΩϟンύスは学センター【ੜࢧ׆ԉ】ɼീ事Ωϟン

ύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスはɼ各事ࣨに͝૬談くͩさい。

　※సډなͲにΑってं۠間がมߋとなる場合ɼ௨学定ظ発行߇

ཝに༨നがなくなった場合はɼఱനΩϟンύスは学センター【教

】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事ࣨに

৽確認γールをషΓかえɼ必要事項を記入してくߋい出てɼئ

ͩさい。

(5) 学校学生生徒旅客運賃割引証 (学割証 )
̧̟各ࣾおΑび一෦のࢲమ等をར用しɼंધ۠間が片道100㎞をえてཱྀ行するときはɼཱྀ٬ӡのׂҾき（2割）を受ける͜とができ·す。

　͜のׂҾ੍はɼ修学্のࡁܦతෛ担をܰݮする͜とを目తとしてい·すのでɼຊ学ではɼ使用できるཱྀ行目తのൣғ・申ຕ数（1 ਓ年

͝と 15 ຕ）なͲの੍ݶが͋Γ·す。たͩしɼਖ਼当なཧ༝が͋Γɼׂ当ຕ数をえて発行を希望する場合はɼఱനΩϟンύスは学センター

【ূ明ॻ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事ࣨに૬談してくͩさい。

　学校学ੜੜెཱྀ٬ӡׂҾূ（ແྉ）はࡏ学ੜϩάΠンαΠト্で申手続き後ɼ学内発行ػにΑΓަ付され·す。

　学ׂূの༗ޮݶظは3か月（最終年次はଔ業の付·で）です。

　なおɼ学ׂূ 1 ຕでԟ෮ූをߪ入する͜とができ·すがɼ次の事項を確認の্ɼ使用してくͩさい。

・ಉ一ܦ࿏にてԟ෮する場合で͋る͜と

・Ӧ業Ωϩ数にΑってූの༗ޮݶظがҟなる͜と

(6) 学生団体旅行証明書
　+3 各ࣾをར用しɼθϛཱྀ行・合॓・ԕ等でɼ学ੜ ÿ ਓ以্が教職員にҾされてಉ͡ܦ࿏にΑΓཱྀ行するときはɼ次のཱྀ٬ӡ（ं

݊のΈ）のׂҾきを受ける͜とができ·す。

　　学生……5 割引　教職員……3 割引
　　『団体（グループ）旅行申込書』（各ཱྀ行ձࣾɼ+3 各Ӻ備付け）をఱനΩϟンύスは学センター【ੜࢧ׆ԉ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυー

Ϝ前Ωϟンύスは各事ࣨに提出しɼ大学のূ明を受けてɼ発ചॴでߪ入してくͩさい。

20XX年３月３１日卒業予定

学ੜ （ূཪ面）
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　学੍ۚにはɼ学業成ମ育ٕज़が༏लな学ੜにରしてਓ材の育成を目తにするのɼࡁܦతཧ༝にΑΓ修学がࠔな学ੜにରし

て学අ資ۚの一෦をڅ付·たはି༩する͜とでɼ҆心して学ੜੜ׆が送れるΑうࢧԉする͜とを目తとするのが͋Γ·す。

　それぞれの学ۚには学ྗՈܭのࡁܦ状گなͲの出ئ資格બجߟ準ɼ出ظئ間が͋Γ·すのでɼ౷合ϙータルαΠト掲示等で確認し

てくͩさい。

（1）名城大学　学内奨学生（奨学生規程参照 3 － 10）
　ຊ学の学ੜにରしɼ学ۚをڅ付する͜とで修学ҙཉの高༲をਤる͜とを目తとしてい·す。学ੜީิ者にબ出されるのとɼ希望者が

ࣗΒ出ئできるのとが͋Γ·す。

。ఔ（ൈਮ）ʯを確認してくͩさいنのʮ学ੜרはࡉৄ　

※なお，今後事情により変更する場合があります。

　➳ 学業༏ल学ੜɿ学業・ਓとに༏लな学ੜର。

　　 種ྨ）学業༏लྭ੍ɼ学業༏ल学ੜ

　➴ 修学ԉॿ学ੜɿ修学ҙཉが͋るにかかわΒずɼࡁܦతཧ༝にΑΓɼ学業のܧ続がࠔと認めΒれる学ੜର。

　　 種ྨ）修学ԉॿ # 学ੜɼརڅิࢠ学ੜɼ大نࣗવࢧࡁܦࡂԉ学ੜ

　➵ そのଞಛผ学ੜ

　 　種ྨ）ࣾձਓ学ੜ学ੜɼࢲඅ֎ࠃਓཹ学ੜ̖学ੜɼཹަݣ学学ੜɼւ֎ݚ修学ੜɼւ֎ӳݚޠ修ࢧݣԉ（̖・̗）学ੜɼ

ຊ学ଔ業等ิॿ学ੜɼ校༑ձ学ੜɼ大学ਪનにΑるࠃඅ֎ࠃਓཹ学ੜ学ੜɼڧԽΫϥϒ等学ੜ

（2）日本学生支援機構（JASSO）給付奨学金，貸与奨学金
　ຖ年 4 月と 9 月にืू。༏れた学ੜで͋ってɼࡁܦతཧ༝にΑΓ修学がࠔな場合にɼࡏ学中څ付・ି༩され·す。ି༩学ۚはଔ業後に

ฦؐしなけれなΓ·せΜ。

　なおɼୡ事項はجຊతに౷合ϙータルαΠトで行い·すのでɼ必ず確認してくͩさい。

（3）高等教育の修学支援新制度における授業料等減免制度
　修学ࢧԉ৽੍にΑる授業ྉ等のݮ免を受けるためにはɼݪଇとしてɼ্記（2）のຊ学ੜࢧԉػ構（+"440）のڅ付学ੜに࠾用され

る必要が͋Γ·す。

。免ରֹをؐ付し·すݮ免ରとなる入学ۚ・授業ྉをؚめた入学手続ۚશֹをೲ入いたͩきɼॴ定の手続き後にݮ※　

（4）都道府県・市町村・民間奨学団体奨学生
　各ஂମかΒຊ学にืूが͋Γ次ୈ掲示をし·す。ओに 4 ～ 5 月にืूが͋Γ·す。大学を௨さずにɼืूしている場合͋Γ·す。

Ոܭがٸมした場合にはʜ
　Ոܭをࢧえている者（ੜܭҡ持者）がɼࣦ職（ࣗݾ合আく）・ഁ࢈・ձࣾの࢈・පࢮ・ؾ等ຢはՐࡂ・෩ਫにΑるඃࡂ等にΑΓ
Ոܭがٸมした場合に申し込む͜とができる学ۚが͋Γ·す。その΄かの出ئ資格ɼબجߟ準等が͋Γ·すのでૣめに͝૬談くͩさい。

奨学金窓口
場所

ఱന タϫーþ5　4֊ 学センター　ੜࢧ׆ԉ

ീ事 事ࣨ 学ੜ担当

φΰϠυーϜ前 事ࣨ 学ੜࢧԉ・Ωϟンύスॸ

5 奨学金制度

　定ظ健康診断はɼ学校อ健҆શ๏にͮجきຖ年 4 月্०に実施してい·す。健康診断のओな目తはɼ健康状ଶのѲとཧɼおΑびूஂ

ੜ׆におけるછੑ࣬ױのૣظ発ݟと予なͲに͋Γ·す。学ੜのօさΜはɼ年 1 ճ健康診断を受けるݖརとٛを༗し·す。最ۙではɼ

大学ੜでଟくのੜ׆習׳ප予備܉がいるといわれてい·す。健康なମで学ੜੜ׆を送るためにɼ必ずຖ年健康診断を受診してくͩさい。

　࣌ɼ場ॴ等についてはɼΦϦΤンςーγϣン・ΨΠμンスなΒびにΣϒαΠトなͲの掲載で࿈བྷし·す。

※受診しなかった場合には，教育実習・介護等体験・病院実習・就職活動・奨学金などに必要な健康診断証明書を発行できません。むを

得ないཧ༝にΑΓ健康診断ظ間中に受診できない場合·たは受診できなかった場合はɼ必ずอ健センター（ఱനΩϟンύス）ɼอ健 （ࣨീ

事・φΰϠυーϜ前Ωϟンύス）で૬談してくͩさい。

6 定期健康診断の実施について
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（1）学生教育研究災害傷害保険
教育׆ڀݚಈ中にඃったࡂにରして必要なڅ付を行うิঈ੍です。อݥྉはຊ学がෛ担しɼ当該อ੍ݥにશ員が加入するાஔを͡ߨ

てい·す。ରとなる事ނのൣғはɼԼ記のとおΓです。

　ৄしくはɼ入学࣌に付した『学ੜ教育ࡂڀݚইอݥのしおΓ』で確認してくͩさい。

　※事ނが発ੜしたΒɼ事故発生報告書をఱനΩϟンύスは学センター【学ੜ׆ಈ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事
ࣨへかに提出してくͩさい。

ରとなる事ނのൣғ

　学ੜ教育ࡂڀݚইอීݥ௨อݥ

　ᶃਖ਼՝中

　ᶄ学校行事中

　ᶅΩϟンύス内にいる間

　ᶆ՝֎׆ಈ中

　௨学中等ইݥة担อಛ

　ᶃ௨学中

　ᶄ学校施ઃ等૬ޓ間のҠಈ中

（2）医療費補助
্記の学ੜ教育ࡂڀݚইอݥでྍ࣏数ෆ足等にΑΓอۚݥがࢧわれない場合ɼྍ࣏අの一෦を大学がෛ担し·す。ҩྍඅิॿֹۚ

はɼ学センター【学ੜ׆ಈ】にて確認してくͩさい。

　※事ނが発ੜしたΒɼ事故発生報告書をఱനΩϟンύスは学センター【学ੜ׆ಈ】ɼീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前Ωϟンύスは各事
ࣨへかに提出してくͩさい。

7 学生教育研究災害傷害保険 ･ 医療費補助

ۚݥわれるอࢧ

担　保　範　囲 死亡保険金 後遺傷害保険金 医療保険金 入院加算金
180日を限度

ਖ਼՝中ɼ学校行事中 1200ສԁ þ2ສԁ～1ÿ00ສԁ 実ྍ࣏数1以্がର
3ઍԁ～30ສԁ

1につき
4000ԁ

௨学中・学校施ઃ等૬ޓ間の
Ҡಈ中・学校施ઃ内にいる間 ý00ສԁ 3ýສԁ～900ສԁ 実ྍ࣏数4以্がର

ýઍԁ～30ສԁ

1につき
4000ԁ

学校施ઃ内・֎を問わず大学
にಧけ出た՝֎׆ಈを行って
いる間

ý00ສԁ 3ýສԁ～900ສԁ 実ྍ࣏数14以্がର
3ສԁ～30ສԁ

1につき
4000ԁ

趣 旨
　大学ੜ׆をշదにա͝す͜とができɼ·たɼษ学する্で最దなڥをҡ持するためશ学ੜにରして最低ݶのकるきʮৗࣝ事項ʯを定

めてい·す。

ࣗಈं௨学はࢭېです。ീ事・φΰϠυーϜ前ΩϟンύスはόΠΫ（ݪಈػ付ࣗసंؚむ）௨学ࢭېです。

　大学पลのෆ๏・றंにରしてはɼ学ଇにͮجきఀ学ॲ等ݫしくରॲし·すのでेにҙしてくͩさい。

φΰϠυーϜ前Ωϟンύスへࣗసं௨学をする場合はɼ大学の許Մが必要です。

ࣗసं௨学を希望する場合はɼφΰϠυーϜ前Ωϟンύス事ࣨへ必ず申してくͩさい。

※申には҆શӡసߨ習の受ߨと൜登録൪号ɼࣗసंଛഛঈอݥ等への加入が必要です。申ํ๏等はɼ事前に確認してくͩさい。

8 学内で守るべきマナーについて

9 自動車通学の全面禁止について

10 自転車通学（ナゴヤドーム前キャンパス）について

（2）授業に際して教室で守ること
1）授業్中の入ୀࣨはݪଇとしてしない͜と。

。は৻む͜とޠࢲ（2

。ଳి等のԻが໐ΒないΑうにする͜とܞ（3

。（はআくڅదなਫิ）ଇɼҿ৯はしない͜とݪ（4

5）授業終了後のઅ （ిࣨ内౮ɼྫྷஆスΠονの̛̛̤）にめ

る͜と。

（1）キャンパス内で守ること
1）ѫࡰをする͜と。

2）͝Έはผしてɼ͝Έശにࣺてる͜と。

3）ԣฒびาき࠲Γ込Έ等にΑΓଞਓにをかけない͜と。

4）࿓Լは੩かにาく͜と。
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・ ఱനΩϟンύスでόΠΫࣗసंはɼ指定のறྠ場にஔいてくͩさい。ീ事Ωϟンύス・φΰϠυーϜ前ΩϟンύスはόΠΫ（ݪಈػ
付ࣗసंؚむ）  　௨学ࢭېのためɼόΠΫおΑびݪಈػ付ࣗసंの指定றྠ場は͋Γ·せΜ。
・౪ࢭରࡦはɼ各ࣗでをってཧしてくͩさい。
・ظ（ 1 ϲ月）にわたΓ์ஔされているόΠΫ・ࣗసंはɼഇغॲをし·すのでҙしてくͩさい。

　次の͜とを心がけてくͩさい。
　・ॴ持はࣗのでཧする。
。ॏはഽさずॴ持するو・　
　・ΧόンなͲஔいた··その場をれない。
　・ૂわれるちΐっとしたʮܺʯをつくΒない。
　・θϛࣨ・実ࣨݧ等のϩοΧーには必ずݤをかける。

11 バイクや自転車の自己管理について

12 貴重品の盗難防止について

چ）9　 5XJUUFS） 'BDFCPPL なͲにಗ໊でɼແな発ݴࣾձతなҙݟをߘする事はɼݫに৻Μでくͩさい。とすれ໊
前が明しɼ記録としてるかΓでなくɼ中ইᨱを受ける事になΓかͶ·せΜ。ا業の࠾用担当者が໊前をࡧݕする場合͋
Γ·す。ब職׆ಈなͲɼօさΜのকདྷのҝにɼくれ͙れܰはずΈなߘはࣗॗする༷に心がけてくͩさい。௨報等にΑΓɼෆద
なߘが発֮した場合ɼॲേのରとなΓ·す。

　ຊ学ではɼຊ学構成員・ۙྡॅຽの健康૿ਐときれいなΩϟンύス・֗作Γを目తとしてʮ໊大学ېԎએݴʯを࠾しɼશΩϟン
ύスෑ内での学内શ面ېԎに加えɼ学֎においてېԎ׆ಈを実施してい·す。大学には未成年者ඇ٤Ԏ者௨学しておΓɼΩϟ
ンύス内はちΖΜの͜とɼ௨学࿏なͲのެڞの場ݪଇとしてશ面ېԎで͋るきです。学内で٤ԎをするとॲのରになΓ·す。
一ɼ٤Ԏの習׳にછ·るとɼൈけ出す͜とはࠔをۃめ·す。タόίにؚ·れる༗࣭෭ྲྀԎがɼࣗ༑ਓ・ۙྡॅຽの健康
にྑくない͜とは明നです。৽入ੜのօさΜはɼʮٵわないʯ࢟をݻめɼ͜れかΒの学ੜੜ׆をスタートし·しΐう。

名城大学禁煙宣言
　٤Ԏは、٤Ԏ者ࣗのΈなΒず、受ಈ٤Ԏ等にΑΓඇ٤Ԏ者の健康をするのです。
　٤Ԏは各ࣗのࣗݾにおいて認めΒれてい·す。しかしながΒ、ຊਓのҙࢥにした٤Ԏ、すなわち受ಈ٤Ԏ、าきタόί・ٵい
֪のϙΠࣺて等、٤Ԏ者がࣾձにをかける͜とはݫに৻·ͶなΓ·せΜ。໊大学は、健康૿ਐ๏にؑΈ、そしてԿΑΓ、ຊ学
構成員（学ੜおΑび教職員）が٤ԎϚφーを९कし、大学がҬにࠜࠩした教育ؔػで͋る͜とをڧくҙࣝするために、શΩϟンύスෑ
内におけるຊ学構成員の٤Ԏをࢭېするととに、学֎においてېԎのਪਐ・受ಈ٤Ԏの٤・ࢭԎϚφーの向্にめ·す。
　զʑは、く学内֎のؔ者の健康૿ਐをਤΓ、大学ਓとしての֮ࣗを育むく、͜͜に大学内におけるશ面ېԎおΑび学֎でのېԎ
。し·すݴಈの実施をએ׆٤ԎϚφー向্・ಈ׆

໊大学

13 ソーシャル・ネットワーキングサービスへの投稿について

14 学内全面禁煙について

（1）本学の環境対策
　ຊ学ではɼഇغをʮ͝Έʯではなくʮ資ݯʯとしてଊえɼྔݮɼ࠶使用ɼ࠶ੜར用をجຊにしたഇغのθϩԽを目指してい·す。·たɼ
লΤωɼল資׆ݯಈのਪਐɼ૽Ի・ৼಈの発ੜ੍ɼ大ؾԚછɼਫ࣭Ԛの๏ྩのॱकなͲڥશൠにわたる取Έを実施するととにɼ
շదな教育ڥをอোしɼҬとのڞੜを目指したΩϟンύスӡӦに取ΓΜでい·す。

15 名城大学の環境保全に関わる取り組みについて
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（2）名城大学環境方針

環境理念
　໊大学及び໊大学ෟଐ高等学校はɼجڥຊ๏を࢝めとするڥ๏ྩを९कしɼࣾձかΒ要されるʮ持続తに発లՄなࣾձ
のܗ成ʯにԠえΒれるਓ材の育成とڀݚにめ·す。

環境方針
1�　ڥٿのอશとҡ持向্にる教育׆ڀݚಈを充実しɼڥをࢹに入れたਓ材を育成し·す。
。し·すݙߩอશにڥ成Ռのެ։をਪਐしɼڀݚ࠵なͲの։࠲ߨるެ։にڥ　�2
3�　ল資ݯɼলΤωルΪーɼάϦーンߪ入のਪਐ及びഇغのྔݮとదਖ਼ཧにめɼڥෛՙの低ݮに取ΓΈ·す。
4�　教育ڀݚをは͡めɼ૯ての׆ಈにおいてɼؔڥ࿈๏੍نɼڠ定等を९कしɼԚછの予にめ·す。
。ϚωジϝントγスςϜ（.FJKP�&.4）を構ங・ӡ用し·すڥ定したࡦをୡ成するためɼ໊大学がಠࣗにํڥ　�5
ý�　内෦ڥ査を実施しɼڥϚωジϝントγスςϜをؚむڥอશ׆ಈのܧ続తなվળをਤΓ·す。
þ�　ํڥはϗーϜページでެ։し·す。

　　　　　
໊大学学　ޱ ޫએ

（3）取り組み目的・目標および行動
。を۩ମԽするための目తɼ目ඪ及びօさΜに実施していたͩく行ಈが次の事項ですํڥ　

目　　　的 目　　　　　　標 皆さんに実施していただく具体的な行動

ল資׆ݯಈのਪਐ

ίϐー用ߪࢴ入ྔのݮ ・྆面ίϐーɼ྆面ҹϛスίϐー用ࢴのཪ面ར用に心ֻける。

ਫ使用ྔのݮ
・実ݧに使用するਫ手ચいਫのઅにめる。

・࿙ਫを発ݟしたΒちに事ࣨに࿈བྷする。

লΤω׆ಈのਪਐ

ݮ使用ྔのؾి ・最後に教ࣨɼ実ࣨݧɼΫϥϒϋスɼトΠϨ等かΒୀ出するときはɼ
ফ౮する。

ྫྷஆ用೩ྉの使用ྔݮ
・ஆɼྫྷ 使用࣌はɼ教ࣨɼ実ࣨݧɼΫϥϒϋス等の൶ɼ૭をดめる。

・最後に教ࣨɼ実ࣨݧɼΫϥϒϋス等かΒୀ出する࣌はɼΤΞίンス
Πονをる。

一ൠഇغのదਖ਼ཧ
とྔݮ ഇغのݮ

・ഇغはɼผ۠を確認してഇغする。

。ઐ用ϘοΫスに入れるࢴはɼྨࢴ・

・ࣗ等かΒ学内に持ち込Μͩ͝Έはɼ持ちؼる。

のదਖ਼ཧغ業ഇ࢈
とྔݮ

しݟશϚχュΞルの҆・ڥ

・実ݧഇӷはɼ定めΒれた༰ثにอする。

・実ݧで発ੜしたがれきྨɼۚଐくずɼΨϥスくず等はɼ指定された༰
。場ॴにอするث

・ۭのༀϏンはɼ指定された場ॴにอ。指定されたํ๏でഇغする。

・Ϋϥϒ׆ಈで発ੜしたഇغはɼΫϥϒϋス内でอしɼճऩに
指定された場ॴに出す。

อ༗ༀϦストの作成 ・Ϧストに載っているༀをॏෳしてߪ入しない。

ಈの׆る教育にڥ
ਪਐ

ߨ࿈科目の։ؔڥ 。するߨతに受ۃ࿈科目をੵؔڥ・

ҙࣝௐ査の実施ڥ ・ҙࣝௐ査のΞンケートにྗڠする。

実ݧ実習科目でのڥอશ指導のపఈ ・実ݧ実習ではɼ指導事項をॱकする。

ߨの։࠲ߨ࿈資格ؔڥ ・։ߨされた資格࠲ߨをੵۃతに受ߨする。

学ੜにΑるڥ行事へのࢧԉ ・ΫϦーンΞοϓ大作ઓ等のਗ਼׆ಈにੵۃతに参加する。

大学ࡇでのഇغॲཧのॿݴ ・大学ࡇで発ੜするഇغをݮしɼഇغのผをਪਐする。

ಈの׆ڀݚるにڥ
ਪਐ及びڀݚ成Ռのެ
։

ެ։ߨԋձなͲのੵۃతな։࠵
ݣࢣߨٛߨԋձɼ出前ߨతに参加する。学֎ެ։ۃԋձにはɼੵߨ࿈のެ։ؔڥ・

状گの記録
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ù
学　　部　　事　　項

本項は，全学共通事項に定められた事項を
補足し，農学部に関わる取扱い細目等を定
めたものです。
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1 履修要項
Ⅰ. 「農学部」について
1 . 教育理念
2 . 教育目標
3 . 教育方針
4 . 教育研究体制 ･ 研究室
5 . 教育課程

ï1ð 教育՝ఔの目త
ŋ 教ཆ教育෦
ŋ ઐ教育෦

ï2ð 教育՝ఔのಛ৭・ཤ修に͋たって
ŋ 教ཆ教育෦
ŋ ઐ教育෦

ï3ð 教育՝ఔ一ཡ表
ᶃੜ資ݯ学科

ੜ資ݯ学科のਓ材ཆ成目తと 3 つのϙϦγー
ŋ 教ཆ教育෦
ŋ ઐ教育෦
ŋ ਐڃ及びଔ業要݅
ŋ 授業科目ཤ修ܥ౷ਤ

ᶄԠ用ੜԽ学科
Ԡ用ੜԽ学科のਓ材ཆ成目తと 3 つのϙϦγー
ŋ 教ཆ教育෦
ŋ ઐ教育෦
ŋ ਐڃ及びଔ業要݅
ŋ 授業科目ཤ修ܥ౷ਤ

ᶅੜڥ科学科
ੜڥ科学科のਓ材ཆ成目తと 3 つのϙϦγー
ŋ 教ཆ教育෦
ŋ ઐ教育෦
ŋ ਐڃ及びଔ業要݅
ŋ 授業科目ཤ修ܥ౷ਤ

Ⅱ．教務関係
1 ．オリエンテーション
（1）学ੜศཡ
（2）Ϋϥスฤ成について
2 ．履　修
（1）ཤ修登録্のҙ
（2）未修得科目の࠶ཤ修
（3）ଞ学科ɼଞ学෦ɼଞ大学授業科目等のཤ修
3 ．授　業
（1）授業中のޠࢲ・૽Ի等にΑるٛߨのࢭې
（2）෩ܯ報ɼࡂおΑびަ௨ؔػのԆ等にう授業等の取ѻい
（3）ަ௨ؔػのԆ等にう実ݧ・実習・ԋ習の取ѻい
（4）ܽ੮の取ѻい
4 ．成績と試験
（1）成
（2）受ݧ資格おΑび単位の認定
（3）定ݧࢼظ
（4）ݧࢼおΑびݧࢼ࠶
5 ．進級・卒業要件
6 ．研究室配属
7 ．卒業研究等の再履修について
8 ．転学部および転学科
9 ．入学前に他大学で取得した単位の取扱い
10．大学院農学研究科への進学

2 その他
学生関係
1 ．指導教員制度
2 ．悩みごと相談
3 ．学生ロッカー貸出し制度
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ཤमཁ߲ø

Ⅰ  「農学部」について

1．教育理念
　ຊ学෦はɼʮ学ʯを学Ϳ͜とにΑってɼʮੜ໋・৯ྉ・ڥ・ࣗવʯにରする෯いઐత学ࣝとಎྗを༗しɼྗ
と実ફྗを備えたࣾձにݙߩできるਓ材をཆ成する͜とを教育のཧ೦としてい·す。

2．教育目標
農学部

　学෦はɼ学における諸՝のղ決͋るいはվળへの取ΓΈを௨͡てਓྨのੜ׆の向্にݙߩするためɼ教ཆ
教育おΑびઐૅج教育をج൫にしてɼੜ資ݯの༗ޮར用と҆定తなੜੜ࢈ɼੜ໋ݱのղ明ɼ৯ػとੜػ
のԠ用ɼおΑびੜとਓとࣗવとのௐがとれたڥの出について教育とڀݚを行う。その͜とにΑってɼ෯い教ཆɼ
ੜ໋・৯ྉ・ڥ・ࣗવにؔする൚なઐత学ࣝとಎྗɼྗɼ実ફྗをᔻཆしɼ学おΑびੜؔ࿈࢈業におい
てݙߩできるઐٕज़者·たは学のૉཆ͋る教ཆਓをཆ成する。

生物資源学科
　ੜ資ݯ学科はɼଟ༷な教ཆ教育をૅجにɼҨࡉ・ࢠ๔Ϩϕルの২科学ɼഓ২のੜ・࢈ཧٕज़ɼੜ資ݯと
ਓとのؔわΓ合いɼ༗用২ࠛ・ඍੜのಛੑɼさΒにはੜੜ࢈をࣾձにおいてݱ実Խするࡁܦ݅等について教
育とڀݚを行う。その͜とにΑΓɼੜ学についてのとΓわけڧいཧղྗをϕースにɼੜ資ݯの༗ޮར用と҆定తなੜ
ੜ࢈のྖҬにおけるಎྗɼྗɼ実ફྗをཆいɼ࢈の։発・ੜ࢈・ྲྀ௨ɼਓ間のੜ໋をࢧえる৯ྉؔ࿈࢈業
で׆༂͋るいはݙߩࡍࠃできるɼ෯い学ࣝを備えたઐٕज़者をཆ成する。
応用生物化学科

　Ԡ用ੜԽ学科はɼ෯い教ཆ教育をૅجにɼόΠΦςΫノϩジーɼࢠੜ学త・Ҩࢠ学త手๏にΑる࣭・ ࢷ
࣭ ・タンύΫ࣭なͲのੜମ成のػղ明ɼੜԽ学త・ཧԽ学త手๏を׆用したੜ・৯ػのղੳɼさΒにはɼ৽
を行う。その͜とにΑってɼඍੜ・ಈ・২のଟ面తڀݚなͲについて教育とܭઃࢠそのࡧ࣭の୳ੑ׆ੜཧن
業ɼ৯Ӵੜαー࢈業ɼ৯・ҩༀ࢈ɼྗɼ実ફྗをཆいɼόΠΦؔ࿈ྗ։発・Ԡ用についてのಎ・ࡧの୳ػ
Ϗス࢈業ɼԽহ࢈業なͲのでࠃ内はとΑΓւ֎でݙߩできるઐత教ཆਓをཆ成する。
生物環境科学科

　ੜڥ科学科はɼ෯い教ཆ教育・ઐૅج教育を౿·えてɼڥを೦಄においたੜ学とԽ学の྆ํを一ମԽした
実ݧ・実習おΑび 4 学ܥ（ੜอશ学ɼ࣭ಈଶ学ɼੜػ科学及び学）ྖҬのઐ教育とڀݚをਪਐする。
͜れにΑΓɼಈ২ ・ ඍੜ等が৫Γなすੜଟ༷ੑとܗ؍ܠ成ɼ ・ Խ学ڥおΑびྖҬ間૬ޓの༗ػతؔについ
てɼ૯合科学తなཧղྗɼಎྗɼ実ફྗをཆいɼਓྨのӬ続ੑをࢧえるڥそのอશ・ௐにؔ࿈する࢈業ࠃ
。にҙཉతなٕज़者・教ཆਓをཆ成するݙߩࡍࠃ༂しɼ׆の諸෦でؔػཱࢲެ

3．教育方針
　授業科目すてについてɼ授業ܭը（γϥόス）を示しɼ学習の౸ୡ目ඪ・ධՁํ๏ɼΦϑΟスΞϫーなͲを明Βかにし
てい·す。·たɼͩٛߨけでなく実ݧ・実習をॏࢹしɼଔ業ڀݚ・実ݧ・実習・θϛφールを௨͡て学ੜと教員との৮れ合
いを大にしてい·す。
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4．教育研究体制・研究室
　学෦のੜ資ݯ学科ɼԠ用ੜԽ学科おΑびੜڥ科学科にはɼ以Լに示した学ܥの教育・ڀݚが͋ΓɼさΒに
य़Ҫࢢには学෦ෟଐ場が͋Γ·す。

生物環境科学科（13 名）

学　ܥ ໊  ࣨ  ڀ  ݚ 教  員  ໊ ࣨڀݚ

ੜอશ
学ܥ

২อશ学ࣨڀݚ
ా　య೭ 教　授 ę1ô401

⁋ຊ　ᠳฏ ॿ　教 ę1ô401

ࣨڀݚಈ学ڥ
৽࠺　༃ষ 教　授 ę1ô402

Ṙ　༑ࢠ ॿ　教 ę1ô402

࣭ಈଶ
学ܥ

ࣨڀݚੳԽ学ڥ 大Ӝ　　健 教　授 ę1ô302

ࣨڀݚ学ڥ
Ҫ　ढ़行 教　授 ę1ô301

ଜ　ୡ 教　授 ę1ô301

ੜػ
科学ܥ

২ػ科学
ࣨڀݚ

ۙ౻　　า 教　授 ę1ô304

౻　　ໜ༤ ।教授 ę1ô304

ඍੜ学ڥ
ࣨڀݚ

ాଜ　ኍਓ 教　授 ę1ô303

จߊ　ాࡉ 教　授 ę1ô303


学ܥ

ࣨڀݚղੳ学؍ܠ
࢙ܒ　ຊڮ ।教授 ę1ô201

大࡚　ࡊ ॿ　教 ę1ô201

生物資源学科（13 名）

学　ܥ ໊  ࣨ  ڀ  ݚ 教  員  ໊ ࣨڀݚ

ഓ২
ੜ࢈学ܥ

作学ࣨڀݚ
ฏ　ୡ 教　授 9ô205

　༟հࠇ ॿ　教 9ô205

࿊　ਖ਼ਓ 教　授 9ô410

Ԃ芸学ࣨڀݚ ླ　康ੜ 教　授 9ô31þ

ଠా֞ॣޗ ।教授 9ô413

ࢠੜ報・
育種学ܥ

২ࢠҨ学
ࣨڀݚ

্　　ರ 教　授 9ô301

௩ӽ　ܒԝ 教　授 9ô301

ࢠੜ報学ࣨڀݚ ၲౡ　明 ।教授 9ô313

ੜอޢ学ܥ

২පཧ学ࣨڀݚ
　ߥ ।教授 9ô21ÿ

थ　ݪ౻ ॿ　教 9ô220

ࠛ学ࣨڀݚ
্ધ　խٛ 教　授 9ô201

౻　কಓ ॿ　教 9ô201

ܥ学ࡁܦ・Ӧܦ ੜ資ࡁܦݯ学ࣨڀݚ ฏࣇ৻ଠ ।教授 9ô305

附属農場（4 名）
ෟଐ場ではɼ作ɼՌथɼࡊɼՖきɼச࢈の 5 か

Βなるੜ資ݯ学科ɼԠ用ੜԽ学科おΑびੜڥ科学科
の各場実習ɼ3 学科։ߨの授業・実習科目を௨してੜੜ
తૅجอશ等のڥɼさΒに৯加࢈
ٕࣝज़を学ੜに教育してい·す。·たɼϑΟールυੜ࢈
科学ࣨڀݚではɼ3 学科の学ੜにରしてଔ業ڀݚの指導を行
い·す。

෦　 ໊  ࣨ  ڀ  ݚ 教  員  ໊ ࣨڀݚ

Ռथ

ϑΟールυੜ࢈
科学ࣨڀݚ

中ඌ　ٛଇ ।教授 ĒĊ203

ࡊ ా　ོ࢙ ।教授 ĒĊ20ý

Ֆき ా　༟ক ।教授 ĒĊ20þ

ச࢈ ྛ　　ٛ明 教　授 ĒĊ209

応用生物化学科（13 名）

学　ܥ ໊  ࣨ  ڀ  ݚ 教  員  ໊ ࣨڀݚ

ੜ໋科学ܥ

Ԡ用ඍੜ学
ࣨڀݚ

加౻　խ࢜ 教　授 ę1ô103

ږݩ　ਫࢤ ।教授 ę1ô103

ੜԽ学ࣨڀݚ 
ູ　　ాࢯ 教　授 ę1ô101

Ԟଜ　༟ل 教　授 ę1ô101

৯科学ܥ

ӫཆ・৯学
ࣨڀݚ

ື　健一 教　授 ę1ô102

ۙᖒ　未า ॿ　教 ę1ô102

৯ػ学ࣨڀݚ
ྛ　　ར࠸ 教　授 ę1ô104

ᖒ　ຑԝ ॿ　教 ę1ô104

ࢠԽ学ܥ

ੜཧԽ学
ࣨڀݚ

前ྛ　ਖ਼߂ 教　授 ę1ô202

ఱ　健一 ।教授 ę1ô202

ఱવ༗ػԽ学ࣨڀݚ দّ　ਅਓ 教　授 ę1ô203

ੜ੍ޚ
科学ܥ

ੜ੍ޚ科学
ࣨڀݚ

ल明　ޱࢁ 教　授 ę1ô204

ᖛຊ　തࡾ ।教授 ę1ô204

教養教育（2 名）

໊  ࣨ  ڀ  ݚ 教  員  ໊ ࣨڀݚ

ମ育科学ࣨڀݚ ߳ଜ　ܙհ ।教授 9ô321

ӳࣨڀݚޠ 加౻　͋ඒ ॿ　教 9ô403

※ ｢ࣨڀݚ｣ ཝの ｢9ôñññ｣ は 9 号ؗ ó ｢ę1ôñññ｣ はڀݚ実ݧ౩Ⅰ ó ｢ĒĊñññ｣ はෟଐ場 ŋ 教育ؗڀݚを示す｡
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5．教育課程
（1）教育課程の目的
　学෦における教育՝ఔはɼ教ཆ教育෦とઐ教育෦とにかれɼそれぞれ次のΑうになってい·す（ৄしくは （3） 
教育՝ఔ一ཡ表を参র）。

・教養教育部門

　ຊ学の教育ཧ೦・目తは学ଇୈ̍にʮਂくઐの教育ڀݚを行いɼ合わせて൚な教ཆをഓいɼతなੑと๛

かなਓ間ੑを備えた༗なਓ材をཆ成するととに学ज़・จԽのਐలにد༩する͜とを目తとするʯと定めてい·す。

教ཆ教育෦では͜のཧ೦・目తにԊってɼάϩーόルԽ科学ٕज़のਐల等ࣾձのܹしいมԽにରԠし得る౷合され

たのج൫をഓう͜とを目指してい·す。

　さΒにɼࠓのࣾձの中ではɼ目ඪの実ݱに向かってओମతに行ಈしていくための問ղ決ྗがٻめΒれてい

·す。そのためɼ教ཆ教育෦では問ղ決ྗをཆう͜と目指してい·す。

科目܈ 目　త

ਓจࣾձ科目܈
ຽ・फ教といった問報ྙཧに・࣏・࢙Ҽとなるྺݪฆ૪のࡍࠃ
ྀした科目構成としɼଟ༷なՁ؍のཆ成を目指してい·す。

ࣗવ科学科目܈
ཧ学学のؔ࿈科目をஔするととにɼنٿのڥ問Τωル
Ϊー・資ݯ問を取Γ্͛ɼάϩーόルなࢹを持てるΑうにしてい·す。

܈ίϛュχケーγϣン科目ޠݴ

తなίϛュχケーγϣンྗのཆ成をࡍࠃしɼࢹをॏޠとしてのӳޠݴࡍࠃ
ͶΒってい·す。ެ用ޠਓޱと学ज़ޠݴとしてのॏ要ੑにؑΈɼ中ޠࠃɼυ
Ππޠɼϑϥンスޠをબ科目としてஔ。3 年次の科学ӳޠθϛφール（い
ずれઐ教育෦）につな͛ΒれるΑうにしてい·す。

報ٕज़科目܈
σータαΠΤンス・"* のૅجతなࣝ  ઐ教育に必ਢとなる報ثػの
。ຊతૢ作の習得を目指してい·すج

健康とスϙーπ科目܈
健康ମྗのҡ持・૿ਐをਤるととにɼスϙーπを௨してɼΑΓ一๛か
な学ੜੜ׆を構ஙできるΑうにしてい·す。

ΩϟϦΞ教育科目܈
Լڃ年次かΒब職׆ಈにؔ心を持てるΑうྀしつつɼ単なるब職ྗのཆ成
にとͲ·Βないɼࣾձੑ・ڠௐੑのཆ成を目指してい·す。

• 専門教育部門

科目܈ 目　త

܈教育科目ૅج
学෦の学ੜとしてڞ௨して必要なૅجతཧ科科目をओにஔしɼૅج学ྗの向্及びઐ
教育科目と࿈ܞをਤる͜とを目తとしてい·す。

ઐ教育科目܈ ઐ߈にਂԽした科目を学科͝とにஔしɼઐత学ࣝをにつける͜とを目指し·す。
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（2）教育課程の特色・履修にあたって
ຊ学෦の教育ཧ೦・教育目ඪにͮجきɼ෯いࢹで事をଊえる͜とができɼ高いྙཧੑにཪ打ちされたత確な断

ྗɼࣗでߟえて諸՝をղ決するྗをᔻཆしɼかつਂいઐੑを持ったੑ๛かで実ફྗと表ྗݱを合わせ持っ

たਓ材ཆ成を೦಄にஔいた教育՝ఔとしてい·す。授業科目は各学科と教ཆ教育෦とઐ教育෦とにけɼそれぞ

れに必要な単位数をઃ定してい·す。

　各ࣗɼ次ページ以߱のࣗの学科の教育՝ఔ一ཡ表とཤ修ܥ౷ਤを参ߟにしてɼଔ業·でのཤ修ܭըをཱてɼཤ修科目

のΈ合わせと単位数をࣗࣗできちΜとѲしておく必要が͋Γ·す。

　•教養教育部門

　教ཆ教育෦ではʮਓจࣾձʯɼʮࣗવ科学ʯɼʮޠݴίϛュχケーγϣンʯɼʮ報ٕज़ʯɼʮ健康とスϙーπʯおΑびʮΩϟ

ϦΞ教育ʯの科目܈がओに 1ɼ2 年次に։ߨされɼ͜の෦かΒ各学科と 2ý 単位の修得を必要とし·す。科目͝܈と

に必要単位数がઃ定されておΓɼそれΒをすてຬたしたうえで 2ý 単位以্を修得する必要が͋Γ·す。ଟ༷な教ཆ

をに付けるためにɼ2ý 単位をえてબ科目を修得する͜とをਪし·すがɼଔ業に必要な単位数としてはࢉ入され

·せΜのでɼؾを付けてくͩさい。

　•専門教育部門

ઐ教育෦はɼૅج教育科目܈とઐ教育科目܈かΒなΓɼ各学科と必要単位を 9ÿ 単位としてい·す。

教育科目はɼÿૅج 単位以্の修得を必要としɼ各学科とಉ一໊শの授業科目を։ߨしてい·す。ಛにੜ学とԽ学

はɼઐ教育科目をཤ修するに͋たΓɼ学ੜのૅج学ྗの向্をਤるためɼ1 年次に։ߨしてい·す。科学ӳޠⅠ・Ⅱ

はຊ学෦各ઐの教育にෆՄܽで͋る͜とかΒࣨڀݚଐのظ࣌にซせて 3 年次に։ߨしてい·す。高校࣌にཤ

修しなかった科目が͋ったとしてɼその後のઐ科目のཤ修にࢧোがないΑうにしてい·す。

ઐ教育科目܈はɼ学科͝とに科目がࡉԽされɼ内༰が大きくҟなΓ·す。各学ܥでڞ௨している教育内༰は学ܥ

௨科目として位ஔ付けΒれɼओにڞ 1・2 年次で։ߨされてい·す。学科͝とに 4 つの学ܥにけΒれɼ2・3 年次ではɼ

ઐ߈にਂԽしたٛߨ・実ݧをཤ修する͜とになΓ·す。ઐ߈にؔわΒずɼଞの学ܥの։ߨ科目ཤ修しɼ学

෦の学ੜとして෯いࣝを得る͜とがٻめΒれ·す。

·たɼࣨڀݚではɼθϛφールଔ業ڀݚを行う中でɼࣨڀݚ構成員としてのڠௐੑ育む͜とができるΑう指導に

めてい·す。

各学科と教育目ඪୡ成のためにɼૅج教育科目とઐ教育科目をશ学年にମܥతにஔしてい·す。

　  生物資源学科

1 年次においてはɼࣗવ科学にؔするૅجࣝをਂめる͜とにॏをஔきɼૅج教育科目なΒびにʮ২ྨ・ܗଶ

学ʯʮੜ学実ݧʯ等をஔしてい·す。ಉ࣌にɼʮੜ資ݯ学֓説ʯʮ作ੜ࢈科学ʯ等を։ߨしてɼຊ学科の

ઐにؔするશମ૾ཧղとಈػ付けのための導入教育を行い·す。2 年次には学͝ܥとに必修科目をஔしɼ作

のಛੑੜੑ࢈向্のݪཧɼࡉ・ࢠ๔Ϩϕルでのੜ໋のΈとػɼ業と৯におけるඍੜのཧɼੜ

౷ܭ手๏のཧղと׆用ɼなΒびに業ࡁܦとྲྀ௨についてのج൫となる教育を行い·す。·たɼ実ݧ手๏のݪཧと実ݧ

Ⅰ・Ⅱʯをஔしݧ学実ݯく学Ϳ科目としてʮੜ資を෯ݧとなる実ૅج学のݯの取ѻいをख़した্でੜ資ثػ

て学ੜが実ݧ実習にରしてओମతに取Γむ࢟をৢ成するととにɼ内༰の一෦をʮ場実習Ⅰ・Ⅱʯと࿈ܞして実

施する͜とで実ࣨݧ内にཹ·Βない学びのػձを提ڙし·す。͜のΑうなج൫教育にΑΓɼੜ資ݯ学にରする学問త

ཧղをेにਂめさせたうえでɼ2 年次の終わΓにࣨڀݚのଐを決定し·す。3 年次ではɼϓϩάϥϛンάをϕース

に実݁ݧՌかΒ得Βれるੜ学తσータの実ફతなղੳٕज़の習得をਤるʮੜ資ݯ報学ʯに表されるΑうなɼΑ

Γઐੑの高い発లతなٛߨ科目をల։するととにɼഓڥ࿑ಇ҆શにྀしたʮΑい࢈ੜ࢈ఔ 	(PPE 

"HSJDVMUVSBM 1SBDUJDFā("1
ʯについてԣ断తに学Ϳʮ("1 ֓ʯおΑびάルーϓϫーΫを׆用した実ફܗ式で

学Ϳʮ("1 実ફ࠲ߨʯをஔしてい·す。·た  ΑΓ高なઐࣝとੳٕज़の取得ɼなΒびに断ྗとಎྗのཆ

成を目తにɼ3 年次にはଐされたڀݚにಛԽした実ݧɼԋ習ɼ実習科目おΑびθϛφールⅠをɼ·た 4 年次には

ଔ業ڀݚおΑびθϛφールⅡをஔしてい·す。
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　  応用生物化学科

̍年次においてはɼຊ学科で学Ϳために必ਢなԽ学ੜ学等のૅج教育にॏをஔきɼ高校࣌に習得したࣝの

発లをਤΓ·す。·たɼຊ学科の教育ڀݚ内༰のཧղと学修のಈػ付けをਤるためɼຊ学科を構成するશ教員がަで

各ਓのઐにؔ࿈する内༰を教授するԠ用ੜԽ学֓説を։ߨし·す。̍年次かΒ 3 年次にかけてɼઐ科目を学修す

るうえでૅجとなるੳԽ学ɼ༗ػԽ学Ⅰ・ⅡɼੜԽ学Ⅰ・Ⅱɼඍੜ学Ⅰ・ⅡɼཧԽ学Ⅰ・ⅡɼແػԽ学Ⅰ・Ⅱɼ

ܥ๔ੜ学ɼ২ੜ໋科学等の科目をஔしてい·す。さΒにɼԠ用తなとして৯҆શ・Ӵੜ学等の৯科学ࡉ

の必修科目ɼなΒびにόΠΦςΫノϩジーɼඍੜར用学ɼ৯ػ学Ⅰ・Ⅱɼ৯Խ学૯ɼੜ༗ػԽ学ɼੜ

ཧԽ学等 20 科目以্のબ科目をஔしてい·す。·たɼ高いྙཧ؍๏తࣝを習得するための科目としてɼ৯・

実習等をஔしɼ*4014001ɼ*409001ɼ*4022000ɼ)"$$1ɼެऺӴੜ学ɼ৯加ن࿈๏ؔڥ γスςϜɼ৯Ϧα

ΠΫル๏等を学び·す。実ݧ教育についてはɼ3 年次前ظ·でに終了するΑうにஔしてɼ3 年次後ظかΒଐされるݚ

につながるΑうにྀしてい·す。ຊ学科をଔ業する͜とでɼ৯Ӵੜڀݚでのθϛφール Ⅰ・ⅡなΒびにଔ業ࣨڀ

ཧ者なΒびに৯Ӵੜࢹ員の用資格が得Βれ·す。

　  生物環境科学科

ੜڥ科学科はɼ1 年次にૅج教育科目のੜ学Ⅰ・ⅡɼԽ学Ⅰ・Ⅱɼੜ学実ݧ等おΑびຊ学科の 4 つの学ܥに

ૅجԽ学ڥԋ習Ⅰ・Ⅱɼੜଶ学ɼૅجԽ学ڥ科学実習Ⅰ・Ⅱɼڥ科学֓説ɼੜڥ௨のઐ教育科目のੜڞ

Ⅰ・Ⅱ等を։ߨしɼຊ学科を学Ϳಈͮػけੜڥを学Ϳために必要なྗ؍ૅج学ྗの育成を行い·す。2 年次

において 1 年次の実習と࿈ܞした学実ݧ・実習ɼੜอશ学実ݧ・実習と科学จ作成ԋ習ɼおΑびそのଞ

の学ڞܥ௨のٛߨ科目を։ߨしɼ確かなྗ؍ઐతૅجࣝ・ٕज़の定ணをਤΓ·す。さΒに 3 年次になると࣭

ಈଶ学実ݧɼੜػ科学実ݧɼおΑびଐ先のࣨڀݚで実施されるੜڥ科学実ݧを։ߨしɼ͜れΒ実習・実ݧ・

ԋ習を௨してૅجతな実ٕݧज़ɼσータの·とめ ・ํղੳྗɼϨϙートのॻきํを学び·す。3 年次には͜の実ݧのଞにɼ

ຊ学科の 4 つの学ܥのઐ教育科目としてɼੜଶอશ学ܥでは২ಈྨ・ੜଶ・อશཧにؔする科目ɼ࣭ಈ

ଶ学ܥでは࣭॥ɼڥのੳにؔする科目ɼੜػ科学ܥでは২ඍੜのػ・ੜཧ͋るいはࡉ๔Ϩϕ

ルにؔする科目ɼ学ܥでは؍ܠղੳɼϥンυスケーϓ・のにؔする科目を։ߨしɼઐతࣝをਂめ

·す。そして 3 年次後ظにࣨڀݚ単位で行われるθϛφールⅠɼおΑび 4 年次のθϛφールⅡとଔ業ڀݚを௨してɼੜ

ڥのධՁ・อશ・にؔするٕࣝज़ɼྗɼಎྗɼ実ફྗをཆ成し·す。
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生物ݯࢿ学科の人材養成目的
その他教育研究上の目的

 (3) 教育課程一覧表
 ①生物資源学科

学位授与方針
Diploma Policy

　ੜ資ݯ学科は、ຊ学のཱ学のਫ਼ਆと学෦のਓ材ཆ成目తʮੜ໋科学、৯ྉ・健康科学、ڥ科学をج൫とした෯いઐత学ࣝを༗し、
ಎྗ、ྗおΑび実ફྗを備え、ࣾձにݙߩできるਓ材のཆ成ʯおΑび学科のਓ材ཆ成目తʮੜ資ݯのੜ࢈、։発おΑびར用にؔわ
るઐࣝとٕज़をとに、いࢹとཧతなߟࢥにΑΓ、と৯のにおいてҬかΒࠃ内֎にࢸるࣾձの持続తな発లにݙߩでき
る、ਓ間ੑ๛かなਓ材のཆ成ʯにͮجき、次の資࣭・ྗをに付け、ଔ業に必要な 124 単位以্を修得した学ੜにରして、学࢜（学）
の学位を授༩し·す。

ᶃ高い教ཆ、ྗޠݴ、ίϛュχケーγϣンྗ、ϓϨθンςーγϣンྗ、ੜき・ࣗવにରするܟѪの೦、高いྙཧ؍おΑび๛かなਓ間ੑを
に付けている。

ᶄੜ資ݯ学（ഓ২ੜ࢈学、ࢠੜ報・育種学、ੜอޢ学、ܦӦ・ࡁܦ学）にؔする高で෯いઐత学ࣝとجຊతなղੳٕ
ज़を修得し、ࣾձの持続తな発లのํ向ੑについてߟࢥするྗをに付け、と৯にわる科学తഎܠをਂくཧղした্で、業ٕज़
όΠΦςΫノϩジーのޮՌӨڹをଟ面తにଊえつつࣾձにݙߩできる。

ᶅഓ২ੜ࢈学、ࢠੜ報・育種学、ੜอޢ学、ܦӦ・ࡁܦ学のにおける՝୳ٻྗおΑび問ղ決ྗを༗し、ੜ֔にわたっ
てओମత、ཱࣗతに学びをܧ続しながΒ、業・৯・όΠΦؔ࿈࢈業、業ؔ࿈行、教育なͲのにおいてਓと࿈ܞしながΒڞに
成する͜とができる。

教育課程編成方針
Curriculum Policy

　ੜ資ݯ学科は、学科のਓ材ཆ成目తをୡ成し、学位授༩ํに示す資࣭・ྗをに付けさせるため、教ཆ教育෦とઐ教育෦か
Βなる教育՝ఔをฤ成してい·す。それぞれの෦において一定数以্の単位を修得する͜とをٛ付け、高い教ཆと෯いૅجࣝをج
൫として、༷ʑなで׆༂できるྗをに付けさせる͜とを目ඪとしてい·す。

ᶃ教ཆ教育෦は、࣠ج科目、ਓจࣾձ科目、ࣗવ科学科目、ޠݴίϛュχケーγϣン科目、報ٕज़科目、健康とスϙーπ科目、ΩϟϦ
Ξ教育科目かΒฤ成され、高い教ཆ、ྗޠݴ、ίϛュχケーγϣンྗ、ϓϨθンςーγϣンྗ、ੜき・ࣗવにରするܟѪの೦、高いྙ
ཧ؍おΑび๛かなਓ間ੑをに付けさせる。

ᶄઐ教育෦は、ૅج教育科目܈とઐ教育科目܈かΒฤ成され、ૅجかΒԠ用へஈ֊తに学修できるΑうに各科目がମܥతにஔされ
ている。·た、ٛߨにΑるཧ・ࣝの教授ͩけでなく、実ݧ・実習・ԋ習を௨してࣗΒ学Ϳྗをཆ成する。すての科目において、学
ੜと教員にΑるํ向ܕ授業を充実させ、ࣗ発తな学修ଶをに付けさせる。

ᶅ学科ઐ教育のू大成として、3 年次に学ੜをࣨڀݚにଐし、4 年次において担当教員にΑる指導のԼでଔ業ڀݚを行わせる。ଔ業ݚ
を行するに͋たって教ڀݚにଔ業ࡍをଚॏする教育の場となっている。·た、実ੑݸςーϚをબする͜とにΑΓڀݚは各学ੜがڀ
員ଞの学ੜとのٞを௨して、༷ʑな報をجにܭڀݚըをཱ案させる。さΒに実ݧ・ղੳを行わせ、得Βれたڀݚ成Ռを取Γ·とめ
て学年にଔ業ڀݚ発表ձにおいて発表させる。͜れΒ一࿈の作業にΑΓ՝୳ٻྗ、問ղ決ྗ、実ફྗ、表ྗݱ、ྙཧ؍おΑび
。ௐੑをに付けさせるڠ

ᶆຊํを༗ޮにػさせ、学びの࣭を向্・ਂԽさせるために、各学年のཤ修登録単位数に্ݶをઃけ、3・4 年次へのਐجڃ準単位数
ઃ定している。·た、։ߨ科目については、γϥόスにΑΓ授業ܭը、学修౸ୡ目ඪ、成ධՁج準なͲをެ表している。さΒに、学位
授༩ํにରԠしたϙートϑΥϦΦ学修݁Ռを各学ੜに作成・ੳさせࣗ学ࣗ修に׆用させるͩけでなく、ࡍࠃతな成ධՁ੍（(1"）
を導入して指導教員にΑる学修指導にར用している。

入学者受入れ方針
Admission Policy

　ੜ資ݯ学科は、学科のਓ材ཆ成目తをཧղし、高等学校なͲにおける学習を௨して、次の ・ྗଶをに付けているਓを受け入れ·す。

ᶃ学科での学修のج൫となるੜ、Խ学、ཧ、数学、ޠࠃ、ӳޠなͲにؔするૅجࣝとԠ用ྗをに付けている。

ᶄ࢈のੜ࢈・ར用ٕज़、σータαΠΤンスを用いた২όΠΦςΫノϩジー、ଟ༷なੜ資ݯのੜཧػとその૬ޓ作用、作ੜ࢈に
おけるපআ、৯・業・ଜが面するࣾձࡁܦ問にؔする学問を学Ϳ͜とにڧいؔ心とҙཉを持っている。

ᶅ՝୳׆ٻಈにੵۃతに取ΓΈ、ओମత、ܧ続త、ڠௐతに学修するྗをに付け、ੜ֔にわたΓ学び続けるҙཉを持っている。

01

02

03

生物ݯࢿ学科は、生物ݯࢿの生࢈、։ൃ͓Αͼར༻にؔΘるઐࣝとٕज़をとに、ࢹ͍とཧతなࢥ
る社会の持続తなൃలに貢献できる、人ؒੑ๛͔な人材ࢸ֎にࠃにΑり、と৯のに͓͍ͯ地Ҭ͔Βߟ
を養成します。
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　教ཆ教育෦

授　　業　　科　　目 当
年次

単位数 教職
՝ఔ ଔ業必要単位数必修科目 બ科目

教

ɹ
ɹ
ɹཆ

ɹ
ɹ
ɹ教

ɹ
ɹ
ɹ育

ɹ
ɹ
ɹ෦

ɹ
ɹ
ɹ

ਓ
จ
ࣾ
ձ
Պ

܈

ੈ ք の ྺ ࢙ と จ Խ 1 2

ÿ 単位以্

ඞ
म
Պ

ÿ
୯
Ґ
ỏ
ࢦ
ఆ
୯
Ґ
ͷ
14
୯
Ґ
Λ
ؚ
Ί
ͯ
ỏ
2ý
୯
Ґ
Ҏ
্
Λ
म
ಘ
͢
Δ
͜
ͱ

 ຊ の ྺ ࢙ と จ Խ 1 2

 学 1 2

心 ཧ 学 1 2

 ຊ ޠ 学 1 2

 ຊ ࠃ ݑ ๏ 1 2 ýý

 Β し の 中 の ๏  1 2

 ࣏ 学 1 2

ࣾ ձ 学 1 2

ܦ ࡁ 学 1 2

फ 教 の ੈ ք 1 2

ϝ σ Ο Ξ Ϧ ς ϥ γ ー 1 2

ࣗ
વ
Պ
ֶ

Պ

܈

 ٿ と Ӊ  1 2 ཧ

2 単位以্ੜ ໋ ・ ৯ ྉ ・  ڥ ˑ 1 2

 ࣭ の 成 Γ ཱ ち 1 2 ཧ

ݴ
ޠ
ί
ϛ
ỿ
χ
έ
ồ
γ
ἀ
ϯ
Պ

܈

ӳ ޠ Ⅰ 1 1

ӳ ձ  Ⅰ 1 1

ӳ ޠ Ⅱ 1 1

ӳ ձ  Ⅱ 1 1

ӳ ޠ ᶙ 2 1

ӳ ձ  ᶙ 2 1 ýý

ӳ ޠ ᶚ 2 1

ӳ ձ  ᶚ 2 1 ýý

中 ࠃ ޠ Ⅰ 1 1

中 ࠃ ޠ Ⅱ 1 1

υ Π π ޠ Ⅰ 1 1

υ Π π ޠ Ⅱ 1 1

ϑ ϥ ン ス ޠ Ⅰ 1 1

ϑ ϥ ン ス ޠ Ⅱ 1 1

ւ ֎ ޠ 学 ݚ 修 Ⅰ 1 1

ւ ֎ ޠ 学 ݚ 修 Ⅱ 1 1


ใ
ٕ
ज़

Պ

܈

σ ー タ α Π Τ ン ス ・ " * 入  1 2

 報 ػ ث の ૢ 作 Ⅰ 1 1 ýý

2 単位以্ 報 ػ ث の ૢ 作 Ⅱ 1 1 ýý

 報 ػ ث の ૢ 作 ᶙ 2 1 ýý

݈
߁
ͱ
ε
ϙ
ồ
π

Պ

܈

健 康 ・ ス ϙ ー π 科 学 Ⅰ 1 1 ýý

2 単位以্
健 康 ・ ス ϙ ー π 科 学 Ⅱ 1 1 ýý

健 康 ・ ス ϙ ー π 科 学 ᶙ 2 1 ýý

健 康 ・ ス ϙ ー π 科 学 ᶚ 2 2 ýý

健 康 ・ ス ϙ ー π 科 学 ᶛ 2 1

Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
教
育

Պ

܈

Π ン タ ー ン γ ο ϓ Ⅰ 2 1

Π ン タ ー ン γ ο ϓ Ⅱ 2 1

職 業 指 導  2 2 

Ω ϟ Ϧ Ξ σ β Π ン 学 2 2 
ͦ
ͷ
ଞ

σ
ồ
λ

α
Π
Τ
ϯ
ε

ɾ
"*
Ԡ
༻

ج
ૅ
Պ

܈

σ ー タ α Π Τ ン ス・"* Ԡ 用 ج ૅ Ⅰ 1 2
σ ー タ α Π Τ ン ス・"* Ԡ 用 ج ૅ Ⅱ 2 2

 ຊ ޠ Ⅰ 2 単位 （1 年次௨年։ߨ）  ຊ ޠ ᶙ 2 単位 （1 年次௨年։ߨ）
 ຊ ޠ Ⅱ 2 単位 （1 年次௨年։ߨ）  ຊ ޠ ᶚ 2 単位 （1 年次௨年։ߨ）

。ਓཹ学ੜはɼ次の授業科目をཤ修する͜とができɼ単位を修得した場合はɼ教ཆ教育෦のબ科目として単位認定され·すࠃ֎※

※ˑは学෦の࣠ج科目です。 ※σータαΠΤンス・"* Ԡ用ૅجⅠ・Ⅱは教ཆ教育෦のબ科目として単位認定され·す。
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　ੜ資ݯ学科　ઐ教育෦

授　　業　　科　　目 当
年次

単位数 教職
՝ఔ ଔ業必要単位数

必修科目 બ科目

ઐ

ɹ
ɹ
ɹ

ɹ
ɹ
ɹ教

ɹ
ɹ
ɹ育

ɹ
ɹ
ɹ෦

ɹ
ɹ
ɹ

ج
ૅ
教
育
Պ

܈

ੜ  学 実 ݧ 1 1 ཧ

必 修 科 目
1 単位及び
બ  科 目
þ 単位以্

ઐ

教
育
෦

ͷ
͏
ͪ
ỏ
ඞ
म
Պ

3ý
୯
Ґ
ớ
ج
ૅ
教
育
Պ

܈
ؚ
Ή
Ờ
બ

Պ

ý2
୯
Ґ
ớ
ج
ૅ
教
育
Պ

܈
ؚ
Ή
Ờ
Ҏ
্
Λ
म
ಘ

ੜ  学 Ⅰ 1 2 ཧ
ੜ  学 Ⅱ 1 2 ཧ
Խ 学 Ⅰ 1 2 ཧ
Խ 学 Ⅱ 1 2 ཧ
 ཧ 学 1 2 ཧ
 学 1 2 ཧ
数 学 1 2
Խ 学 実 ݧ 1 1 ཧ
σ ー タ α Π Τ ン ス 2 2
 ཧ 学 実 ݧ 2 1 ཧ
 学 実 ݧ 2 1 ཧ
科 学 ӳ ޠ Ⅰ 3 1
科 学 ӳ ޠ Ⅱ 3 1

ઐ

ɹ
ɹ
ɹ

ɹ
ɹ
ɹ教

ɹ
ɹ
ɹ育

ɹ
ɹ
ɹՊ

ɹ
ɹ
ɹ

ɹ
ɹ
ɹ܈

ֶ

ɹ
ɹ
ɹܥ

ɹ
ɹ
ɹڞ

ɹ
ɹ
ɹ௨

ੜ  資 ݯ 学 ֓ 説 1 2 
作  ੜ ࢈ 科 学 1 2 
ੜ  Խ 学 Ⅰ 1 2 ཧ
২   ྨ ・ ܗ ଶ 学 1 2 ཧ
ಈ   ྨ ・ ܗ ଶ 学 1 2 ཧ
ඍ ੜ  学 1 2 ཧ
༗ ػ Խ 学 1 2 ཧ
ੜ  資 ݯ ౷ ܭ 学 2 2 ཧ
ੜ  資 ݯ 学 実 ݧ Ⅰ 2 1 
ੜ  資 ݯ 学 実 ݧ Ⅱ 2 3 
 場 実 習 Ⅰ 2 1 
 場 実 習 Ⅱ 2 1 
২  ੜ ཧ 学 2 2 ཧ
ੜ  Խ 学 Ⅱ 2 2 ཧ
ச ࢈ ৯  ݪ ྉ 学 2 2 
ϑ Ο ー ル υ ੜ ࢈ 科 学 2 2 
২  ࡉ ๔  学 3 2 ཧ
( " 1 ֓  3 1 
( " 1 実 ફ ߨ ࠲ 3 1 
৯  科 学 3 2 
ੜ  資 ݯ  報 学 3 2 ཧ
Ռ थ ੜ ࢈ ・ 加   学 3 2
ಈ  ੜ ࢈ 学 3 2 
 場 実 習 ᶙ 3 1 
 場 実 習 ᶚ 3 1 
ϑ Ο ー ル υ ੜ ࢈ 科 学 実 ݧ 3 1 ㅢ 
θ ϛ φ ー ル Ⅰ 3 1
θ ϛ φ ー ル Ⅱ 4 2
ଔ 業 ݚ ڀ 4 ý
ੜ  資 ݯ 学 ಛ ผ ߨ ٛ Ⅰ 1ŋ2ŋ3ŋ4 2
ੜ  資 ݯ 学 ಛ ผ ߨ ٛ Ⅱ 1ŋ2ŋ3ŋ4 2
ੜ  資 ݯ 学 ಛ ผ ߨ ٛ ᶙ 1ŋ2ŋ3ŋ4 2
 学 ಛ ผ ߨ ٛ Ⅰ 1ŋ2ŋ3ŋ4 2
 学 ಛ ผ ߨ ٛ Ⅱ 1ŋ2ŋ3ŋ4 2


ഓ
২

ੜ
࢈
ֶ
ܥ

Ԃ 芸 学 1 2 
৯ 用 作  学 Ⅰ 2 2 
Ռ थ Ԃ 芸 学 2 2 
 ࡊ Ԃ 芸 学 2 2 
Ֆ き Ԃ 芸 学 2 2 
৯ 用 作  学 Ⅱ 3 2 
資 ݯ 作  学 3 2 
Ԃ 芸 ར 用 学 3 2 
ཆ  ಈ ଶ 学 3 2 
  学 3 2 ཧ
作  学 実 ݧ 3 1 ㅢ 
Ԃ 芸 学 実 ݧ 3 1 ㅢ 

分
子
生
物
情
報
・

育
種
学
系

Ҩ  学 2 2 ཧ
細 ๔ 生 物 学 2 2 ཧ
分 ࢠ 生 物 学 3 2 ཧ
育 छ 学 3 2 ཧ
Ҩ  育 छ 学 実 験 3 1 ㅢ ཧ



ù ― ø3

進級及び卒業要件
（1）進級要件
　各年次を௨ࢉ 1 年以্ࡏ学する͜とに加えɼ次のਐجڃ準単位数をຬたす必要が͋Γ·す。

ʤਐجڃ準単位数ʥ
　2 年次へのਐڃɿ　1 年次終了࣌の修得単位数　ج準なし（৽入ੜにؔしてはɼٳ学しないݶΓਐڃՄ）
　3 年次へのਐڃɿ　2 年次終了࣌の修得単位数　ý5 単位以্
　4 年次へのਐڃɿ　3 年次終了࣌の修得単位数　9ÿ 単位以্

（２）卒業要件
　学෦に 4 年以্ࡏ学し（各学年を 1 年以্ࡏ学）ɼॴ定の単位数を修得した者にはɼଔ業資格が༩えΒれɼ学࢜（学）
の学位が༩えΒれ·す。
　ʮଔ業ڀݚʯおΑびʮθϛφールⅡʯについてはɼ௨ࢉ 1 年修学した場合ɼ単位認定のରとなΓ·す。

෦　　　　 授　業　科　目 ੜ  資 ݯ 学 科

教 ཆ 教 育 ෦  必 修 科 目 ÿ 単位
બ  科 目 ˒ç1ÿ 単位

ઐ  教 育 ෦  必 修 科 目 3ý 単位
બ  科 目 ˒çý2 単位

合　　　　　　　　ܭ 124 単位

（３）進級・卒業要件共通事項
教養教育部門および専門教育部門の卒業に必要な最低単位数を超えた単位数は，進級・卒業要件に算入しません（上表の
選択科目の★を超えた単位数は算入されません）。

以Լの 2 はɼઐ教育෦科目としてɼਐڃ・ଔ業要݅にࢉ入され·す。
・ઐ教育෦のૅج教育科目܈で ÿ 単位をえた
・ଞ学科科目 20 単位·でɼଞ学෦・ଞ大学科目 10 単位·でɼଞ学科・ଞ学෦・ଞ大学科目ซせて 20 単位·で（ઐ科目のΈ。

আ֎科目はཤ修登録ΨΠυ等参র）
※͜のਐڃ・ଔ業要݅はɼਐڃ・ଔ業するための最低݅で͋Γɼ͜の݅ΑΓଟくの単位を修得する͜とが望·れ·す。

·たɼཤ修登録した科目は必ず修得するΑうにめてくͩさい。

教職課程・学芸員課程を履修する学生へ
ʮ教職՝ఔ（教員免許取得）ʯʮ学芸員՝ఔ（学芸員資格取得）ʯにおいて必要な単位のৄࡉについてはɼຊࢴ 5� 教職՝ఔ事項・

学芸員՝ఔ事項を確認するかɼ教職センター【教職・学芸員】へ問い合わせてくͩさい。
なおɼ教職センターが։ߨするʮ教員免許取得ʯʮ学芸員資格取得ʯそれぞれに必要な授業科目についてはɼ学෦でのਐڃ・

ଔ業に必要な単位数にはࢉ入され·せΜ。

教職課程欄の表示について
ýý ýý の ý に定める科目
ཧ 教科にؔする科目 中一種ཧ科・高一種ཧ科　必修
ཧ 教科にؔする科目 中一種ཧ科・高一種ཧ科　બ
 教科にؔする科目 高一種業　必修
 教科にؔする科目 高一種業　બ

授　　業　　科　　目 当
年次

単位数 教職
՝ఔ ଔ業必要単位数

必修科目 બ科目

ઐ

教
育
෦


ઐ

教
育
Պ

܈

ੜ

อ
ޢ
ֶ
ܥ

植 物 病 理 学 2 2 
基 礎 昆 虫 学 2 2 理
応 用 昆 虫 学 2 2 
植 物 感 染 制 御 学 3 2 
農 業 環 境 微 生 物 学 3 2 
植 物 病 理 学 実 験 3 �ㅢ 
昆 虫 学 実 験 3 �ㅢ 理

ܦ
Ӧ
ɾ

ܦ
ࡁ
ֶ
ܥ

ੜ  資 ݯ ܦ ࡁ 学 1 2 
ੜ  ੜ ࢈ ܦ Ӧ 学 2 2 
৯  ܦ ࡁ 学 3 2 
ੜ  ੜ ࢈ ܦ Ӧ 学 ԋ 習 3 1 ㅢ 

。ଐ決定後ɼཤ修する科目がࣗಈతに決定し·すࣨڀݚ※
ଔ業するためにはㅢの科目のうちɼいずれかの 1 単位を必ず修得する必要が͋Γ·す。

※બ科目についてはɼ։ߨしない場合が͋Γ·す。
※બ科目はɼಉ一ݶ࣌にΈ合わせる͜とが͋Γ·す。
※։ߨ年次はมߋされる͜とが͋Γ·す。
※ʮੜ資ݯ学ಛผٛߨⅠ～ᶙʯʮ学ಛผٛߨⅠ・ⅡʯはɼಛผなςーϚについて行われるٛߨで͋Γɼ必ずしຖ年։ߨされるとはݶ

Γ·せΜ。
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学
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目

ཤ
修

ܥ
౷
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教
ཆ

教
育

෦


】
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学

෦
　

ੜ


資
ݯ

学
科

　
授

業
科

目
ཤ

修
ܥ

౷
ਤ

　【
ઐ


教

育
෦


】
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 ②応用生物化学科

Ԡ༻生物Խ学科の人材養成目的
その他教育研究上の目的

学位授与方針
Diploma Policy

　Ԡ用ੜԽ学科は、ຊ学のཱ学のਫ਼ਆと学෦のਓ材ཆ成目తʮੜ໋科学、৯ྉ・健康科学、ڥ科学をج൫とした෯いઐత学ࣝを༗
し、ಎྗ、ྗおΑび実ફྗを備え、ࣾձにݙߩできるਓ材のཆ成ʯおΑび学科のਓ材ཆ成目తʮԽ学をج൫としたੜ໋ݱ・৯ػ
・ੜ੍ػޚ構のղ明とԠ用にؔするઐࣝ、ཧతྗߟࢥ、実ફྗ、ྙཧ؍を༗し、όΠΦςΫノϩジー・৯・ҩༀ・Խহ・
健康・ҩྍؔ࿈࢈業、教育、行なͲのにおいてࠃ内֎でく׆༂できるઐՈ指導者のཆ成ʯにͮجき、以Լの資࣭・ྗをに
付け、ॴ定のظ間ࡏ学してଔ業に必要な 124 単位以্を修得した学ੜにରして、学࢜（学）の学位を授༩し·す。

ᶃ高い教ཆ、ྗޠݴ、ίϛュχケーγϣンྗ、ϓϨθンςーγϣンྗ、ੜき・ࣗવにରするܟѪの೦、高いྙཧ؍おΑび๛かなਓ間ੑを
に付けている。

ᶄԠ用ੜԽ学（ੜ໋科学、৯科学、ࢠԽ学、ੜ੍ޚ科学）と科学Ϧςϥγーにؔする高なઐత学ࣝ、ཧతڀݚ、ྗߟࢥσβ
Πンྗ、ղੳٕज़、ڀݚ行ྗ、報ٕज़おΑび報発৴ྗを༗し、ੜ໋ݱࣗવڥをࢠϨϕルでਖ਼しくཧղする͜とにΑっ
て健康णࣾձڥௐࣾܕձの実ݱにݙߩする͜とができる。

ᶅੜ໋科学、৯科学、ࢠԽ学、ੜ੍ޚ科学における՝୳ٻྗおΑび問ղ決ྗを修得し、ਓੜにおける学問のॏ要ੑをཧ
ղしてੜ֔にわたってओମతに学び、༷ʑなで中心త、ڠௐత、ಠతに׆༂できるԠ用ྗదԠྗをに付けている。

教育課程編成方針
Curriculum Policy

　Ԡ用ੜԽ学科は、学科のਓ材ཆ成目తをୡ成し、学位授༩ํに示す資࣭・ྗをに付けさせるため、教ཆ教育෦とઐ教育෦
かΒなる教育՝ఔをฤ成してい·す。それぞれの෦において一定数以্の単位を修得する͜とをٛ付け、高い教ཆと෯いૅجࣝを
。༂できるྗをに付けさせる͜とを目ඪとしてい·す׆൫として、༷ʑなでج

ᶃ教ཆ教育෦は、࣠ج科目、ਓจࣾձ科目、ࣗવ科学科目、ޠݴίϛュχケーγϣン科目、報ٕज़科目、健康とスϙーπ科目、ΩϟϦ
Ξ教育科目かΒฤ成され、高い教ཆ、ྗޠݴ、ίϛュχケーγϣンྗ、ϓϨθンςーγϣンྗ、ੜき・ࣗવにରするܟѪの೦、高いྙ
ཧ؍おΑび๛かなਓ間ੑをに付けさせる。

ᶄઐ教育෦は、ૅج教育科目܈とઐ教育科目܈かΒฤ成され、ૅجかΒԠ用へஈ֊తに学修できるΑうに各科目がମܥతにஔされ
ている。·た、ٛߨにΑるཧ・ࣝの教授ͩけでなく、実ݧ・実習・ԋ習を௨してࣗΒ学Ϳྗをཆ成する。すての科目において、学
ੜと教員にΑるํ向ܕ授業を充実させ、ࣗ発తな学修ଶをに付けさせる。

ᶅ学科ઐ教育のू大成として、3 年次に学ੜをࣨڀݚにଐし、4 年次において担当教員にΑる指導のԼでଔ業ڀݚを行わせる。ଔ業ݚ
を行するに͋たって教ڀݚにଔ業ࡍをଚॏする教育の場となっている。·た、実ੑݸςーϚをબする͜とにΑΓڀݚは各学ੜがڀ
員ଞの学ੜとのٞを௨して、༷ʑな報をجにܭڀݚըをཱ案させる。さΒに実ݧ・ղੳを行わせ、得Βれたڀݚ成Ռを取Γ·とめ
て学年にଔ業ڀݚ発表ձにおいて発表させる。͜れΒ一࿈の作業にΑΓ՝୳ٻྗ、問ղ決ྗ、実ફྗ、表ྗݱ、ྙཧ؍おΑび
。ௐੑをに付けさせるڠ

ᶆຊํを༗ޮにػさせ、学びの࣭を向্・ਂԽさせるために、各学年のཤ修登録単位数に্ݶをઃけ、3・4 年次へのਐجڃ準単位数
ઃ定している。·た、։ߨ科目については、γϥόスにΑΓ授業ܭը、学習౸ୡ目ඪ、成ධՁج準なͲをެ表している。さΒに、学位
授༩ํにରԠしたϙートϑΥϦΦ学修݁Ռを各学ੜに作成・ੳさせࣗ学ࣗ修に׆用させるͩけでなく、ࡍࠃతな成ධՁ੍（(1"）
を導入して指導教員にΑる学修指導にར用している。

入学者受入れ方針
Admission Policy

　Ԡ用ੜԽ学科は、学科のਓ材ཆ成目తをཧղし、高等学校なͲにおける学習を௨して、次のྗ・ଶをに付けているਓを受け入れ
·す。

ᶃ学科での学修のج൫となるԽ学、ੜ、ཧ、数学、ޠࠃ、ӳޠなͲにؔするૅجࣝとԠ用ྗをに付けている。

ᶄҨࢠ学όΠΦςΫノϩジー、৯の҆શ・̓ 心とඒຯしさ、৯と健康、༗用なੜੑ׆࣭の୳ࡧ・合成・ੑ׆発ݱのػࢠ構、ੜମ・
৯ؔ࿈࣭のੑղੳੑධՁ๏の։発なͲにؔする学問を学Ϳ͜とにڧいؔ心ҙཉを持っている。

ᶅ՝୳׆ٻಈにੵۃతに取ΓΈ、ओମత、ܧ続త、ڠௐతに学修するྗをに付け、ੜ֔にわたΓ学び続けるҙཉを持っている。

01

02

03

Ԡ༻生物Խ学科は、Խ学をج൫とした生໋現ɾ৯ػ能ɾ生物੍ߏػޚのղ໌とԠ༻にؔするઐࣝ、
ཧతྗߟࢥ、実ફྗ、ྙཧ؍を༗し、όΠΦςΫϊϩδʔɾ৯ɾҩༀɾԽহɾ݈߁ɾҩྍؔ࿈ڭ、ۀ࢈ҭ、
。ಋऀの養成をతとしますࢦ༂できるઐՈ׆く֎でࠃなͲのに͓͍ͯߦ
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　教ཆ教育෦

授　　業　　科　　目 当
年次

単位数 教職
՝ఔ ଔ業必要単位数必修科目 બ科目

教

ɹ
ɹ
ɹཆ

ɹ
ɹ
ɹ教

ɹ
ɹ
ɹ育

ɹ
ɹ
ɹ෦

ɹ
ɹ
ɹ

ਓ
จ
ࣾ
ձ
Պ

܈

ੈ ք の ྺ ࢙ と จ Խ 1 2

ÿ 単位以্

ඞ
म
Պ

ÿ
୯
Ґ
ỏ
ࢦ
ఆ
୯
Ґ
ͷ
14
୯
Ґ
Λ
ؚ
Ί
ͯ
ỏ
2ý
୯
Ґ
Ҏ
্
Λ
म
ಘ
͢
Δ
͜
ͱ

 ຊ の ྺ ࢙ と จ Խ 1 2

 学 1 2

心 ཧ 学 1 2

 ຊ ޠ 学 1 2

 ຊ ࠃ ݑ ๏ 1 2 ýý

 Β し の 中 の ๏  1 2

 ࣏ 学 1 2

ࣾ ձ 学 1 2

ܦ ࡁ 学 1 2

फ 教 の ੈ ք 1 2

ϝ σ Ο Ξ Ϧ ς ϥ γ ー 1 2

ࣗ
વ
Պ
ֶ

Պ

܈

 ٿ と Ӊ  1 2 ཧ

2 単位以্ੜ ໋ ・ ৯ ྉ ・  ڥ ˑ 1 2

 ࣭ の 成 Γ ཱ ち 1 2 ཧ

ݴ
ޠ
ί
ϛ
ỿ
χ
έ
ồ
γ
ἀ
ϯ
Պ

܈

ӳ ޠ Ⅰ 1 1

ӳ ձ  Ⅰ 1 1

ӳ ޠ Ⅱ 1 1

ӳ ձ  Ⅱ 1 1

ӳ ޠ ᶙ 2 1

ӳ ձ  ᶙ 2 1 ýý

ӳ ޠ ᶚ 2 1

ӳ ձ  ᶚ 2 1 ýý

中 ࠃ ޠ Ⅰ 1 1

中 ࠃ ޠ Ⅱ 1 1

υ Π π ޠ Ⅰ 1 1

υ Π π ޠ Ⅱ 1 1

ϑ ϥ ン ス ޠ Ⅰ 1 1

ϑ ϥ ン ス ޠ Ⅱ 1 1

ւ ֎ ޠ 学 ݚ 修 Ⅰ 1 1

ւ ֎ ޠ 学 ݚ 修 Ⅱ 1 1


ใ
ٕ
ज़

Պ

܈

σ ー タ α Π Τ ン ス ・ " * 入  1 2

 報 ػ ث の ૢ 作 Ⅰ 1 1 ýý

2 単位以্ 報 ػ ث の ૢ 作 Ⅱ 1 1 ýý

 報 ػ ث の ૢ 作 ᶙ 2 1 ýý

݈
߁
ͱ
ε
ϙ
ồ
π

Պ

܈

健 康 ・ ス ϙ ー π 科 学 Ⅰ 1 1 ýý

2 単位以্
健 康 ・ ス ϙ ー π 科 学 Ⅱ 1 1 ýý

健 康 ・ ス ϙ ー π 科 学 ᶙ 2 1 ýý

健 康 ・ ス ϙ ー π 科 学 ᶚ 2 2 ýý

健 康 ・ ス ϙ ー π 科 学 ᶛ 2 1

Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
教
育

Պ

܈

Π ン タ ー ン γ ο ϓ Ⅰ 2 1

Π ン タ ー ン γ ο ϓ Ⅱ 2 1

職 業 指 導  2 2 

Ω ϟ Ϧ Ξ σ β Π ン 学 2 2 
ͦ
ͷ
ଞ

σ
ồ
λ

α
Π
Τ
ϯ
ε

ɾ
"*
Ԡ
༻

ج
ૅ
Պ

܈

σ ー タ α Π Τ ン ス・"* Ԡ 用 ج ૅ Ⅰ 1 2
σ ー タ α Π Τ ン ス・"* Ԡ 用 ج ૅ Ⅱ 2 2

 ຊ ޠ Ⅰ 2 単位 （1 年次௨年։ߨ）  ຊ ޠ ᶙ 2 単位 （1 年次௨年։ߨ）
 ຊ ޠ Ⅱ 2 単位 （1 年次௨年։ߨ）  ຊ ޠ ᶚ 2 単位 （1 年次௨年։ߨ）

。ਓཹ学ੜはɼ次の授業科目をཤ修する͜とができɼ単位を修得した場合はɼ教ཆ教育෦のબ科目として単位認定され·すࠃ֎※

※ˑは学෦の࣠ج科目です。 ※σータαΠΤンス・"* Ԡ用ૅجⅠ・Ⅱは教ཆ教育෦のબ科目として単位認定され·す。



ù ― øÿ

　Ԡ用ੜԽ学科　ઐ教育෦

授　　業　　科　　目 当
年次

単位数 教職
՝ఔ

ଔ業必要単位数
必修科目 બ科目

ઐ

ɹ
ɹ
ɹ

ɹ
ɹ
ɹ教

ɹ
ɹ
ɹ育

ɹ
ɹ
ɹ෦

ɹ
ɹ
ɹ

ج
ૅ
教
育
Պ

܈

ੜ  学 Ⅰ 1 2 ཧ

ÿ 単位以্

ઐ

教
育
෦

ͷ
͏
ͪ
ỏ
ඞ
म
Պ

54
୯
Ґ
બ

Պ

44
୯
Ґ
ớ
ج
ૅ
教
育
Պ

܈
ؚ
Ή
Ờ
Ҏ
্
Λ
म
ಘ

ੜ  学 Ⅱ 1 2 ཧ
Խ 学 Ⅰ 1 2 ཧ
Խ 学 Ⅱ 1 2 ཧ
 ཧ 学 1 2 ཧ
 学 1 2 ཧ
数 学 1 2
ੜ  学 実 ݧ 1 1 ཧ
Խ 学 実 ݧ 1 1 ཧ
σ ー タ α Π Τ ン ス 2 2
 ཧ 学 実 ݧ 2 1 ཧ
 学 実 ݧ 2 1 ཧ
科 学 ӳ ޠ Ⅰ 3 1
科 学 ӳ ޠ Ⅱ 3 1

ઐ

ɹ
ɹ
ɹ

ɹ
ɹ
ɹ教

ɹ
ɹ
ɹ育

ɹ
ɹ
ɹՊ

ɹ
ɹ
ɹ

ɹ
ɹ
ɹ܈

ֶ

ܥ

ڞ

௨

Ԡ 用 ੜ  Խ 学 ֓ 説 1 2 
 場 実 習 1 1 
ແ ػ Խ 学 Ⅰ 1 2 ཧ
ແ ػ Խ 学 Ⅱ 2 2 ཧ
౷ ܭ 学 2 2
ச ࢈ ৯  ݪ ྉ 学 2 2 
ϑ Ο ー ル υ ੜ ࢈ 科 学 2 2 
ެ ऺ Ӵ ੜ 学 3 2
Խ 学  学 3 2 ཧ
৯  ・  ڥ ؔ ࿈ ๏ ن 3 2
Ռ थ ੜ ࢈ ・ 加   学 3 2
θ ϛ φ ー ル Ⅰ 3 1
θ ϛ φ ー ル Ⅱ 4 2
ଔ 業 ݚ ڀ 4 ý
Ԡ 用 ੜ  Խ 学 ಛ ผ ߨ ٛ Ⅰ 1ŋ2ŋ3ŋ4 2
Ԡ 用 ੜ  Խ 学 ಛ ผ ߨ ٛ Ⅱ 1ŋ2ŋ3ŋ4 2
 学 ಛ ผ ߨ ٛ Ⅰ 1ŋ2ŋ3ŋ4 2
 学 ಛ ผ ߨ ٛ Ⅱ 1ŋ2ŋ3ŋ4 2

ੜ

໋

Պ

ֶ

ܥ

ࡉ ๔ ੜ  学 1 2
ੜ  Խ 学 Ⅰ 1 2 ཧ
ੜ  Խ 学 Ⅱ 2 2 ཧ
ඍ ੜ  学 Ⅰ 2 2 ཧ
ඍ ੜ  学 Ⅱ 2 2 ཧ
Ԡ 用 ੜ  Խ 学 実 ݧ Ⅰ 2 1 ཧ
Ԡ 用 ੜ  Խ 学 実 ݧ ᶚ 2 1 ཧ
ό Π Φ ς Ϋ ノ ϩ ジ ー 2 2
ඍ ੜ  ར 用 学 2 2
 ँ ੜ Խ 学 2 2 ཧ
ৢ  ・ 発 ߬ 科 学 3 2 
 ࢠ ੜ  学 3 2 ཧ
ಈ  ੜ ໋ 科 学 3 2 
タ ン ύ Ϋ ࣭・ Ҩ  ࢠ  学 3 2 ཧ

৯



Պ

ֶ

ܥ

৯  จ Խ  1 2
৯  Խ 学 ૯  1 2 
ӫ ཆ 科 学 Ⅰ 2 2 
ӫ ཆ 科 学 Ⅱ 2 2 
৯  ݪ ྉ 学 2 2 
৯  ར 用 学 2 2 
৯  加  実 習 2 1 
৯    科 学 Ⅰ 2 2
৯    科 学 Ⅱ 3 2
৯  ҆ શ ・ Ӵ ੜ 学 3 2 
Ԡ 用 ੜ  Խ 学 実 ݧ ᶛ 3 1 
Ԡ 用 ੜ  Խ 学 実 ݧ ᶝ 3 1 
৯  ػ  学 Ⅰ 3 2 
৯  ػ  学 Ⅱ 3 2 
৯  อ ଂ 学 3 2



ࢠ

Խ

学

ܥ

物 理 Խ 学 Ⅰ 1 2 理
༗ ػ Խ 学 Ⅰ 1 2 理
分 ੳ Խ 学 1 2 理
物 理 Խ 学 Ⅱ 2 2 理
༗ ػ Խ 学 Ⅱ 2 2 理
応 用 生 物 Խ 学 実 験 Ⅲ 2 1 理
ఱ વ 物 ༗ ػ Խ 学 2 2
生 物 物 理 Խ 学 2 2
ػ ث 分 ੳ Խ 学 3 2 理
応 用 生 物 Խ 学 実 験 ᶜ 3 1 理
ߴ 分 ࢠ Ϩ オ ロ δ ー 3 2
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授　　業　　科　　目 当
年次

単位数 教職
՝ఔ

ଔ業必要単位数
必修科目 બ科目

ઐ

教
育
෦


ઐ

教
育
Պ

܈

ੜ

੍
ޚ
Պ
ֶ
ܥ

২  ੜ ໋ 科 学 1 2 
 ༀ 科 学 Ⅰ 2 2
Ԡ 用 ੜ  Խ 学 実 ݧ Ⅱ 2 1
ੜ  ༗ ػ Խ 学 2 2 ཧ
 ༀ 科 学 Ⅱ 3 2
߳ হ  Խ 学 3 2
ੜ  ੍ ޚ Խ 学 3 2

※બ科目についてはɼ։ߨしない場合が͋Γ·す。
※બ科目はɼಉ一ݶ࣌にΈ合わせる͜とが͋Γ·す。
※։ߨ年次はมߋされる͜とが͋Γ·す。
※ʮԠ用ੜԽ学ಛผٛߨⅠ・Ⅱʯʮ学ಛผٛߨⅠ・ⅡʯはɼಛผなςーϚについて行われるٛߨで͋Γɼ必ずしຖ年։ߨされるとはݶ

Γ·せΜ。

進級及び卒業要件
（1）進級要件
　各年次を௨ࢉ 1 年以্ࡏ学する͜とに加えɼ次のਐجڃ準単位数をຬたす必要が͋Γ·す。

ʤਐجڃ準単位数ʥ
　2 年次へのਐڃɿ　1 年次終了࣌の修得単位数　ج準なし（৽入ੜにؔしてはɼٳ学しないݶΓਐڃՄ）
　3 年次へのਐڃɿ　2 年次終了࣌の修得単位数　ý5 単位以্
　4 年次へのਐڃɿ　3 年次終了࣌の修得単位数　9ÿ 単位以্

（2）卒業要件
　学෦に 4 年以্ࡏ学し（各学年を 1 年以্ࡏ学）ɼॴ定の単位数を修得した者にはɼଔ業資格が༩えΒれɼ学࢜（学）
の学位が༩えΒれ·す。
　ʮଔ業ڀݚʯおΑびʮθϛφールⅡʯについてはɼ௨ࢉ 1 年修学した場合ɼ単位認定のରとなΓ·す。

෦　　　　 授　業　科　目 Ԡ用ੜԽ学科

教 ཆ 教 育 ෦  必 修 科 目 ÿ 単位
બ  科 目 ˒ç1ÿ 単位

ઐ  教 育 ෦  必 修 科 目 54 単位
બ  科 目 ˒ç44 単位

合　　　　　　　　ܭ 124 単位

（3）進級・卒業要件共通事項
教養教育部門および専門教育部門の卒業に必要な最低単位数を超えた単位数は，進級・卒業要件に算入しません（上表の
選択科目の★を超えた単位数は算入されません）。

以Լの 2 はɼઐ教育෦科目としてɼਐڃ・ଔ業要݅にࢉ入され·す。
・ઐ教育෦のૅج教育科目܈で ÿ 単位をえた
・ଞ学科科目 20 単位·でɼଞ学෦・ଞ大学科目 10 単位·でɼଞ学科・ଞ学෦・ଞ大学科目ซせて 20 単位·で（ઐ科目

のΈ。আ֎科目はཤ修登録ΨΠυ等参র）
※͜のਐڃ・ଔ業要݅はɼਐڃ・ଔ業するための最低݅で͋Γɼ͜の݅ΑΓଟくの単位を修得する͜とが望·れ·す。

·たɼཤ修登録した科目は必ず修得するΑうにめてくͩさい。

教職課程・学芸員課程を履修する学生へ
ʮ教職՝ఔ（教員免許取得）ʯʮ学芸員՝ఔ（学芸員資格取得）ʯにおいて必要な単位のৄࡉについてはɼຊࢴ 5� 教職՝ఔ事項・

学芸員՝ఔ事項を確認するかɼ教職センター【教職・学芸員】へ問い合わせてくͩさい。
なおɼ教職センターが։ߨするʮ教員免許取得ʯʮ学芸員資格取得ʯそれぞれに必要な授業科目についてはɼ学෦でのਐڃ・

ଔ業に必要な単位数にはࢉ入され·せΜ。

教職課程欄の表示について
ýý ýý の ý に定める科目
ཧ 教科にؔする科目 中一種ཧ科・高一種ཧ科　必修
ཧ 教科にؔする科目 中一種ཧ科・高一種ཧ科　બ
 教科にؔする科目 高一種業　必修
 教科にؔする科目 高一種業　બ
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 ③生物環境科学科

生物環境科学科の人材養成目的
その他教育研究上の目的

学位授与方針
Diploma Policy

　ੜڥ科学科は、ຊ学のཱ学のਫ਼ਆと学෦のਓ材ཆ成目తʮੜ໋科学、৯ྉ・健康科学、ڥ科学をج൫とした෯いઐత学ࣝを༗し、
ಎྗ、ྗおΑび実ફྗを備え、ࣾ ձにݙߩできるਓ材のཆ成ʯおΑび学科のਓ材ཆ成目తʮੜをとΓ·くڥ問をنٿでଊえ、
ੜとਓとࣗવがௐした持続Մなࣾձの実ݱにݙߩできるਓ材のཆ成ʯにͮجき、ଔ業に必要な 124 単位以্を修得し、以Լのྗを
備えた学ੜにରして、学࢜（学）の学位を授༩し·す。

ᶃ高い教ཆ、ྗޠݴ、ίϛュχケーγϣンྗ、ϓϨθンςーγϣンྗ、ੜき・ࣗવにରするܟѪの೦、高いྙཧ؍おΑび๛かなਓ間ੑを
に付けている。

ᶄੜڥ科学（ੜอશ学・࣭ಈଶ学・ੜػ科学・学）にؔする෯いઐత学ࣝとجຊతなղੳྗを修得し、ੜと
ਓとࣗવとのௐがとれたڥの出についてతなྗをに付けている。

ᶅੜอશ学・࣭ಈଶ学・ੜػ科学・学における՝୳ٻと問ղ決のྗを修得し、ੜ֔にわたΓੜଟ༷ੑڥのอ
શ問のղ決にओମతに学び、各で׆༂できるྗをに付けている。

教育課程編成方針
Curriculum Policy

　ੜڥ科学科は、学科のਓ材ཆ成目తをୡ成し、学位授༩ํに示す資࣭・ྗをに付けさせるため、教ཆ教育෦とઐ教育෦
かΒなる教育՝ఔをฤ成してい·す。それぞれの෦において一定数以্の単位を修得する͜とをٛ付け、高い教ཆと෯いૅجࣝを
。༂できるྗをに付けさせる͜とを目ඪとしてい·す׆൫として、༷ʑなでج

ᶃ教ཆ教育෦は、࣠ج科目、ਓจࣾձ科目、ࣗવ科学科目、ޠݴίϛュχケーγϣン科目、報ٕज़科目、健康とスϙーπ科目、ΩϟϦ
Ξ教育科目かΒฤ成され、高い教ཆ、ྗޠݴ、ίϛュχケーγϣンྗ、ϓϨθンςーγϣンྗ、ੜき・ࣗવにରするܟѪの೦、高いྙ
ཧ؍おΑび๛かなਓ間ੑをに付けさせる。

ᶄઐ教育෦は、ૅج教育科目܈とઐ教育科目܈かΒฤ成され、ૅجかΒԠ用へஈ֊తに学修できるΑうに各科目がମܥతにஔされ
ている。·た、ٛߨにΑるཧ・ࣝの教授ͩけでなく、実ݧ・実習・ԋ習を௨してࣗΒ学Ϳྗをཆ成する。すての科目において、学
ੜと教員にΑるํ向ܕ授業を充実させ、ࣗ発తな学修ଶをに付けさせる。

ᶅ学科ઐ教育のू大成として、3 年次に学ੜをࣨڀݚにଐし、4 年次において担当教員にΑる指導のԼでଔ業ڀݚを行わせる。ଔ業ݚ
を行するに͋たって教ڀݚにଔ業ࡍをଚॏする教育の場となっている。·た、実ੑݸςーϚをબする͜とにΑΓڀݚは各学ੜがڀ
員ଞの学ੜとのٞを௨して、༷ʑな報をجにܭڀݚըをཱ案させる。さΒに実ݧ・ղੳを行わせ、得Βれたڀݚ成Ռを取Γ·とめ
て学年にଔ業ڀݚ発表ձにおいて発表させる。͜れΒ一࿈の作業にΑΓ՝୳ٻྗ、問ղ決ྗ、実ફྗ、表ྗݱ、ྙཧ؍おΑび
。ௐੑをに付けさせるڠ

ᶆຊํを༗ޮにػさせ、学びの࣭を向্・ਂԽさせるために、各学年のཤ修登録単位数に্ݶをઃけ、3・4 年次へのਐجڃ準単位数
ઃ定している。·た、։ߨ科目については、γϥόスにΑΓ授業ܭը、学習౸ୡ目ඪ、成ධՁج準なͲをެ表している。さΒに、学位
授༩ํにରԠしたϙートϑΥϦΦ学修݁Ռを各学ੜに作成・ੳさせࣗ学ࣗ修に׆用させるͩけでなく、ࡍࠃతな成ධՁ੍（(1"）
を導入して指導教員にΑる学修指導にར用している。

入学者受入れ方針
Admission Policy

　ੜڥ科学科は、学科のਓ材ཆ成目తをཧղし、高等学校なͲにおける学習を௨して、次のྗ・ଶをに付けているਓを受け入れ
·す。

ᶃ学科での学修のج൫となるੜ、Խ学、ཧ、数学、ޠࠃ、ӳޠなͲにؔするૅجࣝとԠ用ྗをに付けている。

ᶄੜอશ学・࣭ಈଶ学・ੜػ科学・学なͲにؔする学問を学Ϳ͜とにڧいؔ心ҙཉを持っている。

ᶅ՝୳׆ٻಈにੵۃతに取ΓΈ、ओମత、ܧ続త、ڠௐతに学修するྗをに付け、ੜ֔にわたΓ学び続けるҙཉを持っている。

01

02

03

生物環境科学科は、生物をとりまく環境問題を地球規模で捉え、生物と人と自然が調和した持続可能な社会の
実現に貢献できる人材を養成します。
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　教ཆ教育෦

授　　業　　科　　目 当
年次

単位数 教職
՝ఔ ଔ業必要単位数必修科目 બ科目

教

ɹ
ɹ
ɹཆ

ɹ
ɹ
ɹ教

ɹ
ɹ
ɹ育

ɹ
ɹ
ɹ෦

ɹ
ɹ
ɹ

ਓ
จ
ࣾ
ձ
Պ

܈

ੈ ք の ྺ ࢙ と จ Խ 1 2

ÿ 単位以্

ඞ
म
Պ

ÿ
୯
Ґ
ỏ
ࢦ
ఆ
୯
Ґ
ͷ
14
୯
Ґ
Λ
ؚ
Ί
ͯ
ỏ
2ý
୯
Ґ
Ҏ
্
Λ
म
ಘ
͢
Δ
͜
ͱ

 ຊ の ྺ ࢙ と จ Խ 1 2

 学 1 2

心 ཧ 学 1 2

 ຊ ޠ 学 1 2

 ຊ ࠃ ݑ ๏ 1 2 ýý

 Β し の 中 の ๏  1 2

 ࣏ 学 1 2

ࣾ ձ 学 1 2

ܦ ࡁ 学 1 2

फ 教 の ੈ ք 1 2

ϝ σ Ο Ξ Ϧ ς ϥ γ ー 1 2

ࣗ
વ
Պ
ֶ

Պ

܈

 ٿ と Ӊ  1 2 ཧ

2 単位以্ੜ ໋ ・ ৯ ྉ ・  ڥ ˑ 1 2

 ࣭ の 成 Γ ཱ ち 1 2 ཧ

ݴ
ޠ
ί
ϛ
ỿ
χ
έ
ồ
γ
ἀ
ϯ
Պ

܈

ӳ ޠ Ⅰ 1 1

ӳ ձ  Ⅰ 1 1

ӳ ޠ Ⅱ 1 1

ӳ ձ  Ⅱ 1 1

ӳ ޠ ᶙ 2 1

ӳ ձ  ᶙ 2 1 ýý

ӳ ޠ ᶚ 2 1

ӳ ձ  ᶚ 2 1 ýý

中 ࠃ ޠ Ⅰ 1 1

中 ࠃ ޠ Ⅱ 1 1

υ Π π ޠ Ⅰ 1 1

υ Π π ޠ Ⅱ 1 1

ϑ ϥ ン ス ޠ Ⅰ 1 1

ϑ ϥ ン ス ޠ Ⅱ 1 1

ւ ֎ ޠ 学 ݚ 修 Ⅰ 1 1

ւ ֎ ޠ 学 ݚ 修 Ⅱ 1 1


ใ
ٕ
ज़

Պ

܈

σ ー タ α Π Τ ン ス ・ " * 入  1 2

 報 ػ ث の ૢ 作 Ⅰ 1 1 ýý

2 単位以্ 報 ػ ث の ૢ 作 Ⅱ 1 1 ýý

 報 ػ ث の ૢ 作 ᶙ 2 1 ýý

݈
߁
ͱ
ε
ϙ
ồ
π

Պ

܈

健 康 ・ ス ϙ ー π 科 学 Ⅰ 1 1 ýý

2 単位以্
健 康 ・ ス ϙ ー π 科 学 Ⅱ 1 1 ýý

健 康 ・ ス ϙ ー π 科 学 ᶙ 2 1 ýý

健 康 ・ ス ϙ ー π 科 学 ᶚ 2 2 ýý

健 康 ・ ス ϙ ー π 科 学 ᶛ 2 1

Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
教
育

Պ

܈

Π ン タ ー ン γ ο ϓ Ⅰ 2 1

Π ン タ ー ン γ ο ϓ Ⅱ 2 1

職 業 指 導  2 2 

Ω ϟ Ϧ Ξ σ β Π ン 学 2 2 
ͦ
ͷ
ଞ

σ
ồ
λ

α
Π
Τ
ϯ
ε

ɾ
"*
Ԡ
༻

ج
ૅ
Պ

܈

σ ー タ α Π Τ ン ス・"* Ԡ 用 ج ૅ Ⅰ 1 2
σ ー タ α Π Τ ン ス・"* Ԡ 用 ج ૅ Ⅱ 2 2

 ຊ ޠ Ⅰ 2 単位 （1 年次௨年։ߨ）  ຊ ޠ ᶙ 2 単位 （1 年次௨年։ߨ）
 ຊ ޠ Ⅱ 2 単位 （1 年次௨年։ߨ）  ຊ ޠ ᶚ 2 単位 （1 年次௨年։ߨ）

。ਓཹ学ੜはɼ次の授業科目をཤ修する͜とができɼ単位を修得した場合はɼ教ཆ教育෦のબ科目として単位認定され·すࠃ֎※

※ˑは学෦の࣠ج科目です。 ※σータαΠΤンス・"* Ԡ用ૅجⅠ・Ⅱは教ཆ教育෦のબ科目として単位認定され·す。
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　ੜڥ科学科　ઐ教育෦

授　　業　　科　　目 当
年次

単位数 教職
՝ఔ ଔ業必要単位数必修科目 બ科目

ઐ

ɹ
ɹ
ɹ

ɹ
ɹ
ɹ教

ɹ
ɹ
ɹ育

ɹ
ɹ
ɹ෦

ɹ
ɹ
ɹ

ج
ૅ
教
育
Պ

܈

生 物 学 Ⅰ 1 2 理

8 単位以上

ઐ

ڭ
ҭ
部

の
͏
ͪ
ỏ
ඞ
म
科
目
2５
୯
Ґ
બ

科
目
73
୯
Ґ
ớ
ج
ૅ
ڭ
ҭ
科
目
܈
ؚ
Ή
Ờ
Ҏ
্
Λ
म
ಘ

生 物 学 Ⅱ 1 2 理
Խ 学 Ⅰ 1 2 理
Խ 学 Ⅱ 1 2 理
物 理 学 1 2 理
 学 1 2 理
数 学 1 2
生 物 学 実 験 1 1 理
Խ 学 実 験 1 1 理
σ ー タ α イ エ ン ス 2 2
物 理 学 実 験 2 1 理
 学 実 験 2 1 理
科 学 ӳ ޠ Ⅰ 3 1
科 学 ӳ ޠ Ⅱ 3 1

ઐ

ɹ
ɹ
ɹ

ɹ
ɹ
ɹ教

ɹ
ɹ
ɹ育

ɹ
ɹ
ɹՊ

ɹ
ɹ
ɹ

ɹ
ɹ
ɹ܈

ֶ

ܥ

ڞ

௨

生 物  ڥ 科 学 ֓ 説 1 2 
生 態 学 1 2 理
生 物  ڥ 科 学 実 習 Ⅰ 1 1 
生 物  ڥ 科 学 実 習 Ⅱ 1 1 
 ڥ Խ 学 基 礎 Ⅰ 1 1
 ڥ Խ 学 基 礎 Ⅱ 1 1
 ڥ Խ 学 基 礎 演 習 Ⅰ 1 �
 ڥ Խ 学 基 礎 演 習 Ⅱ 1 �
 場 実 習 1 1 
科 学 論 จ 作 成 演 習 2 �
    学 実 験 ・ 実 習 2 � 
生 物 保 全 学 実 験 ・ 実 習 2 � 
ແ ػ Խ 学 1 2 理

10 単位以上

生 物 Խ 学 Ⅰ 1 2 理
 ڥ 情 報 解 ੳ 学 2 2 理
༗ ػ Խ 学 2 2 理
生 物 Խ 学 Ⅱ 2 2 理
分 ࢠ 生 物 学 2 2 理
 ڥ ό イ オ テ ク ϊ ロ δ ー 3 2 理
生 態 ܥ  理 学 3 2
ச ࢈ ৯  原 料 学 2 2 
フ ィ ー ル ド 生 ࢈ 科 学 2 2 
物 ࣭ 動 態 学 実 験 3 � 
生 物 ػ  科 学 実 験 3 � 
生 物  ڥ 科 学 実 験 3 � 
Ռ थ 生 ࢈ ・ 加   学 3 2
 ڥ Ξ セ ス 論 3 2
θ ϛ φ ー ル Ⅰ 3 �
θ ϛ φ ー ル Ⅱ 4 2
卒 業 ݚ ڀ 4 6
生 物  ڥ 科 学 特 別 講 義 Ⅰ 2･3･4 2
生 物  ڥ 科 学 特 別 講 義 Ⅱ 2･3･4 2
生 物  ڥ 科 学 特 別 講 義 Ⅲ 2･3･4 2
 学 特 別 講 義 Ⅰ 1･2･3･4 2
 学 特 別 講 義 Ⅱ 1･2･3･4 2

ੜ

อ
શ
ֶ
ܥ

২ 物 分 ྨ 学 1 2 理
保 全 ২ 物 学 2 2 
 ྛ 生 態 学 2 2 
ւ ༸ 動 物 学 2 2 理
動 物 生 態 学 2 2 理
২ 物 生 態 学 3 2 理
生 物 多 ༷ ੑ 科 学 3 2 
 ڥ 動 物 学 3 2 理
野 生 動 物 保 全 学 3 2 理


࣭
ಈ
ଶ
ֶ
ܥ

 ڥ 分 ੳ Խ 学 2 2 理
物 ࣭ ॥  論 2 2 
  学 2 2 理
ཆ 分 動 態 学 3 2 
 ڥ   学 3 2 
ػ ث 分 ੳ Խ 学 3 2 理

ੜ

ػ

Պ
ֶ
ܥ

২ 物 生 ໋ Խ 学 2 2 理
২ 物 ӫ ཆ 学 2 2 
ඍ 生 物 学 2 2 理
 ڥ ඍ 生 物 学 2 2 理
২ 物 生 理 学 3 2 理
২ 物 ػ  科 学 3 2 理
細 ๔ 分 ࢠ 生 物 学 3 2 
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授　　業　　科　　目 配当
年次

単位数 教職
課程 卒業必要単位数

必修科目 બ科目
ઐ

ڭ
ҭ

部


ઐ

ڭ
ҭ

科
目
܈






学
ܥ

ラ ン ド ス έ ー プ・ σ β イ ン 学 2 2 
   ڥ 学 2 2 
ܠ ؍ 解 ੳ 学 3 2 
  ২ 物 学 3 2 

※બ科目についてはɼ։ߨしない場合が͋Γ·す。
※બ科目はɼಉ一ݶ࣌にΈ合わせる͜とが͋Γ·す。
※։ߨ年次はมߋされる͜とが͋Γ·す。
※ʮੜڥ科学ಛผٛߨⅠ～ᶙʯʮ学ಛผٛߨⅠ・ⅡʯはɼಛผなςーϚについて行われるٛߨで͋Γɼ必ずしຖ年։ߨされるとはݶ

Γ·せΜ。

進級及び卒業要件
（1）進級要件
　各年次を௨ࢉ 1 年以্ࡏ学する͜とに加えɼ次のਐجڃ準単位数をຬたす必要が͋Γ·す。

ʤਐجڃ準単位数ʥ
　2 年次へのਐڃɿ　1 年次終了࣌の修得単位数　ج準なし（৽入ੜにؔしてはɼٳ学しないݶΓਐڃՄ）
　3 年次へのਐڃɿ　2 年次終了࣌の修得単位数　ý5 単位以্
　4 年次へのਐڃɿ　3 年次終了࣌の修得単位数　9ÿ 単位以্

（2）卒業要件
　学෦に 4 年以্ࡏ学し（各学年を 1 年以্ࡏ学）ɼॴ定の単位数を修得した者にはɼଔ業資格が༩えΒれɼ学࢜（学）
の学位が༩えΒれ·す。
　ʮଔ業ڀݚʯおΑびʮθϛφールⅡʯについてはɼ௨ࢉ 1 年修学した場合ɼ単位認定のରとなΓ·す。

෦　　　　 授　業　科　目 ੜڥ科学科

教 ཆ 教 育 ෦ 
必 修 科 目 ÿ 単位
બ  科 目 ˒ç1ÿ 単位

ઐ  教 育 ෦ 
必 修 科 目 25 単位
બ  科 目 ˒çþ3 単位

合　　　　　　　　ܭ 124 単位

（3）進級・卒業要件共通事項
教養教育部門および専門教育部門の卒業に必要な最低単位数を超えた単位数は，進級・卒業要件に算入しません（上表の
選択科目の★を超えた単位数は算入されません）。

以Լの 3 はɼઐ教育෦科目としてɼਐڃ・ଔ業要݅にࢉ入され·す。
・ઐ教育෦のૅج教育科目܈で ÿ 単位をえた
・ઐ教育෦のઐ教育科目܈のબ必修科目で 10 単位をえた
・ଞ学科科目 20 単位·でɼଞ学෦・ଞ大学科目 10 単位·でɼଞ学科・ଞ学෦・ଞ大学科目ซせて 20 単位·で（ઐ科目のΈ。

আ֎科目はཤ修登録ΨΠυ等参র）
※͜のਐڃ・ଔ業要݅はɼਐڃ・ଔ業するための最低݅で͋Γɼ͜の݅ΑΓଟくの単位を修得する͜とが望·れ·す。

·たɼཤ修登録した科目は必ず修得するΑうにめてくͩさい。

教職課程・学芸員課程を履修する学生へ
ʮ教職՝ఔ（教員免許取得）ʯʮ学芸員՝ఔ（学芸員資格取得）ʯにおいて必要な単位のৄࡉについてはɼຊࢴ 5� 教職՝ఔ事項・

学芸員՝ఔ事項を確認するかɼ教職センター【教職・学芸員】へ問い合わせてくͩさい。
なおɼ教職センターが։ߨするʮ教員免許取得ʯʮ学芸員資格取得ʯそれぞれに必要な授業科目についてはɼ学෦でのਐڃ・

ଔ業に必要な単位数にはࢉ入され·せΜ。

教職課程欄の表示について
ýý ýý の ý に定める科目
ཧ 教科にؔする科目 中一種ཧ科・高一種ཧ科　必修
ཧ 教科にؔする科目 中一種ཧ科・高一種ཧ科　બ
 教科にؔする科目 高一種業　必修
 教科にؔする科目 高一種業　બ



ù ― ù6


学

෦
　

授
業

科
目

ཤ
修

ܥ
౷

ਤ
　【

教
ཆ

教
育

෦


】



ù ― ùþ


学

෦
　

ੜ



ڥ

科
学

科
　

授
業

科
目

ཤ
修

ܥ
౷

ਤ
　【

ઐ


教
育

෦


】



ù ― ùÿ

Ⅱ  教務関係

1．オリエンテーション
（1）学生便覧

　ຊॻは学ੜにとってきわめてॏ要な教育՝ఔɼ学ଇɼ教ن定等が記載されているのでख़ಡしɼཧղしておいてくͩさい。

·たɼ͜れはଔ業࣌·で使用するので大にอしてくͩさい。

（2）クラス編成について
　授業科目にΑっては各学科2Ϋϥス੍	ੜ資ݯ学科ɿ̖・̗ΫϥスɼԠ用ੜԽ学科ɿ̘・̙Ϋϥスɼੜڥ科学科ɿ

̚・̛Ϋϥス
でٛߨ・実ݧ・実習等を行い·す。

2．履　修
　学ੜはɼ各ࣗɼ学ଇおΑび諸ن定をख़ಡしɼかつΨΠμンス資ྉに従って༨༟の͋るཤ修ܭըをཱててくͩさい。ཤ修する

科目はɼຖ年ॳめに示される授業࣌間ׂ表にͮجいてબしɼ指定された࣌·でに 8&# 登録しなけれなΓ·せΜ。

※ཤ修の種ྨ

　授業科目のཤ修には当年次でのਖ਼نのཤ修のଞに次のΑうな種ྨが͋Γ·す。

˖Լ ڃ ཤ 修ɿԼڃ年次に当されている授業科目のうちɼ前年·でにཤ修登録していない授業科目をཤ修する͜とをい

い·す。

年次に当されている授業科目のうちɼ前年·でにཤ修登録をしながΒɼ単位を修得できなかった授ڃཤ　修ɿԼ　࠶˖

業科目を࠶びཤ修する͜とをいい·す。࠶ཤ修に͋たってはɼΫϥス・ݶ࣌指定なͲの݅がつく場合が͋

Γ·す。

˖ଞ学科ཤ修ɿࣗのॴଐする学科にઃஔされていない授業科目をଞ学科でཤ修する͜とをいい·す。

˖ଞ学෦ཤ修ɿࣗのॴଐする学෦にઃஔされていない授業科目をଞ学෦でཤ修する͜とをいい·す。

˖ଞ大学ཤ修ɿଞ大学の授業科目をཤ修する͜とをいい·す。

（1）履修登録上の注意
　ཤ修登録は授業科目の受ߨɼ受ݧにؔして最ॏ要な手続きですかΒɼ次の各項にཹҙしɼΧϦΩュϥϜɼཤ修登録の

ҙ事項等をख़ಡの্ɼ手続きをしてくͩさい。

ᶃ　ཤ修登録をしない授業科目についてはɼ受ߨおΑび受ݧでき·せΜ。

ᶄ　学෦のཤ修単位੍ݶはɼશての学年でɼଞ大学・ଞ学෦・ଞ学科ཤ修科目をؚΈ年間 4ÿ 単位です。したがってɼそ

れをえてཤ修登録はでき·せΜ。たͩしɼ前年の (1" が 3õ5 以্の学ੜのཤ修単位੍ݶはɼ年間 52 単位です。なおɼ

教職・学芸員՝ఔ科目ɼޠ学ݚ修おΑびΠンターンγοϓ科目はཤ修単位੍ݶのର֎です。

ᶅ　্ڃ学年の։ߨ科目をཤ修登録する͜とはでき·せΜ。

ᶆ　ॏෳ登録（ಉ一ݶ࣌に 2 科目以্登録する͜と）はでき·せΜ。ॏෳ登録授業科目はແޮとなΓ·す。ಛにɼՆूق

　中։ߨ科目をෳ数登録する࣌ɼ1 で։ߨがॏなっているとॏෳ登録になΓ·すので͝ҙくͩさい。

ᶇ　ӳޠɼ健康・スϙーπ科学等のΑうにɼいくつかのΫϥスにかれている授業科目のଞのΫϥスでのཤ修登録はでき

·せΜ。

ᶈ　ଞ学科・ଞ学෦・ଞ大学ཤ修はɼ1 年次では認めΒれ·せΜ。

ᶉ　طに単位を修得した授業科目のཤ修登録はでき·せΜ。

	  
 ཤ修登録の手続きについてはɼશ学ڞ௨事項とཤ修登録ΨΠυ等を参রしてくͩさい。

（2）未修得科目の再履修
　　前年·でにෆ合格となった授業科目を࠶修得するときはɼ࠶ཤ修した্でɼݧࢼに合格しなけれなΓ·せΜ。

（3）他学科，他学部，他大学授業科目等の履修
　ଞ学科ɼଞ学෦ɼଞ大学授業科目はɼॴ定の手続きをܦてཤ修する͜とができ·す。͜れΒで修得した単位はɼଔ業·

でにซせてઐ教育෦ 20 単位をݶとしてਐڃおΑびଔ業に必要な単位数にࢉ入され·す。たͩしɼଞ学෦・ଞ大学
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ཤ修単位はઐ教育෦ 10 単位以内とし·す。·たɼଞ学科・ଞ学෦・ଞ大学ཤ修は 1 年次の学ੜには認めΒれ·せΜ。

ᶃ　ଞ学科授業科目のཤ修

　ཤ修登録ΨΠυ等に記載されたଞ学科ཤ修許Մ科目をཤ修する͜とができ·す。

ᶄ　ଞ学෦授業科目のཤ修

　ཤ修登録ΨΠυ等に記載されたଞ学෦ཤ修許Մ科目をཤ修する͜とができ·す。

ᶅ　ଞ大学授業科目のཤ修

　ཤ修登録ΨΠυ等を参রしてくͩさい。

ᶆ　ΠンターンγοϓにΑる単位認定

　Πンターンγοϓに参加した者はɼ一定の݅をຬたせɼʮΠンターンγοϓⅠ・Ⅱʯの単位が認定され·す。

ᶇ　ւ֎ޠ学ݚ修にΑる単位認定

　ຊ学が実施するւ֎ޠ学ݚ修に参加した者はɼ一定の݅をຬたせɼʮւ֎ޠ学ݚ修Ⅰ・Ⅱʯの単位が認定され·す。

3．授　業
　授業はɼಛผな場合（Լ記の（2）と（3）参র）をআきɼ࣌間ׂに従って行われ·す。΄とΜͲの授業はɼ1 つの学問

をମܥతにਐめていくのでɼ学ੜはむを得ない事༝（Լ記の（4）参র）以֎はຖճ出੮する͜とがॏ要です。

（1）授業中の私語・騒音等による授業妨害の禁止
　授業中のޠࢲ・૽Ի・ܞଳిの使用等はɼຊਓに授業のҙࢤがなくてɼ受ߨ者おΑび授業をする͜とにな

Γ·す。教員のҙにؔわΒずɼޠࢲ・૽Ի・ܞଳిの使用等が続いた場合にはɼ学ଇୈ 4ý にଇってռ（ୀ学・

ఀ学・܇告）ॲする͜とが͋Γ·す。

　なおɼ授業中出੮をとるࡍɼฦを行った者ɼ学ੜূにΑる出੮登録のΈを行いɼٛߨは受ߨせずୀ出するなͲのෆ

ਖ਼行ҝを行った者はռॲされる場合が͋Γ·す。

（2）暴風警報，災害および交通機関の遅延等に伴う授業等の取扱い
　͜の͜とについてはɼ1 ʵ 24 ～ 25 ページの取ѻ内نにৄしく記載されてい·す。なおɼిにΑる問い合わせにはԠ

͡かͶ·す。

　෩ܯ報ɼࡂおΑびަ௨ؔػのԆ等（以Լ෩ܯ報等という）にう場実習と৯加実習の取ѻいについてはɼ

Լ記の要ྖでɼ実習を行い·す。

ᶃ　Ԡ用ੜԽ学科の場実習ɼ৯加実習ɼੜڥ科学科の場実習（ू中）

取ѻいについてはɼ学γスςϜ等でおΒせし·す。

ᶄ　ੜ資ݯ学科の場実習Ⅰ・Ⅱのޕ後Ϋϥス（3・4 前ޕ実施）はɼݶ 10 報等がղআされた場合はɼ௨ܯでに෩·࣌

　　ৗ௨Γ実施いたし·す。

（3）交通機関の遅延等に伴う実験・実習・演習の取扱い
　ަ௨ؔػのԆ等にΑって実ݧ・実習・ԋ習が実施されなかった場合はɼ担当者の指示に従ってくͩさい。

（4）欠席の取扱い
　学෦ではɼ出੮をॏࢹしɼݪଇ授業ճ数の 2 ʗ 3 以্の出੮を受ݧの要݅としておΓɼ要݅をຬたさない者は単位認

定にؔわる各種ݧࢼを受ける͜とができない場合が͋Γ·す。

　実ݧ・実習・ԋ習おΑびମ育実ٕの科目はɼݪଇとしてɼܽ੮が認めΒれ·せΜ。

௨事項のڞҾ等ɼʮܽ੮ಧʯについてはɼશ学س　 1 ʵ 1ÿ ページを確認してくͩさい。
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4．成績と試験（1 ʵ 20 ～ 23 ページ参রしてくͩさい）

（1）成績
ᶃ　成はɼ定ݧࢼظ（・ݧࢼ࠶）ɼϨϙート提出おΑびฏৗ等をجにして૯合తに授業科目担当者のධՁج準にΑΓ

ධՁされ·す。

　　たͩしɼ定ظおΑび・ݧࢼ࠶を実施する科目についてはɼ受ݧしなけれ成ධՁのରとはなΓ·せΜ。

ᶄ　成はɼ100 ຬとしɼý0 以্を合格とし·す。

ᶅ　成のධՁはɼ次のとおΓです。

4（ल） 100 ～90 

̖（༏） ÿ9 ～ÿ0 

̗（ྑ） þ9 ～þ0 

̘（Մ） ý9 ～ý0 

' （ෆՄ） 59 ～ç0 

ᶆ　合格と定された授業科目についてはɼ学ଇに定める単位を༩え·す。

ᶇ　取得した単位はɼその取Γফしを認め·せΜ。

（2）受験資格および単位の認定
ᶃ　受ݧ資格

ٛߨ科目についてはɼ授業ճ数の 2 ʗ 3 以্出੮しなけれなΓ·せΜ。

実ݧ・実習・ԋ習おΑびମ育実ٕの科目はݪଇとしてɼܽ੮が認めΒれ·せΜ。

ᶄ　単位の認定

そのظの終了࣌（ྫ֎͋Γ）に実施するݧࢼに合格しなけれ単位は認めΒれ·せΜ。

実ݧ・実習おΑびԋ習等についてはɼච記ݧࢼを行わずにϨϙートの提出等にΑって単位を認定する͜とが͋Γ·す。

（3）定期試験
ᶃ　定ݧࢼظは௨ৗɼþ 月্०ࠒɼ12 月中०ࠒに発表されるݧࢼの࣌間ׂ表にͮجいて行われ·す。

ᶄ　ू中ٛߨのݧࢼはɼݪଇとしてू中ٛߨ最終に行われ·す。

ᶅ　ཤ修登録した授業科目以֎は受ݧでき·せΜ。たとえɼ受ݧしてແޮとなΓ·す。

ᶆ　定ݧࢼظの݁Ռはɼ前ظの場合 ÿ 月Լ०ࠒにɼ後ظの場合 2 月中०ࠒに学γスςϜ্で確認でき·す。

　　ిにΑる成の問い合わせは一受け付け·せΜ。

（4）追試験および再試験
ᶃ　ݧࢼはɼむを得ない事༝（1 ʵ 20 ページを参রしてくͩさい）にΑΓ定ݧࢼظを受ݧできなかった者のために行いɼ

ظの݁Ռɼෆ合格となった者のために行い·す。必修科目はଔ業に必要な科目ですかΒ定ݧࢼظは必修科目で定ݧࢼ࠶

。のରになΓ·せΜݧࢼ࠶を受けてくͩさい。ଞ学科・ଞ学෦ཤ修ੜはݧࢼ࠶でෆ合格になった場合ɼ必ずݧࢼ

ᶄ　ݧࢼ·たはݧࢼ࠶はɼ前ظɼ後ظそれぞれの定ݧࢼظ終了後ɼ一定ظ間をおいて行われ·す。いずれ申が必要

になΓ·す。申手続ظ間はɼݧࢼは定ظݧࢼظ間中ɼݧࢼ࠶は定ݧࢼظ成発表後です。手続きظ間がҟなΓ·す。

。ର科目については掲示等で必ず確認してくͩさいݧࢼ࠶

ᶅ　定ݧࢼظをܽ੮した者はݧࢼ࠶を受ݧでき·せΜ。

5．進級・卒業要件
　ਐڃ・ଔ業要݅についてはɼʮ5� 教育՝ఔʯʮ（3）教育՝ఔ一ཡ表ʯ内に記載が͋Γ·すのでɼ必ず確認してくͩさい。

6．研究室配属
　ଔ業ڀݚとθϛφールⅡは 4 年次に։ߨされɼθϛφールⅠは 3 年次後ظに各ࣨڀݚで։ߨされ·す。そのためɼੜ資

学科ではݯ 2 年次後ظにɼԠ用ੜԽ学科とੜڥ科学科では 3 年次前ظにɼそれぞれઐ߈予定のࣨڀݚを決定し·す。
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7．卒業研究等の再履修について
　ଔ業ڀݚθϛφールⅡの単位がෆ足してଔ業がอཹになった場合ɼ学ੜのॴଐするࣨڀݚの指導教員のಉҙの্ɼ3 月

にʮܧ続ཤ修確認ॻʯを提出してくͩさい。

　બࢶはɼ9 月ଔ業を目指すのかɼ前ٳظ学しɼ後ظ෮学して次年の 3 月にଔ業を目指すのかɼしくは 1 年間ཤ修し

て次年の 3 月にଔ業を目指すのかɼの 3 ௨Γです。たͩしɼ͜の確認ॻはଔ業をอোするのでは͋Γ·せΜのでɼくれ

͙れ͝ҙくͩさい。

8．転学部および転学科
స学෦とはɼଞ学෦かΒ学෦へɼ·たは学෦かΒଞ学෦へ学෦をసずる͜とをいい·す。

స学෦をࢤ望する者はɼࢤ望学෦の定めると͜Ζに従ってくͩさい。

స学科とはɼ学෦内において学科をసずる͜とをいい·す。

બํߟ๏についてはɼ12 月ࠒに発表するస学෦等ݧࢼ要項を参রしてくͩさい。

9．入学前に他大学で取得した単位の取扱い
　ຊ学に入学する前ɼଞ大学にࡏ੶していてɼその大学の単位を取得していた場合ɼ学ଇୈ 2þ にΑΓɼ教育্༗ӹと認め

Βれれɼ学෦の単位を取得したのとして認定する͜とができ·す。当該学ੜはɼ入学後ɼかに学センター૭ޱ

で૬談してくͩさい。

10．大学院農学研究科への進学
（1）学ڀݚ科の֓要

　ຊ学では大学ӃをઃஔしておΓɼ学では大学Ӄ学ڀݚ科が͋Γ·す。大学Ӄは学෦教育に加えてさΒにਂい学

ࣝをに付けɼ高いઐੑを要する職業等に従事するのに必要なྗをཆいたい者のためにઃஔされておΓɼ修࢜՝ఔな

Βびにത࢜後ظ՝ఔが͋Γ·す。修業年ݶは修࢜՝ఔが 2 年ɼത࢜後ظ՝ఔが 3 年となってい·す。

（2）学ڀݚ科への入学

　大学Ӄ修࢜՝ఔの出ئ資格は大学ଔ業者おΑびଔ業予定者ですがɼ大学Ӄを受ݧするには༏लな成を修めている͜と

が必要とされ·す。従ってਐ学希望者は 1 年次かΒྑい成を͋͛るΑうྗしてくͩさい。

　大学Ӄ修࢜՝ఔの入学ݧࢼについてはɼþ 月にਪન入学ݧࢼɼ9 月に一ൠ1）ݧࢼ 次）ɼ1 月に一ൠ2）ݧࢼ 次）を予定

してい·す。

（3）学位の授༩

　大学Ӄの学ੜはઐ修する科目の指導教員のとで必要なڀݚ指導を受けɼٛߨɼ実ݧおΑびԋ習科目をཤ修しɼ各՝ఔ

修了に必要な単位を修得する必要が͋Γ·す。ॴ定の年ݶ以্ࡏ学しɼॴ定の単位を修得したうえɼ学位จを提出してɼ

その審査なΒびにݧࢼに合格した者には修࢜（学）·たはത࢜（学）の学位が授༩され·す。
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その他２

学生関係
1．指導教員制度

　͜の੍はɼきめのࡉかい学ੜ指導・૬談を行う͜とを目తとしてɼઃけΒれたのです。
　۩ମతにはɼ

ᶃ　ཤ修ํ๏ɼ出੮ɼ成ɼਐڃɼଔ業にؔする͜と。
ᶄ　学ੜੜ্׆の提出ॻྨɼ手続きにؔする͜と。

　学෦ではɼ学੶ҟಈにؔわるॻྨ（ٳ学ئ・ୀ学ئ・෮学ئ等）を提出するࡍにɼ必ず指導教員との面談が必要
になΓ·す。

ᶅ　学ੜのΈ͝と。
についてɼ指導教員が指導・૬談に͋たΓ·す。
　入学࣌の指導教員は学ੜの学੶൪号ॱにׂΓৼΒれ·す。ੜ資ݯ学科では 2 年次にઐࣨڀݚ߈を決め·すのでɼ3 年
次の 4 月以߱はઐࣨڀݚ߈の教員が指導教員になΓ·す。Ԡ用ੜԽ学科とੜڥ科学科では 3 年前ظにઐࣨڀݚ߈を決
め·すのでɼ3 年次の ÿ 月 1 付でઐࣨڀݚ߈の教員に指導教員がมߋされ·す。なおɼ4 年次にਐڃができない場合でɼ
。ଐ後の教員がҾき続き指導に͋たΓ·すࣨڀݚ
　各指導教員は 1 年次のΦϦΤンςーγϣンでする資ྉに掲載されてい·す。

2．悩みごと相談
　最ۙはΈ͝とが͋ってɼ指導教員はちΖΜɼՈに૬談できないΈがଟいΑうです。そのΑうな場合には学ੜ
૬談ࣨの૬談員（Χンセϥー）が学ੜの૬談にԠ͡てくれ·す。ৄしくは 1 ʵ 3ÿ ページを͝ཡくͩさい。ϓϥΠόγーは

ेにकΒれ·すしɼ૬談員は学෦の教員学ੜとؔしてい·せΜ。心のΈがѱԽする前にɼ༐ؾを出して૬談し
てくͩさい。

3．学生ロッカー貸出し制度
　学෦ではɼ学ੜ実࣌ݧにɼ実ࣨݧに持込むՙを最খݶにするためɼ入学࣌にϩοΧーをି༩してい·す。

ᶃ　ି༩ର者ɿ1 ～ 3 年ੜ
　ཹ年をした場合はɼผのϩοΧーをି༩し·すのでɼ学෦事ࣨ（ڞ௨ٛߨ౩・2 ֊）へ申し出てくͩさい。

ᶄ　ཧ
　ି༩されたϩοΧーはɼݤをかけɼきちΜとཧしてくͩさい。
　ϩοΧーは学ੜ実࣌ݧの一࣌తなՙஔき場で͋ΓɼஔわΓに使用しないでくͩさい。
。のはෛい·せΜ࣌ॏはϩοΧーに入れずɼに付け·しΐう。ฆࣦو　

ᶅ　ฦ٫
　ϩοΧーは 3 年次の後ظ定ݧࢼظ終了࣌·でにݤؚめてۭにしてくͩさい。
　掲示でظを指定し·すのでɼ次に使用する৽入ੜのためにɼϩοΧーの中をۭにしてくͩさい。
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学則および関連規程等
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1．名城大学学則（抜粋）

第1章　総　　則

　（目的）
第 1 条　ຊ大学は、教育جຊ๏及び学校教育๏のن定すると͜Ζ

に従い、学ज़の中心として、ਂくઐの教育ڀݚを行い、合わ
せて൚な教ཆをഓい、తなੑと๛かなਓ間ੑを備えた
༗なਓ材をཆ成するととに学ज़・จԽのਐలにد༩する͜
とを目తとする。

　（自己評価等）
第 2 条　ຊ大学は、その教育ڀݚਫ準の向্をਤΓ、ຊ大学の目

త及びࣾձత使໋をୡ成するため、教育׆ڀݚಈ等の状گにつ
いてࣗΒݕ及びධՁを行い、その݁Ռをެ表する。

ᶄ　前項のݕ、ධՁ等にؔする͜とは、ผに定める。
ᶅ　ୈ 1 項のݕ及びධՁの݁Ռについては、ຊ大学の職員以֎

の者にΑるূݕを行う。
　（情報の積極的な提供）
第 2 条の 2　ຊ大学における教育׆ڀݚಈ等の状گについては、

。を行うڙతに報の提ۃੵ、行への掲載等にΑってץ

第 2 章　組　　織

　（学部）
第 3 条　ຊ大学に、次の学෦及び学科をஔく。

๏　ç学　ç෦　　๏学科
ܦ Ӧ 学 ෦　　ܦӦ学科、ܦࡍࠃӦ学科
ܦ ࡁ 学 ෦　　ࡁܦ学科、࢈業ࣾձ学科
ཧ  学 ෦　　 数学科、ిࢠిؾ学科、材ྉػ学

科、Ԡ用Խ学科、ػց学科、ަ௨ػց
ج学科、ࣾձ学科、ϝΧトϩχΫス
൫σβΠン学科、ڥ学科、ݐ
ங学科

　ç学　ç෦　　ੜ資ݯ学科、Ԡ用ੜԽ学科、
ੜڥ科学科

ༀ　ç学　ç෦　　ༀ学科
ࢢ報学෦　　ࢢ報学科
ਓ 間 学 ෦　　ਓ間学科
֎ ࠃ ޠ 学 ෦　　ࡍࠃӳޠ学科
 報  学 ෦　　報学科

ᶄ　前項の各学෦及び学科のऩ༰定員は、ผ表ୈ 1 のとおΓとする。
　（学部の人材の養成に関する目的）
第 3 条の 2　前に定める学෦͝とのਓ材のཆ成にؔする目తそ

のଞの教育্ڀݚの目తにؔしては、以ԼのΑうに定める。
（ 1  ）๏学෦は、๏తߟࢥ及び๏తૉཆを修得させる͜とにΑ

Γ、ࣾձのΈなΒずࣗݾにରする؍٬తなࢹを持ち、ਖ਼ٛ
え断する͜とのできるߟを݉Ͷ備えて、ࣗで؍とྙཧײ
ਓ材のཆ成を目తとする。

（ えΒれたࢧい教ཆににΈ、෯֮ײࡍࠃ、Ӧ学෦はܦ（  2
شӦ諸科学のཧత・実ફతྗをࣾձのଟ༷なྖҬで発ܦ
するਓ材のཆ成を目తとする。

（ 、つめݟという一つの૭を௨͡てࣾձをࡁܦ、学෦はࡁܦ（  3
ଟ༷Խ・ෳࡶԽするࣾձにॊೈにରԠできるཱࣗతਓ間のཆ
成を目తとする。

（ 4  ）ཧ学෦は、෯いૉཆを備え、ࣾձに௨用するઐ
ࣝとそのԠ用ྗを持ち、科学ٕज़者としてࣗΒの手で৽しい
をతにΓいてΏくਓ材のཆ成を目తとする。

（ 5  ）学෦は、ੜ໋科学、৯ྉ・健康科学、ڥ科学をج൫
とした෯いઐత学ࣝを༗し、ಎྗ、ྗおΑび実ફ
ྗを備え、ࣾձにݙߩできるਓ材のཆ成を目తとする。

（ ý  ）ༀ学෦は、ༀ学の確かなࣝ、ٕととに、ੜ໋のଚさを
Γ、๛かなਓ間ੑとྙཧ؍をち、ਓʑの健康とࢱの向্
にݙߩできるਓ材のཆ成を目తとする。

（ þ  ）ࢢ報学෦は、αーϏスαΠΤンスの؍かΒ、ࢢ
にؔする૯合తࣝとόϥンス֮ײをซせ持ち、·ちͮくΓ
৫ܦӦにؔする༷ʑな՝をੳし、ղ決するਓ材のཆ
成を目తとする。

（ ÿ  ）ਓ間学෦は、ਓ間ੑへのಎを中֩にすえたいࢹと
ਂい教ཆを持ち、๛かなਓ間ੑにཪ打ちされ、ࡍࠃతな
で׆༂できるίϛュχケーγϣンྗと行ಈྗを備えたਓ
材のཆ成を目తとする。

（ Խのਪਐをཧ೦とし、άϩーόϦθーࡍࠃ、学෦はޠࠃ֎（  9
γϣンがਂԽするੈքにおいてٻめΒれる実ફతなίϛュχ
ケーγϣンྗを༗し、ڥࠃをӽえて׆༂できる、以Լに掲͛
るྗを備えたਓ材のཆ成を目తとする。
ᶃάϩーόルԽࣾձの最前ઢで׆༂できるӳޠのӡ用ྗを

༗したਓ材
ᶄΞジΞをは͡めとするւ֎の事に௨͡、ҟจԽࣾࡍࠃ

ձにରしてਂいཧղྗを持ったਓ材
ᶅຊのྺ࢙、จԽ、ࣾձをਂくཧղし、ຊのཱ場事

をੈքに発৴するྗを備え、άϩーόルԽࣾձをΓ
։いて行く͜とができるਓ材

（ 10）報学෦は、෯いૉཆを備え、ࣾձに௨用する報
学のઐࣝとそのԠ用ྗを持ち、報ٕज़者としてࣗΒ
の手で৽しいをతにΓいてΏくਓ材のཆ成を目
తとする。

　（大学院）
第 4 条　ຊ大学に、大学Ӄをஔく。
ᶄ　大学Ӄにؔする͜とは、ผに定める。
　（専攻科）
第 5 条　ຊ大学に、ઐ߈科をஔく。
ᶄ　ઐ߈科にؔする͜とは、ผに定める。
　（附属施設等）
第 6 条　ຊ大学に、次の教育ڀݚの施ઃ等をஔく。
（ ॴڀݚ（  1
（ 2  ）学෦ෟଐ場
（ 3  ）そのଞෟଐ施ઃ等
ᶄ　教育ڀݚの施ઃ等にؔする͜とは、ผに定める。
　（附属図書館）
第 7 条　ຊ大学に、ෟଐਤॻؗをஔく。
ᶄ　ෟଐਤॻؗにؔする͜とは、ผに定める。

第 3 章　学年・学期及び休業日

　（学年）
第 12 条　学年は、4 月 1 に࢝·Γ、ཌ年 3 月 31 に終わる。
　（学期）
第 13 条　学年を次の 2 学ظにける。
　　　前4　ظ 月 1 かΒ 9 月 13 ·で
　　　後9　ظ 月 14 かΒཌ年 3 月 31 ·で
　（休業日）
第 14 条　ٳ業は、次のとおΓとする。
（ 1  ）༵
（ ຽのॕにؔする๏（তࠃ（  2 23 年๏ୈ 1þÿ 号）に定
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めるٳ
（ 3  ）Նٳق業　ÿ 月্०かΒ 9 月 13 ·で
（ 4  ）ౙٳق業　12 月Լ०かΒཌ年 1 月্०·で
（ 5  ）य़ٳق業　2 月্०かΒ 3 月 31 ·で
ᶄ　必要が͋る場合、前項に定めるのの΄か、ٳ業を定め、

ຢはมߋする͜とができる。

第 4 章　修業年限及び在学年限

　（修業年限）
第 15 条　学෦の修業年ݶは、4 年とする。たͩし、ༀ学෦にお

いては、ý 年とする。
　（在学年限）
第 16 条　学ੜは、ÿ 年をえてࡏ学する͜とはできない。たͩし、

ୈ 22 ຢはୈ 23 のن定にΑΓ入学ຢはస学෦等が許Մされ
た者のࡏ学年ݶは、ผに定める。

ᶄ　前項のن定にかかわΒず、ༀ学෦のࡏ学年ݶは、12 年とする。

第 5章　入　　学

　（入学の時期）
第 17 条　ຊ大学の入学のظ࣌は、ຖ年 4 月とする。たͩし、ୈ

10 ষ及びୈ 11 ষに定めるのについては、学ظの࢝めとする
͜とができる。

　（入学資格）
第 18 条　ຊ大学に、入学できる者は、次の各号の 1 に該当する

者とする。
（ 1  ）高等学校ຢは中等教育学校をଔ業した者
（ 2  ）௨ৗの՝ఔにΑる 12 年の学校教育を修了した者
（ において学校教育におけるࠃ֎（  3 12 年の՝ఔを修了した者

ຢは͜れに準ずる者で、จ෦科学大ਉの指定したの
（ 4  ）จ෦科学大ਉが高等学校の՝ఔとಉ等の՝ఔを༗する

のとして認定したࡏ֎教育施ઃの当該՝ఔを修了した者
（ 5  ）ઐ修学校の高等՝ఔ（修業年ݶが 3 年以্で͋る͜とそ

のଞจ෦科学大ਉが定めるج準をຬたすのにݶる。）でจ
෦科学大ਉがผに指定するのをจ෦科学大ਉが定める以
後に修了した者

（ ý  ）จ෦科学大ਉの指定した者（ত 23 年จ෦ল告示ୈ 4þ 号）
（ þ  ）高等学校ଔ業ఔ認定نݧࢼଇにΑる高等学校ଔ業ఔ

認定ݧࢼに合格した者（نچఔにΑる大学入学資格ݕ定に合
格した者をؚむ。）

（ ÿ  ）高等学校に 2 年以্ࡏ学した者ຢは͜れに準ずる者でจ
෦科学大ਉの指定したので͋って、ຊ大学において、数学
のにおけるಛに༏れた資࣭を༗し、かつ、高等学校をଔ
業した者とಉ等以্の学ྗが͋ると認めた者

（ 9  ）学校教育๏ୈ 90 ୈ 2 項のن定にΑΓ大学に入学した者
で͋って、当該者をその後に入学させる大学において、大学
における教育を受けるに;さわしい学ྗが͋ると認めた者

（10）ຊ大学において、ݸผの入学資格審査にΑΓ、高等学校を
ଔ業した者とಉ等以্の学ྗが͋ると認めた者で、1ÿ にࡀ
ୡした者

　（編入学・転入学及び再入学）
第 22 条　次の各号の 1 に該当する者で、ฤ入学、స入学ຢは࠶

入学（以Լʮฤ入学等ʯという。）をئࢤする者については、
બߟのうえ、૬当年次にฤ入学等を許Մする。

（ 1  ）大学をଔ業した者ຢはୀ学した者
（ 2  ）ظ大学、高等ઐ学校、ཱࠃچ業教員ཆ成ॴຢはࠃ

ཱཆޢ教་ཆ成ॴをଔ業した者

（ 3  ）ઐ修学校のઐ՝ఔ（修業年ݶが 2 年以্、૯授業࣌数
が 1þ00 、る。）を修了した者（たͩしݶ間以্で͋るのに࣌
学校教育๏ୈ 90 ୈ 1 項にن定する大学入学資格を༗する
者にݶる。）

（ 4  ）学校教育๏施行نଇෟଇୈ þ に定める従前のن定にΑ
る高等学校、ઐ学校एしくは教員ཆ成諸学校等の՝ఔを修
了、ຢはଔ業した者

（ 5  ）高等学校のઐ߈科の՝ఔ（修業年ݶが 2 年以্で͋る͜
とそのଞのจ෦科学大ਉの定めるج準をຬたすのにݶる。）
を修了した者（たͩし、学校教育๏ୈ 90 ୈ 1 項にن定す
る大学入学資格を༗する者にݶる。）

　（転学部等）
第 23 条　స学෦・స学科・ίースมߋ（以Լʮస学෦等ʯという。）

をئࢤする者については、બߟのうえ、当該の学෦、学科、ίー
スの૬当年次にస学෦等を許Մする。

第 6章　教育課程・履修方法等

　（教育課程）
第 24 条　教育՝ఔは、各授業科目を必修科目、બ科目及びࣗ

༝科目とし、બ科目については、学修ํ๏にΑΓબ必修科
目ຢはબ科目に۠する。

ᶄ　前項に定める教育՝ఔは、各年次に当してฤ成するのと
する。

ᶅ　授業科目、単位数及びଔ業要݅は、ผ表ୈ 2 及び各学෦ཤ修
要項のとおΓとする。

ᶆ　ୈ 43 及びୈ 44 で定める֎ࠃਓཹ学ੜ及びঁࢠࠃؼとし
て入学した者については、前項ผ表ୈ 2 にن定する授業科目の
΄か、ผ表ୈ 3 に定める授業科目をஔく。

ᶇ　ୈ 44 の 2 に定めるަཹ学ੜとして入学した者について
は、ผ表ୈ 2 にن定する授業科目の΄か、ผ表ୈ 3 の 2 に定め
る授業科目をஔく。

ᶈ　ཤ修ํ๏にؔする͜とは、ผに定める。
　（教育内容等の改善）
第 24 条の 2　ຊ大学は、授業の内༰及びํ๏のվળをਤるため

の৫తなݚ修及びڀݚを行う。
ᶄ　前項のݚ修及びڀݚにؔする͜とは、ผに定める。
　（単位）
第 25 条　授業科目の単位は、次の各号のج準にΑるのとする。
（ 及びԋ習については、15ٛߨ（  1 間かΒ࣌ 30 間·での授業࣌

間をって࣌ 1 単位とする。
（ 2  ）実ݧ、実習及び実ٕについては、30 間かΒ࣌ 45 間·で࣌

の授業࣌間をって 1 単位とする。
ᶄ　前項のن定にかかわΒず、ଔ業จ、ଔ業ڀݚ、ଔ業੍作等

の授業科目については、͜れΒの学修の成ՌをධՁして単位を
༩える͜とができる。

　（単位の授与）
第 26 条　授業科目をཤ修し、ݧࢼに合格した者には、ॴ定の単

位を༩える。
　（入学前の既修得単位等の認定）
第 27 条　教育্༗ӹと認めるときは、ຊ大学のୈ 1 年次に入学

した者が、入学前に、次の教育施ઃ等（֎ࠃの大学をؚむ。）
において行った学修及び修得した単位を、大学ઃஔج準に定め
ると͜ΖにΑΓ、ຊ大学が定める授業科目をཤ修して修得した
のとΈなし、ý0 単位をえないൣғで認定する͜とができる。

（ 1  ）大学ຢはظ大学
（ 2  ）ظ大学ຢは高等ઐ学校のઐ߈科
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（ 3  ）จ෦科学大ਉの定めるの
　（本大学以外における修得単位等の認定）
第 28 条　学ੜが、ຊ大学以֎の教育施ઃ等で行った学修及び修

得した単位の認定は、前のن定を準用する。
ᶄ　前項の修得したのとΈなす単位数は、ୈ 2þ にΑΓ修得

したのとΈなす単位数と合わせて ý0 単位をえないൣғで
認定する͜とができる。

　（編入学等及び転学部等の単位等の認定）
第 29 条　ฤ入学等及びస学෦等をした学ੜのطにཤ修した授業

科目及び修得した単位は、各学෦において認定する。
　（多様なメディアを高度に利用して行う授業）
第 29 条の 2　ຊ大学は、จ෦科学大ਉがผに定めると͜ΖにΑΓ、

ଟ༷なϝσΟΞを高にར用して行う授業を教ࣨ等以֎の場ॴ
でཤ修させる͜とができる。

　（成績）
第 30 条　ཤ修科目の成は、ल（4）、༏（̖）、ྑ （̗）、Մ（̘）

及びෆՄ（̛）の 5 種のධޠをって表わし、ल（4）、༏（̖）、
ྑ（̗）及びՄ（̘）を合格とする。　　　

第 7章　休学・転学・留学・退学等

　（休学）
第 31 条　࣬පそのଞむを得ないཧ༝にΑΓ、3 月以্修学す

る͜とができない者は、学෦教授ձのٞをܦて、学෦の許Մ
を得てٳ学する͜とができる。

ᶄ　ٳ学ظ間は、1 年以内とする。たͩし、ಛผのཧ༝が͋る場
合は、1 年をݶとして、ٳ学ظ間のԆを認める͜とができる。

ᶅ　ٳ学ظ間は、௨ࢉして 4 年をえる͜とができない。
ᶆ　ٳ学ظ間は、ࡏ学年ݶにࢉ入しない。
　（復学）
第 32 条　ٳ学ظ間中にそのཧ༝がফ໓したときは、学෦教授ձ

のٞをܦて、学෦の許Մを得て෮学する͜とができる。
　（転学）
第 33 条　ଞの大学に入学ຢはస入学をئࢤする者は、学෦に

。い出て、͋Βか͡めその許Մを得なけれなΒないئ
　（留学）
第 34 条　֎ࠃの大学ຢはظ大学で学修する͜とをئࢤする者

は、学෦の許Մを得てཹ学する͜とができる。
ᶄ　ཹ学ظ間は、ୈ 3ÿ に定めるࡏ学ظ間にؚめる͜とができ

る。
　（退学）
第 35 条　࣬පそのଞむを得ないཧ༝にΑΓ、ୀ学しΑうとす

る者は、学෦教授ձのٞをܦて、学の許Մを得てୀ学する͜
とができる。

　（除籍）
第 36 条　次の各号の 1 に該当する者は、学෦教授ձのٞをܦて、

学がআ੶する。
（ 1  ）ୈ 1ý に定めるࡏ学年ݶをえた者
（ 2  ）ୈ 31 に定めるٳ学ظ間をえてなお修学できない者
（ 3  ）学අをೲ入しない者
（ 4  ）そのଞ成業のݟ込Έがないと認めΒれる者
　（復籍）
第 37 条　前にΑΓআ੶された者で෮੶しΑうとするのは、

学෦教授ձのٞをܦて、学の許Մを得て෮੶する͜とができ
る。たͩし、前ୈ 1 号にΑΓআ੶された者はআく。

第 8章　卒業及び学位の授与

　（卒業及び学位の授与）
第38条　次の各号の 1 に該当する者には、学෦教授ձのٞをܦて、

学෦がଔ業を認定し、学は、学࢜の学位を授༩する。
（ 1  ）ຊ大学に 4 年以্ࡏ学し、ୈ 24 に定める 124 以্の単

位を修得した者
（ 2  ）ຊ大学に 3 年以্ࡏ学し、ผに定める要݅をຬたした者

第 9章　教職課程及び学芸員課程

　（教育職員免許状の取得）
第 39 条　教育職員免許状を取得しΑうとする者は、教育職員免

許๏及びಉ施行نଇに定める単位を修得しなけれなΒない。
ᶄ　教職՝ఔにؔする授業科目、単位数、ཤ修ํ๏等は、ผ表ୈ

4 のとおΓとする。
　（教育職員免許状の種類）
第 40 条　ຊ大学において、ॴ定の単位を修得した者は、ผ表ୈ 5

の教育職員免許状を取得する͜とができる。
　（学芸員資格の取得）
第 40 条の 2　学芸員の資格を取得しΑうとする者は、തؗ๏

及びಉ施行نଇに定める単位を修得しなけれなΒない。
ᶄ　学芸員՝ఔにؔする授業科目及び単位数は、ผ表ୈ ý のとお

Γとする。
　（教員免許状更新講習）
第 40 条の 3　ຊ大学において、教育職員免許๏にͮجく教員免

許状ߋ৽ߨ習を։ઃする͜とができる。
ᶄ　教員免許状ߋ৽ߨ習にؔする͜とはผに定める。

第 10 章　科目等履修生及び研究生

　（科目等履修生）
第 41 条　ຊ大学において、授業科目につきཤ修する͜とをئࢤ

する者については、教育ڀݚにࢧোのない場合にݶΓ、બߟの
うえ、科目等ཤ修ੜとして入学を許Մする。

ᶄ　授業科目をཤ修し、ݧࢼに合格した者には、ॴ定の単位を༩
える。

　（研究生）
第 42 条　ຊ大学において、ઐ事項につきڀݚする͜とをئࢤ

する者については、教育ڀݚにࢧোのない場合にݶΓ、બߟの
うえ、ڀݚੜとして入学を許Մする。

第 11 章　外国人留学生、帰国子女及び交換留学生

　（外国人留学生）
第 43 条　֎ࠃਓで、大学において教育を受ける目తをって入

֎、のうえߟする者については、બئࢤし、ຊ大学に入学をࠃ
。ਓཹ学ੜとして入学を許Մするࠃ

　（帰国子女）
第 44 条　ঁࢠࠃؼで、ຊ大学に入学をئࢤする者については、

બߟのうえ、ঁࢠࠃؼとして入学を許Մする。
　（交換留学生）
第 44 条の 2　ຊ大学とのަྲྀڠ定及び加ໍ校間のަཹ学をਪਐ

するஂମとのڠ定にͮجきւ֎の大学かΒຊ大学へݣされた
者は、બߟのうえ、ަཹ学ੜとして入学を許Մする。

第 12 章　賞　　罰

　（表彰）
第 45 条　学ੜとして表জにՁする行ҝが͋った者は、学෦教授

ձ及びٞڠձのٞをܦて、学が表জする。
　（懲戒）
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第 46 条　ຊ大学のنଇにҧຢは学ੜとしてのຊにする行
ҝをした者は、学෦教授ձ及び大学ٞڠձのٞをܦて、学が
ռする。ռの手続き等については、ผに定める。

ᶄ　前項のռの種ྨは、ୀ学、ఀ学及び܇告とする。
ᶅ　前項のୀ学は、次の各号の 1 に該当する場合に行う。
（ 1  ）ੑ行ෆྑでվળのݟ込Έがないと認めΒれる者
（ 2  ）ຊ大学のடংをཚし、そのଞ学ੜとしてのຊにஶしく

した者

第 13 章　厚生施設

　（学生寮等）
第 47 条　ຊ大学に、学ੜྈ等をஔく。
ᶄ　学ੜྈ等にؔする͜とは、ผに定める。

第 14 章　公開講座

　（公開講座）
第 48 条　ࢢຽ及びҬࣾձの教育จԽの発లにݙߩするため、

ຊ大学にެ։࠲ߨを։ઃする͜とができる。
ᶄ　ެ։࠲ߨにؔする͜とは、ผに定める。

第 15 章　学　費　等

　（学費等）
第 49 条　学අ等の種ྨ及びそのֹは、学校๏ਓ໊大学のઃஔ

する学校の学අ等にؔするنଇに定めると͜ΖにΑる。

第 1章　総　　則

　（目的）
第 1 条　͜のنఔは、໊大学学ଇ（以Լʮ学ଇʯという。）に

定めるのの΄か、教にؔする必要な事項を定める͜とを目
తとする。

第 2章　学籍簿及び学生証

　（学籍簿）
第 2 条　໊大学（以Լʮຊ学ʯという。）にॴ定の学੶を備え、

そのอは学センターで行う。
ᶄ　学੶の記載事項にมߋがੜ͡たときは、ちに、ॴ定の用

。にそのཧ༝を記入のうえ、学෦にಧけ出なけれなΒないࢴ
　（学生証の交付等）
第 3 条　ຊ学に入学した者には、学ੜূをަ付する。
ᶄ　学ੜূの༗ޮظ間は、1 年とする。
ᶅ　学ੜは、学ੜূに記載されたҙ事項を९कしなけれなΒ

ない。
ᶆ　学ੜূのަ付のظ࣌、ํ๏等は各学෦で定める。

第 3章　授業及び履修科目の登録

　（授業）
第4条　ຊ学における授業は、年のॳめに、授業科目、༵ 、ݶ࣌、

授業科目を担当する教育職員等を、各学෦でঝ認したのを学
センターにおいて、授業࣌間ׂ表にΑΓެ表し実施する。た
ͩし、ू中ٛߨ等については、ผに͜れをެ表し実施する͜と
が͋る。

ᶄ　ަ௨ؔػのストϥΠΩの実施、෩ܯ報の発ྩ、ࡂ等の発

ੜ及び大نにؔする定ձটू࣌の授業の取ѻいにؔす
る͜とは、ผに定める。

　（履修科目の登録）
第 5 条　学ੜは、ཤ修科目として登録する͜とができる単位数に

にཤ修しΑうとする授業科目をظき、その年ຢはその学ͮج
બし、指定されたظ間内に、ཤ修科目の登録をしなけれな
Βない。

ᶄ　前項の定めると͜ΖにΑΓ、ॴ定の単位を༏れた成をっ
て修得した学ੜについては、次年ຢは次学ظに、前項に定め
る্ݶをえてཤ修科目の登録を認める͜とができる。

ᶅ　次の各号のいずれかに該当した授業科目のཤ修はແޮとする。
（1）未登録の授業科目のཤ修
（2）ಉ一࣌間ଳにෳ数の授業科目のཤ修
に単位を修得した授業科目のཤ修ط（3）

ᶆ　提出されたཤ修ಧのมߋは、学෦等でಛに認めた場合の΄か
は行う͜とができない。

ᶇ　そのଞཤ修にؔする必要な͜とは、学෦等で定める。
　（他学部の授業科目の履修）
第 6 条　学ੜは、ॴଐ学෦の授業科目の΄かにଞの学෦の授業科

目をཤ修する͜とができる。
ᶄ　ଞの学෦の授業科目のཤ修を希望する者は、ॴଐ学෦をܦ

て、ཤ修を希望する学෦の学෦の許Մを得なけれなΒない。
ᶅ　ཤ修を許Մする授業科目、単位の認定及びそのଞ必要な͜と

は、当該྆学෦で定める。
　（副専攻）
第 6 条の 2　学ੜは、ଞの学෦・学科の授業科目の中かΒ指定さ

れたಛ定の授業科目を෭ઐ߈科目としてཤ修する͜とがで
きる。

ᶄ　෭ઐ߈にؔするそのଞ必要な͜とは、ผに定める。
　（他大学の授業科目の履修）
第 7 条　学ੜは、ຊ学の授業科目の΄かにʮ単位ޓにؔするแ

。定ʯに加ໍする大学の授業科目をཤ修する͜とができるڠׅ
ᶄ　ଞ大学の授業科目のཤ修を希望する者は、ॴ定の手続をܦて、

科目։ઃ大学の許Մを得なけれなΒない。
ᶅ　ଞ大学で登録ཤ修できる単位及びそのଞ必要な͜とは、ผに

定める。

第 4章　試験・成績・単位認定等

　（試験）
第 8 条　ݧࢼは、定ݧࢼظ、ݧࢼ及びݧࢼ࠶とする。たͩし、

必要が͋るときは、దٓ、ݧࢼを実施する͜とができる。
ᶄ　ݧࢼは、࣬පそのଞむを得ないཧ༝にΑΓ、定ݧࢼظを

受ݧできなかった者について、1 ճにݶΓ行う。
ᶅ　ݧࢼ࠶は、定ݧࢼظの݁Ռ、ෆ合格になった者について、1

ճにݶΓ行う͜とができる。
ᶆ　ݧࢼのํ๏は、ච記ຢはޱड़にΑるのとする。たͩし、

จそのଞのํ๏にΑΓ、͜れにえる͜とができる。
　（試験の実施）
第 9 条　ݧࢼの実施にؔする͜とは、学෦等で定める。
ᶄ　ަ௨ؔػのストϥΠΩの実施、෩ܯ報の発ྩ、ࡂ等の発

ੜ及び大نにؔする定ձটू࣌のݧࢼの取ѻいにؔす
る͜とは、ผに定める。

　（受験の資格）
第 10 条　受ݧに必要な手続をしなかった者ຢは学අをೲ入しな

かった者は、受ݧできない。
ᶄ　次の各号のいずれかに該当するときは、受ݧできない͜とが

2．教　務　規　程
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͋る。
（ 1  ）授業科目の出੮数が 3 の 2 にຬたないとき
（ 2  ）学ੜ （ূॴ定の受ݧථをؚむ。）を提示できないとき
（ 間以্れたとき࣌後、ॴ定の࢝։ݧࢼ（  3
（ ಜ者の指示に従わないときݧࢼ（  4
（ においてෆਖ਼行ҝをしたときݧࢼ（  5
（ ý  ）そのଞ学෦等で定める事項にҧしたとき
　（成績の評価）
第 11 条　成は、100 をຬとし、ධՁは、90 以্を̨、

ÿ0 以্ 90 未ຬを̖、þ0 以্ ÿ0 未ຬを̗、ý0 以্
þ0 未ຬを̘、ý0 未ຬを̛とする。

ᶄ　成ධՁج準については、次のとおΓとする。

ධՁ 準　ج 数
4 授業目ඪのਫ準をेにୡ成でき、ཱࡍっている。 100 ～ 90
" 授業目ඪのਫ準をेにୡ成できている。 ÿ9 ～ ÿ0
# 授業目ඪのਫ準を֓Ͷୡ成できている。 þ9 ～ þ0
$ 授業目ඪの最低ݶのਫ準をୡ成できている。 ý9 ～ ý0
' 授業目ඪの最低ݶのਫ準をୡ成できていない。 59 ～ 0

　（GPA）
第 11 条の 2　ཤ修指導等において、(1"（άϨーυ・ϙΠント・

ΞϕϨージ）にΑる成ධՁを用いる͜とができる。
ᶄ　(1" のࢉ出ํ๏については、ผに定める。
　（成績の通知）
第 12 条　成は、受ݧ者に௨する。
ᶄ　௨のظ࣌、ํ๏等にؔする͜とは、学෦等で定める。
　（不正行為の禁止）
第 13 条　ݧࢼにおいて、ෆਖ਼行ҝを行ってはなΒない。
ᶄ　ෆਖ਼行ҝの取ѻいについては、内نをって定める。
　（単位の認定及び表記）
第 14 条　学ଇୈ 2þ 及びୈ 2ÿ に定める単位の認定は、学෦

が行う。
ᶄ　࠶入学、స学෦等の学ੜの入学及びస入前に修得した授業科

目の単位、成ฒびにධՁの表記は、各学෦において認定した
単位数、成及びୈ 11 に定めるධՁຢは / の表示をって
行う。

ᶅ　ຊ学以֎の教育施ઃ等において行った学修及び修得した単位
のうち、認定した単位及び成の表記は、単位数の記載とୈ
11 に定めるධՁຢは / の表示をって行う。

　（進級）
第 15 条　学ੜが、্ڃ年次にਐڃするために必要な単位修得ج

準は、学෦で定める。
　（早期卒業の要件）
第 16 条　学ଇୈ 3ÿ ୈ 2 号に定める者は、次の要݅をすてຬ

たした者でなけれなΒない。
（ 1  ）3 年以্のࡏ学で、ຊ学の定めるଔ業要݅としての単位を

༏लな成で修了した者
（ 2  ）学ଇୈ 3ÿ ୈ 2 号にن定するଔ業を希望している者

第 5章　学籍異動の手続等

　（休学の手続）
第 17 条　ٳ学しΑうとする者は、そのཧ༝がੜ͡たときかΒ 1

月以内に、ॴ定の用ࢴにそのཧ༝を記入し、อূਓ࿈ॺのうえ、
学෦にئい出るのとする。

ᶄ　ٳ学ظ間をԆしΑうとする者は、前項に定める手続をܦな
けれなΒない。

ᶅ　ٳ学を許Մされた者は、ผに定めるࡏ੶ྉをຊ学の指定する

。間内にೲ入しなけれなΒないظ
　（復学の手続）
第 18 条　෮学しΑうとする者は、ॴ定の用ࢴにそのཧ༝を記入

し、อূਓ࿈ॺのうえ、学෦にئい出るのとする。
ᶄ　෮学のظ࣌は、各学ظのॳめとする。たͩし、ಛผの事が

͋るときは、͜のݶΓでない。
　（退学の手続）
第 19 条　ୀ学しΑうとする者は、ॴ定の用ࢴにそのཧ༝を記入

し、อূਓ࿈ॺのうえ、学෦をܦて、学にئい出るのと
する。

ᶄ　ୀ学の付は、طೲの授業ྉ等の༗ޮظ間内で、教授ձの指
定するとする。

　（再入学の手続）
第 20 条　࠶入学しΑうとする者は、ॴ定の用ࢴにそのཧ༝を記

入し、อূਓ࿈ॺのうえ、学෦をܦて、学にئい出るの
とする。

ᶄ　࠶入学の出ظئ間は、ୀ学したཌかΒୀ学したの 5 年後
ののଐする年の·でとする。

ᶅ　࠶入学が許Մされた者は、ผに定める入学ۚ及び授業ྉ等を
ຊ学の指定するظ間内にೲ入しなけれなΒない。

ᶆ　࠶入学のظ࣌は、年のॳめとする。
　（除籍の日付）
第 21 条　আ੶の付は、طೲの授業ྉ等の༗ޮظ間内で、教授

ձの指定するとする。たͩし、学ଇୈ 3ý ୈ 4 号にΑΓআ
੶された入学手続了者で、年ॳめに学ੜূを受ྖしない者
の付は 4 月 30 とする。

　（復籍の手続）
第 22 条　෮੶しΑうとする者は、ॴ定の用ࢴにそのཧ༝を記入

し、อূਓ࿈ॺのうえ、学෦をܦて、学にئい出るのと
する。

ᶄ　෮੶の出ظئ間は、আ੶されたのཌかΒআ੶されたの
5 年後ののଐする年の·でとする。

ᶅ　෮੶が許Մされた者は、ผに定める෮੶ྉ及び授業ྉ等をຊ
学の指定するظ間内にೲ入しなけれなΒない。

ᶆ　෮੶のظ࣌は、年のॳめとする。
　（転学部等の手続）
第 23 条　స学෦等のئࢤ者は、ॴ定の用ࢴにそのཧ༝を記入し、

ॴଐ学෦にئい出るのとする。
ᶄ　స学෦等が許Մされた者は、ผに定めるస学෦ྉ等及び授業

ྉ等をຊ学の指定するظ間内にೲ入しなけれなΒない。
ᶅ　స学෦等のظ࣌は、年のॳめとする。
ᶆ　స学෦等のબํߟ๏等にؔする͜とは、学෦で定める。

第 6章　学　位　記

　（学位記）
第 24 条　学位記の付は、ଔ業式のとする。たͩし、ༀ学෦

においては、ଔ業式の以前の付とする͜とができる。
ᶄ　年の中్において、ଔ業と認定されたときの学位記の付

は、次の各号のとおΓとする。
（1）次の年の 4 月 30 ·でに、ଔ業と認定されたときは、

前年のଔ業式の付とする。
（2）次の年の 10 月 31 ·でに、ଔ業と認定されたときは、

その年の 9 月 13 の付とする。
ᶅ　学位記は、ަ࠶付しない。

第 7章　雑　　則
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　（諸証明書の発行）
第 25 条　ຊ学にࡏ੶する者ຢはࡏ੶した者かΒٻめが͋るとき

は、諸ূ明ॻを発行する͜とができる。
ᶄ　ূ明ॻの発行のظ࣌、ํ๏等にؔする͜とは、学෦等で定め

る。
　（様式等）
第 26 条　͜のنఔの施行に必要な༷式及び事項は、ผに定める。

　（目的）
第 1 条　͜の要項は、໊大学学ଇ（以Լʮ学ଇʯという。）ୈ

41 に定める科目等ཤ修ੜの取ѻいにる必要な事項を定め
る͜とを目తとする。

　（資格）
第 2 条　໊大学（以Լʮຊ大学ʯという。）の科目等ཤ修ੜと

してئࢤできる者の資格は、ݪଇとして੍ݶしない。
　（受付の時期）
第 3 条　科目等ཤ修ੜとして入学をئࢤする者の受付のظ࣌は、

学ظの࢝めとする。たͩし、ू 中ٛߨの場合は、͜ のݶΓでない。
　（手続）
第 4 条　科目等ཤ修ੜとして入学をئࢤする者は、ຊ大学の指定

するظ間内に、次の各号に定めるॻྨの΄か、ผに定める入学
定ྉৼ込ূ明ॻをఴえて、学センター、ༀ学෦事ࣨ及びݕ
φΰϠυーϜ前Ωϟンύス事ࣨにئい出るのとする。

（ 1  ）科目等ཤ修ੜ入学ئࢤॻ（ئࢤॻ受付前 3 月以内にࡱ
Өしたࣸਅをష付の͜と）

（ 2  ）ଔ業ূ明ॻ及び成ূ明ॻ
（ 3  ）そのଞຊ大学が必要とするの
　（入学の許可）
第 5 条　科目等ཤ修ੜの入学は、授業科目を։ߨする学෦教授ձ

等のٞをܦて、学が許Մする。
　（科目等履修料等）
第 6 条　科目等ཤ修ੜとして入学を許Մされた者は、ผに定める

科目等ཤ修ྉ及び実ݧ実習අをຊ大学の指定するظ間内にೲ入
しなけれなΒない。

ᶄ　前項の手続を終えた者には、許Մ௨ॻをަ付する。
　（科目等履修生証）
第 7 条　科目等ཤ修ੜには、科目等ཤ修ੜূをަ付する。
　（履修期間）
第 8 条　科目等ཤ修ੜのཤ修ظ間は、入学を許ՄされたかΒそ

の年の·でとする。たͩし、ཤ修科目が 2 年にわたΓ
։ߨされる場合は、͜のݶΓでない。

　（授業科目及び単位数）
第 9 条　ཤ修を許Մする授業科目は、学෦教授ձ等のٞをܦて、

学෦が決定する。
ᶄ　ཤ修を許Մする単位数は、1 年につき、30 単位以内（ू中

。にΑるのؚむ。）とするٛߨ
　（履修科目の単位の授与等）
第 10 条　科目等ཤ修ੜとしてཤ修した科目については、学ଇୈ

41 ୈ 2 項にΑΓ、ॴ定の単位を༩える。
ᶄ　単位授༩のためのݧࢼの種ྨ、ํ๏及び݁Ռの௨は、教

。ఔの定めると͜ΖにΑるن
ᶅ　ཤ修した科目の成のධՁは、学ଇୈ 30 のن定の定める

と͜ΖにΑる。

　（証明書の発行）
第 11 条　科目等ཤ修ੜには、ຊਓのٻめにΑΓ、単位修得ূ明

ॻ等を発行する͜とができる。
　（資格の取消）
第 12 条　ཤ修ظ間中においてຊ大学のنଇ等にҧし、科目等

ཤ修ੜとしてのຊにする行ҝをした者は、科目等ཤ修ੜの
資格を取ফす͜とが͋る。

　（様式）
第 13 条　ୈ 4 に定める科目等ཤ修ੜ入学ئࢤॻの༷式は、ผ

に定める。
　（補則）
第 14 条　͜の要項の施行にؔし必要な͜とは、学センター

が定める。
　（準用）
第 15 条　科目等ཤ修ੜにؔし、学ଇ及び͜の要項に定めのない

͜とについては、ਖ਼نの学ੜにؔするن定を準用する。

　（目的）
第 1 条　͜の要項は、໊大学学ଇ（以Լʮ学ଇʯという。）ୈ

42 に定めるڀݚੜの取ѻいにる必要な事項を定める͜と
を目తとする。

　（資格）
第 2 条　໊大学（以Լʮຊ大学ʯという。）のڀݚੜとしてࢤ

。できる者の資格は、次の各号のいずれかに該当する者とするئ
（ 1  ）修業年ݶ 4 年以্の大学をଔ業した者
（ 2  ）ຊ大学において、前号とಉ等の学ྗが͋ると認めΒれた者
　（手続）
第 3 条　ڀݚੜとして入学をئࢤする者は、ຊ大学の指定するظ

間内に、次の各号に定めるॻྨの΄か、ผに定める入学ݕ定ྉ
ৼ込ূ明ॻをఴえて、学センター、ༀ学෦事ࣨ及びφΰϠ
υーϜ前Ωϟンύス事ࣨ（以Լʮ学センター等ʯという。）
にئい出るのとする。

（ ॻ受付前ئࢤ）ॻئࢤੜ入学ڀݚ（  1 3 月以内にࡱӨした
ࣸਅをష付の͜と）

（ 2  ）ଔ業ূ明ॻ及び成ূ明ॻ
（ を指導する教育職員のঝॻڀݚ（  3
ᶄ　ئࢤ者が、֎ࠃਓཹ学ੜ（֎ࠃਓཹ学ੜとしてئࢤする者を

ؚむ。）の場合は、前項のॻྨの΄か、次の各号に定めるॻྨ
をఴえなけれなΒない。

（ Χーυ（ࣸ）、एしくはॅຽථཹࡏ（  1
（ 2  ）学අෛ担者等及び࿈བྷ先を明示したॻྨ
　（入学の許可）
第 4 条　ڀݚੜの入学は、学෦教授ձのٞをܦて、学が許Մする。
　（研究料等）
第 5 条　ڀݚੜとして入学を許Մされた者は、ผに定めるڀݚྉ

及び実ݧ実習අをຊ大学の指定するظ間内にೲ入しなけれな
Βない。

ᶄ　前項の手続きを終えた者には、入学許Մॻをަ付する。
　（研究生証）
第 6 条　ڀݚੜには、ڀݚੜূをަ付する。
　（研究期間）
第 7 条　ڀݚੜのظڀݚ間は、ݪଇとして 1 年とする。たͩし、

後ظ入学者については、学ଇୈ 13 に定める後ظのظ間のΈ

3. 科目等履修生要項

4. 研究生要項
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Մとする。なお、ڀݚの必要が͋る場合は、1 年以内のԆ
をする͜とができる。

ᶄ　ظڀݚ間をԆした後、ಛผの事にΑΓߋにظڀݚ間が必
要な場合は、վめてئい出るのとする。

　（延長手続）
第 8 条　ظڀݚ間のԆを希望する者は、ظڀݚ間Ԇئॻを学

センター等に提出するのとする。
ᶄ　֎ࠃਓཹ学ੜの場合は、前項のॻྨの΄か、ୈ 3 ୈ 2 項に

定めるॻྨをఴえなけれなΒない。
　（延長許可）
第 9 条　ظڀݚ間のԆは、学෦教授ձのٞをܦて、学が許Մ

する。
　（研究科目等）
第 10 条　学෦は、ڀݚੜのઐ事項を指定し、ڀݚを指導す

る教育職員を指໊するのとする。
　（研究報告書の提出）
第 11 条　ڀݚੜは、そのظڀݚ間の終了にࡍし、ڀݚ報告ॻを

学෦に提出しなけれなΒない。
　（研究等の証明）
第 12 条　ڀݚੜは、ظڀݚ間及びڀݚ事項にるূ明をٻめる

͜とができる。
　（資格の取消）
第 13 条　ظڀݚ間中においてڀݚੜとしてෆద当と認めたとき

は、資格を取ফす͜とが͋る。
　（様式）
第 14 条　ୈ 3 ୈ 1 項ୈ 1 号及びୈ ÿ ୈ 1 項に定めるئॻの

༷式は、ผに定める。
　（準用）
第 15 条　ڀݚੜにؔし、学ଇ及び͜の要項に定めのない͜とに

ついては、ਖ਼نの学ੜにؔするن定を準用する。

第 1章　総　　則

　（目的）
第 1 条　͜のنଇは、ଞに定めるのの΄か、学校๏ਓ໊大学

のઃஔする学校の学අ及び手数ྉ（以Լʮ学අ等ʯという。）
にؔして定める͜とを目తとする。

　（適用範囲）
第 2 条　͜のنଇは、໊大学大学Ӄ、໊大学（以Լʮ大学ʯ

という。）ฒびに໊大学ෟଐ高等学校（以Լʮ高校ʯという。）
にద用する。

　（学費等の種類）
第 3 条　学අの種ྨは、入学ۚ、授業ྉ、実ݧ実習අ、校අ、施

ઃඅຢは施ઃҡ持අ及び教職ཤ修අ、学芸員ཤ修අ、科目等ཤ
修ྉ、ڀݚྉ、ಛผௌߨྉฒびにࡏ੶ྉをいう。

ᶄ　手数ྉの種ྨは、入学ݕ定ྉ、స学෦・స学科・ίースมߋ（以
Լʮస学෦等ʯという。）ݧࢼྉ、ݧࢼ࠶ྉ及び学位審査ྉ、
෮੶ྉ、స学෦等ྉฒびに各種ূ明手数ྉをいう。

第 2章　大学の学費等

　（学費等の額）
第 3 条の 2　学අ等のֹについては、ผ表ୈ 1ʦશ学ڞ௨事項参রʧ

のとおΓとする。

　（新入学生以外の学費の適用）
第 3 条の 3　৽入学ੜ以֎の者の学අのద用については、次のと

おΓとする。
（ 1  ）ཹ年者の授業ྉ等

　ཹ年者の授業ྉ、実ݧ実習අ、校අ及び施ઃඅ（以Լʮ授
業ྉ等ʯという。）は、その者の入学年ののをద用する。

（ 2  ）෮学者の授業ྉ等
　෮学者の授業ྉ等は、その者の入学年ののをద用する。

（ 3  ）෮੶者の授業ྉ等
　෮੶者の授業ྉ等は、その者を෮੶させるର学年次の
のをద用する。

（ 4  ）స学෦等をした者の授業ྉ等
　స学෦等をした者の授業ྉ等は、当該ରの学෦・ίース・
学科の学年次ののをద用する。

（ 5  ）ฤ入学者及び࠶入学者の学අ
　ฤ入学者及び࠶入学者の入学ۚは、入学年ののをద用
し、授業ྉ等はฤ入学ຢは࠶入学を許Մしたରの学෦・ίー
ス・学科の学年次ののをద用する。

（ ý  ）ٳ学者のࡏ੶ྉ
੶ྉをೲ入するのとする。たࡏ、間中ظ学ٳ、学者はٳ　
ͩし、前・後ظいずれかの授業ྉ等がೲ入されている者に
ついては、そのظのࡏ੶ྉは、ऩしないのとする。

（ þ  ）ࡏ੶ྉのֹݮ
　前号のࡏ੶ྉは、ಛにཧ༝が͋る場合にݶΓֹݮする͜と
ができる。

ᶄ　学年の్中で学੶がফ໓した者、学੶がফ໓した前のଐ
するظの授業ྉ等は、͜れをೲ入するのとする。たͩし、大
学Ӄത࢜՝ఔにおいて、ಛに大学の事にΑΓ学位จの審査
が年をӽす場合の当該ӽした年の授業ྉ等は、͜れをऩ
しないのとする。

　（長期履修学生制度に係る学費等の特例）
第 3 条の 4　大学Ӄ修࢜՝ఔ及びത࢜前ظ՝ఔฒびにത࢜後ظ՝

ఔ及びത࢜՝ఔのうち、ظཤ修を希望したࣾձਓ学ੜが、ظ
間をॖした場合は、ॖした年数の学අ૯ֹとのֹࠩをऩ
するのとする。

　（学費等の納入期限）
第 4 条　大学の学අ等のೲ入ݶظは、次のとおΓとする。
（ 1  ）入学ݕ定ྉ

　入学ݕ定ྉは、大学の指定する入学ئࢤ手続ظ間内に、͜
れをೲ入しなけれなΒない。

（ 2  ）入学ۚ
　入学ۚは、大学の指定する入学手続ظ間内に、͜れをೲ入
しなけれなΒない。

（ 3  ）授業ྉ等
Ξ ৽入学ੜ
　৽入学ੜの授業ྉ等のうち、前ظは、大学の指定する入
学手続ظ間内に、͜れをೲ入し、後ظのೲ入ݶظは、10
月 10 とする。

Π 学ੜࡏ
は、͜れをݶظ学ੜの授業ྉ等のೲ入ࡏ　 2 にけ、ຖ年ظ
5 月 10 及び 10 月 10 とする。

　（授業料等の納期の延期）
第 5 条　授業ྉ等は、次の場合、そのೲظのԆظを認める͜とが

͋る。
（ 1  ）ෆྀの事ނຢはࡂ等、ਅにむを得ないཧ༝が͋る場合

5．学校法人名城大学の設置する学
校の学費等に関する規則（抜粋）
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（ 2  ）入学手続でׂ手続が認めΒれている場合
ᶄ　授業ྉ等のೲظのԆظをئい出る者で、前項ୈ 1 号に該当す

るのはཏূࡂ明ॻ等ೲظのԆظをئい出るに足るจॻྨをఴ
付し、前項ୈ 2 号に該当するのはॴ定のԆئظにΑΓ、ೲ入
。い出るのとするئ前に、当該学෦にݶظ

ᶅ　ೲظԆئظは、学෦及び学のঝ認をܦて、ܦཧ者の
決ࡋを得なけれなΒない。

ᶆ　前項にΑΓೲظのԆظを認めΒれた者のೲ入ݶظは、Ԇظを
認めΒれた·でとする。

　（学費等の不返還）
第 6 条　طにೲ入された学අ等は、次の場合をআき、事のいか

ΜにかかわΒず、͜れをฦؐしない。
（ 1  ）明Βかにॏෳຢはաೲ入になったの͋る場合
（ 2  ）学੶がফ໓したとき、当該ফ໓ののଐするظの次のظ

の学අで、前ೲされていたの͋る場合。たͩし、৽入学ੜ
で入学手続࣌ೲ入ۚとしてೲ入された学අは、͜の取ѻいを
しない。

（ 3  ）ୈ ÿ のن定にΑΓ、ิॿ免আとなったの͋る場合
（ 4  ）ಛにཧ事が、その必要を認めたの͋る場合
　（入学等の不許可）
第 10 条　入学ۚ及び授業ྉ等のॴ定のֹを入学手続ظ間内にೲ

入しなかった者は、入学を許Մしない。
ᶄ　科目等ཤ修ੜ、ڀݚੜ、࠶入学者、స学෦等をした者で、ॴ定

の学අ等を、指定するظ間内にೲ入しなかった者は、それぞれの
許Մを取Γফす。

　（除籍手続）
第 11 条　授業ྉ等のೲ入のٛをଵった者は、学ଇのن定にΑ

Γআ੶の手続に付す。
ᶄ　前項にΑΓআ੶の手続に付すときは、それ以前にࡉଇで定め

るಜଅ等必要な手続をܦるのとする。
ᶅ　ٳ学を許Մされた者で、ॴ定のࡏ੶ྉをೲ入しなかった者に

ついては、ୈ 1 項中ʮ授業ྉ等ʯと͋るのをʮࡏ੶ྉʯとಡΈ
ସえるのとする。

　（未納による試験無効の手続）
第 12 条　ೲ入ݶظ·でに授業ྉ等のೲ入をଵった者は、当該未

ೲظにかかわるݧࢼແޮ手続に付す。
ᶄ　前項にかかわるݧࢼと授業ྉ等のೲ入ݶظの取ѻいは、次の

とおΓとする。
（1 ）前ݧࢼظについては、前ظと、その最終のೲ入ݶظ
（2 ）後ݧࢼظについては、後ظと、その最終のೲ入ݶظ
（3 ）௨年の学年ݧࢼについては、前ظ及び後ظと、

それぞれの最終のೲ入ݶظ
ᶅ　ୈ 1 項にΑΓݧࢼແޮの手続に付すときは、ࡉଇで定める手

続をܦるのとする。

　（目的）
第 1 条　͜のنఔは、໊大学（大学Ӄをؚむ。以Լʮຊ学ʯと

いう。）の学ੜにରし、学੍をઃけ、その教育の向্に資
する͜とを目తとする。

　（定義及び種類）
第 2 条　前の学੍における学ੜは、次の各号で掲͛る

のとする。
（ 1  ）学業༏ल学ੜ

　学業（入学ݧࢼ成をؚむ。）、ਓとにಛに༏लな学ੜ
を学業༏ल学ੜとし、ผ表ୈ 1 のとおΓ学ۚຢは記೦
をڅ付する͜とにΑΓ、修学ҙཉの高༲をਤる。

（ 2  ）修学ԉॿ学ੜ
　学業成が༏लで修学ҙཉが͋るにかかわΒず、ࡁܦత
ཧ༝にΑΓ、学業のܧ続がࠔと認めΒれる学ੜを修学ԉॿ
学ੜとし、ผ表ୈ 2 のとおΓԉॿする。

（ 3  ）ಛผ学ੜ
　ࣾձਓ学ੜ及びަཹ学ੜ等のࢧԉ、ࢲඅ֎ࠃਓཹ学ੜで
向学のҙࢤを༗し、かつ、学資のܰݮを要すると認めΒれる
者にରするԉॿ、ฒびに学ੜの教育ڀݚのਪਐを目తとし、
ಛผ学ੜとしてผ表ୈ 3 のとおΓԉॿする。

ԽΫϥϒ等学ੜڧ（  4 ）
　ಛに༏लな成をおさめた学ੜຢはಛஈに高いスϙーπ
ྗを持つ学ੜにରし、ྗٕڝの向্をଅし、ຊ学のスϙーπ
Խをਤる͜とを目తとして、ผ表ୈੑ׆、ಈの高Խ׆ 4 の
とおΓԉॿする。

ᶄ　前項ୈ 1 号に掲͛る学業༏ल学ੜの種ྨは、次のとおΓと
する。

（ 1  ）大学Ӄ学業༏ल学ੜ
（ 2  ）学業༏लྭ੍
（ 3  ）学業༏ल学ੜ
（ 4  ）入ࢼ成༏ल学ੜ
ᶅ　ୈ 1 項ୈ 2 号に掲͛る修学ԉॿ学ੜの種ྨは、次のとおΓ

とする。
（ 1  ）修学ԉॿ̖学ੜ
（ 2  ）修学ԉॿ̗学ੜ
（ 3  ）རڅิࢠ学ੜ
ᶆ　ୈ1項ୈ3号に掲͛るಛผ学ੜの種ྨは、次のとおΓとする。
（ 1  ）ࣾձਓ学ੜ学ੜ
ਓཹ学ੜ̖学ੜࠃ֎අࢲ（  2 ）
（ 3  ）ཹަݣ学学ੜ
（ 4  ）受入れަཹ学学ੜ
（ 5  ）ւ֎ݚ修学ੜ
（ ý  ）ւ֎ӳݚޠ修ࢧݣԉ " 学ੜ
（ þ  ）ւ֎ӳݚޠ修ࢧݣԉ # 学ੜ
（ ÿ  ）大学Ӄ学ੜ
（ 9  ）ຊ学ଔ業等ิॿ学ੜ
（10） 校༑ձ学ੜ
（11） 大学ਪનにΑるࠃඅ֎ࠃਓཹ学ੜ学ੜ
（12） ւ֎大学教員学位取得ࢧԉ学ੜ
（13） ຊ学ज़ৼڵձಛผڀݚ員学ੜ
　（奨学生の資格等）
第 3条　学ੜの資格、ืूظ間、څ付ظ間、ਓ数及びڅ付ֹは、

ผ表ୈ 1 かΒผ表ୈ 4 ·でで定めるج準にΑって、͜ れを行う。
ᶄ　各種学੍は、授業ྉ、実ݧ実習අ及び施ઃඅの年ֹを

えないൣғでॏෳՄとする。たͩし、大学等における修学の
年๏ୈݩԉにؔする๏（ྩࢧ ÿ 号。以Լʮ๏ୈ ÿ 号ʯ
という。）にͮجく授業ྉ等ݮ免認定者において、各種学੍
は、授業ྉ、実ݧ実習අ及び施ઃඅの年ֹかΒ๏ୈ ÿ 号に
Αるݮ免ֹをࠩしҾいたֹۚをえないൣғでॏෳՄとす
る。

ᶅ　ୈ 2 ୈ 4 項ୈ 3 号、ୈ 5 号、ୈ ý 号、ୈ þ 号、ୈ 9 号及び
ୈ 10 号に該当するಛผ学ੜは、前項のن定にかかわΒず、
学ۚのશֹを受څする͜とができるのとする。

ᶆ　学ੜは、ࡏ学ظ間にݶΓ学ۚを受څする資格を༗する。

6．奨学生規程（抜粋）
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たͩし、ຊ学ଔ業等ิॿ学ੜは͜のݶΓでない。
　（資格の喪失）
第 5 条　学ੜが次の各号のいずれかに該当する場合は、その資

格をࣦう。
（ 1  ）ୀ学ຢはআ੶となったとき
（ 2  ）ఀ学、܇告そのଞのॲを受けたとき
（ 3  ）提出ॻྨにِڏの記載が͋ったとき
　（奨学金の停止）
第 6 条　ୈ 2 ୈ 4 項ୈ 1 号、ୈ 2 号及びୈ 12 号に該当する学

ੜがٳ学ຢはཹ年したときは、学ۚのڅ付をఀࢭする。たͩし、
ಉ項ୈ 2 号及びୈ 12 号に該当する学ੜが、පؾそのଞむを
得ないཧ༝にΑΓཹ年したときは、͜のݶΓではない。

ᶄ　ୈ 2 ୈ 4 項ୈ 11 号に該当するಛผ学ੜがٳ学ຢはཹ年
したときは、จ෦科学লのج準に準͡て取ѻうのとする。

　（返還）
第 7 条　ୈ 5 のن定にΑΓ資格のࣦが決定したときは、当該

年にަ付された学ۚのશ෦ຢは一෦のฦؐを໋ずる͜とが
できる。

　（所掌業務）
第 8 条　͜のنఔにؔする業は、学センターຢはࡍࠃԽਪਐ

センターにおいてঠする。
　（補則）
第 9 条　͜のنఔの施行にؔし、必要な事項はผに定める。

別表第 1（第 2 条、第 3 条関係）
学 業 優 秀 奨 学 生

種　ྨ 大学Ӄ学業༏ल学ੜ 学業༏लྭ੍ 学業༏ल学ੜ

資　格 大学Ӄੜで、学業成及びਓ༏ल者 ৽ 3 年次ੜで、2 年次·での学業成及
びਓ༏ल者（ༀ学科は৽ 5 年次ੜで、
4 年次·での学業成及びਓ༏ल者）

৽ 4 年次ੜで、3 年次·での学業成及
びਓ༏ल者

間　ظ 当該年 当該年 当該年

ਓ　数 90 ໊ 2ý0 ໊ 各学科で 1 （໊ༀ学科は 2 ໊）

付ֹڅ 年ֹ一 30 ສԁ 3 ສԁ૬当のۚ 授業ྉ年ֹの 1ö2

内　ن
にΑる
成　
準　ج

各ڀݚ科にΑる 次の 	1
 及び 	2
 に該当する者
	1
 2 年次·でに ý2 単位以 （্教職及び
学芸員にؔする授業科目、ࣗ༝科目をআ
く。）を、修得している者
ༀ学科は 4 年次·でに 150 単位以্を、
修得している者
	2
 ཤ修登録科目のฏۉが ÿ0 以্の者

次の 	1
 及び 	2
 に該当する者
	1
 3 年次·でに 93 単位以 （্教職及び
学芸員にؔする授業科目、ࣗ༝科目をআ
く。）を、修得している者で、ଔ業ݟ込Έ
の者（ༀ学科をআく）
	2
 ཤ修登録科目のฏۉが ÿ0 以্の者

別表第 2（第 2 条、第 3 条関係）
修 学 援 助 奨 学 生

種　ྨ 修学ԉॿ̗学ੜ རڅิࢠ学ੜ

資　格 学෦ੜ、大学ӃੜでओたるՈࢧܭ持者（学資ෛ担者）のࢮ、
࣬ප等、ຢは、Րࡂ、෩ਫ等のඃにΑΓՈܭがٸมし、
修学のҙࢥが͋るにかかわΒず、ࡁܦతにஶしくࠔとなっ
た者。Ոجܭ準及び成ج準はผに定める。

ඛࡾ）するۜ行ܞతなཧ༝にΑΓຊ学と提ࡁܦ 6'+ ۜ行）の
教育ϩーンをར用した者

ื　ू ý 月、9 月、12 月、2 月 2 月

間　ظ 当該年 当該年

ਓ　数 該当する者શ員 該当する者શ員

付ֹڅ 年ֹ一 30 ສԁ 当該年·での学අをݶとするआ入ֹのࢧརࢠに、教育
ϩーンར用者の年ऩにԠ͡たڅ付（50ˋຢは 100ˋ）を͡
たֹ

内　ن
にΑる
Ո　ܭ
準　ج

ಉ一ੈଳの前年ॴ得合ܭ （ֹ学資ෛ担者をআく。）かΒผ表に
Αる߇আ後の合ֹܭが 200 ສԁ以Լとする。たͩし、事業ॴ得
者の前年ॴ得合ֹܭがϚΠφスの場合は、0 ԁとして্ܭする。
※ผ表は૭ޱで申ॻྨととにおしいたし·す。

内　ن
にΑる
成　
準　ج

学修ҙཉが͋Γ、学業をܧ続して確実に修了できるݟ込Έが͋
る͜と。
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 1．大規模自然災害経済支援奨学生要項
　（目的）
第 1 条　͜の要項は、、෩ਫ、ՐࢁのՐ等の大نࣗવ

มし、修学がٸがܭにΑΓՈ（。等ʯというࡂ以Լʮ）ࡂ
、付してڅになったຊ大学の学ੜ等をରにಛผ学ۚをࠔ
。ԉする͜とを目తとするࢧࡁܦ

　（対象となる災害）
第 2 条　ରとなるࡂ等は、ٹࡂॿ๏がద用されたࡂとす

る。
ᶄ　ࠃ֎のࡂ等の場合は、֎লにΑるٸۓࡍࠃԉॿが行われ

たࡂとする。
　（対象者）
第 3 条　ର者は、学資ෛ担者がٹࡂॿ๏ద用Ҭຢは֎ল

にΑるٸۓࡍࠃԉॿが行われたҬにॅډしておΓ、次の各号
のいずれかに該当する入学ݧࢼの出ئ者（以Լʮ出ئ者ʯとい
う。）ຢはࡏ学ੜとする。

（ 1  ）学資ෛ担者がࢮ（ࡂ発ੜかΒ ý ϲ月以内）した者
（ 2  ）学資ෛ担者のॅډがյম以্のඃを受けた者
（ 3  ）学資ෛ担者がոզ・࣬පにΑΓ ý ϲ月以্の入Ӄ加ྍが

必要と診断された者
（ 4  ）学資ෛ担者がࣦ業ຢはੜ׆අを得るためのੜ࢈手ஈ（ా・

ാ・ళฮ等）にਙ大なඃが͋った者

ᶄ　ಛผな事にΑΓ、学ੜຊਓが学資ෛ担者となっているとき
は、前項ୈ 2 号かΒୈ 4 号·でのいずれかに該当する場合ద
用ରとし、͜の場合には、前項各号のʮ学資ෛ担者ʯをʮओ
たるՈࢧܭ持者で͋るʯຢはʮओたる送Γਓで͋るʯ
とಡΈସえる͜とできるのとする。

　（申請手続等）
第 4 条　申者は、学ۚを希望する出ئ者及びࡏ学ੜとする。
ᶄ　出ئ者は入学センターへ入学ئॻの出࣌ئに、ࡏ学ੜは学

センターへࡂ発ੜ後 1 年以内に次に掲͛るॻྨを提出し、学
へئい出るのとする。たͩし、͜れにΑΓがたいಛผの事
が͋ると学が認めた場合は、͜のݶΓでない。

（ 1  ）大نࣗવࢧࡁܦࡂԉ学ۚڅ付申ॻ
（ 2  ）ॅຽථ
（ 3  ）成ূ明ॻ
（ 4  ）ඃࡂ状گにΑって次に該当するॻྨ

Ξ　学資ෛ担者がࢮにΑる場合　ࢮ診断ॻ
Π　ॅډへのඃにΑる場合　ެతؔػが発行するጶূࡂ明ॻ
　学資ෛ担者がոզ・࣬පにΑる場合　ҩࢣຢはҩྍؔػ

が発行する診断ॻ
Τ　学資ෛ担者がࣦ業にΑる場合　事業ओが発行する職ূ

明ॻ（ࣸ）等
Φ　学資ෛ担者がੜ׆අを得るためのੜ࢈手ஈ（ా・ാ・ళ

ฮ等）にඃを受けた場合　ެతؔػが発行するඃূࡂ
明ॻ等

（ 5  ）そのଞຊ大学が必要とするॻྨ

別表第 3（第 2条、第 3条関係）
特 別 奨 学 生

छ

ྨ

ࣾ ձ ਓ 学 ੜ
 学 ੜ

ࢲ අ ֎ ࠃ ਓ
ཹ 学 ੜ
̖  学 ੜ

ཹަݣ学
 学 ੜ

受 入 れ
ަ  ཹ 学
 学 ੜ

ւ ֎ ݚ 修
 学 ੜ

ւ ֎ ӳ ޠ ݚ
修  ݣ ࢧ ԉ
"  学 ੜ

ւ ֎ ӳ ޠ ݚ
修  ݣ ࢧ ԉ
#  学 ੜ

ຊ 学 ଔ 業 等
ิ ॿ  学 ੜ

校 ༑ ձ
 学 ੜ

大 学 ਪ ન
に Α る ࠃ අ
ਓཹ学ੜࠃ֎
 学 ੜ

ࢿ

ɹ
ɹ
ɹ֨

ࣾձਓ入学ࢼ
にΑΓ入学しݧ
た学෦ੜ

資格がʮཹཹࡏ
学ʯのࢲඅ֎ࠃ
ਓཹ学ੜで、ܦ
ࡁ తにब 学 ࠔ
で͋ると認め
Βれる者

学੍ཹަ
にج ͮきւ ֎
の大学へཹ学
を認めΒれた者
で、ਓ・学業成
༏ल者、ຢは
各該当ޠݴの
定ݕ学ྗޠ
高得取ݧࢼ
得者

学੍ཹަ
にͮجきຊ学に
ཹ学を認めΒれ
た者。たͩし、
ϓϩάϥϜにظ
ついては、ࠓ後
定をక݁するڠ
Մ  ੑ の ͋る
大 学 の 学 ੜを
ؚむ。

ຊ学の大学間
学 ज़ ަ ྲྀ ڠ
定（  ݅ を ຬ
たす学 ෦ ຢは
ݚ ڀ 科 間をؚ
む。）にͮجくւ
ݚ、修者でݚ֎
修ظ間がþ以
্の者。たͩし、
ਓ間学෦のւ
。修Ⅰはআくݚ֎

ࠃ ࡍ Խ ਪ ਐセ
ンターがืूす
るւ ֎ ӳ ޠ ݚ
修ϓϩάϥϜຢ
は 学 ෦ 等とࠃ
ࡍ Խ ਪ ਐセン
ターにΑる࿈ܞ
ւ֎ӳݚޠ修
ϓϩάϥϜに参
加する者で、学
෦等のࡍࠃҕ
員 ձが実 施す
るબߟにΑΓ࠾
用された者

ࠃ ࡍ Խ ਪ ਐセ
ンターがืूす
るւ ֎ ӳ ޠ ݚ
修ϓϩάϥϜຢ
は 学 ෦ 等とࠃ
ࡍ Խ ਪ ਐセン
ターにΑる࿈ܞ
ւ֎ӳݚޠ修
ϓϩάϥϜに参
加する者

ᶃ ຊ 学 ଔでଞ
の 学 ෦ ݚ、
科へ入学ڀ
する者

ᶄ ຊ 学に੶を
ஔいた者で
ୀ学ののち、
入学す࠶
る者

ਓ  ༏ ल 者で
学 業 成  ຢは
ମ育ٕ༏ल
者

จ෦科学লの
定めに従って大
学 かΒਪ ન さ
れ、ࠃඅ֎ࠃਓ
ཹ学ੜ学ੜ
に࠾ 用 された
者

ื
ू

4月 4～ç5ç月、
9～10月

ਵ࣌ ਵ࣌ ਵ࣌ 学 ෦ 等 の ࠃ ࡍ
ҕ員ձが定める

学 ෦ 等 の ࠃ ࡍ
ҕ員ձが定める

入学࣌ 4月

ظ

ؒ

入 学 年  かΒ
௨4ࢉ年間。

（ຖ年ߋ৽手
続が必要）

学中ࡏ
（ຖ年ߋ৽手
続が必要）

ظݣ間 受入れظ間 当該年 当該年 ਓཹࠃ֎අࠃ
学ੜ学ੜとし
て࠾用されてい
るظ間

ਓ



該当する者શ員 該当する者શ員 年間30໊以内。
※年間のަ
学の場合ཹ
は、0�5ਓとし
て取Γѻう。

ᶃセϝスターϓ
ϩάϥϜ
該当者
ᶄظϓϩάϥ
Ϝ
年間20໊以内

該当する者શ員 ຖ 年 1 ÿ 0 ໊ 以
内。

該当する者શ員 該当する者શ員 校 ༑ ձが指 定
する

੶者શମで5ࡏ
໊以内

څ

ֹ

授 業 ྉ 及び実
実習අ年ֹݧ
の1�2

授業ྉ年ֹの
3�10

ᶃΞジΞへのަ
学ཹ
月ֹ4ສԁ
ᶄΞジΞ以֎へ
のަཹ学
月ֹýສԁ

ᶃセϝスターϓ
ϩάϥϜ
月ֹýສԁ以内
ᶄظϓϩάϥ
Ϝ
5ສԁ

5ສԁ 20ສԁຢはݚ
修අ用૯ֹの
1ö2のいずれか
গないֹ

5ສԁ 入学ۚのֹ 校 ༑ ձが決 定
する

入 学 ݕ 定
ྉ 及 び 学 අ

（จ෦科学লの
定めるج準に準
͡る。）

7．その他奨学生
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ᶅ　申ができるのは、出ئ者については入学の前年にࡂ等
が発ੜした場合、ࡏ学ੜについてはࡏ学中に発ੜした場合にݶ
るのとする。

　（給付の決定及び通知）
第 5 条　学は、ୈ 3 のن定に該当する者かΒ、前にͮجく

申が͋ったときは、ඃࡂの内༰を学センターҕ員ձで審ٞ
し、学ۚڅ付ֹを決定のうえ、その݁Ռを申者へ௨する。

　（奨学金給付額）
第 6 条　学ۚڅ付ֹは、次の各号のいずれかに該当する者にର

して、それぞれのֹۚを্ݶとしてڅ付する͜とができる。
（ 1  ）ୈ 3 ୈ 1 項ୈ 1 号ຢはୈ 2 号に該当する者　学අ（授

業ྉ・実ݧ実習අ・施ઃඅ）の年ֹ
（ 2  ）ୈ 3 ୈ 1 項ୈ 3 号ຢはୈ 4 号に該当する者　学අ（授

業ྉ・実ݧ実習අ・施ઃඅ）の年ֹの 1�2 のֹ
ᶄ　ඃࡂ状گがୈ 3 各号のいずれかに該当する出ئ者について

は、入学ݕ定ྉ、入学ۚのશֹを্ݶとしてڅ付する͜とがで
きる。

　（期間）
第 7 条　学ੜのظ間は、出ئ者についてはࡂ発ੜのཌ年か

Β 1 年間、ࡏ学ੜについてはࡂ発ੜのཌظかΒ 1 年間（最終
学年のࡏ学ੜの場合は、前ظにࡂが発ੜした場合は年間と
し、後ظに発ੜした場合はڅ付しない。）とする。たͩし、学
が認めた場合は、ಛผにظ間を定める͜とができる。

ᶄ　前項にかかわΒず、ࡂ発ੜのཌ年以߱Ҿき続きඃࡂ状گ
にվળがΈΒれない場合は、学センターҕ員ձ及び大学ٞڠ
ձで審ٞの্、1 年ຖに੍のԆをする͜とができる。

　（給付方法）
第 8 条　学ۚのڅ付は、入学ݕ定ྉ、入学ۚ、学අかΒ学ۚ

ֹをֹݮする͜とで行う。たͩし、申者がֹݮରとなる学
අ等をೲ付後は、͜のݶΓではない。

　（他の奨学金制度との重複）
第 9 条　ଞの学ۚとのॏෳ受څは、学අ（授業ྉ・実ݧ実習අ・

施ઃඅ）の年ֹのൣғでՄとする。
ᶄ　前項のن定にかかわΒず、学ੜنఔୈ 2 ୈ 3 項ୈ 1 号か

Βୈ 3 号·で、ಉୈ 4 項ୈ 2 号及びୈ 9 号に該当する学ੜ
については、ॏෳ受څできない。

ᶅ　学ੜنఔୈ 2 ୈ 4 項ୈ 10 号に該当する学ੜຢは㟒
༐ྭۚ取ѻ内نにおける学ੜについては、授業ྉ等の年
ֹのൣғをえてॏෳ受څをՄとする。

ᶆ　学ੜのݟにؔする要項ୈ 4 に該当するݟۚは、受څՄ
とする。

　（給付取消）
第 10 条　申者が、次の各号のいずれかに該当する場合は、څ

付の決定を取ফし、څ付したಛผ学ۚの一෦ຢはશ෦をฦؐ
させる͜とができるのとする。

（ 1 ）ୀ学したとき。
（ 2 ）ఀ学そのଞのॲを受けたとき。
（ 3 ）提出ॻྨにِڏの記載が͋ったとき。
　（返還の免除）
第 11 条　څ付を受けた者が、ඃࡂにΑるඃのӨڹにΑΓ学業の

となΓୀ学する͜とになる場合は、前ୈࠔ続がܧ 1 号のن定
にかかわΒずฦؐを免আする͜とが͋る。

　（非常事態における対応）
第 12 条　ࡂ等にΑΓຊ学ॴࡏҬにਙ大なඃがੜ͡た場合

には、状گにԠ͡てରԠするのとする。

　（目的）
第 1 条　͜のنఔは、໊大学学ଇୈ 4ý 及び໊大学大学Ӄ

学ଇୈ 3þ にن定するռにؔし、必要な事項を定めるの
とする。

　（懲戒の対象となりうる行為）
第 2 条　ռのରとなΓうる行ҝは、次の各号に掲͛るのと

する。
（ 1 ）൜ࡑ行ҝ等のࣾձత諸டংを৵൜する行ҝ
（ 2 ）ॏ大なަ௨๏نҧ
（ 3 ）報ྙཧにする行ҝ
（ 4 ）学問తྙཧにする行ҝ
（ 5 ）大学の学習、׆ڀݚಈ等のਖ਼当な׆ಈをする行ҝ
（ ý ）ϋϥスϝント行ҝ
（ þ ）そのଞ学ੜのຊにする行ҝ
　（懲戒の対象とする期間）
第 3 条　ռのରとするظ間は、入学後、ຊ大学の学੶を༗す

るظ間とする。
　（懲戒の判断基準）
第 4 条 ռ等の決定に͋たっては、次の各号に掲͛る事項を教

育తྀにͮجき૯合తにྀߟするのとする。
（ 1 ）当該学ੜのඇҧ行ҝのಈػ、ଶ༷及び݁Ռ
（ 2 ）当該学ੜのނҙຢはաࣦのఔ
（ 3 ）当該学ੜのਫ਼ਆ࣬ױ等のఔ
（ 4 ）当該学ੜのաڈのඇҧ行ҝの༗ແ
（ 5 ）ඃを受けた者のਫ਼ਆతۤ௧をؚめたඃのఔ
（ ý ）ଞの学ੜ及びࣾձに༩えるӨڹ
（ þ ）աڈの事ྫ

ᶄ　ʮ学ੜのռΨΠυϥΠンʯについては、ผに定める。
　（懲戒決定までの手続き）
第 5 条 学෦ຢはڀݚ科（以Լʮ学෦等ʯという。）は、

ռのରとなΓうる行ҝがॴଐ学ੜにΑって行われた͜とを
Γ得たときは、当該学ੜに事実確認のௐ査を行う旨を告し、
ձを༩えなけれなΒない。学෦ػ಄ຢはจॻにΑるห明のޱ
等はなく事実確認及び当該学ੜにରする事ௌ取を行
い、ռが૬当と断した場合はռ手続きを։࢝する。たͩ
し、当該学ੜにରする事実確認及び事ௌ取について、ྗを
ਚくしてなおそれを行う͜とができない等、ಛஈの事が͋
る場合は、͜のݶΓではない。

ᶄ　ռ内༰は、確認した事実及び当該学ੜにରする事ௌ取に
科ҕ員ձ（以Լʮ学෦教授ձ等ʯڀݚき、学෦教授ձຢはͮج
という。）及び大学ٞڠձにおいて審ٞし、学が決定する。

　（懲戒の内容）
第 6 条 ռの内༰は次の各号のとおΓとする。
（ 1 ）ୀ学は、学ੜとしてのをണୣし、࠶入学を認めない。
（ 2 ）ఀ学は、ແظຢは一定ظ間、学ੜの教育՝ఔのཤ修及び

՝֎׆ಈをఀࢭする。
（ 3 告は、学ੜに行ったඇҧ行ҝを確認し、ॻ面をって܇（

ռめる。
　（自宅待機）
第 7 条 学෦等は当該学ੜの行ҝをୀ学ຢはఀ学に該当する͜

とが明നで͋ると認めたときは、ռॲが決定する·での間、
ࣗػを໋ずる͜とができる。

ᶄ　前項にΑΓࣗػを໋͡た場合は、登校及びຊ大学ੜとし
ての׆ಈを੍ݶする。͜の間、学෦教授ձ等は教育త指導を行
う͜とができる。なお、ࣗػのظ間はఀ学ظ間にࢉ入でき
るのとする。

8．学生懲戒規程
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　（学生への通告及び保証人への通知）
第 8 条　学は、学ੜにରしռの内༰をจॻにΑΓ௨告する。
ᶄ　学は、学ੜのอূਓにରしռの内༰をจॻにΑΓ௨する。
ᶅ　受け取Γڋ൱等にΑΓ௨告できない場合は、内༰ূ明༣

ศ等にΑΓ送付し、ୡされた࣌で௨告したのとΈなす。
　（無期停学の解除）
第 9 条　ແఀظ学のղআは、学෦教授ձ等及び大学ٞڠձにおい

て審ٞし、学が決定する。
ᶄ　ແఀظ学のղআについての学ੜへの௨告及びอূਓへの௨

は、前のن定を準用する。
　（懲戒に関する記録）
第 10 条　学෦等は、ռの内༰を学੶に記録する。
　（不服申立て）
第 11 条　ռを՝せΒれた学ੜは、ෆ申ཱてをする͜とがで

きる。
ᶄ　ෆ申ཱてをしΑうとする学ੜは、ෆ申ཱॻを学に提出

しなけれなΒない。
ᶅ　ෆ申ཱては、ռの௨告を受けたかΒ 30 以内に行う

͜とができる。たͩし、ຊ項に定めるظ間内にෆ申ཱてをす
る͜とができないਖ਼当なཧ༝が認めΒれる場合は、そのཧ༝が
ফ໓したかΒ 30 以内にෆ申ཱてを行う͜とができる。

　（不服申立審査委員会）
第 12 条　学は、前のෆ申ཱてにͮجきෆ申ཱ審査ҕ員

ձ（以Լʮҕ員ձʯという。）をઃஔする。
ᶄ　ҕ員ձは、෭学のうち 1 ໊及びෆ申ཱてを行った学ੜが

ॴଐする学෦ຢはڀݚ科以֎の学෦等 3 ໊で構成する。
ᶅ　ҕ員ձは必要と認める場合、ห࢜ޢ等ઐՈに出੮をٻめる

͜とができる。
　（委員会手続き）
第 13 条　ҕ員ձは、学ੜかΒ提出されたෆ申ཱॻにͮجき審

査を行う。
ᶄ　ෆ申ཱてをした学ੜは、ॻ面でҙݟをड़、資ྉを提出す

る͜とができる。
ᶅ　ҕ員ձは、ռの内༰が૬当で͋ると断した場合は、ෆ

申ཱての٫غをٻめる旨のק告を学に行う。
ᶆ　ҕ員ձは、ռの内༰が૬当でないと断した場合は、ռ

の取ফしຢはมߋをٻめる旨のק告を学に行う。
ᶇ　学は、前 2 項のק告を受けて࠶審ٞの必要の༗ແを決定し、

その݁Ռを、ෆ申ཱてをした学ੜにจॻにΑΓ௨告する。
ᶈ　受け取Γڋ൱等にΑΓ௨告できない場合は、内༰ূ明༣

ศ等にΑΓ௨告し、ୡされた࣌で௨告したのとΈなす。
　（再審議）
第 14 条　学は、前ୈ 5 項において、࠶審ٞが必要と決定し

た場合には、当該学෦等に࠶審ٞをٻめるのとする。
ᶄ　前項の場合、学෦等は、事実確認及び当該学ੜにରする事

ௌ取を࠶行う。
ᶅ　ռの取ফしຢはมߋのՄ൱は、学෦教授ձ等及び大学ٞڠ

ձにおいて࠶審ٞを行い、学が決定する。
ᶆ　࠶審ٞの決定内༰についての学ੜへの௨告及びอূਓへの௨

は、ୈ ÿ のن定を準用する。
　（懲戒対象者の学籍異動）
第 15 条　学෦等は、当該学ੜかΒռの決定前にୀ学、ٳ学

等のئいが出た場合は、ռの決定·でอཹѻいとする。
ᶄ　ఀ学ظ間中の学ੜについては、ୀ学をئい出た場合は͜れを認

めるのとし、ٳ学をئい出た場合は͜れを認めないのとする。
ᶅ　ఀ学ظ間中にୀ学した学ੜの࠶入学は認めないのとする。
　（停学期間中の指導）
第 16 条　当該学ੜのఀ学ظ間中、学෦教授ձ等は、教育త指導

を行う。

1 授業の場合
（ 前ޕ（  1 þ 報が発ྩ中の場合は、1ܯにおいて෩ࡏݱ࣌ ݶ࣌

目かΒ 5 前ޕ、目·での授業を行わない。たͩしݶ࣌ 10 ࣌
·でに෩ܯ報がղআされた場合は、ޕ後の授業を行う。

（ 後ޕ（  2 3 報が発ྩ中の場合は、ý・þܯにおいて෩ࡏݱ࣌
。目の授業を行わないݶ࣌

前ޕ（  3 ） þ 報が発ྩされた場合は、ୈܯ以後、෩࣌ 1 号を
ద用し、ޕ後 3 報が発ྩされた場合は、前号ܯ以後、෩࣌
をద用する。

2 の場合ݧࢼ
（ 前ޕ（  1 þ 後ޕ、報が発ྩ中の場合はܯにおいて෩ࡏݱ࣌ ý

。するظをԆݧࢼ以前実施の࣌
（ 後ޕ（  2 3 後ޕ、報が発ྩ中の場合はܯにおいて෩ࡏݱ࣌ ý

。するظをԆݧࢼ以後実施の࣌
前ޕ（  3 ） þ 後ޕ）以後࣌ ý 後ޕはݧࢼ以後実施の࣌ 3 （以後࣌

෩ܯ報が発ྩされた場合は、ちにݧࢼを中ࢭし、Γの
。するظをԆݧࢼ

3  前 2 項の΄か、ࡂ等のٸۓ事ଶがੜ͡、授業及びݧࢼにࢧ
োが͋ると断された場合のાஔについては、その学セ
ンターが決定し、学及び学෦に報告するのとする。
　なお、ࡂ等とは、、෩ਫ、ઇ、Ҭఀి、མཕ等をいう。

1 授業の場合
（ 前ޕ（  1 þ 、౦ւ（౦ւಓઢ、中ԝઢຢはؔઢ）̧̟ࡏݱ࣌

ۙమ、໊మ及び໊ݹࢢのަ௨ؔػ（ࢢόスຢはԼమ）の
うち、いずれかのަ௨ؔػがストϥΠΩを実施している場合
は、授業を行わない。たͩし、ޕ前 10 でにストϥΠΩ·࣌
がղআされたときは、ޕ後の授業を行う。

（ 後ޕ（  2 2 ・以後、前号のストϥΠΩを実施している場合は、ý࣌
þ 。目の授業を行わないݶ࣌

2 の場合ݧࢼ
（ 前ޕ（  1 ý 前ޕかΒ࣌ 9 、での間に、̧̟౦ւ（౦ւಓઢ·࣌

中ԝઢຢはؔઢ）、ۙ మ、໊ మ及び໊ݹࢢのަ௨ࢢ）ؔػ
όスຢはԼమ）のうち、いずれかのަ௨ؔػがストϥΠΩ
を実施している場合は、ݧࢼをԆظする。

（ 後ޕ（  2 2 、以後、前号のストϥΠΩを実施している場合は࣌
後ޕ ý 。するظをԆݧࢼ以後実施の࣌

3  ަ௨ؔػのストϥΠΩとは、௨学ݍ内のަ௨ؔػがશ面ӡٳ
ຢは、͜れにۙい状ଶをいう。

4  ಛผの授業科目については、学෦にΑΓద用がҟなる場合が
͋るので、学センターの指示に従うのとする。

5  前各項の΄か、ަ௨ؔػのӡ行がࠞཚし、授業及びݧࢼにࢧ
োが͋ると断された場合のાஔについては、その学セ
ンターが決定し、学及び学෦に報告するのとする。

9．暴風警報、災害等に伴う授業及
び試験の取扱内規

10．交通機関のストライキ等の場
合の授業及び試験の取扱内規
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　（目的）
第 1 条 ʮೆւトϥϑྟ࣌報ʯが発表された場合は、各ࣗで、

ࣗの໋はࣗでकる͜とをҙࣝし、҆શな場ॴにආし、ة
定のとおنຊ෦の指示にΑΓ、ୈ̏及びୈ̐·でのࡦରػ
Γ取Γѻうのとする。

　（定義）
第 2 条 ͜の内نにおけるʮೆւトϥϑྟ࣌報ʯとは、次

の各号に掲͛る報をいう。
（ 1  ）ʮೆւトϥϑྟ࣌報（ௐ査中）ʯ
（ 2  ）ʮೆւトϥϑྟ࣌報（ڊ大ܯռ）ʯ
（ 3  ）ʮೆւトϥϑྟ࣌報（ڊ大ҙ）ʯ
（ 4  ）ʮೆւトϥϑྟ࣌報（ௐ査終了）ʯ
　（授業及び試験）
第 3 条 前ୈ 1 号かΒୈ 3 号·でに掲͛る報が発表された

場合は、次のとおΓ取Γѻうのとする。
（ 1  ）授業をߨٳとし、ݧࢼを中ࢭする。
。するΑう指示するࢭ中及び௨学్中の場合は、登校を中ࡏ（  2 ）
（ 3  ）ຊ学施ઃ内にいる場合は、大学かΒ࿈བྷ及び指示する。
（ 4  ）授業の࠶։及びݧࢼの実施については、ผ్指示する。
ᶄ　前ୈ 4 号に掲͛る報が発表された場合は、次のとおΓ取

Γѻうのとする。
（ 中及び௨学్中の場合は、҆શを確認してかΒ登校すࡏ（  1

るΑう指示する。
（ 2  ）ຊ学施ઃ内にいる場合は、大学かΒ࿈བྷ及び指示する。
　（その他）
第 4 条　ࡂ等にΑΓຊ学ॴࡏҬにਙ大なඃがੜ͡た場合に

は、状گにԠ͡てରԠするのとする。

　大学内において、ສ一のࡂが発ੜしたとき、օさΜは、ద
なආ行ಈをとる͜とが必要です。ࡂのܗଶ発ੜ場ॴにΑっ
ては、ආルートආํ๏ྀߟしなけれなΓ·せΜが、ج
ຊతな要ྖを示し·すので、ීஈかΒ各ࣗ心得ておき·しΐう。
におけるରԠ要ྖは、શ学ੜに࣌発ੜ（・ࡂՐ）ࡂ　
しているʮ大ରԠϚχュΞルʯを参রئい·す。
　なお、各Ωϟンύスにおけるආ場ॴはԼ記のとおΓです。

11．「南海トラフ地震臨時情報」が
発表された場合の授業及び試験の
取扱内規

12．災害に対する心得
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しෆ҆を༩える͜と、૬手のҙにしてその࿑ྗを৵ݫ
を使用したΓ߆ଋしたΓして、ෆշײを͡ײさせる͜とをい
い·す。

（ 4  ）ジΣンμー・ϋϥスϝント
　ジΣンμー（ࣾձత・จԽతੑผ）ൣنをԡしつけたΓ、
それを望むݴಈにΑΓ、૬手をෆշにさせる͜とです。ੑผ
にΑΓࠩผしΑうとするҙؚࣝ·れ·す。

3．ハラスメントのないキャンパスを実現するために
（ 1  ）ϋϥスϝントのඃに͋ったときには

ᶃͻとΓで·ないで
　ϋϥスϝントを受けたと͡ײたΒ、ͻとΓで·ずに、
อ健センター（ిɿ052�ÿ3ÿ�2031、ϝールɿIPLFO!
DDNM�NFJKP�V�BD�KQ）に࿈བྷしてくͩさい。૬談にདྷる͜
とがためΒわれる場合は、·ずۙで৴頼できるਓに૬談
をしてくͩさい。૬談にはՈ৴頼できる༑ਓ、教職員
と一ॹにདྷる͜とでき·す。

ᶄ記録をしてくͩさい
　͋なたが受けたݴಈについて、ʮいつ、Ͳ͜で、୭かΒ、
ͲのΑうな͜とかがわかる記録（ࣗචのϝϞ・ϝール・録
Ի等）ʯをしておくと、૬談申ཱてのࡍにཱち·す。

ᶅٸۓの場合はܯに࿈བྷを
　૬手かΒのྗ行ҝなͲで、心にݥةを͡ײたΓ、ۓ
にܯ、めٻを要する場合は、わずपғのਓにॿけをٸ
࿈བྷをしてくͩさい。

（ 2  ）ϋϥスϝントをݟかけたΒ
ᶃݟա͝さない༐ؾを

　ूஂ内でϋϥスϝントのଘࡏが認されてし·うと、そ
れが׳習ԽしঃʑにڥがѱԽしていき·す。पғのਓた
ちそのؔにרき込·れてし·うため、ಛに教育、指導、
ཧಜするཱ場に͋るਓのՌたすׂはॏ要です。ϋϥ
スϝントをݟա͝さない༐ؾを持ち·しΐう。

ᶄ૬談をקめる
　ϋϥスϝントについての૬談を受けた場合は、必要にԠ
͡て૬談員（Χンセϥー）にΑるϋϥスϝント૬談をק
めてくͩさい。そのࡍ、૬談されたਓがಉ行する͜とՄ
です。

ᶅΓ得た報のѻいは৻ॏに
　૬談内༰等のΓ得た報については、ϓϥΠόγーに
ेにྀしຊਓのҙ向をଚॏし৻ॏにѻい·しΐう。

（ 3  ）加者になΒないために
ᶃޓいのਓ格をର等にଚॏする࢟を持ち·しΐう。
ᶄࣾձతにܗ成されたੑผҙࣝ、たとえʮஉੑঁੑは

͜う͋るきʯͩというݻ定తなੑׂ؍なͲのภった
。えํをԡしつける͜とはආけ·しΐうߟ・ํݟ

ᶅ૬手がࣗのݴಈをϋϥスϝントと受けࢭめているとわ
かったΒす͙にࢭめて、ਅなؾ持ちとଶでँࡑし·
しΐう。͋なたのՈۙなਓが受けたとしたΒෆշ
ͩとࢥう行ҝは৻むという心構えが大です。

ᶆରҙݟʮノーʯというҙࢥ表示がないかΒとݴって、
それが合ҙ・ಉҙとはݶΓ·せΜ。ཱ 場位が্のਓ（指
導者先ഐ）はेྀしてくͩさい。学֎でのݴಈで
͋って、૬手が教育・ڀݚ、ब学、ब࿑্のؔの͋
るຊ学構成員で͋れϋϥスϝントに͋たるՄੑが͋
Γ·す。

　以Լ、大学̝̥、IUUQT���XXX�NFJKP�V�BD�KQ�DBNQVT�MJGF�
IBSBTTNFOU�IUNM　参রしてくͩさい。

はじめに
　大学におけるਓ間ؔは、ࣗ༝でฏ等なؔがอূされ、ޓい
に૬手をଚॏし͋う͜とがج൫となってい·す。ϋϥスϝント（セ
ΫγュΞル・ϋϥスϝント及びそのଞのϋϥスϝント）は、ݸਓ
のਓݖを৵するので͋Γ、いかなる場合に許されるので
は͋Γ·せΜ。
　໊大学（以Լ ｢ຊ学｣ という。）は、学ੜ・教職員一ਓͻと
Γがݸਓとしてଚॏされ、ϋϥスϝントのないշదなڥで҆心
してษ学に、՝֎׆ಈに、ڀݚに、ຢはࣥにઐ೦でき、充実し
たΩϟンύスϥΠϑを送る͜とのできる大学を目指して、以Լの
ΨΠυϥΠンを定め·す。

1. ガイドラインの対象及び適用範囲
（ 1  ）͜のΨΠυϥΠンは、ຊ学のશての構成員をରとし·

す。なお、構成員とは、学ੜ（ڀݚੜ、科目等ཤ修ੜをؚむ。）
ฒびに教育職員等（ඇৗۈをؚむ。）、ڀݚ者、事職員及び
ٕज़職員等（ܖ職員、ݣ職員等をؚむ。）を指し·す。

（ 2  ）͜のΨΠυϥΠンは、ϋϥスϝントがຊ学の構成員૬ޓ
間において発ੜຢは問となった場合に、それがىった場ॴ・
。間を問わず、ద用され·す࣌

（ 3  ）͜のΨΠυϥΠンは、ϋϥスϝントがຊ学の構成員とؔ
と（等を༗する者業者等、ब学্・ब࿑্のؔؔ）者
の間において発ੜຢは問となった場合に、ద用ຢは準用
し·す。

2．ハラスメントとは
　ϋϥスϝントとは、૬手のҙにするෆదなݴಈ（ෆ作ҝを
ؚむ）にΑΓ૬手をෆշにさせたΓ、ෆརӹଛを༩える͜と
にΑって、ຊ学で学び、ڀݚし、ಇくڥをѱԽさせる͜とをい
い·す。以Լに 4 種ྨのϋϥスϝントについて説明し·すが、͜
れΒがॏなる場合͋Γ·すし、͜れΒ以֎のϋϥスϝント͋
Γ·す。
（ 1  ）セΫγュΞル・ϋϥスϝント

　ब学্・ब࿑্の༏位な位্Լؔ等をར用してなさ
れるஉঁ間ຢはಉੑ間における ｢ੑతݏがΒせ、ੑతなかΒ
かい、ੑతない͡め、ੑతྗ｣ の͜とで、ଟくは次の行ҝ
をいい·す。

ᶃੑత要ٻへの従ຢはڋ൱をཧ༝に、ब学্・ब࿑্
のརӹຢはෆརӹにӨڹを༩える͜と

ᶄ૬手ํが望·ないにかかわΒず、ੑత༠いかけを行っ
たΓ、ҙతなଶを要ٻする͜と

ᶅब学্・ब࿑্のརӹ・ෆརӹを݅として、ੑత༠
いかけを行ったΓ、ҙతなଶを要ٻする͜と

ᶆੑతݴಈ、ਤը・จॻの掲示等にΑΓෆշの೦を๊か
せるΑうなڥをৢ成する͜とຢはਓ格ݸਓとして
のଚݫをইつける͜と

（ 2  ）ΞΧσϛοΫ・ϋϥスϝント
がΒせࠩผݏをར用したྗݖ、教育の場における・ڀݚ　
の͜とです。
　ੑผを問わず、׆ڀݚಈ、教育指導、ྗత発ݴ行ҝな
Ͳで૬手にମత、ਫ਼ਆతۤ௧ෛ担、しくはۃのෆշ
。をෛわせる͜とをいい·すײ

（ 3  ）ύϫー・ϋϥスϝント
　ब学্、ब࿑্のཱ場をར用して、そのӨྗڹをཞ用する
・ܕ続తに学ྺ・ମܧಈの͜とです。指導のൣᙝをえてݴ
Ո・ϓϥΠόγーにؔする͜となͲをにし、ਓ格とଚ

13．ハラスメントの防止等に関する
ガイドライン
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教 職 課 程 事 項

教員免許状取得を目指す学生の皆さんへ
1）教員のཆ成の目ඪ及び当該目ඪをୡ成するためのܭը
2）教職センターのׂ
3）教ࢣをࢤす学ੜのօさΜへ

1．教育職員免許状について
1）教員免許状とは
2）大学の教職՝ఔとは
3）ຊ学で取得できる教員免許状の種ྨ

2．大学で教員免許状を取得するためには
1）教育職員免許๏の定めについて
2）教員免許状を取得するための要݅について

3．教職課程の登録及び履修の諸手続きについて
1）教職՝ఔの登録について
2）教職՝ఔのཤ修について
3）単位੍について
4）教職՝ఔཤ修։࢝かΒ免許状授༩·でに必要なඅ用について
5）教職՝ఔの年間スケジュール（予定）
ý）ཤ修Χルςについて

4．介護等体験について
1）๏の֓要について
2）հޢ等ମݧにうΨΠμンスについて
3）հޢ等ମݧにかかるཹҙ事項について
4）հޢ等ମݧ手続かΒ実施·でのྲྀれについて

5．教育実習について
1）教育実習のҙٛ・目తについて
2）教育実習の心得について
3）教育実習の参加資格について
4）教育実習の֓要について
5）教育実習参加·でのྲྀれについて

6．麻しんに関する報告書について
7．単位の修得方法について

1）教科及び教職にؔする科目表
2）教科の指導๏にؔする科目表
3）教科にؔするઐత事項（学෦学科）
4）教育職員免許๏施行نଇୈ ýý の ý に定める科目
5）స学෦ੜ・స学科ੜ・ฤ入学ੜの教職՝ఔのཤ修について
ý）大学Ӄੜの教職՝ఔのཤ修について

8．教育職員免許状（教員免許状）の申請
9．教員採用試験

1）ެཱ学校教員について
学校教員についてཱࢲ（2
用教員について࠾࣌ྟ（3

10．教員採用試験対策指導
1）教員࠾用ݧࢼର࠲ߨࡦについて
2）教職学習ࣨ・教職教材ࣨڀݚのར用ํ๏について
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学 芸 員 課 程 事 項

1．学芸員課程を履修する皆さんへ
1）学芸員とは
2）തؗとは
3）ຊ学の学芸員ཆ成ཧ೦について

2．大学で学芸員資格を取得するには
1）തؗ๏の定めについて

3．学芸員資格を取得できる学部・学科
4．学芸員資格取得に必要な単位の取得について

資格ૅج（1
2）തؗにؔする科目

5．博物館実習について
1）തؗ実習Ⅰ（学内実習）ʦ3 年次ʧ・・必修
2）തؗ実習Ⅱ（ؗ実習）ʦ4 年次ʧ・・必修
3）തؗ実習ᶙ（ؗ実習）ʦ4 年次ʧ・・બ
4）തؗ実習Ⅱ・ᶙ（ؗ実習）の֓要
5）തؗ実習Ⅱ・ᶙ（ؗ実習）の参加資格

6．学芸員課程の登録および諸手続
1）学芸員՝ఔの登録とཤ修අのೲ入について
2）学芸員՝ఔの授業科目のཤ修登録について
3）大学Ӄੜのཤ修について
4）単位੍について
5）学芸員՝ఔの年間スケジュール（予定）

7．修了証書の授与
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

学生のօ͞Μ͢ࢦঢ়औಘΛ目ڐ員໔ڭ
ʬ名城大学のڭ৬課程についてʭ
大学のڭ員のཆの目ඪٴび֘目ඪΛୡ͢ΔͨΊのܭը
ʤ教員のཆ成の目ඪʥ
　本大学は、立学のਫ਼ਆ「Ժ健中正で実行力にみ、ࠃՈ、ࣾ会の৴頼にする人材を育成す
る」にࠜ差し、「謙虚にものごとの本࣭をつかみ、અ度をわきまえ、๛かなแ༰力とฏ֮ײߧ
をもち、ൈ܈な実行力で୭からも৴頼される教員」をཆ成することを目ඪとする。前身の໊ݹ
ߴ等理科講習所開設当ॳから重ࢹしてきた中等教育教員ཆ成の౷と大学の設置理೦の
下、各学部・学科における専門の教育ڀݚを通して的なੑと๛かな人間ੑをഓい、教職
に関わる深い理解と実ફ的指導力を備えた教員をഐ出してࣾ会にݙߩしていく。

ʤ当該目ඪをୡ成するためのܭըʥ
　本大学は、目ඪをୡ成するために、次のܭըを実施する。
①特৭ある教職指導の実施
1ɽ教職担制 (教職センター教員が教職担として4年間一؏で担当学生の指導を行う）
の採用

2ɽ教員採用ࢼ験にけた各छ対ࡦ講࠲、ガイダンス等の実施
3ɽ教職課程履修Χルテを活用した学修成ՌのѲ

②教員としての資࣭・技の育成
　教育の基礎的理解に関する科目等を通して、教員としての資࣭・技を育成する。

③ಠ自の科目設置を通した৴頼される教員の育成
　大学がಠ自に設定する科目として「ٖ授業演習」（ 3年次・必修）及び「学ߍ課演習」
（ 3年次・બ ) を設置し、教職課程で身につけた識、実ફ力を活用したԣஅ的な学修
により、学生が課解ܾ力、実ફ的指導力等を一֫得できるようにଅす。

④各学部・学科における教育ڀݚ上の特৭を活かした教職課程のฤ成
　各学部・学科におけるߴ度で特৭のある教育ڀݚを通して、教員として必要な識やॾ
力を育成する。

ᶇ全学的教職課程ӡ営のਪ進
　教職センターҕ員会を֩として、教職課程自ݾݕ・ධՁ活動を౿まえた全学的教職課
程ӡ営のվળをਪ進し、教職課程の࣭の上をਤる。

大学院のڭ員のཆの目ඪٴび֘目ඪΛୡ͢ΔͨΊのܭը
ʤ教員のཆ成の目ඪʥ
　本大学院は、立学のਫ਼ਆ「Ժ健中正で実行力にみ、ࠃՈ、ࣾ会の৴頼にする人材を育成
する」にࠜ差し、「謙虚にものごとの本࣭をつかみ、અ度をわきまえ、๛かなแ༰力とฏײߧ
֮をもち、ൈ܈な実行力で୭からも৴頼される教員」をཆ成することを目ඪとする。前身の໊
してきた中等教育教員ཆ成の౷と大学院の設置理೦ࢹ科講習所開設当ॳから重等理ߴݹ
の下、各ڀݚ科・専߈における学ज़の理論及び応用の教授ڀݚを通してߴ度な教科専門ੑと୳
。していくݙߩ力を備えた教員をഐ出してࣾ会にٻ

ʤ当該目ඪをୡ成するためのܭըʥ
　本大学院は、目ඪをୡ成するために以下のܭըを実施する。
①各ڀݚ科・専߈における教授ڀݚ上の特৭を活かした教職課程のฤ成
　各ڀݚ科・専߈におけるߴ度で特৭ある教授ڀݚを通して、教員として必要なߴ度な教
科専門ੑと確かな୳ٻ力を育成する。

②全学的教職課程ӡ営のਪ進
　教職センターҕ員会を֩として、教職課程自ݾݕ・ධՁ活動を౿まえた全学的教職課
程ӡ営のվળをਪ進し、教職課程の࣭の上をਤる。

1 員のཆの目ڭ（
ඪٴび֘目ඪΛ
ୡ͢ΔͨΊのܭ
ը

ø

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

໊大学では教職センターが教職課程をӡ営しています。主に次の 3つを行っています。

　①教職専門科目および一部の各教科の指導法に関する科目の開講

　②教職課程履修指導、հޢ等体験・教育実習に関わる指導

　③教ࢣを目指す学生たちへの教員採用ࢼ験等の対ࡦ

　教ࢣを目指す学生のօさんは、所ଐする学部の専門科目の履修を通して、教ࢣとしての専門

ੑを身につけ、教職センターが開講する教職専門科目を履修することで、各学科が認定されて

いる教員໔ڐを取得することがՄとなっています。ͥͻ、本学の教職課程で学び、教ࢣとし

て教育ݱ場で活༂してみませんか。

3 学生͢ࢤΛࢣڭ（
のօ͞Μ

৬ηϯλーのڭ（2
ׂ
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に関わる深い理解と実ફ的指導力を備えた教員をഐ出してࣾ会にݙߩしていく。

ʤ当該目ඪをୡ成するためのܭըʥ
　本大学は、目ඪをୡ成するために、次のܭըを実施する。
①特৭ある教職指導の実施
1ɽ教職担制 (教職センター教員が教職担として4年間一؏で担当学生の指導を行う）
の採用

2ɽ教員採用ࢼ験にけた各छ対ࡦ講࠲、ガイダンス等の実施
3ɽ教職課程履修Χルテを活用した学修成ՌのѲ

②教員としての資࣭・技の育成
　教育の基礎的理解に関する科目等を通して、教員としての資࣭・技を育成する。

③ಠ自の科目設置を通した৴頼される教員の育成
　大学がಠ自に設定する科目として「ٖ授業演習」（ 3年次・必修）及び「学ߍ課演習」
（ 3年次・બ ) を設置し、教職課程で身につけた識、実ફ力を活用したԣஅ的な学修
により、学生が課解ܾ力、実ફ的指導力等を一֫得できるようにଅす。

④各学部・学科における教育ڀݚ上の特৭を活かした教職課程のฤ成
　各学部・学科におけるߴ度で特৭のある教育ڀݚを通して、教員として必要な識やॾ
力を育成する。

ᶇ全学的教職課程ӡ営のਪ進
　教職センターҕ員会を֩として、教職課程自ݾݕ・ධՁ活動を౿まえた全学的教職課
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　①教職専門科目および一部の各教科の指導法に関する科目の開講

　②教職課程履修指導、հޢ等体験・教育実習に関わる指導

　③教ࢣを目指す学生たちへの教員採用ࢼ験等の対ࡦ

　教ࢣを目指す学生のօさんは、所ଐする学部の専門科目の履修を通して、教ࢣとしての専門

ੑを身につけ、教職センターが開講する教職専門科目を履修することで、各学科が認定されて

いる教員໔ڐを取得することがՄとなっています。ͥͻ、本学の教職課程で学び、教ࢣとし

て教育ݱ場で活༂してみませんか。

3 学生͢ࢤΛࢣڭ（
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৬ηϯλーのڭ（2
ׂ

ù5 ― þ



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

1 ঢ়についてڐҭ৬員໔ڭ．
　教育職員໔ڐঢ়とは、学ߍ教育法が定める学ߍで教員としてಇくために必要な໔ڐঢ়のこと
です。教育職員໔ڐঢ়は教員໔ڐঢ়や教員໔ڐ、教໔とུされることもあります。
①　法ྩの定め
　教員໔ڐঢ়の取得方法などは「教育職員໔ڐ法」と「教育職員໔ڐ法施行規ଇ」という法
ྩに基づき定められています。教育職員໔ڐ法では、学ߍ教育法が定める学ߍで教員として
ಇくには教員໔ڐঢ়が必要であるとされています。中学ߍやߴ等学ߍの教員としてಇくため
には、教員໔ڐঢ়が必要です。

②　໔ڐঢ়のछྨ
　教員໔ڐঢ়はී通໔ڐঢ়、臨時໔ڐঢ়、特別໔ڐঢ়の 3つに大別されます。本学で取得で
きる໔ڐঢ়はී通໔ڐঢ়です。臨時໔ڐঢ়と特別໔ڐঢ়には༗ޮ期間があります。特別໔ڐ
ঢ়の༗ޮ期間は所༗資格を得てから10年後の年度までです。臨時໔ڐঢ়は3年間༗ޮです。
　ී通໔ڐঢ়には専修໔ڐঢ়、一छ໔ڐঢ়、ೋछ໔ڐঢ়の 3छྨがあります。専修໔ڐঢ়は
修࢜の学位をもつ者、一छ໔ڐঢ়は学࢜の学位をもつ者、ೋछ໔ڐঢ়は期大学࢜の学位に
相当する資格をもつ者に授与されます。本学で取得できるのは一छ໔ڐঢ়と専修໔ڐঢ়です。

　教員໔ڐঢ়の取得には教職課程の単位を修得しなければなりません。
　教職課程とは、教員ཆ成ܥ学部に所ଐしていない学部の学生が教員໔ڐঢ়を取得するために
履修する課程のことです。教職課程は、教育職員໔ڐ法および教育職員໔ڐ法施行規ଇに定め
られた科目でߏ成されています。教職センター開講科目の単位は学部を卒業するために必要な
単位にࢉ入されません。

　教育職員໔ڐঢ়取得希望者は、教育職員໔ڐ法にैい、所定の単位を修得した場合、次のよ
うな໔ڐঢ়が取得できます。

①　学部学科で取得Մな一छ໔ڐঢ়

学　　　部 学　　　科
※　教科ڐछと໔ߍ

中学ߍ教་
一छ໔ڐঢ়

教་ߍ等学ߴ
一छ໔ڐঢ়

େ

ɹ
ɹ
学

法 学 部 法 学 科 ࣾ 会  理 ྺ ࢙
ެ ຽ

経 営 学 部
経 営 学 科

ʵ  業
ࠃ 際 経 営 学 科

経 ࡁ 学 部
経 ࡁ 学 科

ࣾ 会
 理 ྺ ࢙
ެ ຽ
 業࢈ 業 ࣾ 会 学 科

理  学 部

数 学 科 数 学 数 学
情 報

ి ؾ ి ࢠ  学 科

理 科 理 科
 業

材 料 ػ   学 科
応 用 Խ 学 科
ػ ց  学 科
交 通 ػ ց  学 科
ࣾ会基൫σβイン学科
ݐ ங 学 科
ϝΧτロχクス学科

ʵ  業
 ڥ    学 科

 学 部
生 物 資 ݯ 学 科

理 科 理 科
 業応 用 生 物 Խ 学 科

生 物  ڥ 科 学 科

ࢢ情報学部  ࢢ 情 報 学 科 ʵ ެ ຽ
情 報

人 間 学 部 人 間 学 科 ࣾ 会
ӳ ޠ

 理 ྺ ࢙
ެ ຽ
ӳ ޠ

外ޠࠃ学部 ࠃ 際 ӳ ޠ 学 科 ӳ ޠ ӳ 　 ޠ

情報学部 情 報  学 科 ʵ 情 報
 業
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ঢ়ڐで取得Մな専修໔߈科専ڀݚ　②

学　　　部 学　　　科
※　教科ڐछと໔ߍ

中学ߍ教་
専修໔ڐঢ়

教་ߍ等学ߴ
専修໔ڐঢ়
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ɹ
ɹ
学
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ɹ
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法学ڀݚ科 法  学 専 ߈ ࣾ 会 ެ ຽ

経営学ڀݚ科 経 営 学 専 ߈ ʵ  業

経ࡁ学ڀݚ科 経 ࡁ 学 専 ߈ ࣾ 会 ެ ຽ

理学ڀݚ科

数… … 学… … 専… … ߈ 数 学 数 学

情 報  学 専 ߈

ʵ  業ి ؾ ి ࢠ  学 専 ߈

材 料 ػ   学 専 ߈

応 用 Խ 学 専 ߈ 理 科 理 科

ػ ց  学 専 ߈

ʵ  業

交 通 ػ ց  学 専 ߈

ϝΧτロχクス学専߈

ࣾ会基൫σβイン学専߈

 ڥ    学 専 ߈

ݐ ங 学 専 ߈

学ڀݚ科  学 専 ߈ 理 科
理 科

 業

※…໔ڐঢ়の正式໊শは…「中学ߍ教་一छ໔ڐঢ়…（教科໊）」、…「中学ߍ教་専修໔ڐঢ়…（教科
…。です…「ঢ়…（教科໊）ڐ教་専修໔ߍ等学ߴ」…、「ঢ়…（教科໊）ڐ教་一छ໔ߍ等学ߴ」…、「（໊
　ྫɿ中学ߍ教་一छ໔ڐঢ়…（ࣾ会）・ߴ等学ߍ教་一छ໔ڐঢ়…（理ྺ࢙）…

2 ．大学Ͱڭ員໔ڐঢ়Λऔಘ͢ΔͨΊに
　教育職員໔ڐঢ়を取得するために必要な基準、要݅等は、「教育職員໔ڐ法」、「教育職員໔
。ঢ়のछྨごとに定められていますڐ法施行規ଇ」等に、໔ڐ
　希望する教員໔ڐঢ়を取得するためには、これらの法に定められている、基準、要݅、修
得が必要な科目及び単位数等をॆする必要があります。

①基礎資格及び取得が必要な単位数についてɿ教育職員໔ڐ法ୈ ５

ୈ 1ཝ ໔ڐঢ়のछྨ
中学ߍ教་ 教་ߍ等学ߴ

専修໔ڐঢ় 一छ໔ڐঢ় 専修໔ڐঢ় 一छ໔ڐঢ়

ୈ 2ཝ 基礎資格 修࢜の学位 学࢜の学位 修࢜の学位 学࢜の学位

ୈ 3ཝ
大学において修得することが

必要とする単位数
83 ５9 83 ５9

※…専修໔ڐঢ়に係るୈ 4ཝに定める単位数のうち一छ໔ڐঢ়に係る同ཝに定める科目の単位数
を差しҾいた単位数については、…大学院の課程において修得するものとする。…

1 ๏ڐҭ৬員໔ڭ（
の定Ίについて

ঢ়Λऔڐ員໔ڭ（2
ಘ͢ΔͨΊの要݅
について
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）
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　ී通໔ڐঢ়には専修໔ڐঢ়、一छ໔ڐঢ়、ೋछ໔ڐঢ়の 3छྨがあります。専修໔ڐঢ়は
修࢜の学位をもつ者、一छ໔ڐঢ়は学࢜の学位をもつ者、ೋछ໔ڐঢ়は期大学࢜の学位に
相当する資格をもつ者に授与されます。本学で取得できるのは一छ໔ڐঢ়と専修໔ڐঢ়です。

　教員໔ڐঢ়の取得には教職課程の単位を修得しなければなりません。
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

②　大学で取得が必要な単位数についてɿ教育職員໔ڐ法施行規ଇୈ 4及びୈ ５

ୈ 1ཝ 教科及び教職に
関する科目

各科目にؚめることが
必要な事߲

中学ߍ教་
（ୈ 4）

教་ߍ等学ߴ
（ୈ ５）

専　修
໔ڐঢ়

一　छ
໔ڐঢ়

専　修
໔ڐঢ়

一　छ
໔ڐঢ়

ୈ 2ཝ
教科及び教科の
指導法に関する

科目

教科に関する専門的事߲
28 28 24 24各教科の指導法（情報通৴技

ज़の活用をؚΉ。） 8 8 4 4

ୈ 3 ཝ 教育の基礎的理
解に関する科目

教育の理೦ฒびに教育に関す
るྺ࢙及びࢥ

10 10 10 10

教職の意義及び教員の割・
職務内༰…（νーム学ߍӡ営へ
の対応をؚΉ。）…
教育に関するࣾ会的、…制度的
ຢは経営的事߲ (学ߍとҬ
との࿈ܞ及び学҆ߍ全への対
応をؚΉ。）…
༮ࣇ…、ࣇಐ及び生ెの心身の
発ୡ及び学習のա程
特別の支ԉを必要とする༮ࣇ、…
ಐ及び生ెに対する理解ࣇ
教育課程の意義及びฤ成の方
法…（ΧリΩϡラム・Ϛωδϝ
ンτをؚΉ。）…

ୈ 4 ཝ

ಓಙ、…૯合的な
学習の時間等の
指導法及び生ె
指導、…教育相談
等に関する科目

ಓಙの理論及び指導法

10 10 8 8

૯合的な学習の時間の指導法※

特別活動の指導法
教育の方法及び技ज़
情報通৴技ज़を活用した教育
の理論及び方法
生ె指導の理論及び方法
進࿏指導及びΩϟリΞ教育の
理論及び方法
教育相談…（Χンセリングに
関する基礎的な識をؚΉ。）…
の理論及び方法

ୈ ５ཝ 教育実ફに
関する科目

教育実習 ５ ５ 3 3
教職実ફ演習 2 2 2 2

ୈ 6 ཝ 大学がಠ自に
設定する科目 28 4 36 12

法ྩ上の必要単位数 83 ５9 83 ５9
…ߴ※ 等学ߍ教་専修໔ڐঢ়及びߴ等学ߍ教་一छ໔ڐঢ়に対応する事߲は、「૯合的な୳ڀの
時間の指導法」です。

③　大学で取得が必要な単位数「教育職員໔ڐ法施行規ଇୈ 66の 6に定める科目」について

科目۠分

取得する໔ڐঢ়のछྨ

科目໊শ

中学ߍ教་ 教་ߍ等学ߴ

専　修
໔ڐঢ়

一　छ
໔ڐঢ়

専　修
໔ڐঢ়

一　छ
໔ڐঢ়

教育職員໔ڐ法施行規ଇ
ୈ 66 の 6に定める科目۠分

日本ݑࠃ法 2 2 2 2
体育 2 2 2 2

外ޠࠃίϛϡχέーション 2 2 2 2

数理、σータ活用及び人
に関する科目ຢは
情報ثػのૢ作

2 2 2 2
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④　その他必要な要݅「հޢ等の体験」について
　「খ学ߍ及び中学ߍの教་のී通໔ڐঢ়授与に係る教育職員໔ڐ法の特ྫ等に関する法
施行規ଇ（ʹ特ྫ法）」の定めにより、中学ߍ教་໔ڐঢ়取得༧定者は、法ྩで定める施設
における 7日間のհޢ等体験が必要とされています。
　詳細は、h 4ɽհޢ等体験ʱに記ࡌされています。

ᶇ　「ߴ等学ߍ教་一छ໔ڐঢ়（業）」のみを対とした取得方法「特ྫ方法」について
法施行規ଇୈڐঢ়の授与を受ける場合、「教育職員໔ڐのී通໔（業）教་ߍ等学ߴ　 ５
備ߟୈ 6」の定めにより、「教育職員໔ڐ法ୈ ５」の規定にかかわらず、同数の単位数
修得をもって、これにସえることができます。
教育職員໔ڐ法施行規ଇୈ ５備ߟୈ 6
ঢ়の授与を受ける場合は、当分の間、各教科の指導法に関する科目及び教ڐ業のී通໔　
་の教育の基礎的理解に関する科目等（専修໔ڐঢ়に係る単位数については、໔ڐ法別表ୈ
1備ߟୈ 7߸の規定をద用した後の単位数）の全部ຢは一部の単位は、当該໔ڐঢ়に係る教
科に関する専門的事߲に関する科目について修得することができる。

教科及び教職
に関する科目

各科目にؚめることが
必 要 な 事 ߲

「教育職員໔ڐ法施行規ଇୈ ５備ߟୈ 6」
により取得する方法

授業科目 特 ྫ 方 法 1
（一ׅ申）

特 ྫ 方 法 2
（人申ݸ）

教科及び
教科の指導法
に関する科目

教科に関する専門的事߲ 各学科で開設
する科目ˑ

「理学֓論」
「職業指導論」
「業科教育法」
「業科指導法」
「教育原論」
「教職入門」
「教育心理学」
「教育課程論」
「教育方法・技ज़
論（情報通৴技
ज़の活用ؚΉ）」
「生 ・ె進࿏指導論」
をؚめて ５9 単
位以上修得する

「理学֓論」
「職業指導論」
をؚめて ５9 単
位以上修得する

各教科の指導法（情報通৴
技ज़の活用をؚΉ。）

業科教育法
業科指導法

教育の基礎的
理解に関する
科目

教育の理೦ฒびに教育に関す
るྺ࢙及びࢥ 教育原論

教職の意義及び教員の割・
職務内༰…（νーム学ߍӡ営へ
の対応をؚΉ。）…

教職入門

教育に関するࣾ会的、…制度的
ຢは経営的事߲ (学ߍとҬ
との࿈ܞ及び学҆ߍ全への対
応をؚΉ。）…

教育行論

༮ࣇ…、ࣇಐ及び生ెの心身の
発ୡ及び学習のա程 教育心理学

特別の支ԉを必要とする༮ࣇ、…
ಐ及び生ెに対する理解ࣇ

特別支ԉ教育
論

教育課程の意義及びฤ成の方
法…（ΧリΩϡラム・Ϛωδϝ
ンτをؚΉ。）…

教育課程論

ಓಙ、…૯合的
な学習の時間
等の指導法及
び生ె指導、…
教育相談等に
関する科目

૯合的な୳ڀの時間の指導法 特別活動と૯
合的な学習の
時間の指導法特別活動の指導法

教育の方法及び技ज़ 教育方法・技
ज़論（情報通
৴技ज़の活用
ؚΉ）

情報通৴技ज़を活用した教
育の理論及び方法

生ె指導の理論及び方法
生ె・進࿏指
導論進࿏指導及びΩϟリΞ教育の

理論及び方法
教育相談…（Χンセリングに
関する基礎的な識をؚΉ。）…
の理論及び方法

学ߍ教育相談

教育実ફに
関する科目

教育実習 教育実習Ⅱ
教育実習指導

教職実ફ演習 教職実ફ演習
大学がಠ自に
設定する科目
※…ˑ は、各学科で開講されている「教科に関する専門的事߲」で必修科目の「理学֓論」「職
業指導論」を修得する必要があります。

※…前ϖーδ③に示す「教育職員໔ڐ法施行規ଇୈ 66 の 6に定める科目」の必要単位数は修
得する必要があります。

※…【特ྫ方法 2】により教員໔ڐঢ়を取得する場合、…教育ҕ員会への໔ڐঢ়授与の申手続き
は…h 人申ݸ …ɦが必要です。…
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②　大学で取得が必要な単位数についてɿ教育職員໔ڐ法施行規ଇୈ 4及びୈ ５

ୈ 1ཝ 教科及び教職に
関する科目

各科目にؚめることが
必要な事߲

中学ߍ教་
（ୈ 4）

教་ߍ等学ߴ
（ୈ ５）

専　修
໔ڐঢ়

一　छ
໔ڐঢ়

専　修
໔ڐঢ়

一　छ
໔ڐঢ়

ୈ 2ཝ
教科及び教科の
指導法に関する

科目

教科に関する専門的事߲
28 28 24 24各教科の指導法（情報通৴技

ज़の活用をؚΉ。） 8 8 4 4

ୈ 3 ཝ 教育の基礎的理
解に関する科目

教育の理೦ฒびに教育に関す
るྺ࢙及びࢥ

10 10 10 10

教職の意義及び教員の割・
職務内༰…（νーム学ߍӡ営へ
の対応をؚΉ。）…
教育に関するࣾ会的、…制度的
ຢは経営的事߲ (学ߍとҬ
との࿈ܞ及び学҆ߍ全への対
応をؚΉ。）…
༮ࣇ…、ࣇಐ及び生ెの心身の
発ୡ及び学習のա程
特別の支ԉを必要とする༮ࣇ、…
ಐ及び生ెに対する理解ࣇ
教育課程の意義及びฤ成の方
法…（ΧリΩϡラム・Ϛωδϝ
ンτをؚΉ。）…

ୈ 4 ཝ

ಓಙ、…૯合的な
学習の時間等の
指導法及び生ె
指導、…教育相談
等に関する科目

ಓಙの理論及び指導法

10 10 8 8

૯合的な学習の時間の指導法※

特別活動の指導法
教育の方法及び技ज़
情報通৴技ज़を活用した教育
の理論及び方法
生ె指導の理論及び方法
進࿏指導及びΩϟリΞ教育の
理論及び方法
教育相談…（Χンセリングに
関する基礎的な識をؚΉ。）…
の理論及び方法

ୈ ５ཝ 教育実ફに
関する科目

教育実習 ５ ５ 3 3
教職実ફ演習 2 2 2 2

ୈ 6 ཝ 大学がಠ自に
設定する科目 28 4 36 12

法ྩ上の必要単位数 83 ５9 83 ５9
…ߴ※ 等学ߍ教་専修໔ڐঢ়及びߴ等学ߍ教་一छ໔ڐঢ়に対応する事߲は、「૯合的な୳ڀの
時間の指導法」です。

③　大学で取得が必要な単位数「教育職員໔ڐ法施行規ଇୈ 66の 6に定める科目」について

科目۠分

取得する໔ڐঢ়のछྨ

科目໊শ

中学ߍ教་ 教་ߍ等学ߴ

専　修
໔ڐঢ়

一　छ
໔ڐঢ়

専　修
໔ڐঢ়

一　छ
໔ڐঢ়

教育職員໔ڐ法施行規ଇ
ୈ 66 の 6に定める科目۠分

日本ݑࠃ法 2 2 2 2
体育 2 2 2 2

外ޠࠃίϛϡχέーション 2 2 2 2

数理、σータ活用及び人
に関する科目ຢは
情報ثػのૢ作

2 2 2 2
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④　その他必要な要݅「հޢ等の体験」について
　「খ学ߍ及び中学ߍの教་のී通໔ڐঢ়授与に係る教育職員໔ڐ法の特ྫ等に関する法
施行規ଇ（ʹ特ྫ法）」の定めにより、中学ߍ教་໔ڐঢ়取得༧定者は、法ྩで定める施設
における 7日間のհޢ等体験が必要とされています。
　詳細は、h 4ɽհޢ等体験ʱに記ࡌされています。

ᶇ　「ߴ等学ߍ教་一छ໔ڐঢ়（業）」のみを対とした取得方法「特ྫ方法」について
法施行規ଇୈڐঢ়の授与を受ける場合、「教育職員໔ڐのී通໔（業）教་ߍ等学ߴ　 ５
備ߟୈ 6」の定めにより、「教育職員໔ڐ法ୈ ５」の規定にかかわらず、同数の単位数
修得をもって、これにସえることができます。
教育職員໔ڐ法施行規ଇୈ ５備ߟୈ 6
ঢ়の授与を受ける場合は、当分の間、各教科の指導法に関する科目及び教ڐ業のී通໔　
་の教育の基礎的理解に関する科目等（専修໔ڐঢ়に係る単位数については、໔ڐ法別表ୈ
1備ߟୈ 7߸の規定をద用した後の単位数）の全部ຢは一部の単位は、当該໔ڐঢ়に係る教
科に関する専門的事߲に関する科目について修得することができる。

教科及び教職
に関する科目

各科目にؚめることが
必 要 な 事 ߲

「教育職員໔ڐ法施行規ଇୈ ５備ߟୈ 6」
により取得する方法

授業科目 特 ྫ 方 法 1
（一ׅ申）

特 ྫ 方 法 2
（人申ݸ）

教科及び
教科の指導法
に関する科目

教科に関する専門的事߲ 各学科で開設
する科目ˑ

「理学֓論」
「職業指導論」
「業科教育法」
「業科指導法」
「教育原論」
「教職入門」
「教育心理学」
「教育課程論」
「教育方法・技ज़
論（情報通৴技
ज़の活用ؚΉ）」
「生 ・ె進࿏指導論」
をؚめて ５9 単
位以上修得する

「理学֓論」
「職業指導論」
をؚめて ５9 単
位以上修得する

各教科の指導法（情報通৴
技ज़の活用をؚΉ。）

業科教育法
業科指導法

教育の基礎的
理解に関する
科目

教育の理೦ฒびに教育に関す
るྺ࢙及びࢥ 教育原論

教職の意義及び教員の割・
職務内༰…（νーム学ߍӡ営へ
の対応をؚΉ。）…

教職入門

教育に関するࣾ会的、…制度的
ຢは経営的事߲ (学ߍとҬ
との࿈ܞ及び学҆ߍ全への対
応をؚΉ。）…

教育行論

༮ࣇ…、ࣇಐ及び生ెの心身の
発ୡ及び学習のա程 教育心理学

特別の支ԉを必要とする༮ࣇ、…
ಐ及び生ెに対する理解ࣇ

特別支ԉ教育
論

教育課程の意義及びฤ成の方
法…（ΧリΩϡラム・Ϛωδϝ
ンτをؚΉ。）…

教育課程論

ಓಙ、…૯合的
な学習の時間
等の指導法及
び生ె指導、…
教育相談等に
関する科目

૯合的な୳ڀの時間の指導法 特別活動と૯
合的な学習の
時間の指導法特別活動の指導法

教育の方法及び技ज़ 教育方法・技
ज़論（情報通
৴技ज़の活用
ؚΉ）

情報通৴技ज़を活用した教
育の理論及び方法

生ె指導の理論及び方法
生ె・進࿏指
導論進࿏指導及びΩϟリΞ教育の

理論及び方法
教育相談…（Χンセリングに
関する基礎的な識をؚΉ。）…
の理論及び方法

学ߍ教育相談

教育実ફに
関する科目

教育実習 教育実習Ⅱ
教育実習指導

教職実ફ演習 教職実ફ演習
大学がಠ自に
設定する科目
※…ˑ は、各学科で開講されている「教科に関する専門的事߲」で必修科目の「理学֓論」「職
業指導論」を修得する必要があります。

※…前ϖーδ③に示す「教育職員໔ڐ法施行規ଇୈ 66 の 6に定める科目」の必要単位数は修
得する必要があります。

※…【特ྫ方法 2】により教員໔ڐঢ়を取得する場合、…教育ҕ員会への໔ڐঢ়授与の申手続き
は…h 人申ݸ …ɦが必要です。…
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び履修の諸手続͖についてٴ৬課程の登録ڭ．3
　教職課程の履修を希望する者は、教職課程オリエンテーションに出席し、教職課程履修希望
登録および教職履修費（ ５５,600 円）の納付が必要です。
　（1…）教職課程履修希望登録を行うことによって、教職課程開講科目を履修登録することがで

きるようになります。
　（2）所定の履修費で教職課程を履修することのできる期間は、大学学部に在籍する期間です。
　（3）教職課程を్中でࣙ退する場合、納付した教職履修費はฦؐされません。
　（4…）退学・除籍の後、再入学・復籍した者が、再び教職課程を履修しようとするときに、既

納の履修費と再履修を出願した年度の履修費に差額がある場合は、その差額を納付する必
要があります。

　教職課程を履修するために必要な授業科目は「教育の基礎的理解に関する科目等」、「教科及
び教科の指導法に関する科目」、「大学がಠ自に設定する科目」、「教育職員໔ڐ法ୈ 66 の 6に
定める科目」があり、それͧれについて、必修科目の単位をؚんだうえ、最低必要単位数を修
得しなくてはなりません。
　取得しようとする໔ڐঢ়ごとに必要な授業科目、単位数が記ࡌされていますので、本書をख़
ಡし、理解した上で履修登録を行ってください。

　大学における教育課程は、大学設置基準にもとづく単位制を採用しています。単位とは 1つ
の授業科目の学習に要する時間を表す基準です。単位制とは、各年次に配当されている所定の
科目を履修し、それらの科目ごとに割り当てられている単位を修得し、これを一定数積み上げ
ることによって卒業できる制度をいいます。大学の授業は講義・演習、実験・実技科目に大別
することができますが、各授業科目の 1単位当たりの学習時間は、教室等で行う授業時間と教
室外で行う準備学習・事後学習の自学自習時間を合わせて 4５ 時間が必要になります。単位制
度の趣旨を理解して、履修する単位数に相当する自主的学習時間が必要であることを意識して、
日ごろの授業に臨んでください。

　教職課程履修開始から໔ڐঢ়授与までに必要な費用の目҆は、下記のとおりです。
　年度によって、ۚ額がมわることがありますので、その度、各自で確認してください。
　支払方法等の詳細な内༰は、ガイダンス及びܝ示等でおらせします。
年次 内༰ ۚ額（目҆） ֓要

1年次
教職履修費 ５５,600 円 履修者全員、最ॳの登録時のみ必要
教員採用ࢼ験τライΞルࢼ受験料 1,５00 円 希望者のみ

⚒年次

教員採用ࢼ験τライΞルࢼ受験料 1,５00 円 希望者のみ
教員採用ٖࢼ験受験料 3,200 円 希望者のみɿ1ճあたり　1,600 円
ຑしんの༧छや߅体ࠪݕの
費用 実費 ༧छや߅体ࠪݕを行う場合のみ

3年次

հޢ等体験費（人保健施設分） 7,５00 円 体験参加対者のみ
1日当たり　…1,５00 円ʷ ５日間分

հޢ等体験にかかるফ等 実費 実習先による
հޢ等体験にかかる交通費等 実費
教員採用ٖࢼ験受験料 3,200 円 希望者のみɿ1ճあたり　1,600 円

4 年次

教育実習費 0～
30,000 円

実習参加対者のみ
ۚ額は実習ߍにより異なり、各自
で支払う

教育実習にかかるফ等 実費 実習先による
教育実習にかかる交通費等 実費
教員採用ٖࢼ験受験料 3,200 円 希望者のみɿ1ճあたり　1,600 円

教員໔ڐঢ়授与手数料 3,400 ～
17,000 円

申者全員ɿ໔ڐঢ় 1݅につき 3,400 円
申する݅数による

講義「教職実ફ演習（中 w 「（ߴ
の、学外における見学 wௐࠪ等に
参加する際の交通費等

実費 参加内༰による

通　ڞ ΩϟンύスҠ動交通費 実費

教職課程に関する行事がఱനΩϟン
ύスのみで開࠵される場合、別Ωϟ
ンύスで開講される授業科目を履
修する場合等、Ωϟンύス間Ҡ動
の交通費が必要となる場合がある
スクールόスがӡ行されている期
間はར用がՄである

ˎۚ額は前年度までのものを参ߟにしています。

1 ৬課程の登録ڭ（
について

৬課程の履修ڭ（2
について

3）単位制度につい
て

৬課程履修։ڭ（4
ঢ়授与ڐΒ໔͔࢝
·Ͱに必要ͳ費用
について
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

1 年次 2年次 3年次 4年次

4月

新入生オリエ
ンテーション
教職課程登録
教職履修費納
入

w教育実習登録手続き開始
w教育実習登録Χードఏ出
w 教育実習ߍ内諾依頼
wհޢ等体験最終ௐࠪ
wެ立学ߍ教員採用ࢼ験
出願 ï3 ～５月ð

w ެ立学ߍ教員採用
験出願ࢼ
ï3 ～５月ð
w ݕ受ࠪݕ学దੑࢲ
申込

Ȁ前期ȁ 採用ࢼ験対ࡦษڧ会 ï4～7月ð

５ 月
教員採用ࢼ験のためのެ開ٖࢼ験

教育実習ï５～6月ðñ
w ࠪݕ学దੑࢲ

6月 w 教員採用ࢼ験一次
໘対ࡦ実施

7月
w 教員採用ࢼ験受験
……ï５ ～9月ð
w հޢ等体験ガイダンス

w教員採用ࢼ験受験
……（ ５ ～ 9 月）
w 教員採用ࢼ験ೋ次
࠲講ࡦ験対ࢼ

8月

w հޢ等体験ɿ人保健
施設……ï8 ～ 12 月頃）
w খ学ߍ教員資格認定ࢼ
験……ï6 月～ 9月）
w հޢ等体験（特別支ԉ
学ߍ）ガイダンス
……ï8 月～ 9月）

w ެ立学ߍ教員採用
験݁Ռ発表ࢼ

9月
w 教員採用ࢼ験対ࡦ講࠲オリエンテーション w教員໔ڐঢ়一ׅ申

一次申手続き
w教育実習
……ï9 ～10月ðˎ【後期】採用ࢼ験対ࡦษڧ会 ï9 ～ 12 月ð

10 月

w հޢ等体験ɿ特別支ԉ
学ߍ…（ 10 ～ 12 月頃）
w 教育実習ߍѺટ、ೋ次
ื集ガイダンス

11 月

w 教員໔ڐঢ়一ׅ申
ೋ次申ガイダ
ンス
w教員採用ࢼ験受験
݁Ռ及び教員Ѻટ
希望ௐࠪ表ఏ出

12 月
w 教員採用ࢼ験のためのެ開ٖࢼ験

w教員採用ࢼ験対ࡦখ論
จ指導申込

1月 খ学ߍ教員資格認定ࢼ験対ࡦ説明会

2月 w 教員採用ࢼ験対ࡦ説明会
～はじめの一า～ �τライΞルٖࢼ験

教員採用ࢼ験対ࡦখ論จ
指導講࠲

教育実習参加資格৹ࠪ

3月

教職課程在学生　次年度の新年次ガイダンス

教員໔ڐঢ়の授与…
（卒業式当日）…新 2 年次ガイ

ダンス 新 3年次ガイダンス

教員採用ࢼ験のためのެ
開ٖࢼ験

新 4年次ガイダンス

ˎ 4年次の教育実習は、「 ５～ 7月」एしくは「 9～ 11 月」のいずれかの期間で実施されます。
ˎ…۩体的な日程や履修に関する࿈བྷ事߲等については、所定のܝ示൘にܝ示しますので、必ず
確認するようにしてください。

ˎॾ手続は必ず行い、説明会 wガイダンス等には必ず出席してください。

5 ৬課程の年間ڭ（
スケジュール
（予定）

ÿ5 ― øù



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

び履修の諸手続͖についてٴ৬課程の登録ڭ．3
　教職課程の履修を希望する者は、教職課程オリエンテーションに出席し、教職課程履修希望
登録および教職履修費（ ５５,600 円）の納付が必要です。
　（1…）教職課程履修希望登録を行うことによって、教職課程開講科目を履修登録することがで

きるようになります。
　（2）所定の履修費で教職課程を履修することのできる期間は、大学学部に在籍する期間です。
　（3）教職課程を్中でࣙ退する場合、納付した教職履修費はฦؐされません。
　（4…）退学・除籍の後、再入学・復籍した者が、再び教職課程を履修しようとするときに、既

納の履修費と再履修を出願した年度の履修費に差額がある場合は、その差額を納付する必
要があります。

　教職課程を履修するために必要な授業科目は「教育の基礎的理解に関する科目等」、「教科及
び教科の指導法に関する科目」、「大学がಠ自に設定する科目」、「教育職員໔ڐ法ୈ 66 の 6に
定める科目」があり、それͧれについて、必修科目の単位をؚんだうえ、最低必要単位数を修
得しなくてはなりません。
　取得しようとする໔ڐঢ়ごとに必要な授業科目、単位数が記ࡌされていますので、本書をख़
ಡし、理解した上で履修登録を行ってください。

　大学における教育課程は、大学設置基準にもとづく単位制を採用しています。単位とは 1つ
の授業科目の学習に要する時間を表す基準です。単位制とは、各年次に配当されている所定の
科目を履修し、それらの科目ごとに割り当てられている単位を修得し、これを一定数積み上げ
ることによって卒業できる制度をいいます。大学の授業は講義・演習、実験・実技科目に大別
することができますが、各授業科目の 1単位当たりの学習時間は、教室等で行う授業時間と教
室外で行う準備学習・事後学習の自学自習時間を合わせて 4５ 時間が必要になります。単位制
度の趣旨を理解して、履修する単位数に相当する自主的学習時間が必要であることを意識して、
日ごろの授業に臨んでください。

　教職課程履修開始から໔ڐঢ়授与までに必要な費用の目҆は、下記のとおりです。
　年度によって、ۚ額がมわることがありますので、その度、各自で確認してください。
　支払方法等の詳細な内༰は、ガイダンス及びܝ示等でおらせします。
年次 内༰ ۚ額（目҆） ֓要

1年次
教職履修費 ５５,600 円 履修者全員、最ॳの登録時のみ必要
教員採用ࢼ験τライΞルࢼ受験料 1,５00 円 希望者のみ

⚒年次

教員採用ࢼ験τライΞルࢼ受験料 1,５00 円 希望者のみ
教員採用ٖࢼ験受験料 3,200 円 希望者のみɿ1ճあたり　1,600 円
ຑしんの༧छや߅体ࠪݕの
費用 実費 ༧छや߅体ࠪݕを行う場合のみ

3年次

հޢ等体験費（人保健施設分） 7,５00 円 体験参加対者のみ
1日当たり　…1,５00 円ʷ ５日間分

հޢ等体験にかかるফ等 実費 実習先による
հޢ等体験にかかる交通費等 実費
教員採用ٖࢼ験受験料 3,200 円 希望者のみɿ1ճあたり　1,600 円

4 年次

教育実習費 0～
30,000 円

実習参加対者のみ
ۚ額は実習ߍにより異なり、各自
で支払う

教育実習にかかるফ等 実費 実習先による
教育実習にかかる交通費等 実費
教員採用ٖࢼ験受験料 3,200 円 希望者のみɿ1ճあたり　1,600 円

教員໔ڐঢ়授与手数料 3,400 ～
17,000 円

申者全員ɿ໔ڐঢ় 1݅につき 3,400 円
申する݅数による

講義「教職実ફ演習（中 w 「（ߴ
の、学外における見学 wௐࠪ等に
参加する際の交通費等

実費 参加内༰による

通　ڞ ΩϟンύスҠ動交通費 実費

教職課程に関する行事がఱനΩϟン
ύスのみで開࠵される場合、別Ωϟ
ンύスで開講される授業科目を履
修する場合等、Ωϟンύス間Ҡ動
の交通費が必要となる場合がある
スクールόスがӡ行されている期
間はར用がՄである

ˎۚ額は前年度までのものを参ߟにしています。

1 ৬課程の登録ڭ（
について

৬課程の履修ڭ（2
について

3）単位制度につい
て

৬課程履修։ڭ（4
ঢ়授与ڐΒ໔͔࢝
·Ͱに必要ͳ費用
について
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

1 年次 2年次 3年次 4年次

4月

新入生オリエ
ンテーション
教職課程登録
教職履修費納
入

w教育実習登録手続き開始
w教育実習登録Χードఏ出
w 教育実習ߍ内諾依頼
wհޢ等体験最終ௐࠪ
wެ立学ߍ教員採用ࢼ験
出願 ï3 ～５月ð

w ެ立学ߍ教員採用
験出願ࢼ
ï3 ～５月ð
w ݕ受ࠪݕ学దੑࢲ
申込

Ȁ前期ȁ 採用ࢼ験対ࡦษڧ会 ï4～7月ð

５ 月
教員採用ࢼ験のためのެ開ٖࢼ験

教育実習ï５～6月ðñ
w ࠪݕ学దੑࢲ

6月 w 教員採用ࢼ験一次
໘対ࡦ実施

7月
w 教員採用ࢼ験受験
……ï５ ～9月ð
w հޢ等体験ガイダンス

w教員採用ࢼ験受験
……（ ５ ～ 9 月）
w 教員採用ࢼ験ೋ次
࠲講ࡦ験対ࢼ

8月

w հޢ等体験ɿ人保健
施設……ï8 ～ 12 月頃）
w খ学ߍ教員資格認定ࢼ
験……ï6 月～ 9月）
w հޢ等体験（特別支ԉ
学ߍ）ガイダンス
……ï8 月～ 9月）

w ެ立学ߍ教員採用
験݁Ռ発表ࢼ

9月
w 教員採用ࢼ験対ࡦ講࠲オリエンテーション w教員໔ڐঢ়一ׅ申

一次申手続き
w教育実習
……ï9 ～10月ðˎ【後期】採用ࢼ験対ࡦษڧ会 ï9 ～ 12 月ð

10 月

w հޢ等体験ɿ特別支ԉ
学ߍ…（ 10 ～ 12 月頃）
w 教育実習ߍѺટ、ೋ次
ื集ガイダンス

11 月

w 教員໔ڐঢ়一ׅ申
ೋ次申ガイダ
ンス
w教員採用ࢼ験受験
݁Ռ及び教員Ѻટ
希望ௐࠪ表ఏ出

12 月
w 教員採用ࢼ験のためのެ開ٖࢼ験

w教員採用ࢼ験対ࡦখ論
จ指導申込

1月 খ学ߍ教員資格認定ࢼ験対ࡦ説明会

2月 w 教員採用ࢼ験対ࡦ説明会
～はじめの一า～ �τライΞルٖࢼ験

教員採用ࢼ験対ࡦখ論จ
指導講࠲

教育実習参加資格৹ࠪ

3月

教職課程在学生　次年度の新年次ガイダンス

教員໔ڐঢ়の授与…
（卒業式当日）…新 2 年次ガイ

ダンス 新 3年次ガイダンス

教員採用ࢼ験のためのެ
開ٖࢼ験

新 4年次ガイダンス

ˎ 4年次の教育実習は、「 ５～ 7月」एしくは「 9～ 11 月」のいずれかの期間で実施されます。
ˎ…۩体的な日程や履修に関する࿈བྷ事߲等については、所定のܝ示൘にܝ示しますので、必ず
確認するようにしてください。

ˎॾ手続は必ず行い、説明会 wガイダンス等には必ず出席してください。

5 ৬課程の年間ڭ（
スケジュール
（予定）
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

　教職課程を履修する上で、h 教職課程履修Χルテʱの作成が必要になります（以下、h 教職課
程履修Χルテʱを履修Χルテとུします）。履修Χルテは教職課程での学びを記録するための
ものです。その目的は教職課程の履修の見通しをもったり、履修ঢ়گの自ݾ理をしたり、学
びをৼりฦることで自身の学習のվળ・上を目指したりすることにあります。
　履修Χルテは教職実ફ演習の履修の際に必要になります。教職実ફ演習とは、これまでの教
職課程における各科目で身に付けた資࣭力を、教員として必要最খ限な資࣭力として༗ػ
的に౷合するための科目です。この科目は教職課程での学びの集大成になります。教職実ફ演
習のために、教職課程での学びを記録した履修ΧルテがෆՄܽです。記録をॆ実したものにす
るために、単位の修得を確認した度に、履修Χルテに学びの記録を記入しましΐう。
　教職指導の一として、履修Χルテを年度ごとに教職担にఏ出します。ఏ出日、ฦ٫方法
などに関しては、ガイダンス及びܝ示等でおらせします。

4 ．հޢମݧについて
　খ学ߍ・中学ߍの教員໔ڐঢ়取得を希望する学生に対し、特別支ԉ学ߍ（学ߍ、学ߍも
しくはཆޢ学ߍ）及びࣾ会ࢱ施設等において、ো者・ྸߴ者等に対するհޢ、հॿ、これ
らの者との交ྲྀの体験（հޢ等の体験）が法で義務づけられています。

法の໊শ等 ฏ成 9年հޢ等体験特ྫ法…（ฏ成 10 年 4 月 1 日施行）
…（খ学ߍ及び中学ߍの教་のී通໔ڐঢ়授与に係る教育職員໔
（法の特ྫ等に関する法ڐ

հޢ等体験の趣旨 　義務教育にै事する教員がݸ人のଚݫおよびࣾ会࿈ଳの理೦
に関する認識を深めることの重要ੑにؑみ、教員としての資࣭
の上をਤり、義務教育の一のॆ実を期する؍から義務付
けられています。

հޢ等体験の意義等 　োのある人やྸߴの方に対するさま͟まなԉॿの活動を体
験することによりݸ人のଚݫやՁ؍のҧいを認められる心を
持った人づくりの実ݱに資することを目的として、খ学ߍ及び
中学ߍの教་のී通໔ڐঢ়取得希望者に義務付けられました。
　հޢ等体験を行うࣾ会ࢱ施設等や学ߍのछྨは法でܾめ
られており、対となった施設や学ߍは、体験の趣旨を生かす
ことのできる意ཉと熱意のある学生がདྷることを望んでいます。

հޢ等体験の対者 　原ଇとして大学 w大に在学 w在籍し、খ学ߍ及び中学ߍの
教་のී通໔ڐঢ়を取得しようとする者とされています。

հޢ等体験の実施施設 （1）…ࣾ会ࢱ施設、հޢ人保健施設等
（2）…特別支ԉ学ߍ等

հޢ等体験の時期及び期間 　18 にୡした後のࡀ 7日間…（ࣾ会ࢱ施設 w人保健施設 ５日
間、特別支ԉ学ߍ 2日間を目్とする。）

հޢ等体験を要しない者 　հޢ等に関する専門的識及び技ज़を༗すると認められる者、
身体上のোによりհޢ等体験を行うことがࠔな者は、この
体験を行う必要はありません。
　①　専門的識及び技ज़を༗すると認められる者

保健ࢣ、ॿࢣޢ、ࢣ࢈、।ࢣޢ、特別支ԉ学ߍの教
員、理学ྍ法࢜、作業ྍ法࢜ຢは義ࢶ۩࢜の໔ڐを受
けている者、ࣾ会࢜ࢱຢはհޢ࢜ࢱの資格を༗して
いる者
ただし、取得見込の場合はద用されません。

　②　…身体上のোによりհޢ等体験を行うことがࠔな者
身体ো者で、身体ো者手ாの交付を受け、そのো
の程度が 1～ の者ڃ6
ただし、本人の意ࢥ及び受け入れ施設等の判அにより行
うこともできる。

　③　…ฏ成10年 3月 31日以前に、大学等に在籍した者で、卒業
までにখ学ߍຢは中学ߍ教་の専修、1छ、2छのいず
れかの໔ڐঢ়取得のための所要資格を得た者

　本学では、հޢ等体験を行う学生に対して、ガイダンスを実施します。開࠵日時等は所定の
がないもࢥを行う意「等体験ޢհ」示൘にて発表します。このガイダンスをܽ席した学生はܝ
のとみなします。

1 ）๏の概要につ
いて

2）հޢମݧに
͏ΨΠμϯスにつ
いて

6）履修Χルςにつ
いて
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

①　定期健康அ
　本学で実施する「定期健康அ」を必ず受してください。

②　体験の費用
　ࣾ会ࢱ施設等（本学は、հޢ人保健施設）での体験実施には、1日あたり 1,５00 円の
体験費用が必要となります。納入方法等は、ガイダンスでおらせします。

③　հޢ等体験にう証明書
　հޢ等体験終了後、各施設が体験を行ったことを証明し、本人に交付されます。
　この証明書は、教員໔ڐঢ়申時の必要書ྨとなりますので、原ଇとして教員໔ڐঢ়の一
ׅ申時まで大学で保します。体験終了後交付を受けたら、教職センター【教職・学芸員】
へఏ出してください。

④　保ݥ
　հޢ等体験を実施する者は「学生教育ࡂڀݚই保ݥ」（入学時に加入）と「インター
ンシοプ・հޢ等体験活動・教育実習等ഛঈ保ݥ」に加入します。

時期 ߲目 w内༰ ఏ出等の説明

1 1 年次
3月

新 2年次用ガイダンス実施
wհޢ等体験希望ௐࠪ հޢ等体験希望ௐࠪにճ

2 2 年次
3月中०

新 3年次用ガイダンス実施
wհޢ等体験ௐࠪ
w体験ࠔ日程確認

հޢ等体験ௐࠪにճ

3 3 年次
7月上०

հޢ等体験ガイダンス実施
w人保健施設の体験先 w日程の発表
w施設ごとの代表者をܾ定
w施設ごとの࿈བྷ作成 wఏ出

同一施設で体験するϝンόーで࿈
བྷを作成
代表者が࿈བྷをఏ出

wհޢ等体験費用の納入
…（人保健施設協会関係）

納入方法 w納入期限はガイダンス
で説明

w特別支ԉ学ߍհޢ等体験日程ௐࠪ 体験日程ௐࠪにճ

4 3 年次
7月下०

特別支ԉ学ߍの体験先 w日程をܝ示で
発表

５ 3 年次
9月～11月

特別支ԉ学ߍガイダンス実施
w学ߍごとに実施、資料配

6
3 年次

8月上०～
12 月下०

հޢ等体験実施
w人保健施設　（ ５ 日間）
w特別支ԉ学ߍ　（ 2日間）

7 体験終了後 հޢ等体験証明書 w報告書をఏ出
体験終了日に証明書を受ྖし、終
了後 2ि間以内に報告書とڞにఏ
出

※ఏ出方法、ఏ出先は、ガイダンス及びܝ示等でおらせします。

5 ҭ実習についてڭ．
　「すべての教育論は教ࢣ論にؼணする」といわれます。
　教育活動は༷ʑな݅の上に成り立つものです。ྫえば学ߍの施設設備、教材教۩などの物
的݅、ࣇಐ・生ెの実態、これをとりまくՈఉڥやҬࣾ会のݱ実などすべてが教育を成
り立たせる݅です。これらのॾ݅を活用しながら対応し、教育目的のୡ成をはかるのが教
その人の人格力ྔによることを౿まえれば教育者としてのࢣのつとめです。教育の成൱は教ࢣ
職の重大さを௧ײできます。
　このような重大な職をもつ教育者となるためには、教職にबくその最ॳからある教育
活動ができ、ࣇಐ・生ెの৴頼にする教ࢣたり得るように準備しなければなりません。その
ためにはあらかじめ、中正かつ教育Ѫにຬちた教育ਫ਼ਆをഓうとともに、গなくとも一定のਫ
準にୡした教育技ज़を身に付けることが必要です。
　大学において教職課程を履修するのは、まさにこの必要に対応するためでありますが、教育
に終わってはならないのです。理論はৗに実ફによって深められ、実ڀݚは単なる理論的ڀݚ
ફはまた理論によって導かれなければなりません。理論と実ફとをつな͙ことこそ教育実習の
。です。この意ຯで教育実習は教職課程の૯仕上げともいうべきものです໋

4 ）հޢମݧ手続
͔Β実ࢪ·Ͱのྲྀ
Εについて

ҭ実習のҙڭ（1 ・ٛ
目తについて

3）հޢମݧに͔
͔Δཹҙ߲ࣄにつ
いて

ø÷5 ― øû



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

　教職課程を履修する上で、h 教職課程履修Χルテʱの作成が必要になります（以下、h 教職課
程履修Χルテʱを履修Χルテとུします）。履修Χルテは教職課程での学びを記録するための
ものです。その目的は教職課程の履修の見通しをもったり、履修ঢ়گの自ݾ理をしたり、学
びをৼりฦることで自身の学習のվળ・上を目指したりすることにあります。
　履修Χルテは教職実ફ演習の履修の際に必要になります。教職実ફ演習とは、これまでの教
職課程における各科目で身に付けた資࣭力を、教員として必要最খ限な資࣭力として༗ػ
的に౷合するための科目です。この科目は教職課程での学びの集大成になります。教職実ફ演
習のために、教職課程での学びを記録した履修ΧルテがෆՄܽです。記録をॆ実したものにす
るために、単位の修得を確認した度に、履修Χルテに学びの記録を記入しましΐう。
　教職指導の一として、履修Χルテを年度ごとに教職担にఏ出します。ఏ出日、ฦ٫方法
などに関しては、ガイダンス及びܝ示等でおらせします。

4 ．հޢମݧについて
　খ学ߍ・中学ߍの教員໔ڐঢ়取得を希望する学生に対し、特別支ԉ学ߍ（学ߍ、学ߍも
しくはཆޢ学ߍ）及びࣾ会ࢱ施設等において、ো者・ྸߴ者等に対するհޢ、հॿ、これ
らの者との交ྲྀの体験（հޢ等の体験）が法で義務づけられています。

法の໊শ等 ฏ成 9年հޢ等体験特ྫ法…（ฏ成 10 年 4 月 1 日施行）
…（খ学ߍ及び中学ߍの教་のී通໔ڐঢ়授与に係る教育職員໔
（法の特ྫ等に関する法ڐ

հޢ等体験の趣旨 　義務教育にै事する教員がݸ人のଚݫおよびࣾ会࿈ଳの理೦
に関する認識を深めることの重要ੑにؑみ、教員としての資࣭
の上をਤり、義務教育の一のॆ実を期する؍から義務付
けられています。

հޢ等体験の意義等 　োのある人やྸߴの方に対するさま͟まなԉॿの活動を体
験することによりݸ人のଚݫやՁ؍のҧいを認められる心を
持った人づくりの実ݱに資することを目的として、খ学ߍ及び
中学ߍの教་のී通໔ڐঢ়取得希望者に義務付けられました。
　հޢ等体験を行うࣾ会ࢱ施設等や学ߍのछྨは法でܾめ
られており、対となった施設や学ߍは、体験の趣旨を生かす
ことのできる意ཉと熱意のある学生がདྷることを望んでいます。

հޢ等体験の対者 　原ଇとして大学 w大に在学 w在籍し、খ学ߍ及び中学ߍの
教་のී通໔ڐঢ়を取得しようとする者とされています。

հޢ等体験の実施施設 （1）…ࣾ会ࢱ施設、հޢ人保健施設等
（2）…特別支ԉ学ߍ等

հޢ等体験の時期及び期間 　18 にୡした後のࡀ 7日間…（ࣾ会ࢱ施設 w人保健施設 ５日
間、特別支ԉ学ߍ 2日間を目్とする。）

հޢ等体験を要しない者 　հޢ等に関する専門的識及び技ज़を༗すると認められる者、
身体上のোによりհޢ等体験を行うことがࠔな者は、この
体験を行う必要はありません。
　①　専門的識及び技ज़を༗すると認められる者

保健ࢣ、ॿࢣޢ、ࢣ࢈、।ࢣޢ、特別支ԉ学ߍの教
員、理学ྍ法࢜、作業ྍ法࢜ຢは義ࢶ۩࢜の໔ڐを受
けている者、ࣾ会࢜ࢱຢはհޢ࢜ࢱの資格を༗して
いる者
ただし、取得見込の場合はద用されません。

　②　…身体上のোによりհޢ等体験を行うことがࠔな者
身体ো者で、身体ো者手ாの交付を受け、そのো
の程度が 1～ の者ڃ6
ただし、本人の意ࢥ及び受け入れ施設等の判அにより行
うこともできる。

　③　…ฏ成10年 3月 31日以前に、大学等に在籍した者で、卒業
までにখ学ߍຢは中学ߍ教་の専修、1छ、2छのいず
れかの໔ڐঢ়取得のための所要資格を得た者

　本学では、հޢ等体験を行う学生に対して、ガイダンスを実施します。開࠵日時等は所定の
がないもࢥを行う意「等体験ޢհ」示൘にて発表します。このガイダンスをܽ席した学生はܝ
のとみなします。

1 ）๏の概要につ
いて

2）հޢମݧに
͏ΨΠμϯスにつ
いて

6）履修Χルςにつ
いて
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

①　定期健康அ
　本学で実施する「定期健康அ」を必ず受してください。

②　体験の費用
　ࣾ会ࢱ施設等（本学は、հޢ人保健施設）での体験実施には、1日あたり 1,５00 円の
体験費用が必要となります。納入方法等は、ガイダンスでおらせします。

③　հޢ等体験にう証明書
　հޢ等体験終了後、各施設が体験を行ったことを証明し、本人に交付されます。
　この証明書は、教員໔ڐঢ়申時の必要書ྨとなりますので、原ଇとして教員໔ڐঢ়の一
ׅ申時まで大学で保します。体験終了後交付を受けたら、教職センター【教職・学芸員】
へఏ出してください。

④　保ݥ
　հޢ等体験を実施する者は「学生教育ࡂڀݚই保ݥ」（入学時に加入）と「インター
ンシοプ・հޢ等体験活動・教育実習等ഛঈ保ݥ」に加入します。

時期 ߲目 w内༰ ఏ出等の説明

1 1 年次
3月

新 2年次用ガイダンス実施
wհޢ等体験希望ௐࠪ հޢ等体験希望ௐࠪにճ

2 2 年次
3月中०

新 3年次用ガイダンス実施
wհޢ等体験ௐࠪ
w体験ࠔ日程確認

հޢ等体験ௐࠪにճ

3 3 年次
7月上०

հޢ等体験ガイダンス実施
w人保健施設の体験先 w日程の発表
w施設ごとの代表者をܾ定
w施設ごとの࿈བྷ作成 wఏ出

同一施設で体験するϝンόーで࿈
བྷを作成
代表者が࿈བྷをఏ出

wհޢ等体験費用の納入
…（人保健施設協会関係）

納入方法 w納入期限はガイダンス
で説明

w特別支ԉ学ߍհޢ等体験日程ௐࠪ 体験日程ௐࠪにճ

4 3 年次
7月下०

特別支ԉ学ߍの体験先 w日程をܝ示で
発表

５ 3 年次
9月～11月

特別支ԉ学ߍガイダンス実施
w学ߍごとに実施、資料配

6
3 年次

8月上०～
12 月下०

հޢ等体験実施
w人保健施設　（ ５ 日間）
w特別支ԉ学ߍ　（ 2日間）

7 体験終了後 հޢ等体験証明書 w報告書をఏ出
体験終了日に証明書を受ྖし、終
了後 2ि間以内に報告書とڞにఏ
出

※ఏ出方法、ఏ出先は、ガイダンス及びܝ示等でおらせします。

5 ҭ実習についてڭ．
　「すべての教育論は教ࢣ論にؼணする」といわれます。
　教育活動は༷ʑな݅の上に成り立つものです。ྫえば学ߍの施設設備、教材教۩などの物
的݅、ࣇಐ・生ెの実態、これをとりまくՈఉڥやҬࣾ会のݱ実などすべてが教育を成
り立たせる݅です。これらのॾ݅を活用しながら対応し、教育目的のୡ成をはかるのが教
その人の人格力ྔによることを౿まえれば教育者としてのࢣのつとめです。教育の成൱は教ࢣ
職の重大さを௧ײできます。
　このような重大な職をもつ教育者となるためには、教職にबくその最ॳからある教育
活動ができ、ࣇಐ・生ెの৴頼にする教ࢣたり得るように準備しなければなりません。その
ためにはあらかじめ、中正かつ教育Ѫにຬちた教育ਫ਼ਆをഓうとともに、গなくとも一定のਫ
準にୡした教育技ज़を身に付けることが必要です。
　大学において教職課程を履修するのは、まさにこの必要に対応するためでありますが、教育
に終わってはならないのです。理論はৗに実ફによって深められ、実ڀݚは単なる理論的ڀݚ
ફはまた理論によって導かれなければなりません。理論と実ફとをつな͙ことこそ教育実習の
。です。この意ຯで教育実習は教職課程の૯仕上げともいうべきものです໋

4 ）հޢମݧ手続
͔Β実ࢪ·Ͱのྲྀ
Εについて

ҭ実習のҙڭ（1 ・ٛ
目తについて

3）հޢମݧに͔
͔Δཹҙ߲ࣄにつ
いて

ø÷5 ― ø5



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

　教育の場はそれͧれのੑݸをもち、異なった࠽をもった教ࢣとࣇಐ・生ెとの間の多༷な
人間関係を中心としてߏ成されます。教職課程で学んだ教育理論は、۩体的、ྲྀ動的な教育の
場における実ફを通してはじめて真の生໋を得るでしΐう。教育実習の目的は、実習生が経験
๛かな先ഐ教員の指導のもとに۩体的な教育活動を体験することによって、新しい時代の教ࢣ
としての基礎をஙくことです。目的ୡ成のために、学習指導・生活指導・学ڃ経営等、ൣな
教育の実務について理解を深め、基本的な教育技ज़を修得するとともに、ࣇಐ・生ెとともに
生活し、その心身の成をԉॿし、指導することによって教育者たる自֮を深めます。

①…　教育実習は各方の教育ҕ員会及び実習協力ߍの特別な好意によって実施されます。次代
を担う教育者になる実習生のために、日ৗの極めて多忙な教育活動の中で、多大な٘ਜ਼をも
かえりみず実習指導にあたってもらうことを銘記して、ͻとりよがりになることなく、謙虚
かつ真摯な態度で実習に専೦しなければなりません。

②…　実習期間中は実習ߍにۈ務する教職員の一員になった֮ޛで実に学ߍの教育方をकり、
。や指導教員の指示にैって実習を進めなければなりませんߍ

③…　実習生といえども、生ెに対しては先生として指導のに当たるのですから、その立場に
;さわしいݴ༿づかい、態度、等に心を配ることはもちろん、教育に対する情熱とすべ
てのࣇಐ・生ెに対するѪ情を基本とする教育Ѫの体得にめなければなりません。

④…　教育における࣏的中立、ެ立学ߍにおけるफ教的中立はຽ主主義教育の基本事߲です。
教育活動において特定のࢥやౘの主ு等を一方的にとりあげるようなことはݫに৻まな
ければなりません。

ᶇ…　健康໘では、教育実習実施に支োのない者でなければならないので、「定期健康அ」を必
ず受してください。

　教育実習に参加できる者は、参加の前年度に開講されるçh ٖ授業演習ʱを修得し、かつ参
加年度に最終学年に在学する者で、下記に該当する者でなければなりません。
①…　「教育の基礎的理解に関する科目等」（1�14…ୈ 3 ཝ～ୈ ５ཝ）のうち、3年次までに開講さ
れている全ての必修科目を修得ࡁみである者。（ߴ等学ߍ教་໔ڐঢ়のみの取得希望者は、「ಓ
ಙ教育の理論と指導法」を除く。）

②…　「教科に関する専門的事߲」の 3年次までに開講されている全ての必修科目と、「各教科の
指導法」のうち、教育実習依頼先の学ߍछ・担当教科、科目に関する全ての必修科目を修得
。みである者ࡁ

③　授業やհޢ等体験において、教職センター専教員からదੑを認められた者。
④　教員໔ڐঢ়取得に必要な単位を卒業までに修得する見込みのある者。
ᶇ　教職にबく意ࢤがݻڧで、教育実習に対する積極ੑ、熱意のある者。
ᶈ…　教育実習にתえうる心身の健康を保持する者。特にײછ࣬ױのある者の実習はڐՄされ
ません。

ᶉ　ガイダンス及び指導教員による事前指導を受けている者。
　なお、参加前年度において、上記の各߸のいずれかに該当しない者については、教育実習
資格৹ࠪ໘談を実施します。

　教育実習は 3年次 4月の申込み手続きから始まります。
　申込手続きは、h 新 3年次ガイダンスʱでの説明に基づいて、自身が行います。
　教育実習とは、h 授業ʱの実習を行うだけではなく、学ڃ活動、生ె指導、行事、課外活動
等教育活動全般を通して、生ెと係わる体験をすることでもあり、い期間に、実習先の生ె
の成にかかわることにもなりますので、申込み手続きを開始するときからʰ教育実習生ʱと
しての自֮とを持つ必要があります。
　申込後実習先が確定したら、教育実習に自৴を持って臨Ήために、必要な要݅をॆすると
に、指導教員の指導、hڞ ٖ授業演習ʱの授業、実習ߍのオリエンテーション等を経て໖ີ
に準備する必要があります。
　なお、教育実習の֓要は下記に示すとおりです。

実 習 先 に依頼ߍߴ原ଇ、…出身※　　　ߍຢは中学ߍ等学ߴ

実 習 の 時 期 4年次の ５～ 7月ຢは 9～ 11 月のいずれかで、…実習先の指示によりܾ定

実 習 の 期 間 中学ߍ໔ڐঢ়取得希望者は 3ि間、ߴ等学ߍ໔ڐঢ়取得希望者は 2ि間

実習の申込手続 3年次の 4月頃に実習を希望する…h ߍ等学ߴ …ɦへ自身が申込

実習の申込方法 学ߍにより異なるため༧め確認が必要

実習授業の教科 取得を希望する໔ڐ教科によって、実習先へ希望をえて相談のうえܾ定

2 ҭ実習の৺ಘڭ（
について

ҭ実習の参加ڭ（3
資格について

ҭ実習の概要ڭ（4
について
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

·ҭ実習参加ڭ（5
ͰのྲྀΕについて

2 年次

3 月 新 3年次ガイダンス
□教育実習の申込手続きについて説明

3 年次

4 月
・
5 月

9 月
・

10月

教育実習参加資格の確認
□教育実習参加資格確認（前ページ記載）各号を確認して､ 3 年次において充足
　させる｡

履修登録
□取得予定の免許状の修得が必要な授業科目のうちで未修得の授業科目を登録する。

教育実習先への申込手続き
□教育実習を希望する『高等学校』へ申し込む｡

文書による依頼手続
　□教職センター【教職・学芸員】へ略
式依頼状作成を申込む｡

教育実習の受入が可の場合

教育実習の受入が不可の場合

「模擬授業演習受講」（後期開講） 

教育実習校斡旋・二次募集ガイダンス
□各諸手続を行い､ 実習予定校を決める｡
□実習予定校へ略式依頼状を持参し､ 申し込む｡

3 月

新 4年次ガイダンス
□教育実習参加に向けた最終準備と確認事項､ 心構え等を説明

健康診断受診
□大学で実施される健康診断を受診する｡

4 年次

4 月

5 月
～

11月

2 月
教育実習参加資格審査

※教育実習参加資格（前ページ記載）の各号いずれかに該当しない者については､
教育実習資格審査面談が実施される｡

学校訪問
□実習予定校へ略式依頼状を持参する｡

教育実習参加資格の確認
※教育実習参加資格（前ページ記載）の各号を充足するか確認する｡

履修登録
□ 2 週間の教育実習予定者は『教育実習Ⅱ』、『教育実習指導（事前・事後）』を、

3 週間の教育実習予定者は『教育実習Ⅰ及びⅡ』、『教育実習指導（事前・事後）』
　を必ず登録する。 
□取得予定の免許状に必要な科目において、未修得の授業科目がないか確認し、
　登録する。
□中学校一種及び高等学校一種免許状それぞれに必要な最低修得単位数が充足で
　きるか確認する。 

教育実習実施

□教育実習中､ 訪問指導教員（事前に発表）が実習先を訪問､ 指導を受ける｡
（主に 5月下旬～ 7月上旬・ 9月上旬～11月上旬のいずれかの期間）

教育実習終了報告
□訪問指導教員に ｢教育実習が終了した｣ 旨を報告する｡
□終了後1週間以内に､ 実習校へのお礼状を作成し送付する｡

指導教員・訪問指導教員による事前面接指導
□訪問指導教員は掲示で発表
□訪問指導教員と実習スケジュール等を打ち合わせておく｡

実習校による実習オリエンテーション・事前打合せ

｢教育実習指導（事前・事後）｣ 受講
　□教育実習記録､ 授業実習で使用した教材､ ノート､ 指導案等を担当教員の指示
に従って提出する｡

教
育
実
習
終
了
後
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

　教育の場はそれͧれのੑݸをもち、異なった࠽をもった教ࢣとࣇಐ・生ెとの間の多༷な
人間関係を中心としてߏ成されます。教職課程で学んだ教育理論は、۩体的、ྲྀ動的な教育の
場における実ફを通してはじめて真の生໋を得るでしΐう。教育実習の目的は、実習生が経験
๛かな先ഐ教員の指導のもとに۩体的な教育活動を体験することによって、新しい時代の教ࢣ
としての基礎をஙくことです。目的ୡ成のために、学習指導・生活指導・学ڃ経営等、ൣな
教育の実務について理解を深め、基本的な教育技ज़を修得するとともに、ࣇಐ・生ెとともに
生活し、その心身の成をԉॿし、指導することによって教育者たる自֮を深めます。

①…　教育実習は各方の教育ҕ員会及び実習協力ߍの特別な好意によって実施されます。次代
を担う教育者になる実習生のために、日ৗの極めて多忙な教育活動の中で、多大な٘ਜ਼をも
かえりみず実習指導にあたってもらうことを銘記して、ͻとりよがりになることなく、謙虚
かつ真摯な態度で実習に専೦しなければなりません。

②…　実習期間中は実習ߍにۈ務する教職員の一員になった֮ޛで実に学ߍの教育方をकり、
。や指導教員の指示にैって実習を進めなければなりませんߍ

③…　実習生といえども、生ెに対しては先生として指導のに当たるのですから、その立場に
;さわしいݴ༿づかい、態度、等に心を配ることはもちろん、教育に対する情熱とすべ
てのࣇಐ・生ెに対するѪ情を基本とする教育Ѫの体得にめなければなりません。

④…　教育における࣏的中立、ެ立学ߍにおけるफ教的中立はຽ主主義教育の基本事߲です。
教育活動において特定のࢥやౘの主ு等を一方的にとりあげるようなことはݫに৻まな
ければなりません。

ᶇ…　健康໘では、教育実習実施に支োのない者でなければならないので、「定期健康அ」を必
ず受してください。

　教育実習に参加できる者は、参加の前年度に開講されるçh ٖ授業演習ʱを修得し、かつ参
加年度に最終学年に在学する者で、下記に該当する者でなければなりません。
①…　「教育の基礎的理解に関する科目等」（1�14…ୈ 3 ཝ～ୈ ５ཝ）のうち、3年次までに開講さ
れている全ての必修科目を修得ࡁみである者。（ߴ等学ߍ教་໔ڐঢ়のみの取得希望者は、「ಓ
ಙ教育の理論と指導法」を除く。）

②…　「教科に関する専門的事߲」の 3年次までに開講されている全ての必修科目と、「各教科の
指導法」のうち、教育実習依頼先の学ߍछ・担当教科、科目に関する全ての必修科目を修得
。みである者ࡁ

③　授業やհޢ等体験において、教職センター専教員からదੑを認められた者。
④　教員໔ڐঢ়取得に必要な単位を卒業までに修得する見込みのある者。
ᶇ　教職にबく意ࢤがݻڧで、教育実習に対する積極ੑ、熱意のある者。
ᶈ…　教育実習にתえうる心身の健康を保持する者。特にײછ࣬ױのある者の実習はڐՄされ
ません。

ᶉ　ガイダンス及び指導教員による事前指導を受けている者。
　なお、参加前年度において、上記の各߸のいずれかに該当しない者については、教育実習
資格৹ࠪ໘談を実施します。

　教育実習は 3年次 4月の申込み手続きから始まります。
　申込手続きは、h 新 3年次ガイダンスʱでの説明に基づいて、自身が行います。
　教育実習とは、h 授業ʱの実習を行うだけではなく、学ڃ活動、生ె指導、行事、課外活動
等教育活動全般を通して、生ెと係わる体験をすることでもあり、い期間に、実習先の生ె
の成にかかわることにもなりますので、申込み手続きを開始するときからʰ教育実習生ʱと
しての自֮とを持つ必要があります。
　申込後実習先が確定したら、教育実習に自৴を持って臨Ήために、必要な要݅をॆすると
に、指導教員の指導、hڞ ٖ授業演習ʱの授業、実習ߍのオリエンテーション等を経て໖ີ
に準備する必要があります。
　なお、教育実習の֓要は下記に示すとおりです。

実 習 先 に依頼ߍߴ原ଇ、…出身※　　　ߍຢは中学ߍ等学ߴ

実 習 の 時 期 4年次の ５～ 7月ຢは 9～ 11 月のいずれかで、…実習先の指示によりܾ定

実 習 の 期 間 中学ߍ໔ڐঢ়取得希望者は 3ि間、ߴ等学ߍ໔ڐঢ়取得希望者は 2ि間

実習の申込手続 3年次の 4月頃に実習を希望する…h ߍ等学ߴ …ɦへ自身が申込

実習の申込方法 学ߍにより異なるため༧め確認が必要

実習授業の教科 取得を希望する໔ڐ教科によって、実習先へ希望をえて相談のうえܾ定

2 ҭ実習の৺ಘڭ（
について

ҭ実習の参加ڭ（3
資格について

ҭ実習の概要ڭ（4
について

ø÷ øø
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·ҭ実習参加ڭ（5
ͰのྲྀΕについて

2 年次

3 月 新 3年次ガイダンス
□教育実習の申込手続きについて説明

3 年次

4 月
・
5 月

9 月
・

10月

教育実習参加資格の確認
□教育実習参加資格確認（前ページ記載）各号を確認して､ 3 年次において充足
　させる｡

履修登録
□取得予定の免許状の修得が必要な授業科目のうちで未修得の授業科目を登録する。

教育実習先への申込手続き
□教育実習を希望する『高等学校』へ申し込む｡

文書による依頼手続
　□教職センター【教職・学芸員】へ略
式依頼状作成を申込む｡

教育実習の受入が可の場合

教育実習の受入が不可の場合

「模擬授業演習受講」（後期開講） 

教育実習校斡旋・二次募集ガイダンス
□各諸手続を行い､ 実習予定校を決める｡
□実習予定校へ略式依頼状を持参し､ 申し込む｡

3 月

新 4年次ガイダンス
□教育実習参加に向けた最終準備と確認事項､ 心構え等を説明

健康診断受診
□大学で実施される健康診断を受診する｡

4 年次

4 月

5 月
～

11月

2 月
教育実習参加資格審査

※教育実習参加資格（前ページ記載）の各号いずれかに該当しない者については､
教育実習資格審査面談が実施される｡

学校訪問
□実習予定校へ略式依頼状を持参する｡

教育実習参加資格の確認
※教育実習参加資格（前ページ記載）の各号を充足するか確認する｡

履修登録
□ 2 週間の教育実習予定者は『教育実習Ⅱ』、『教育実習指導（事前・事後）』を、

3 週間の教育実習予定者は『教育実習Ⅰ及びⅡ』、『教育実習指導（事前・事後）』
　を必ず登録する。 
□取得予定の免許状に必要な科目において、未修得の授業科目がないか確認し、
　登録する。
□中学校一種及び高等学校一種免許状それぞれに必要な最低修得単位数が充足で
　きるか確認する。 

教育実習実施

□教育実習中､ 訪問指導教員（事前に発表）が実習先を訪問､ 指導を受ける｡
（主に 5月下旬～ 7月上旬・ 9月上旬～11月上旬のいずれかの期間）

教育実習終了報告
□訪問指導教員に ｢教育実習が終了した｣ 旨を報告する｡
□終了後1週間以内に､ 実習校へのお礼状を作成し送付する｡

指導教員・訪問指導教員による事前面接指導
□訪問指導教員は掲示で発表
□訪問指導教員と実習スケジュール等を打ち合わせておく｡

実習校による実習オリエンテーション・事前打合せ

｢教育実習指導（事前・事後）｣ 受講
　□教育実習記録､ 授業実習で使用した教材､ ノート､ 指導案等を担当教員の指示
に従って提出する｡

教
育
実
習
終
了
後
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

6．ຑ͠Μにؔ͢Δใࠂ書について
　ຑしん（はしか）は、ײછ力がඇৗにڧく、ҩྍが進าしたݱ在でも、重ಞな後Ҩোがる、ຢは、ࢮにࢸるੑݥةがあ
る重大な࣬ױです。特に教育実習やհޢ等体験では、ຑしんにጶױすると重ಞԽしやすいࢠどもやྸߴ者とするػ会がある
ことから、ײછ対ࡦに細心の意を払う必要があります。

　 2007 年には、10 代、20 代を中心としたຑしんの大規なྲྀ行を受け、จ部科学লから各大学にけて「ຑしんに関する特
定ײછ༧指に基づく協力依頼について」というจ書が発出されました。このจ書では、教育等に係る大学の学生について、
༧छのק及びछのঢ়گ確認を行うことがٻめられています。

　これを受けて本学では、教育実習やհޢ等体験の参加学生に対して、2年次時で「ຑしんに関する報告書」のఏ出をٻめ
ています。教育実習やհޢ等体験への参加を希望する場合は、報告書を必ずఏ出してください。

　「ຑしんに関する報告書」のఏ出にあたっては、ࢠ手ாのࣸしなどにより、ຑしんの༧छを 2ճ受けていることを証
明する必要があります。2ճのछ履ྺを確認できない場合は、߅体ࠪݕを受けて、ຑしんに対する߅体を保༗していること
を証明する必要があります。また、߅体ࠪݕの݁Ռ、े分な߅体を保༗していないとҩྍػ関から判அされた場合は、Մな
限りຑの༧छを受けることをڧくਪします。ΞϨルΪーや持ප等でछがࠔな場合は、教職センターまで相談して
ください。

　なお、߅体ࠪݕや༧छに必要な費用は、自ݾ負担になります。
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

7．単位の修ಘํ๏について
৬にؔ͢Δ科目දڭびٴ科ڭ（1

๏学෦･ܦӦ学෦･ࡁܦ学෦･ཧ学෦･学෦･ࢢใ学෦･֎ޠࠃ学෦・ใ学෦ɹର
（த学ڭߍ་Ұछ໔ڐঢ়ɺߴ学ڭߍ་Ұछ໔ڐঢ়）

໔ڐ法施行規ଇに定める内༰ ໔ڐ法施行規ଇに対応する本学の開設授業科目

ୈ 1ཝ
教科及び
教職に関
する科目

各科目にؚめることが
必 要 な 事 ߲

最低修得単位数
授業科目໊ 単位数

修得۠分
配当
年次中学ߍ

一 छ
ߍ等学ߴ
一 छ

中学ߍ
一 छ

ߍ等学ߴ
一 छ

※1
ୈ 2 ཝ

教科及び
教科の指
導法に関
する科目

教科に関する専門的事߲
28 24

（所ଐ学科ごとに必要な教
科に関する科目） 学部・学科・໔ڐ教科ごとの

ϖーδに示します。各教科の指導法（情報通৴
技ज़の活用をؚΉ。）

（໔ڐ教科ごとに定める教
科の指導法に関する科目）

ୈ 3ཝ

教育の基
礎的理解
に関する
科目

教育の理೦ฒびに教育に関
するྺ࢙及びࢥ

10 10

教育原論 2 ˕ ˕ 1
学習ࣾ会論 2 ˎ ˎ 1

教職の意義及び教員の割・
職務内༰（νーム学ߍӡ営
への対応をؚΉ。）

教職入門 2 ˕ ˕ 1

教育に関するࣾ会的、制度
的ຢは経営的事 （߲学ߍと
Ҭとの࿈ܞ及び学҆ߍ全
への対応をؚΉ。）

教育行論 2 ˕ ˕ 2

教育法規˒ 2 ˎ ˎ 2

༮ࣇ、ࣇಐ及び生ెの心身
の発ୡ及び学習のա程

教育心理学 2 ˕ ˕ 1
発ୡ心理学˒ 2 ˎ ˎ 2

特別の支ԉを必要とする༮
ಐ及び生ెに対するࣇ、ࣇ
理解

特別支ԉ教育論 2 ˕ ˕ 2

教育課程の意義及びฤ成の
方法（ΧリΩϡラム・Ϛω
δϝンτをؚΉ。）

教育課程論 2 ˕ ˕ 1

ୈ 4ཝ

ಓಙ、૯
合的な学
習の時間
等の指導
法及び生
ె指導、
教育相談
等に関す
る科目

ಓಙの理論及び指導法

10 8

ಓಙ教育の理論と指導法 2 ˕ 2
૯合的な学習の時間の指導
法※2 特別活動と૯合的な学習の

時間の指導法 2 ˕ ˕ 2
特別活動の指導法

教育の方法及び技ज़ 教育情報論˒ 2 ˎ ˎ 2

教育方法・技ज़論（情報通
৴技ज़の活用ؚΉ） 2 ˕ ˕ 1情報通৴技ज़を活用した教

育の理論及び方法
生ె指導の理論及び方法

生ె・進࿏指導論 2 ˕ ˕ 1進࿏指導及びΩϟリΞ教育
の理論及び方法
教育相談（Χンセリング
に関する基礎的な識をؚ
Ή。）の理論及び方法

学ߍ教育相談 2 ˕ ˕ 2

ୈ ５ཝ
教育実ફ
に関する
科目

教育実習 ５ 3
教育実習Ⅰ 2 ˕ ˎ 4
教育実習Ⅱ 2 ˕ ˕ 4
教育実習指導 1 ˕ ˕ 4

教職実ફ演習 2 2 教職実ફ演習（中・ߴ） 2 ˕ ˕ 4

※3

ୈ 6 ཝ
大学がಠ
自に設定
する科目

4 12
ಓಙ教育の理論と指導法 2 ˎ 2
ٖ授業演習 2 ˕ ˕ 3
学ߍ課演習 2 ˎ ˎ 3

必要最低修得単位数 ５9 ５9
˕は必修科目、ˎはબ科目を示します。
˒の科目は、ຖ年開講するとは限りません。
※ 1「ୈ 2 ཝɿ教科及び教科の指導法に関する科目」の「各教科の指導法」は、受けようとする໔ڐ教科について、中一छ໔
は 8単位以上、ߴ一छ໔は 4単位以上を修得する必要があります。

※ 。です「の時間の指導法ڀ૯合的な୳」一छ໔に対応する事߲はߴ2
※ 3「ୈ 6 ཝɿ大学がಠ自に設定する科目」には、ୈ 2ཝからୈ ５ཝの最低修得単位数をえた単位をؚめることができます。
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

学෦ɹ生物資ݯ学科ɹର
த学ߍҰछ（ཧ科）ʗߴ学ߍҰछ（ཧ科）

学ߍछ（໔ڐ教科） 中一छ（理科） 一छ（理科）ߴ

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

物

理

学

Խ

学

生

物

学



学



学

࣮

ݧ

生
物
学
࣮
ݧ
ɾ

Խ

学

࣮

ݧ
ɾ

物
理
学
࣮
ݧ
ɾ

物

理

学

Խ

学

生

物

学



学

ủ
物
理
学
࣮
ݧ
ỏ

Խ

学

࣮

ݧ
ỏ

生
物
学
࣮
ݧ
ỏ



学

࣮

ݧ

Ứ
配当
年次 授業科目໊ 単位数

農
学
部
生
物
ࢿ
ݯ
学
科
開
講
科
目

1 物理学 2 ˕ ˕

1 物࣭の成り立ち 2 ˎ ˎ

1 Խ学Ⅰ 2 ˕ ˕

1 Խ学Ⅱ 2 ˕ ˕

1 生物Խ学Ⅰ 2 ˎ ˎ

2 生物Խ学Ⅱ 2 ˎ ˎ

1 ༗ػԽ学 2 ˎ ˎ

1 生物学Ⅰ 2 ˕ ˕

1 生物学Ⅱ 2 ˕ ˕

1 動物分ྨ・形態学 2 ˎ ˎ

1 ২物分ྨ・形態学 2 ˎ ˎ

1 ඍ生物学 2 ˎ ˎ

2 生物資ݯ౷ܭ学 2 ˎ ˎ

2 ২物生理学 2 ˎ ˎ

2 Ҩ学 2 ˎ ˎ

3 育छ学 2 ˎ ˎ

2 細๔生物学 2 ˎ ˎ

2 基礎ࠛ学 2 ˎ ˎ

3 分ࢠ生物学 2 ˎ ˎ

3 ২物細๔学 2 ˎ ˎ

3 生物資ݯ情報学 2 ˎ ˎ

1 学 2 ˕ ˕

1 ٿとӉ 2 ˎ ˎ

3 学 2 ˎ ˎ

2 物理学実験 1 ˕ ˓
˓

いずれか
ͻとつを
બ必修

1 Խ学実験 1 ˕ ˓

1 生物学実験 1 ˕ ˓

2 学実験 1 ˕ ˓

3 Ҩ育छ学実験 1 ˎ ˎ

3 ࠛ学実験 1 ˎ ˎ

教科の指導法に関する科目の必要
単位数をؚめた最低修得単位数 28 単位 24 単位

˕は必修、˓はબ必修、ˎはબを表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐతڭ（

ûù

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ಋ๏にؔ͢Δ科目දࢦ科のڭ（2

๏学෦･ܦӦ学෦･ࡁܦ学෦･ཧ学෦･学෦･ࢢใ学෦･ਓ間学෦･֎ޠࠃ学෦･ใ学෦ɹର
（த学ڭߍ་Ұछ໔ڐঢ়ɺߴ学ڭߍ་Ұछ໔ڐঢ়）

໔ڐ法施行規ଇに定める内༰

໔ڐ教科

໔ڐ法施行規ଇに対応する本学の開設授業科目

ୈ 1ཝ
教科及び
教職に関
する科目

各科目にؚ
めることが
必要な事߲

必要単位数
授業科目໊ 単位数

必修・બの۠分
配当
年次中学ߍ

一 छ
ߍ等学ߴ
一 छ

中学ߍ
一 छ

ߍ等学ߴ
一 छ

ୈ 2ཝ

ڭ

科

ٴ

ͼ

ڭ

科

の

指

導

法

ʹ

関

͢

Δ

科

目

֤

ڭ

科

の

指

導

法

ớ
情
報
௨
৴
ٕ
ज़
の
׆
༻
Λ
ؚ
Ή
ỐỜ

8 4

ࣾ会

ࣾ会・理ྺ࢙科教育法 2 ˕ ʵ 2

ࣾ会・ެຽ科教育法 2 ˕ ʵ 2

ࣾ会・理ྺ࢙科指導法 2 ˕ ʵ 3

ࣾ会・ެຽ科指導法 2 ˕ ʵ 3

理ྺ࢙
ࣾ会・理ྺ࢙科教育法 2 ʵ ˕ 2

ࣾ会・理ྺ࢙科指導法 2 ʵ ˕ 3

ެຽ
ࣾ会・ެຽ科教育法 2 ʵ ˕ 2

ࣾ会・ެຽ科指導法 2 ʵ ˕ 3

数学

数学科教育法̖ 2 ˕ ˕ 2

数学科教育法̗ 2 ˕ ˎ 2

数学科指導法̖ 2 ˕ ˕ 3

数学科指導法̗ 2 ˕ ˎ 3

理科

理科教育法̖ 2 ˕ ˕ 2

理科教育法̗ 2 ˕ ˎ 2

理科指導法̖ 2 ˕ ˕ 3

理科指導法̗ 2 ˕ ˎ 3

ӳޠ
（人間学部）

ӳޠ科教育法̖ 2 ˕ ˕ 2

ӳޠ科教育法̗ 2 ˕ ˎ 2

ӳޠ科指導法̖ 2 ˕ ˕ 3

ӳޠ科指導法̗ 2 ˕ ˎ 3

ӳޠ
（外ޠࠃ学部）

ӳޠ科教育法Ⅰˑ 2 ˕ ˎ 2

ӳޠ科教育法Ⅱˑ 2 ˕ ˕ 2

ӳޠ科指導法Ⅰˑ 2 ˕ ˕ 3

ӳޠ科指導法Ⅱˑ 2 ˕ ˎ 3

業
業科教育法 2 ʵ ˕ 3

業科指導法 2 ʵ ˕ 3

業
業科教育法 2 ʵ ˕ 3

業科指導法 2 ʵ ˕ 3

業
業科教育法 2 ʵ ˕ 3

業科指導法 2 ʵ ˕ 3

情報
情報科教育法 2 ʵ ˕ 3

情報科指導法 2 ʵ ˕ 3

取得を༧定する໔ڐ教科に必要な授業科目を修得することが必要です。
履修は、所ଐする学科で修得Մな໔ڐ教科に対する授業科目のみՄです。
˕は必修科目、ˎはબ科目を示します。
ˑの科目は、外ޠࠃ学部で開講されています。

ø65 ― ù÷



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

学෦ɹ生物資ݯ学科ɹର
த学ߍҰछ（ཧ科）ʗߴ学ߍҰछ（ཧ科）

学ߍछ（໔ڐ教科） 中一छ（理科） 一छ（理科）ߴ

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

物

理

学

Խ

学

生

物

学



学



学

࣮

ݧ

生
物
学
࣮
ݧ
ɾ

Խ

学

࣮

ݧ
ɾ

物
理
学
࣮
ݧ
ɾ

物

理

学

Խ

学

生

物

学



学

ủ
物
理
学
࣮
ݧ
ỏ

Խ

学

࣮

ݧ
ỏ

生
物
学
࣮
ݧ
ỏ



学

࣮

ݧ

Ứ
配当
年次 授業科目໊ 単位数

農
学
部
生
物
ࢿ
ݯ
学
科
開
講
科
目

1 物理学 2 ˕ ˕

1 物࣭の成り立ち 2 ˎ ˎ

1 Խ学Ⅰ 2 ˕ ˕

1 Խ学Ⅱ 2 ˕ ˕

1 生物Խ学Ⅰ 2 ˎ ˎ

2 生物Խ学Ⅱ 2 ˎ ˎ

1 ༗ػԽ学 2 ˎ ˎ

1 生物学Ⅰ 2 ˕ ˕

1 生物学Ⅱ 2 ˕ ˕

1 動物分ྨ・形態学 2 ˎ ˎ

1 ২物分ྨ・形態学 2 ˎ ˎ

1 ඍ生物学 2 ˎ ˎ

2 生物資ݯ౷ܭ学 2 ˎ ˎ

2 ২物生理学 2 ˎ ˎ

2 Ҩ学 2 ˎ ˎ

3 育छ学 2 ˎ ˎ

2 細๔生物学 2 ˎ ˎ

2 基礎ࠛ学 2 ˎ ˎ

3 分ࢠ生物学 2 ˎ ˎ

3 ২物細๔学 2 ˎ ˎ

3 生物資ݯ情報学 2 ˎ ˎ

1 学 2 ˕ ˕

1 ٿとӉ 2 ˎ ˎ

3 学 2 ˎ ˎ

2 物理学実験 1 ˕ ˓
˓

いずれか
ͻとつを
બ必修

1 Խ学実験 1 ˕ ˓

1 生物学実験 1 ˕ ˓

2 学実験 1 ˕ ˓

3 Ҩ育छ学実験 1 ˎ ˎ

3 ࠛ学実験 1 ˎ ˎ

教科の指導法に関する科目の必要
単位数をؚめた最低修得単位数 28 単位 24 単位

˕は必修、˓はબ必修、ˎはબを表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐతڭ（

ûù

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ಋ๏にؔ͢Δ科目දࢦ科のڭ（2

๏学෦･ܦӦ学෦･ࡁܦ学෦･ཧ学෦･学෦･ࢢใ学෦･ਓ間学෦･֎ޠࠃ学෦･ใ学෦ɹର
（த学ڭߍ་Ұछ໔ڐঢ়ɺߴ学ڭߍ་Ұछ໔ڐঢ়）

໔ڐ法施行規ଇに定める内༰

໔ڐ教科

໔ڐ法施行規ଇに対応する本学の開設授業科目

ୈ 1ཝ
教科及び
教職に関
する科目

各科目にؚ
めることが
必要な事߲

必要単位数
授業科目໊ 単位数

必修・બの۠分
配当
年次中学ߍ

一 छ
ߍ等学ߴ
一 छ

中学ߍ
一 छ

ߍ等学ߴ
一 छ

ୈ 2ཝ

ڭ

科

ٴ

ͼ

ڭ

科

の

指

導

法

ʹ

関

͢

Δ

科

目

֤

ڭ

科

の

指

導

法

ớ
情
報
௨
৴
ٕ
ज़
の
׆
༻
Λ
ؚ
Ή
ỐỜ

8 4

ࣾ会

ࣾ会・理ྺ࢙科教育法 2 ˕ ʵ 2

ࣾ会・ެຽ科教育法 2 ˕ ʵ 2

ࣾ会・理ྺ࢙科指導法 2 ˕ ʵ 3

ࣾ会・ެຽ科指導法 2 ˕ ʵ 3

理ྺ࢙
ࣾ会・理ྺ࢙科教育法 2 ʵ ˕ 2

ࣾ会・理ྺ࢙科指導法 2 ʵ ˕ 3

ެຽ
ࣾ会・ެຽ科教育法 2 ʵ ˕ 2

ࣾ会・ެຽ科指導法 2 ʵ ˕ 3

数学

数学科教育法̖ 2 ˕ ˕ 2

数学科教育法̗ 2 ˕ ˎ 2

数学科指導法̖ 2 ˕ ˕ 3

数学科指導法̗ 2 ˕ ˎ 3

理科

理科教育法̖ 2 ˕ ˕ 2

理科教育法̗ 2 ˕ ˎ 2

理科指導法̖ 2 ˕ ˕ 3

理科指導法̗ 2 ˕ ˎ 3

ӳޠ
（人間学部）

ӳޠ科教育法̖ 2 ˕ ˕ 2

ӳޠ科教育法̗ 2 ˕ ˎ 2

ӳޠ科指導法̖ 2 ˕ ˕ 3

ӳޠ科指導法̗ 2 ˕ ˎ 3

ӳޠ
（外ޠࠃ学部）

ӳޠ科教育法Ⅰˑ 2 ˕ ˎ 2

ӳޠ科教育法Ⅱˑ 2 ˕ ˕ 2

ӳޠ科指導法Ⅰˑ 2 ˕ ˕ 3

ӳޠ科指導法Ⅱˑ 2 ˕ ˎ 3

業
業科教育法 2 ʵ ˕ 3

業科指導法 2 ʵ ˕ 3

業
業科教育法 2 ʵ ˕ 3

業科指導法 2 ʵ ˕ 3

業
業科教育法 2 ʵ ˕ 3

業科指導法 2 ʵ ˕ 3

情報
情報科教育法 2 ʵ ˕ 3

情報科指導法 2 ʵ ˕ 3

取得を༧定する໔ڐ教科に必要な授業科目を修得することが必要です。
履修は、所ଐする学科で修得Մな໔ڐ教科に対する授業科目のみՄです。
˕は必修科目、ˎはબ科目を示します。
ˑの科目は、外ޠࠃ学部で開講されています。

ø6 5 ― ùø



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

学෦ɹԠ用生物Խ学科ɹର
த学ߍҰछ（ཧ科）ʗߴ学ߍҰछ（ཧ科）

学ߍछ（໔ڐ教科） 中一छ（理科） 一छ（理科）ߴ

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

物

理

学

Խ

学

生

物

学



学



学

࣮

ݧ

生
物
学
࣮
ݧ
ɾ

Խ

学

࣮

ݧ
ɾ

物
理
学
࣮
ݧ
ɾ

物

理

学

Խ

学

生

物

学



学

ủ
物
理
学
࣮
ݧ
ỏ

Խ

学

࣮

ݧ
ỏ

生
物
学
࣮
ݧ
ỏ



学

࣮

ݧ

Ứ
配当
年次 授業科目໊ 単位数

農
学
部
Ԡ
༻
生
物
Խ
学
科
開
講
科
目

1 物理学 2 ˕ ˕
1 物࣭の成り立ち 2 ˎ ˎ
1 Խ学Ⅰ 2 ˕ ˕
1 Խ学Ⅱ 2 ˕ ˕
1 分ੳԽ学 2 ˎ ˎ
1 ༗ػԽ学Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 ༗ػԽ学Ⅱ 2 ˎ ˎ
1 物理Խ学Ⅰ 2 ˎ ˎ
1 物理Խ学Ⅱ 2 ˎ ˎ
1 ແػԽ学Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 ແػԽ学Ⅱ 2 ˎ ˎ
2 生物༗ػԽ学 2 ˎ ˎ
3 分ੳԽ学ثػ 2 ˎ ˎ
3 Խ学学 2 ˎ ˎ
1 生物学Ⅰ 2 ˕ ˕
1 生物学Ⅱ 2 ˕ ˕
1 生物Խ学Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 生物Խ学Ⅱ 2 ˎ ˎ
2 代ँ生Խ学 2 ˎ ˎ
2 ඍ生物学Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 ඍ生物学Ⅱ 2 ˎ ˎ
3 分ࢠ生物学 2 ˎ ˎ
3 タンύク࣭・Ҩࢠ学 2 ˎ ˎ
1 学 2 ˕ ˕
1 ٿとӉ 2 ˎ ˎ
2 物理学実験 1 ˕ ˓

˓
いずれか
ͻとつを
બ必修

1 Խ学実験 1 ˕ ˓
1 生物学実験 1 ˕ ˓
2 学実験 1 ˕ ˓
2 応用生物Խ学実験Ⅲ 1 ˎ ˎ
3 応用生物Խ学実験ᶜ 1 ˎ ˎ
2 応用生物Խ学実験Ⅰ 1 ˎ ˎ
2 応用生物Խ学実験ᶚ 1 ˎ ˎ
教科の指導法に関する科目の必要
単位数をؚめた最低修得単位数 28 単位 24 単位

˕は必修、˓はબ必修、ˎはબを表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐతڭ（

ûû

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

学෦ɹ生物資ݯ学科ɹର
Ұछ（業）ߍ学ߴ

学ߍछ（໔ڐ教科）ߴ一छ（業）

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

農
業
の
関
係
科
目

職

業

指

導
配当
年次 授業科目໊ 単位数

農
学
部
生
物
ࢿ
ݯ
学
科
開
講
科
目

1 生物資ݯ学֓説 2 ˕
1 作物生࢈科学 2 ˎ
1 Ԃ芸学 2 ˎ
1 生物資ݯ経ࡁ学 2 ˎ
2 生物資ݯ学実験Ⅰ 1 ˎ
2 生物資ݯ学実験Ⅱ 3 ˎ
2 ২物ප理学 2 ˎ
2 応用ࠛ学 2 ˎ
2 ՌथԂ芸学 2 ˎ
2 野ࡊԂ芸学 2 ˎ
2 ՖきԂ芸学 2 ˎ
2 生物生࢈経営学 2 ˎ
2 フィールド生࢈科学 2 ˎ
2 ৯用作物学Ⅰ 2 ˎ
3 ৯用作物学Ⅱ 2 ˎ
3 フィールド生࢈科学実験 1 ˎ
2 場実習Ⅰ 1 ˎ
2 場実習Ⅱ 1 ˎ
3 場実習Ⅲ 1 ˎ
3 場実習ᶚ 1 ˎ
3 ཆ分動態学 2 ˎ
3 Ԃ芸ར用学 2 ˎ
3 資ݯ作物学 2 ˎ
3 ২物ප理学実験 1 ˎ
3 ৯経ࡁ学 2 ˎ
3 ২物ײછ制ޚ学 2 ˎ
3 業ڥඍ生物学 2 ˎ
3 動物生࢈学 2 ˎ
3 作物学実験 1 ˎ
3 Ԃ芸学実験 1 ˎ
3 生物生࢈経営学演習 1 ˎ
3 ৯科学 2 ˎ
3 ("1֓論 1 ˎ
3 ("1実ફ講࠲ 1 ˎ
2 ச࢈৯原料学 2 ˎ
2 職業指導論 2 ˕
2 ΩϟリΞσβイン学 2 ˎ

教科の指導法に関する科目の必要単位数をؚめた最低修得単位数 24 単位
˕は必修、˓はબ必修、ˎはબを表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐతڭ（

ûù û35 ― ùù



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

学෦ɹԠ用生物Խ学科ɹର
த学ߍҰछ（ཧ科）ʗߴ学ߍҰछ（ཧ科）

学ߍछ（໔ڐ教科） 中一छ（理科） 一छ（理科）ߴ

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

物

理

学

Խ

学

生

物

学



学



学

࣮

ݧ

生
物
学
࣮
ݧ
ɾ

Խ

学

࣮

ݧ
ɾ

物
理
学
࣮
ݧ
ɾ

物

理

学

Խ

学

生

物

学



学

ủ
物
理
学
࣮
ݧ
ỏ

Խ

学

࣮

ݧ
ỏ

生
物
学
࣮
ݧ
ỏ



学

࣮

ݧ

Ứ
配当
年次 授業科目໊ 単位数

農
学
部
Ԡ
༻
生
物
Խ
学
科
開
講
科
目

1 物理学 2 ˕ ˕
1 物࣭の成り立ち 2 ˎ ˎ
1 Խ学Ⅰ 2 ˕ ˕
1 Խ学Ⅱ 2 ˕ ˕
1 分ੳԽ学 2 ˎ ˎ
1 ༗ػԽ学Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 ༗ػԽ学Ⅱ 2 ˎ ˎ
1 物理Խ学Ⅰ 2 ˎ ˎ
1 物理Խ学Ⅱ 2 ˎ ˎ
1 ແػԽ学Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 ແػԽ学Ⅱ 2 ˎ ˎ
2 生物༗ػԽ学 2 ˎ ˎ
3 分ੳԽ学ثػ 2 ˎ ˎ
3 Խ学学 2 ˎ ˎ
1 生物学Ⅰ 2 ˕ ˕
1 生物学Ⅱ 2 ˕ ˕
1 生物Խ学Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 生物Խ学Ⅱ 2 ˎ ˎ
2 代ँ生Խ学 2 ˎ ˎ
2 ඍ生物学Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 ඍ生物学Ⅱ 2 ˎ ˎ
3 分ࢠ生物学 2 ˎ ˎ
3 タンύク࣭・Ҩࢠ学 2 ˎ ˎ
1 学 2 ˕ ˕
1 ٿとӉ 2 ˎ ˎ
2 物理学実験 1 ˕ ˓

˓
いずれか
ͻとつを
બ必修

1 Խ学実験 1 ˕ ˓
1 生物学実験 1 ˕ ˓
2 学実験 1 ˕ ˓
2 応用生物Խ学実験Ⅲ 1 ˎ ˎ
3 応用生物Խ学実験ᶜ 1 ˎ ˎ
2 応用生物Խ学実験Ⅰ 1 ˎ ˎ
2 応用生物Խ学実験ᶚ 1 ˎ ˎ
教科の指導法に関する科目の必要
単位数をؚめた最低修得単位数 28 単位 24 単位

˕は必修、˓はબ必修、ˎはબを表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐతڭ（

ûû

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

学෦ɹ生物資ݯ学科ɹର
Ұछ（業）ߍ学ߴ

学ߍछ（໔ڐ教科）ߴ一छ（業）

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

農
業
の
関
係
科
目

職

業

指

導
配当
年次 授業科目໊ 単位数

農
学
部
生
物
ࢿ
ݯ
学
科
開
講
科
目

1 生物資ݯ学֓説 2 ˕
1 作物生࢈科学 2 ˎ
1 Ԃ芸学 2 ˎ
1 生物資ݯ経ࡁ学 2 ˎ
2 生物資ݯ学実験Ⅰ 1 ˎ
2 生物資ݯ学実験Ⅱ 3 ˎ
2 ২物ප理学 2 ˎ
2 応用ࠛ学 2 ˎ
2 ՌथԂ芸学 2 ˎ
2 野ࡊԂ芸学 2 ˎ
2 ՖきԂ芸学 2 ˎ
2 生物生࢈経営学 2 ˎ
2 フィールド生࢈科学 2 ˎ
2 ৯用作物学Ⅰ 2 ˎ
3 ৯用作物学Ⅱ 2 ˎ
3 フィールド生࢈科学実験 1 ˎ
2 場実習Ⅰ 1 ˎ
2 場実習Ⅱ 1 ˎ
3 場実習Ⅲ 1 ˎ
3 場実習ᶚ 1 ˎ
3 ཆ分動態学 2 ˎ
3 Ԃ芸ར用学 2 ˎ
3 資ݯ作物学 2 ˎ
3 ২物ප理学実験 1 ˎ
3 ৯経ࡁ学 2 ˎ
3 ২物ײછ制ޚ学 2 ˎ
3 業ڥඍ生物学 2 ˎ
3 動物生࢈学 2 ˎ
3 作物学実験 1 ˎ
3 Ԃ芸学実験 1 ˎ
3 生物生࢈経営学演習 1 ˎ
3 ৯科学 2 ˎ
3 ("1֓論 1 ˎ
3 ("1実ફ講࠲ 1 ˎ
2 ச࢈৯原料学 2 ˎ
2 職業指導論 2 ˕
2 ΩϟリΞσβイン学 2 ˎ

教科の指導法に関する科目の必要単位数をؚめた最低修得単位数 24 単位
˕は必修、˓はબ必修、ˎはબを表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐతڭ（

ûù û3 5 ― ù3



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

学෦ɹ生物ڥ科学科ɹର
த学ߍҰछ（ཧ科）ʗߴ学ߍҰछ（ཧ科）

学ߍछ（໔ڐ教科） 中一छ（理科） 一छ（理科）ߴ

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

物

理

学

Խ

学

生

物

学



学



学

࣮

ݧ

生
物
学
࣮
ݧ
ɾ

Խ

学

࣮

ݧ
ɾ

物
理
学
࣮
ݧ
ɾ

物

理

学

Խ

学

生

物

学



学

ủ
物
理
学
࣮
ݧ
ỏ

Խ

学

࣮

ݧ
ỏ

生
物
学
࣮
ݧ
ỏ



学

࣮

ݧ

Ứ
配当
年次 授業科目໊ 単位数

農
学
部
生
物
環
境
科
学
科
開
講
科
目

1 物理学 2 ˕ ˕
1 物࣭の成り立ち 2 ˎ ˎ
1 Խ学Ⅰ 2 ˕ ˕
1 Խ学Ⅱ 2 ˕ ˕
1 ແػԽ学 2 ˎ ˎ
2 ༗ػԽ学 2 ˎ ˎ
2 分ੳԽ学ڥ 2 ˎ ˎ
3 分ੳԽ学ثػ 2 ˎ ˎ
1 生物学Ⅰ 2 ˕ ˕
1 生物学Ⅱ 2 ˕ ˕
1 生態学 2 ˎ ˎ
1 ২物分ྨ学 2 ˎ ˎ
1 生物Խ学Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 生物Խ学Ⅱ 2 ˎ ˎ
2 ඍ生物学 2 ˎ ˎ
2 分ࢠ生物学 2 ˎ ˎ
2 動物生態学 2 ˎ ˎ
2 情報解ੳ学ڥ 2 ˎ ˎ
2 動物学ڥ 2 ˎ ˎ
2 ২物生໋Խ学 2 ˎ ˎ
2 ඍ生物学ڥ 2 ˎ ˎ
2 ւ༸動物学 2 ˎ ˎ
3 野生動物保全学 2 ˎ ˎ
3 ২物生理学 2 ˎ ˎ
3 ২物ػ科学 2 ˎ ˎ
3 ২物生態学 2 ˎ ˎ
3 όイオテクϊロδーڥ 2 ˎ ˎ
1 学 2 ˕ ˕
1 ٿとӉ 2 ˎ ˎ
2 学 2 ˎ ˎ
2 物理学実験 1 ˕ ˓ ˓

いずれか
ͻとつを
બ必修

1 Խ学実験 1 ˕ ˓
1 生物学実験 1 ˕ ˓
2 学実験 1 ˕ ˓
教科の指導法に関する科目の必要
単位数をؚめた最低修得単位数 28 単位 24 単位

˕は必修、˓はબ必修、ˎはબを表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐతڭ（

û6

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

学෦ɹԠ用生物Խ学科ɹର
Ұछ（業）ߍ学ߴ

学ߍछ（໔ڐ教科）ߴ一छ（業）

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

農
業
の
関
係
科
目

職

業

指

導
配当
年次 授業科目໊ 単位数

農
学
部
Ԡ
༻
生
物
Խ
学
科
開
講
科
目

1 応用生物Խ学֓説 2 ˕

1 ২物生໋科学 2 ˎ

1 ৯Խ学૯論 2 ˎ

1 場実習 1 ˎ

2 ৯加実習 1 ˎ

2 ӫཆ科学Ⅰ 2 ˎ

2 ӫཆ科学Ⅱ 2 ˎ

2 ৯原料学 2 ˎ

2 ச࢈৯原料学 2 ˎ

2 ৯ར用学 2 ˎ

2 フィールド生࢈科学 2 ˎ

3 ৯҆全・Ӵ生学 2 ˎ

3 ৯ػ学Ⅰ 2 ˎ

3 ৯ػ学Ⅱ 2 ˎ

3 応用生物Խ学実験ᶛ 1 ˎ

3 応用生物Խ学実験ᶝ 1 ˎ

3 動物生໋科学 2 ˎ

3 ৢ・発߬科学 2 ˎ

2 職業指導論 2 ˕

2 ΩϟリΞσβイン学 2 ˎ

教科の指導法に関する科目の必要単位数をؚめた最低修得単位数 24 単位

˕は必修、˓はબ必修、ˎはબを表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐతڭ（

ûû û55 ― ùû



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

学෦ɹ生物ڥ科学科ɹର
த学ߍҰछ（ཧ科）ʗߴ学ߍҰछ（ཧ科）

学ߍछ（໔ڐ教科） 中一छ（理科） 一छ（理科）ߴ

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

物

理

学

Խ

学

生

物

学



学



学

࣮

ݧ

生
物
学
࣮
ݧ
ɾ

Խ

学

࣮

ݧ
ɾ

物
理
学
࣮
ݧ
ɾ

物

理

学

Խ

学

生

物

学



学

ủ
物
理
学
࣮
ݧ
ỏ

Խ

学

࣮

ݧ
ỏ

生
物
学
࣮
ݧ
ỏ



学

࣮

ݧ

Ứ
配当
年次 授業科目໊ 単位数

農
学
部
生
物
環
境
科
学
科
開
講
科
目

1 物理学 2 ˕ ˕
1 物࣭の成り立ち 2 ˎ ˎ
1 Խ学Ⅰ 2 ˕ ˕
1 Խ学Ⅱ 2 ˕ ˕
1 ແػԽ学 2 ˎ ˎ
2 ༗ػԽ学 2 ˎ ˎ
2 分ੳԽ学ڥ 2 ˎ ˎ
3 分ੳԽ学ثػ 2 ˎ ˎ
1 生物学Ⅰ 2 ˕ ˕
1 生物学Ⅱ 2 ˕ ˕
1 生態学 2 ˎ ˎ
1 ২物分ྨ学 2 ˎ ˎ
1 生物Խ学Ⅰ 2 ˎ ˎ
2 生物Խ学Ⅱ 2 ˎ ˎ
2 ඍ生物学 2 ˎ ˎ
2 分ࢠ生物学 2 ˎ ˎ
2 動物生態学 2 ˎ ˎ
2 情報解ੳ学ڥ 2 ˎ ˎ
2 動物学ڥ 2 ˎ ˎ
2 ২物生໋Խ学 2 ˎ ˎ
2 ඍ生物学ڥ 2 ˎ ˎ
2 ւ༸動物学 2 ˎ ˎ
3 野生動物保全学 2 ˎ ˎ
3 ২物生理学 2 ˎ ˎ
3 ২物ػ科学 2 ˎ ˎ
3 ২物生態学 2 ˎ ˎ
3 όイオテクϊロδーڥ 2 ˎ ˎ
1 学 2 ˕ ˕
1 ٿとӉ 2 ˎ ˎ
2 学 2 ˎ ˎ
2 物理学実験 1 ˕ ˓ ˓

いずれか
ͻとつを
બ必修

1 Խ学実験 1 ˕ ˓
1 生物学実験 1 ˕ ˓
2 学実験 1 ˕ ˓
教科の指導法に関する科目の必要
単位数をؚめた最低修得単位数 28 単位 24 単位

˕は必修、˓はબ必修、ˎはબを表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐతڭ（

û6

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

学෦ɹԠ用生物Խ学科ɹର
Ұछ（業）ߍ学ߴ

学ߍछ（໔ڐ教科）ߴ一छ（業）

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

農
業
の
関
係
科
目

職

業

指

導
配当
年次 授業科目໊ 単位数

農
学
部
Ԡ
༻
生
物
Խ
学
科
開
講
科
目

1 応用生物Խ学֓説 2 ˕

1 ২物生໋科学 2 ˎ

1 ৯Խ学૯論 2 ˎ

1 場実習 1 ˎ

2 ৯加実習 1 ˎ

2 ӫཆ科学Ⅰ 2 ˎ

2 ӫཆ科学Ⅱ 2 ˎ

2 ৯原料学 2 ˎ

2 ச࢈৯原料学 2 ˎ

2 ৯ར用学 2 ˎ

2 フィールド生࢈科学 2 ˎ

3 ৯҆全・Ӵ生学 2 ˎ

3 ৯ػ学Ⅰ 2 ˎ

3 ৯ػ学Ⅱ 2 ˎ

3 応用生物Խ学実験ᶛ 1 ˎ

3 応用生物Խ学実験ᶝ 1 ˎ

3 動物生໋科学 2 ˎ

3 ৢ・発߬科学 2 ˎ

2 職業指導論 2 ˕

2 ΩϟリΞσβイン学 2 ˎ

教科の指導法に関する科目の必要単位数をؚめた最低修得単位数 24 単位

˕は必修、˓はબ必修、ˎはબを表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐతڭ（

ûû û5 5 ― ù5



2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

学෦ɹ生物ڥ科学科ɹର
Ұछ（業）ߍ学ߴ

学ߍछ（໔ڐ教科）ߴ一छ（業）

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

農
業
の
関
係
科
目

職

業

指

導
配当
年次 授業科目໊ 単位数

農
学
部
生
物
環
境
科
学
科
開
講
科
目

1 生物ڥ科学֓説 2 ˕

1 生物ڥ科学実習Ⅰ 1 ˎ

1 生物ڥ科学実習Ⅱ 1 ˎ

1 場実習 1 ˎ

2 保全২物学 2 ˎ

2 ྛ生態学 2 ˎ

2 ランドスέープ・σβイン学 2 ˎ

2 ڥ学 2 ˎ

2 ২物ӫཆ学 2 ˎ

2 物࣭॥論 2 ˎ

2 フィールド生࢈科学 2 ˎ

2 ச࢈৯原料学 2 ˎ

3 生物ڥ科学実験 1 ˎ

2 生物保全学実験・実習 1 ˎ

2 学実験・実習 1 ˎ

3 物࣭動態学実験 1 ˎ

3 生物ػ科学実験 1 ˎ

3 解ੳ学؍ܠ 2 ˎ

3 生物多༷ੑ科学 2 ˎ

3 ২物学 2 ˎ

3 学ڥ 2 ˎ

3 ཆ分動態学 2 ˎ

3 細๔分ࢠ生物学 2 ˎ

2 職業指導論 2 ˕

2 ΩϟリΞσβイン学 2 ˎ

教科の指導法に関する科目の必要単位数をؚめた最低修得単位数 24 単位

˕は必修、˓はબ必修、ˎはબを表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐతڭ（

û6 ûþ

2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

ଇୈنߦࢪ๏ڐҭ৬員໔ڭ（4 66 の 6に定ΊΔ科目
　教育職員໔ڐ法施行規ଇୈ 66 の 6において、「日本ݑࠃ法」、「体育」、「外ޠࠃίϛϡχέーション」及び「数理、σータ
活用及び人に関する科目ຢは情報ثػのૢ作」について各 2単位以上修得することが定められています。
　下記の表により所ଐ学部の該当する授業科目を必ず修得してください。
ʮຊݑࠃ๏ʯʮମҭʯʮ֎ޠࠃίϛュχケーγϣϯʯٴびʮཧɺσーλ׆用ٴびਓ
にؔ͢Δ科目ຢใثػのૢ࡞ʯにରԠ͢Δ授業科目について

学
部 学科

໔ڐ法施行規ଇに
定める科目及び単位数

記に対応するࠨ
開設授業科目

科目 必要
単位数

配当
年次 授業科目 単位数

必修 w
બ
必修

法
学
部
法学科

日本ݑࠃ法 2 1 法Ⅰݑ 4 ˕

体育 2
1 生֔体育 2 ˓
2 健康スϙーπと実ફ 2 ˓
2 生֔スϙーπと実ફ 2 ˓

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳ会Ⅰ 1 ˕
1 ӳ会Ⅱ 1 ˕

数理、σータ
活用及び人
に関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2
1 情報リテラシーⅠ 2 ˓
2 情報リテラシーⅡ 2 ˓

経
営
学
部

経営学科

際経営ࠃ
学科

日本ݑࠃ法 2 1 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2
1 健康 w スϙーπ科学Ⅰ 1 ˕
1 健康 w スϙーπ科学Ⅱ 1 ˕

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳޠ（ίϛϡχέーション）Ⅰ 1 ˕
1 ӳޠ（ίϛϡχέーション）Ⅱ 1 ˕

数理、σータ
活用及び人
に関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2
1 情報ॲ理実習 1 ˕
1 プログラϛング実習 1 ˕

経
済
学
部

経ࡁ学科

業ࣾ会࢈
学科

日本ݑࠃ法 2 1 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2
1 健康 w スϙーπ科学Ⅰ 1 ˕
1 健康 w スϙーπ科学Ⅱ 1 ˕

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳޠⅢ（ίϛϡχέーション） 1 ˕
1 ӳޠᶚ（ίϛϡχέーション） 1 ˕

数理、σータ
活用及び人
に関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2
1 ίンϐϡータリテラシー 2 ˓
1 情報活用リテラシー 2 ˓
2 情報ॲ理入門 2 ˓

理
工
学
部

全学科

日本ݑࠃ法 2 3 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2

1 体育科学Ⅰ 1 ˓
1 体育科学Ⅱ 1 ˓
2 体育科学Ⅲ 1 ˓
2 体育科学ᶚ 1 ˓

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳޠίϛϡχέーションⅠ 1 ˓
1 ӳޠίϛϡχέーションⅡ 1 ˓
2 ӳޠίϛϡχέーションⅢ 1 ˓
2 ӳޠίϛϡχέーションᶚ 1 ˓

下記学科以外

数理、σータ
活用及び人
に関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2

1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˕

数学科
1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˓
2 科学Ⅰػࢉܭ 4 ˓
1 ίンϐϡーターαイエンス 2 ˓

ࢠిؾి
学科

1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˓
1 ίンϐϡーターαイエンス 2 ˓

学ցػ
科

1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˓
1 ίンϐϡータープログラϛング 2 ˓
2 ίンϐϡーターシϛϡϨーション 2 ˓

˕は必修、˓はબ必修を表す。

学
部 学科

໔ڐ法施行規ଇに
定める科目及び単位数

記に対応するࠨ
開設授業科目

科目 必要
単位数

配当
年次 授業科目 単位数

必修 w
બ
必修

農
学
部

生物資ݯ
学科

応用生物
Խ学科

生物ڥ
科学科

日本ݑࠃ法 2 1 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 ※

1 健康 wスϙーπ科学Ⅰ 1 ˓
1 健康 w スϙーπ科学Ⅱ 1 ˓
2 健康 w スϙーπ科学Ⅲ 1 ˓
2 健康 w スϙーπ科学ᶚ 2 ˕

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2 2 ӳ会Ⅲ 1 ˕

2 ӳ会ᶚ 1 ˕
数理、σータ
活用及び人
に関
する科目ຢ
は情報ثػ
のૢ作

2
1 情報ثػのૢ作Ⅰ 1 ˓
1 情報ثػのૢ作Ⅱ 1 ˓
2 情報ثػのૢ作Ⅲ 1 ˓

都
市
情
報
学
部

ࢢ情報
学科

日本ݑࠃ法 2 1 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2 1 健康 w スϙーπ科学Ⅰ 1 ˕
1 健康 w スϙーπ科学Ⅱ 1 ˕

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳޠ基礎Ⅰ（ίϛϡχέーション） 1 ˓
1 ӳޠ基礎Ⅱ（ίϛϡχέーション） 1 ˓
1 ӳޠॳڃⅠ �Ⅰ（ίϛϡχέーション） 1 ˓
1 ӳޠॳڃⅠ �Ⅱ（ίϛϡχέーション） 1 ˓
1 ӳޠॳڃⅡ �Ⅰ（ίϛϡχέーション） 1 ˓
1 ӳޠॳڃⅡ�Ⅱ（ίϛϡχέーション） 1 ˓

数理、σータ
活用及び人
に関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2

1 ίンϐϡータリテラシー 2 ˓
1 プログラϛング入門 2 ˓
2 情報ॲ理の基礎 2 ˓
2 情報ॲ理の応用 2 ˓

人
間
学
部
人間学科

日本ݑࠃ法 2 1 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2 1 健康 w スϙーπ科学Ⅰ 1 ˕
1 健康 w スϙーπ科学Ⅱ 1 ˕

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 イングリοシϡ wίϛϡχέーション 2 ˓
2 リスχング wίϛϡχέーションスΩルⅠ 1 ˓
3 リスχング wίϛϡχέーションスΩルⅡ 1 ˓
4 リスχング wίϛϡχέーションスΩルⅢ 1 ˓

数理、σータ
活用及び人
に関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2
1 ίンϐϡータリテラシー 2 ˓
1 情報活用リテラシー 2 ˓
2 情報ॲ理入門 2 ˓

外
国
語
学
部

ޠ際ӳࠃ
学科

日本ݑࠃ法 2 1～ 4 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2 1 健康 w スϙーπ科学Ⅰ 1 ˕
1 健康 w スϙーπ科学Ⅱ 1 ˕

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳޠίϛϡχέーションⅠ（基礎 1） 2 ˓
1 ӳޠίϛϡχέーションⅡ（基礎 2） 2 ˓
2 ӳޠίϛϡχέーションⅢ（応用 1） 2 ˓
2 ӳޠίϛϡχέーションᶚ（応用 2） 2 ˓

数理、σータ
活用及び人
に関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2 1～ 4 ίンϐϡータリテラシー 2 ˕

情
報
工
学
部

情報学
科

日本ݑࠃ法 2 3 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2

1 体育科学Ⅰ 1 ʓ
1 体育科学Ⅱ 1 ʓ
2 体育科学Ⅲ 1 ʓ
2 体育科学ᶚ 1 ʓ

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳޠίϛϡχέーションⅠ 1 ʓ
1 ӳޠίϛϡχέーションⅡ 1 ʓ
2 ӳޠίϛϡχέーションⅢ 1 ʓ
2 ӳޠίϛϡχέーションᶚ 1 ʓ

数理、σータ
活用及び人
に関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2 1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˕

※…学部の学生は、大学での教員໔ڐঢ়一ׅ申は、「体育」の履修݅をຬたして 3単位以上修得する必要があります。修
得単位数が 2単位の場合、教員໔ڐঢ়ݸ人申について、各自、ಓݝ教育ҕ員会にご相談ください。

˓
いずれか
ͻとつを
બ必修
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学෦ɹ生物ڥ科学科ɹର
Ұछ（業）ߍ学ߴ

学ߍछ（໔ڐ教科）ߴ一छ（業）

備ߟ

໔ڐ法施行規ଇに定める
科目۠分

該当授業科目

農
業
の
関
係
科
目

職

業

指

導
配当
年次 授業科目໊ 単位数

農
学
部
生
物
環
境
科
学
科
開
講
科
目

1 生物ڥ科学֓説 2 ˕

1 生物ڥ科学実習Ⅰ 1 ˎ

1 生物ڥ科学実習Ⅱ 1 ˎ

1 場実習 1 ˎ

2 保全২物学 2 ˎ

2 ྛ生態学 2 ˎ

2 ランドスέープ・σβイン学 2 ˎ

2 ڥ学 2 ˎ

2 ২物ӫཆ学 2 ˎ

2 物࣭॥論 2 ˎ

2 フィールド生࢈科学 2 ˎ

2 ச࢈৯原料学 2 ˎ

3 生物ڥ科学実験 1 ˎ

2 生物保全学実験・実習 1 ˎ

2 学実験・実習 1 ˎ

3 物࣭動態学実験 1 ˎ

3 生物ػ科学実験 1 ˎ

3 解ੳ学؍ܠ 2 ˎ

3 生物多༷ੑ科学 2 ˎ

3 ২物学 2 ˎ

3 学ڥ 2 ˎ

3 ཆ分動態学 2 ˎ

3 細๔分ࢠ生物学 2 ˎ

2 職業指導論 2 ˕

2 ΩϟリΞσβイン学 2 ˎ

教科の指導法に関する科目の必要単位数をؚめた最低修得単位数 24 単位

˕は必修、˓はબ必修、ˎはબを表す。

3 （学෦学科）߲ࣄ科にؔ͢Δઐతڭ（
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ଇୈنߦࢪ๏ڐҭ৬員໔ڭ（4 66 の 6に定ΊΔ科目
　教育職員໔ڐ法施行規ଇୈ 66 の 6において、「日本ݑࠃ法」、「体育」、「外ޠࠃίϛϡχέーション」及び「数理、σータ
活用及び人に関する科目ຢは情報ثػのૢ作」について各 2単位以上修得することが定められています。
　下記の表により所ଐ学部の該当する授業科目を必ず修得してください。
ʮຊݑࠃ๏ʯʮମҭʯʮ֎ޠࠃίϛュχケーγϣϯʯٴびʮཧɺσーλ׆用ٴびਓ
にؔ͢Δ科目ຢใثػのૢ࡞ʯにରԠ͢Δ授業科目について

学
部 学科

໔ڐ法施行規ଇに
定める科目及び単位数

記に対応するࠨ
開設授業科目

科目 必要
単位数

配当
年次 授業科目 単位数

必修 w
બ
必修

法
学
部
法学科

日本ݑࠃ法 2 1 法Ⅰݑ 4 ˕

体育 2
1 生֔体育 2 ˓
2 健康スϙーπと実ફ 2 ˓
2 生֔スϙーπと実ફ 2 ˓

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳ会Ⅰ 1 ˕
1 ӳ会Ⅱ 1 ˕

数理、σータ
活用及び人
に関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2
1 情報リテラシーⅠ 2 ˓
2 情報リテラシーⅡ 2 ˓

経
営
学
部

経営学科

際経営ࠃ
学科

日本ݑࠃ法 2 1 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2
1 健康 w スϙーπ科学Ⅰ 1 ˕
1 健康 w スϙーπ科学Ⅱ 1 ˕

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳޠ（ίϛϡχέーション）Ⅰ 1 ˕
1 ӳޠ（ίϛϡχέーション）Ⅱ 1 ˕

数理、σータ
活用及び人
に関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2
1 情報ॲ理実習 1 ˕
1 プログラϛング実習 1 ˕

経
済
学
部

経ࡁ学科

業ࣾ会࢈
学科

日本ݑࠃ法 2 1 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2
1 健康 w スϙーπ科学Ⅰ 1 ˕
1 健康 w スϙーπ科学Ⅱ 1 ˕

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳޠⅢ（ίϛϡχέーション） 1 ˕
1 ӳޠᶚ（ίϛϡχέーション） 1 ˕

数理、σータ
活用及び人
に関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2
1 ίンϐϡータリテラシー 2 ˓
1 情報活用リテラシー 2 ˓
2 情報ॲ理入門 2 ˓

理
工
学
部

全学科

日本ݑࠃ法 2 3 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2

1 体育科学Ⅰ 1 ˓
1 体育科学Ⅱ 1 ˓
2 体育科学Ⅲ 1 ˓
2 体育科学ᶚ 1 ˓

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳޠίϛϡχέーションⅠ 1 ˓
1 ӳޠίϛϡχέーションⅡ 1 ˓
2 ӳޠίϛϡχέーションⅢ 1 ˓
2 ӳޠίϛϡχέーションᶚ 1 ˓

下記学科以外

数理、σータ
活用及び人
に関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2

1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˕

数学科
1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˓
2 科学Ⅰػࢉܭ 4 ˓
1 ίンϐϡーターαイエンス 2 ˓

ࢠిؾి
学科

1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˓
1 ίンϐϡーターαイエンス 2 ˓

学ցػ
科

1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˓
1 ίンϐϡータープログラϛング 2 ˓
2 ίンϐϡーターシϛϡϨーション 2 ˓

˕は必修、˓はબ必修を表す。

学
部 学科

໔ڐ法施行規ଇに
定める科目及び単位数

記に対応するࠨ
開設授業科目

科目 必要
単位数

配当
年次 授業科目 単位数

必修 w
બ
必修

農
学
部

生物資ݯ
学科

応用生物
Խ学科

生物ڥ
科学科

日本ݑࠃ法 2 1 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 ※

1 健康 wスϙーπ科学Ⅰ 1 ˓
1 健康 w スϙーπ科学Ⅱ 1 ˓
2 健康 w スϙーπ科学Ⅲ 1 ˓
2 健康 w スϙーπ科学ᶚ 2 ˕

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2 2 ӳ会Ⅲ 1 ˕

2 ӳ会ᶚ 1 ˕
数理、σータ
活用及び人
に関
する科目ຢ
は情報ثػ
のૢ作

2
1 情報ثػのૢ作Ⅰ 1 ˓
1 情報ثػのૢ作Ⅱ 1 ˓
2 情報ثػのૢ作Ⅲ 1 ˓

都
市
情
報
学
部

ࢢ情報
学科

日本ݑࠃ法 2 1 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2 1 健康 w スϙーπ科学Ⅰ 1 ˕
1 健康 w スϙーπ科学Ⅱ 1 ˕

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳޠ基礎Ⅰ（ίϛϡχέーション） 1 ˓
1 ӳޠ基礎Ⅱ（ίϛϡχέーション） 1 ˓
1 ӳޠॳڃⅠ �Ⅰ（ίϛϡχέーション） 1 ˓
1 ӳޠॳڃⅠ �Ⅱ（ίϛϡχέーション） 1 ˓
1 ӳޠॳڃⅡ �Ⅰ（ίϛϡχέーション） 1 ˓
1 ӳޠॳڃⅡ�Ⅱ（ίϛϡχέーション） 1 ˓

数理、σータ
活用及び人
に関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2

1 ίンϐϡータリテラシー 2 ˓
1 プログラϛング入門 2 ˓
2 情報ॲ理の基礎 2 ˓
2 情報ॲ理の応用 2 ˓

人
間
学
部
人間学科

日本ݑࠃ法 2 1 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2 1 健康 w スϙーπ科学Ⅰ 1 ˕
1 健康 w スϙーπ科学Ⅱ 1 ˕

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 イングリοシϡ wίϛϡχέーション 2 ˓
2 リスχング wίϛϡχέーションスΩルⅠ 1 ˓
3 リスχング wίϛϡχέーションスΩルⅡ 1 ˓
4 リスχング wίϛϡχέーションスΩルⅢ 1 ˓

数理、σータ
活用及び人
に関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2
1 ίンϐϡータリテラシー 2 ˓
1 情報活用リテラシー 2 ˓
2 情報ॲ理入門 2 ˓

外
国
語
学
部

ޠ際ӳࠃ
学科

日本ݑࠃ法 2 1～ 4 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2 1 健康 w スϙーπ科学Ⅰ 1 ˕
1 健康 w スϙーπ科学Ⅱ 1 ˕

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳޠίϛϡχέーションⅠ（基礎 1） 2 ˓
1 ӳޠίϛϡχέーションⅡ（基礎 2） 2 ˓
2 ӳޠίϛϡχέーションⅢ（応用 1） 2 ˓
2 ӳޠίϛϡχέーションᶚ（応用 2） 2 ˓

数理、σータ
活用及び人
に関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2 1～ 4 ίンϐϡータリテラシー 2 ˕

情
報
工
学
部

情報学
科

日本ݑࠃ法 2 3 日本ݑࠃ法 2 ˕

体育 2

1 体育科学Ⅰ 1 ʓ
1 体育科学Ⅱ 1 ʓ
2 体育科学Ⅲ 1 ʓ
2 体育科学ᶚ 1 ʓ

外ޠࠃ
ίϛϡχέーション 2

1 ӳޠίϛϡχέーションⅠ 1 ʓ
1 ӳޠίϛϡχέーションⅡ 1 ʓ
2 ӳޠίϛϡχέーションⅢ 1 ʓ
2 ӳޠίϛϡχέーションᶚ 1 ʓ

数理、σータ
活用及び人
に関する
科目ຢは情報
のૢ作ثػ

2 1 ίンϐϡーターリテラシー 2 ˕

※…学部の学生は、大学での教員໔ڐঢ়一ׅ申は、「体育」の履修݅をຬたして 3単位以上修得する必要があります。修
得単位数が 2単位の場合、教員໔ڐঢ়ݸ人申について、各自、ಓݝ教育ҕ員会にご相談ください。

˓
いずれか
ͻとつを
બ必修
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

①…　స学部生・స学科生で、教職課程を履修している者は、教職センター【教職・学芸員】で
履修指導を受けてください。

②…　ฤ入学生が教職課程を履修する場合、前在籍大学のʰ成証明書ʱ及びʰ学力に関する証
明書 （ɦ教員໔ڐঢ়申用）を取りدせ、教職センター【教職・学芸員】で履修指導を受け
てください。
（1）前在籍大学が課程認定を༗する大学の場合
　前在籍大学発行のʰ学力に関する証明書ʱに基づき、取得を希望する໔ڐ教科に必要な
授業科目を履修してください。

（2）前在籍大学が課程認定を༗しない大学の場合
　前在籍大学において修得した単位のうち、本学において認定された単位をؚめて、取得
を希望する໔ڐ教科に必要な授業科目を履修してください。
教職に関する科目については、全て、本学において履修してください。

専・大等からのฤ入学で教職課程の履修を希望される場合は、認定単位等の確認のたߴ　…③
め、必ず事前に教職センターに相談してください（認定単位の用に制限がある場合があり
ます）。

　大学院進学後に一छ໔ڐঢ়を取得する場合
　本学学部において一छ໔ڐঢ়取得に必要な単位を修得できずに卒業し、継続して本学大学院
へ進学した場合、大学院在学中に一छ໔ڐঢ়を取得するために必要な授業科目の履修が認めら
れます。
　この場合は、教職履修費 (26,400 円) 納入および科目等履修生としての登録手続きが必要とな
ります。
　また、指導教員の承諾書等が必要です。詳細は大学院ศཡで確認するか、教職センター【教
職・学芸員】で説明を受けてください。
　大学院生で一छ໔ڐঢ়取得のための新規登録は認められません。

ÿ のਃ（ঢ়ڐ員໔ڭ）ঢ়ڐҭ৬員໔ڭ．
　教員໔ڐঢ়は、大学において必要単位を修得したうえで、教育ҕ員会に申することにより、
交付を受けることができます。
　ただし、卒業・修了年次生（ 3月に限ります。）に限り、大学からѪݝ教育ҕ員会に一ׅ
で申手続きを行うことで、卒業式当日（ 3月に限ります。）に教員໔ڐঢ়の受取りがՄと
なります。対者は、༧め教員໔ڐঢ়一ׅ申ガイダンスに出席したうえで、必要な手続きを
行います。
　ガイダンスの日程等は、所定のܝ示൘で確認してください。

申۠分 申対者 申手続等

一ׅ申
3月の卒業年次生、修了年次生で、
・学部の一छ໔ڐঢ়申者…
・大学院の専修໔ڐঢ়申者

教員໔ڐঢ়一ׅ申
1次申ɿ 9月
2次申ɿ11月

※ฤ入学生は、申手続時に相談のこと

人申ݸ

・…一ׅ申ができなかった卒業年次
生、修了年次生

・…大学院修了年次生で一छ໔ڐঢ়を
申する者

・ 9月に卒業、修了がՄとなった者

教育ҕ員会へ必要書ྨݝのಓॅډ
等を確認しఏ出する。
教育ҕ員会によって、申方法、申時
期が異なるため、༧め確認が必要。

　教員໔ڐঢ়取得後の取扱い等については、「教育職員໔ڐ法」等に基づき、໔ڐ理者（交
付を受けたಓݝ教育ҕ員会）の定めにैう必要があります。

　科目等履修生として一छ໔ڐঢ়を取得する場合
　大学在学中に教職課程に必要な授業科目を修得できなかった場合、卒業（退学）後に科目等
履修生としてෆ科目の単位を修得し、教員໔ڐঢ়を取得できる制度があります。詳細は教職
センター【教職・学芸員】で確認してください。また、手続きについては大学̝̥を参রして
ください。

7 ）大学院生のڭ৬
課程の履修につい
て

6）స学෦生・స学
科生・ฤ入学生の
৬課程の履修にڭ
ついて
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Ā ݧࢼ用࠾員ڭ．
　ެ立学ߍの教員になるためには、ಓݝまたはྩ指定ࢢの教育ҕ員会が実施するެ立
学ߍ教員採用ࢼ験に合格し、採用ީิ者の໊に登録されなければなりません。そしてこの໊
の中からその年度のܽ員ঢ়گ、教員৫のঢ়گなどをྀߟしてબ定し、所定の手続きを経た
上で採用がܾ定されます。
　採用ࢼ験は、ྫ年֓Ͷ 6～ 7月頃を中心に実施されています（教員採用ࢼ験は 3年次に受験
できる自࣏体もあります。）。採用ࢼ験の実施要߲等の詳細については各自が༧め教育ҕ員会な
どにい合わせてください。

教員దߍ立学ࢲ」と「ಠ自のެืによる採用ߍ立学ࢲ各」、の教員になるためにはߍ立学ࢲ　
の「ࠪݕੑ 2つの方法があります。「各ࢲ立学ߍಠ自のެืによる採用」については、教職セ
ンターにٻ人のあったものは、所定のܝ示൘にࡌܝするので、希望者は確認のうえ応ืしてく
ださい。
験の成ॱに໊ࢼなどで行われており、教職教ཆ、খ論จなどのݝは、੩Ԭࠪݕ学దੑࢲ　
登録を行うという方式が一般的です。また、他の自࣏体のࢲ学協会では、このようなࠪݕを行
わず、ただの「登録制」としているところもあります。
　こうしたࢲ学దੑࠪݕは採用を保証するものではないですが、ެ立・ࢲ立をわず、教員に
なりたいという方は受ݕをおすすめします。

臨時採用教員とは、専教員にܽ員が出た場合に期限つきで採用される教員のことで、正規
教員と同༷の業務にबく「臨時的用教員（ৗۈ講ࢣ）」と、「時間講ࢣ（ඇৗۈ講ࢣ）」の 2
छྨに大別されます。いずれも各自࣏体がಠ自にื集を行っており、用希望者が各教育ҕ員
会へ登録し、そこからબߟされる形が一般的です。

10 ಋࢦࡦରݧࢼ用࠾員ڭ．
　教職へのୈ一าを;みだすためには、ެ立学ߍやࢲ立学ߍの「教員採用બࢼߟ験」を通աし
なければなりません。
　本学教職センターでは、こうした教員採用ࢼ験をめ͟す履修学生に対し、以下（1）～（7）に示
したとおり、さま͟まな教員採用ࢼ験対ࡦ指導を行っていますので、積極的に参加してくださ
い。
　詳細は、採用ࢼ験対ࡦ講࠲オリエンテーションにて説明します。
　（1）採用ࢼ験対ࡦ講࠲オリエンテーション（ 9月・2月頃実施）
　（2）各छ教員採用ࢼ験対ࡦ指導「ษڧ会」
　（3）教員採用ࢼ験のためのެ開ٖࢼ験
　（4）খ論จ対ࡦ講࠲
　（５）採用ࢼ験 1次໘対ࡦ
　（6）採用ࢼ験 2次ࢼ験対ࡦ
　（7）খ学ߍ教員資格認定ࢼ験対ࡦ講࠲

　教職課程履修者がར用できる施設があります。

【໊শ】場所 備え置き資料・ར用内༰等 ར用方法・意事߲

ఱനΩϟンύス
【教職学習室】
タワー 7５�12 ֊

教員採用ࢼ験に関するաڈ、教
員のおすすめਤ書などが置いてあ
ります。
˓教員採用ࢼ験のษڧをする部

ར用方法・意事߲については、ϙー
タルαイτでҊ内する内༰にैって
ください。

ఱനΩϟンύス
【教職教材ڀݚ室】
タワー 7５�12 ֊

中学ߍ及びߴ等学ߍの教科書・参
書などの教材ਤ書が置いてありߟ
ます
˓教材ڀݚをする部

ドーム前Ωϟンύス
【教職学習室】
౦館%&21５

ఱനΩϟンύスの教職学習室及び
教職教材ڀݚ室に準じたաڈ・
参ߟ書・教科書等があり、同༷の
ར用内༰として用します。

1 ）ެཱ学ڭߍ員に
ついて

員にڭߍ学ཱࢲ（2
ついて

員にڭ用࠾࣌ྟ（3
ついて

ରݧࢼ用࠾員ڭ（1
について࠲ߨࡦ

ڭ・৬学習ࣨڭ（2
৬ࣨڀݚࡐڭのར
用ํ๏について
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5 ）転学部生・転学
科生・編入学生の
教職課程の履修に
ついて

6）大学院生の教職
課程の履修につい
て
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2025年度入学生用ڭ৬課程便覧（名城大学）

①…　స学部生・స学科生で、教職課程を履修している者は、教職センター【教職・学芸員】で
履修指導を受けてください。

②…　ฤ入学生が教職課程を履修する場合、前在籍大学のʰ成証明書ʱ及びʰ学力に関する証
明書 （ɦ教員໔ڐঢ়申用）を取りدせ、教職センター【教職・学芸員】で履修指導を受け
てください。
（1）前在籍大学が課程認定を༗する大学の場合
　前在籍大学発行のʰ学力に関する証明書ʱに基づき、取得を希望する໔ڐ教科に必要な
授業科目を履修してください。

（2）前在籍大学が課程認定を༗しない大学の場合
　前在籍大学において修得した単位のうち、本学において認定された単位をؚめて、取得
を希望する໔ڐ教科に必要な授業科目を履修してください。
教職に関する科目については、全て、本学において履修してください。

専・大等からのฤ入学で教職課程の履修を希望される場合は、認定単位等の確認のたߴ　…③
め、必ず事前に教職センターに相談してください（認定単位の用に制限がある場合があり
ます）。

　大学院進学後に一छ໔ڐঢ়を取得する場合
　本学学部において一छ໔ڐঢ়取得に必要な単位を修得できずに卒業し、継続して本学大学院
へ進学した場合、大学院在学中に一छ໔ڐঢ়を取得するために必要な授業科目の履修が認めら
れます。
　この場合は、教職履修費 (26,400 円) 納入および科目等履修生としての登録手続きが必要とな
ります。
　また、指導教員の承諾書等が必要です。詳細は大学院ศཡで確認するか、教職センター【教
職・学芸員】で説明を受けてください。
　大学院生で一छ໔ڐঢ়取得のための新規登録は認められません。

ÿ のਃ（ঢ়ڐ員໔ڭ）ঢ়ڐҭ৬員໔ڭ．
　教員໔ڐঢ়は、大学において必要単位を修得したうえで、教育ҕ員会に申することにより、
交付を受けることができます。
　ただし、卒業・修了年次生（ 3月に限ります。）に限り、大学からѪݝ教育ҕ員会に一ׅ
で申手続きを行うことで、卒業式当日（ 3月に限ります。）に教員໔ڐঢ়の受取りがՄと
なります。対者は、༧め教員໔ڐঢ়一ׅ申ガイダンスに出席したうえで、必要な手続きを
行います。
　ガイダンスの日程等は、所定のܝ示൘で確認してください。

申۠分 申対者 申手続等

一ׅ申
3月の卒業年次生、修了年次生で、
・学部の一छ໔ڐঢ়申者…
・大学院の専修໔ڐঢ়申者

教員໔ڐঢ়一ׅ申
1次申ɿ 9月
2次申ɿ11月

※ฤ入学生は、申手続時に相談のこと

人申ݸ

・…一ׅ申ができなかった卒業年次
生、修了年次生

・…大学院修了年次生で一छ໔ڐঢ়を
申する者

・ 9月に卒業、修了がՄとなった者

教育ҕ員会へ必要書ྨݝのಓॅډ
等を確認しఏ出する。
教育ҕ員会によって、申方法、申時
期が異なるため、༧め確認が必要。

　教員໔ڐঢ়取得後の取扱い等については、「教育職員໔ڐ法」等に基づき、໔ڐ理者（交
付を受けたಓݝ教育ҕ員会）の定めにैう必要があります。

　科目等履修生として一छ໔ڐঢ়を取得する場合
　大学在学中に教職課程に必要な授業科目を修得できなかった場合、卒業（退学）後に科目等
履修生としてෆ科目の単位を修得し、教員໔ڐঢ়を取得できる制度があります。詳細は教職
センター【教職・学芸員】で確認してください。また、手続きについては大学̝̥を参রして
ください。

7 ）大学院生のڭ৬
課程の履修につい
て

6）స学෦生・స学
科生・ฤ入学生の
৬課程の履修にڭ
ついて
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Ā ݧࢼ用࠾員ڭ．
　ެ立学ߍの教員になるためには、ಓݝまたはྩ指定ࢢの教育ҕ員会が実施するެ立
学ߍ教員採用ࢼ験に合格し、採用ީิ者の໊に登録されなければなりません。そしてこの໊
の中からその年度のܽ員ঢ়گ、教員৫のঢ়گなどをྀߟしてબ定し、所定の手続きを経た
上で採用がܾ定されます。
　採用ࢼ験は、ྫ年֓Ͷ 6～ 7月頃を中心に実施されています（教員採用ࢼ験は 3年次に受験
できる自࣏体もあります。）。採用ࢼ験の実施要߲等の詳細については各自が༧め教育ҕ員会な
どにい合わせてください。

教員దߍ立学ࢲ」と「ಠ自のެืによる採用ߍ立学ࢲ各」、の教員になるためにはߍ立学ࢲ　
の「ࠪݕੑ 2つの方法があります。「各ࢲ立学ߍಠ自のެืによる採用」については、教職セ
ンターにٻ人のあったものは、所定のܝ示൘にࡌܝするので、希望者は確認のうえ応ืしてく
ださい。
験の成ॱに໊ࢼなどで行われており、教職教ཆ、খ論จなどのݝは、੩Ԭࠪݕ学దੑࢲ　
登録を行うという方式が一般的です。また、他の自࣏体のࢲ学協会では、このようなࠪݕを行
わず、ただの「登録制」としているところもあります。
　こうしたࢲ学దੑࠪݕは採用を保証するものではないですが、ެ立・ࢲ立をわず、教員に
なりたいという方は受ݕをおすすめします。

臨時採用教員とは、専教員にܽ員が出た場合に期限つきで採用される教員のことで、正規
教員と同༷の業務にबく「臨時的用教員（ৗۈ講ࢣ）」と、「時間講ࢣ（ඇৗۈ講ࢣ）」の 2
छྨに大別されます。いずれも各自࣏体がಠ自にื集を行っており、用希望者が各教育ҕ員
会へ登録し、そこからબߟされる形が一般的です。

10 ಋࢦࡦରݧࢼ用࠾員ڭ．
　教職へのୈ一าを;みだすためには、ެ立学ߍやࢲ立学ߍの「教員採用બࢼߟ験」を通աし
なければなりません。
　本学教職センターでは、こうした教員採用ࢼ験をめ͟す履修学生に対し、以下（1）～（7）に示
したとおり、さま͟まな教員採用ࢼ験対ࡦ指導を行っていますので、積極的に参加してくださ
い。
　詳細は、採用ࢼ験対ࡦ講࠲オリエンテーションにて説明します。
　（1）採用ࢼ験対ࡦ講࠲オリエンテーション（ 9月・2月頃実施）
　（2）各छ教員採用ࢼ験対ࡦ指導「ษڧ会」
　（3）教員採用ࢼ験のためのެ開ٖࢼ験
　（4）খ論จ対ࡦ講࠲
　（５）採用ࢼ験 1次໘対ࡦ
　（6）採用ࢼ験 2次ࢼ験対ࡦ
　（7）খ学ߍ教員資格認定ࢼ験対ࡦ講࠲

　教職課程履修者がར用できる施設があります。

【໊শ】場所 備え置き資料・ར用内༰等 ར用方法・意事߲

ఱനΩϟンύス
【教職学習室】
タワー 7５�12 ֊

教員採用ࢼ験に関するաڈ、教
員のおすすめਤ書などが置いてあ
ります。
˓教員採用ࢼ験のษڧをする部

ར用方法・意事߲については、ϙー
タルαイτでҊ内する内༰にैって
ください。

ఱനΩϟンύス
【教職教材ڀݚ室】
タワー 7５�12 ֊

中学ߍ及びߴ等学ߍの教科書・参
書などの教材ਤ書が置いてありߟ
ます
˓教材ڀݚをする部

ドーム前Ωϟンύス
【教職学習室】
౦館%&21５

ఱനΩϟンύスの教職学習室及び
教職教材ڀݚ室に準じたաڈ・
参ߟ書・教科書等があり、同༷の
ར用内༰として用します。

1 ）ެཱ学ڭߍ員に
ついて

員にڭߍ学ཱࢲ（2
ついて

員にڭ用࠾࣌ྟ（3
ついて

ରݧࢼ用࠾員ڭ（1
について࠲ߨࡦ

ڭ・৬学習ࣨڭ（2
৬ࣨڀݚࡐڭのར
用ํ๏について
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2025年度入学生用学芸員課程便覧（名城大学）

4．学芸員資格औಘに必要ͳ単位のऔಘについて
　本課程を修了するには、次の基礎資格をຬたし、「博物館に関する科目」の単位を基準どおり取得しなければなりません。

1 資格ૅج（
　学࢜の学位を༗すること

2 ）博物館にؔ͢Δ科目・・・［ผද 1］参র
①　すべて学芸員課程開講科目で、20 単位以上修得しなければなりません。
②　「博物館資料論Ⅰ」は理・・情報学部の学生が必修、「博物館資料論Ⅱ」は法・経営・経ࡁ・人間・外ޠࠃ学部の学生が
必修科目となります。

　　ࢢ情報学部の学生は、「博物館資料論Ⅰ」または「博物館資料論Ⅱ」のいずれか一つが必修科目となります。
　　また、各学部とも「博物館資料論Ⅰ」および「博物館資料論Ⅱ」の྆方を履修しても差し支えありません。

ʦ別表 1ʧ博物館に関する科目

博物館法施行規ଇに定める科目 本学開講科目
備ߟ

科　目　໊ 単位数 配当
年次 科目໊

単位数
必修 બ

生֔学習֓論 2
1 生֔学習論 2 人間学部以外

2 学習ࣾ会論 2 人間学部のみ
（人間学部開講科目）

博物館֓論 2 2 博物館原論 2
博物館経営論 2 2 博物館経営論 2

博物館情報・ϝσィΞ論 2
3 博物館情報論 1
3 教育ϝσィΞڥ論 2

博物館資料論 2
3 博物館資料論Ⅰ 2 理ܥ（ؚࢢΉ）
3 博物館資料論Ⅱ 2 จܥ（ؚࢢΉ）

博物館資料保ଘ論 2 2 博物館資料保ଘ論 2
博物館展示論 2 2 博物館展示論 2

博物館実習 3
3 博物館実習Ⅰ 2 学内
4 博物館実習Ⅱ 1 館務
4 博物館実習Ⅲ 1 館務

博物館教育論 2 1 博物館教育論 2
必要単位数 19 最低修得単位数 20

þ6

2025年度入学生用学芸員課程便覧（名城大学）

1．学芸員課程Λ履修͢Δօ͞Μ
1）学芸員と
　学芸員は、博物館において、博物館資料の収集、保、ௐࠪڀݚ、展示およびその他これと関࿈する事業を担当する専門職のこ
とです。学芸員として博物館へのۈ務を希望する場合、かならず学芸員資格が必要になります（ただし、用は各博物館によって
行われます）。また、学芸員資格取得を݅とする職छにबきたい場合にも必要です。学芸員資格はจ部科学লが所するࠃՈ資格
です。

2 ）博物館と
　博物館は、ྺ࢙、芸ज़、ຽଏ、࢈業、自વ科学等に関する資料の収集や保ଘ、ௐࠪڀݚ、展示、教育ී及といった活動を一体的
に行う施設のことです。Ձがある資料の実物を通して人ʑの学習活動を支ԉする施設でもあります。博物館にはྺ࢙博物館や科
学博物館、ඒज़館、ਫ館、動২物Ԃなど、さま͟まなछྨがあります。

3 ）ຊ学の学芸員ཆཧ೦について
　໊大学では、次のཆ成理೦のもと、学芸員課程を開設しています。

໊大学学芸員ཆ成理೦
໊大学は、
　・専門的な識と実ફ力を備え、ߴいίϛϡχέーション力と博物館活動をӡ営理できる力を༗する学芸員
　・謙虚で๛かなแ༰力と力ڧい実行力を持ち、୭からも৴頼される学芸員
のཆ成を目指します。

2 ．大学Ͱ学芸員資格Λऔಘ͢Δに
1）博物館๏の定Ίについて
　博物館法ୈ ５に学芸員資格を༗する者になる݅が書かれています。ୈ 1߲には「学࢜の学位を༗する者で、大学においてจ
部科学লྩで定める博物館に関する科目の単位を修得したもの」となっています。学芸員資格を大学で取得するためには、学࢜の
資格を得ることおよび「博物館に関する科目」の単位を修得することが必要となります。

3 ．学芸員資格ΛऔಘͰ͖Δ学෦・学科
本学において、学芸員資格を取得できる学部・学科は、次表のとおりです。

学　　　部 学　　　科

法学部 法学科

経営学部 経営学科、ࠃ際経営学科

経ࡁ学部 経ࡁ学科、࢈業ࣾ会学科

理学部
数学科、ిࢠిؾ学科、材料ػ学科、応用Խ学科、ػց学科、交通ػց学科、
ϝΧτロχクス学科、ࣾ会基൫σβイン学科、ڥ学科、ݐங学科

学部 生物資ݯ学科、応用生物Խ学科、生物ڥ科学科

ࢢ情報学部 ࢢ情報学科

人間学部 人間学科

外ޠࠃ学部 学科ޠ際ӳࠃ

情報学部 情報学科
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4．学芸員資格औಘに必要ͳ単位のऔಘについて
　本課程を修了するには、次の基礎資格をຬたし、「博物館に関する科目」の単位を基準どおり取得しなければなりません。

1 資格ૅج（
　学࢜の学位を༗すること

2 ）博物館にؔ͢Δ科目・・・［ผද 1］参র
①　すべて学芸員課程開講科目で、20 単位以上修得しなければなりません。
②　「博物館資料論Ⅰ」は理・・情報学部の学生が必修、「博物館資料論Ⅱ」は法・経営・経ࡁ・人間・外ޠࠃ学部の学生が
必修科目となります。

　　ࢢ情報学部の学生は、「博物館資料論Ⅰ」または「博物館資料論Ⅱ」のいずれか一つが必修科目となります。
　　また、各学部とも「博物館資料論Ⅰ」および「博物館資料論Ⅱ」の྆方を履修しても差し支えありません。

ʦ別表 1ʧ博物館に関する科目

博物館法施行規ଇに定める科目 本学開講科目
備ߟ

科　目　໊ 単位数 配当
年次 科目໊

単位数
必修 બ

生֔学習֓論 2
1 生֔学習論 2 人間学部以外

2 学習ࣾ会論 2 人間学部のみ
（人間学部開講科目）

博物館֓論 2 2 博物館原論 2
博物館経営論 2 2 博物館経営論 2

博物館情報・ϝσィΞ論 2
3 博物館情報論 1
3 教育ϝσィΞڥ論 2

博物館資料論 2
3 博物館資料論Ⅰ 2 理ܥ（ؚࢢΉ）
3 博物館資料論Ⅱ 2 จܥ（ؚࢢΉ）

博物館資料保ଘ論 2 2 博物館資料保ଘ論 2
博物館展示論 2 2 博物館展示論 2

博物館実習 3
3 博物館実習Ⅰ 2 学内
4 博物館実習Ⅱ 1 館務
4 博物館実習Ⅲ 1 館務

博物館教育論 2 1 博物館教育論 2
必要単位数 19 最低修得単位数 20
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1．学芸員課程Λ履修͢Δօ͞Μ
1）学芸員と
　学芸員は、博物館において、博物館資料の収集、保、ௐࠪڀݚ、展示およびその他これと関࿈する事業を担当する専門職のこ
とです。学芸員として博物館へのۈ務を希望する場合、かならず学芸員資格が必要になります（ただし、用は各博物館によって
行われます）。また、学芸員資格取得を݅とする職छにबきたい場合にも必要です。学芸員資格はจ部科学লが所するࠃՈ資格
です。

2 ）博物館と
　博物館は、ྺ࢙、芸ज़、ຽଏ、࢈業、自વ科学等に関する資料の収集や保ଘ、ௐࠪڀݚ、展示、教育ී及といった活動を一体的
に行う施設のことです。Ձがある資料の実物を通して人ʑの学習活動を支ԉする施設でもあります。博物館にはྺ࢙博物館や科
学博物館、ඒज़館、ਫ館、動২物Ԃなど、さま͟まなछྨがあります。

3 ）ຊ学の学芸員ཆཧ೦について
　໊大学では、次のཆ成理೦のもと、学芸員課程を開設しています。

໊大学学芸員ཆ成理೦
໊大学は、
　・専門的な識と実ફ力を備え、ߴいίϛϡχέーション力と博物館活動をӡ営理できる力を༗する学芸員
　・謙虚で๛かなแ༰力と力ڧい実行力を持ち、୭からも৴頼される学芸員
のཆ成を目指します。

2 ．大学Ͱ学芸員資格Λऔಘ͢Δに
1）博物館๏の定Ίについて
　博物館法ୈ ５に学芸員資格を༗する者になる݅が書かれています。ୈ 1߲には「学࢜の学位を༗する者で、大学においてจ
部科学লྩで定める博物館に関する科目の単位を修得したもの」となっています。学芸員資格を大学で取得するためには、学࢜の
資格を得ることおよび「博物館に関する科目」の単位を修得することが必要となります。

3 ．学芸員資格ΛऔಘͰ͖Δ学෦・学科
本学において、学芸員資格を取得できる学部・学科は、次表のとおりです。

学　　　部 学　　　科

法学部 法学科

経営学部 経営学科、ࠃ際経営学科

経ࡁ学部 経ࡁ学科、࢈業ࣾ会学科

理学部
数学科、ిࢠిؾ学科、材料ػ学科、応用Խ学科、ػց学科、交通ػց学科、
ϝΧτロχクス学科、ࣾ会基൫σβイン学科、ڥ学科、ݐங学科

学部 生物資ݯ学科、応用生物Խ学科、生物ڥ科学科

ࢢ情報学部 ࢢ情報学科

人間学部 人間学科

外ޠࠃ学部 学科ޠ際ӳࠃ

情報学部 情報学科

þ5 5 ― 33



2025年度入学生用学芸員課程便覧（名城大学）

2）学芸員課程の授業科目の履修登録について
　学芸員課程を履修するために必要な授業科目の履修登録は、4月の履修登録期間内にて行ってください。

3 ）大学院生の履修について
　本学学部において学芸員資格に必要な単位を取得できずに卒業し、継続して本学大学院へ進学した場合、大学院在学中に学芸員
資格のために必要な授業科目の履修が認められます。
　この場合は、学芸員履修費（ 30,000 円）納入および科目等履修生としての登録手続きが必要となります。
　また、指導教員の承諾書等が必要です。詳細は、教職センター【教職・学芸員】で説明を受けてください。
　大学院生で学芸員資格のための新規登録は認められません。

4 ）単位制度について
　大学における教育課程は、大学設置基準にもとづく単位制を採用しています。単位とは 1つの授業科目の学習に要する時間を表
す基準です。単位制とは、各年次に配当されている所定の科目を履修し、それらの科目ごとに割り当てられている単位を修得し、
これを一定数積み上げることによって卒業できる制度をいいます。大学の授業は講義・演習、実験・実技科目に大別することがで
きますが、各授業科目の 1単位当たりの学習時間は、教室等で行う授業時間と教室外で行う準備学習・事後学習の自学自習時間を
合わせて 4５ 時間が必要になります。単位制度の趣旨を理解して、履修する単位数に相当する自主的学習時間が必要であることを意
識して、日ごろの授業に臨んでください。

5 ）学芸員課程の年間スケジュール（予定）

1 年次 2年次 3年次 4年次

4月
新入生オリエンテーション
学芸員課程登録
学芸員履修費納入

５月

6月

7月

博物館実習（館務実習）
（実習先により期間が異な
る）

8月

9月

10月

11月

12月
・「博物館実習（館務実習）」
　希望登録ガイダンス
・博物館実習報告会（聴講）

博物館実習報告会（発表）

1月 博物館実習正式依頼開始

2月 学芸員課程資格判定

3月 新 2年次ガイダンス 新 3年次ガイダンス 新 4年次ガイダンス
学芸員課程修了証書交付
（卒業式当日）

7 ．修了証書の授与
　本課程を修了した履修生には卒業時に学芸員課程修了証書（資格取得証書）が授与されます。
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5．博物館実習について
　博物館実習には、学内で行う「博物館実習Ⅰ（学内実習）」と博物館で行う「博物館実習Ⅱ・Ⅲ（館務実習）」があります。

1 ）博物館実習Ⅰ（学内実習）［ 3年次］・・必修
　学内実習は、2年次までに修得した授業科目の理論を基礎として、履修生の専門分野に応じて、実際の資料の作成や資料取扱い
について体験し、翌年度に実施する、館務実習を円滑に進めることができるように準備する授業科目です。
　学内実習に係る交通費 ･入館料・資料等の実費は、一部履修者の負担となる場合があります。
　学内実習は、複数のプログラムにより成り立っており、学外でのフィールドワーク、博物館の見学、展示物制作と展示実習など
があります。プログラムによって学部別、全学部合同、等実施形態も異なります。

2 ）博物館実習Ⅱ（館務実習）［ 4年次］・・必修
　館務実習は、実際の博物館等において学芸員の指導のもとに資料の取扱いや展示・教育活動についての実習を行い、学芸員の業
務全般について体験し、理解を深めます。
　館務実習は、博物館の特別なご好意と、極めて多忙な学芸員のご協力により実施されます。貴重な時間と労力を割いて、次代を
担う人材を育てるために指導にあたっていただくことを銘記して、謙虚かつ真摯な態度で実習に臨んでください。

3 ）博物館実習Ⅲ（館務実習）［ 4年次］・・選択
　2）の博物館実習Ⅱ（館務実習）が ５日間以上の実習となる場合がありますので、履修登録しておいてください。10 日間以上の
実習の場合、単位が修得できます。

4 ）博物館実習Ⅱ･Ⅲ（館務実習）の概要

実 習 先
博物館
　※自身で確保

実 習 の 時 期 4年次の 7月～10月頃　※実習先と申込時に相談

実 習 の 期 間
最低 ５日間
　※実習する博物館との相談による

実 習 の 申 込 手 続
実習を希望する博物館等へ自身が申込
　※ 3年次の12月にガイダンスで説明

実 習 の 申 込 方 法 博物館により異なるため、自身で情報収集が必要

実 習 の 費 用 博物館により異なるため、必要な場合は自身で支払

5 ）博物館実習Ⅱ ･Ⅲ（館務実習）の参加資格
　博物館実習Ⅱ・Ⅲに参加できるのは、参加年度に最終学年に在学する学生で、下記のすべてに該当する者でなければなりません。
①　前年度までに「博物館に関する科目」のうち「博物館実習Ⅰ」「博物館原論」「博物館経営論」「博物館資料論」（「博物館資料論Ⅰ」
または「博物館資料論Ⅱ」）の単位を修得していること。ただし、学部の必修科目と該当科目が時間割上、重複した場合はこの限
りではない。
②　その他、本課程を修了するのに必要な単位を卒業までに修得する見込みがあること。
③　博物館での実習に耐えうる心身の健康を保持すること。
④　学芸員の仕事に対して熱意があること。

6 ．学芸員課程の登録および諸手続
1）学芸員課程の登録と履修費の納入について
　学芸員課程の履修を希望する学生は、学芸員課程オリエンテーションに出席し、学芸員課程履修希望登録及び学芸員履修費（ 30,000
円）の納付が必要です。
(1)　 学芸員課程履修希望登録を行うことによって、学芸員課程開講科目を履修登録することができるようになります。
(2)　 所定の履修費で学芸員課程を履修することができる期間は、大学学部に在籍する期間です。
(3)　 退学・除籍の後、再入学・復籍した者が、再び学芸員課程を履修しようとするときは、既納の額と再履修を出願した年度の履
修費に差額がある場合は、その差額を納付する必要があります。
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2）学芸員課程の授業科目の履修登録について
　学芸員課程を履修するために必要な授業科目の履修登録は、4月の履修登録期間内にて行ってください。

3 ）大学院生の履修について
　本学学部において学芸員資格に必要な単位を取得できずに卒業し、継続して本学大学院へ進学した場合、大学院在学中に学芸員
資格のために必要な授業科目の履修が認められます。
　この場合は、学芸員履修費（ 30,000 円）納入および科目等履修生としての登録手続きが必要となります。
　また、指導教員の承諾書等が必要です。詳細は、教職センター【教職・学芸員】で説明を受けてください。
　大学院生で学芸員資格のための新規登録は認められません。

4 ）単位制度について
　大学における教育課程は、大学設置基準にもとづく単位制を採用しています。単位とは 1つの授業科目の学習に要する時間を表
す基準です。単位制とは、各年次に配当されている所定の科目を履修し、それらの科目ごとに割り当てられている単位を修得し、
これを一定数積み上げることによって卒業できる制度をいいます。大学の授業は講義・演習、実験・実技科目に大別することがで
きますが、各授業科目の 1単位当たりの学習時間は、教室等で行う授業時間と教室外で行う準備学習・事後学習の自学自習時間を
合わせて 4５ 時間が必要になります。単位制度の趣旨を理解して、履修する単位数に相当する自主的学習時間が必要であることを意
識して、日ごろの授業に臨んでください。

5 ）学芸員課程の年間スケジュール（予定）

1 年次 2年次 3年次 4年次

4月
新入生オリエンテーション
学芸員課程登録
学芸員履修費納入

５月

6月

7月

博物館実習（館務実習）
（実習先により期間が異な
る）

8月

9月

10月

11月

12月
・「博物館実習（館務実習）」
　希望登録ガイダンス
・博物館実習報告会（聴講）

博物館実習報告会（発表）

1月 博物館実習正式依頼開始

2月 学芸員課程資格判定

3月 新 2年次ガイダンス 新 3年次ガイダンス 新 4年次ガイダンス
学芸員課程修了証書交付
（卒業式当日）

7 ．修了証書の授与
　本課程を修了した履修生には卒業時に学芸員課程修了証書（資格取得証書）が授与されます。
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5．博物館実習について
　博物館実習には、学内で行う「博物館実習Ⅰ（学内実習）」と博物館で行う「博物館実習Ⅱ・Ⅲ（館務実習）」があります。

1 ）博物館実習Ⅰ（学内実習）［ 3年次］・・必修
　学内実習は、2年次までに修得した授業科目の理論を基礎として、履修生の専門分野に応じて、実際の資料の作成や資料取扱い
について体験し、翌年度に実施する、館務実習を円滑に進めることができるように準備する授業科目です。
　学内実習に係る交通費 ･入館料・資料等の実費は、一部履修者の負担となる場合があります。
　学内実習は、複数のプログラムにより成り立っており、学外でのフィールドワーク、博物館の見学、展示物制作と展示実習など
があります。プログラムによって学部別、全学部合同、等実施形態も異なります。

2 ）博物館実習Ⅱ（館務実習）［ 4年次］・・必修
　館務実習は、実際の博物館等において学芸員の指導のもとに資料の取扱いや展示・教育活動についての実習を行い、学芸員の業
務全般について体験し、理解を深めます。
　館務実習は、博物館の特別なご好意と、極めて多忙な学芸員のご協力により実施されます。貴重な時間と労力を割いて、次代を
担う人材を育てるために指導にあたっていただくことを銘記して、謙虚かつ真摯な態度で実習に臨んでください。

3 ）博物館実習Ⅲ（館務実習）［ 4年次］・・選択
　2）の博物館実習Ⅱ（館務実習）が ５日間以上の実習となる場合がありますので、履修登録しておいてください。10 日間以上の
実習の場合、単位が修得できます。

4 ）博物館実習Ⅱ･Ⅲ（館務実習）の概要

実 習 先
博物館
　※自身で確保

実 習 の 時 期 4年次の 7月～10月頃　※実習先と申込時に相談

実 習 の 期 間
最低 ５日間
　※実習する博物館との相談による

実 習 の 申 込 手 続
実習を希望する博物館等へ自身が申込
　※ 3年次の12月にガイダンスで説明

実 習 の 申 込 方 法 博物館により異なるため、自身で情報収集が必要

実 習 の 費 用 博物館により異なるため、必要な場合は自身で支払

5 ）博物館実習Ⅱ ･Ⅲ（館務実習）の参加資格
　博物館実習Ⅱ・Ⅲに参加できるのは、参加年度に最終学年に在学する学生で、下記のすべてに該当する者でなければなりません。
①　前年度までに「博物館に関する科目」のうち「博物館実習Ⅰ」「博物館原論」「博物館経営論」「博物館資料論」（「博物館資料論Ⅰ」
または「博物館資料論Ⅱ」）の単位を修得していること。ただし、学部の必修科目と該当科目が時間割上、重複した場合はこの限
りではない。

②　その他、本課程を修了するのに必要な単位を卒業までに修得する見込みがあること。
③　博物館での実習に耐えうる心身の健康を保持すること。
④　学芸員の仕事に対して熱意があること。

6 ．学芸員課程の登録および諸手続
1）学芸員課程の登録と履修費の納入について
　学芸員課程の履修を希望する学生は、学芸員課程オリエンテーションに出席し、学芸員課程履修希望登録及び学芸員履修費（ 30,000
円）の納付が必要です。
(1)　 学芸員課程履修希望登録を行うことによって、学芸員課程開講科目を履修登録することができるようになります。
(2)　 所定の履修費で学芸員課程を履修することができる期間は、大学学部に在籍する期間です。
(3)　 退学・除籍の後、再入学・復籍した者が、再び学芸員課程を履修しようとするときは、既納の額と再履修を出願した年度の履
修費に差額がある場合は、その差額を納付する必要があります。
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